化!^ 


取扱 書 

よく お読みに なって ご 使用く ださい。 
取扱 書は 車の 中に 保管し ま しよう。 
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巧つ ておいて いただを たいこと 


[本書の 内容に ついて 


本書は オプ ショ ンを 含む すべての 装備の 説明を しています。 

そのため、 お客様の お 車には ない 装備の 説明び 記載され ている 場合び あります。 
また、 車の 仕様 変更に より、 内容び お 車と 一致し ない 場合び あります ので ご了承 
< ださい。 

トヨタ 販売店で 取りつ けられた 装備 （販売店 オプション） の 取り扱い について 
は、 その 商品に 付属の 取扱 書を お読み < ださい。 

イラストは、 記載して いる 仕様な どの 違いに より、 お客様の お 車の 装備と 一致し 
ない 場合び あります。 


(不正 改造に ついて 


• トヨタび 国 ± 交通 省に 届け出を した 部品！; (外の わのを 装着す ると、 不正 改造 
になる ことび あります。 

•車 高を 下げたり、 ワイド タイヤを 装着す るな ど、 車の 性能 や 機能に 適さない 
部品を 装着す ると、 故障の 原因と なったり、 事故を 起こし、 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あり 危険です。 

• 八ン ドルの 改造は 絶対にし ないで ください。 八ン ドルには SRS エアバッグ 
び 内蔵され ている ため、 不適切に 扱う と、 正常に 作動し なくなったり、 誤っ 
て ふ <ら み、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 
ります。 


• 次の 場合は トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

- タイヤ- ディスク ホイール- ホイール 取りつ け ナツ トの 交換。 

異なった 種類 や 指定 外の ちのを 使用す ると、 走行に 悪影響を およぼした 
り、 不正 改造になる ことび あります。 

- 電装品 •無線機な どの 取りつ け、 取りは ずし。 

電子 機器 部品に 悪影響を およぼしたり、 故障 や 車両 乂災 など 事故に つなび 
る おそれび あり 危険です。 

•フ □ント ガラス、 および 運転席 •助手席の 窓ガラスに 着色 フィルム （含む 透 
明 フィルム） などを 貼りつ けないで ください。 視界を さまたげる ばかりで な 
く、 不正 改造に つなび る おそれび あります。 
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I 運輯 についての ご注意 


他の 車 や 歩行者な ど、 周囲の 状況に 常にを 意を 仏い、 安全運転を 必 がけて くださ 
い。 

酒気帯び運転は 絶対し ないで < ださい。 お 酒を 飲む とを 意力と 判断力び にぶり、 
思いび けない 事故を 引 さ 起こす おそれび あります。 また、 眠気を もよおす 薬を 飲 
ん だと さも 運転を 控えて ください。 

運転 中に 携帯電話を 使用したり、 装置の 調節な どを しないで < ださい。 周囲の 状 
況 などへの を 意び 不十分に なり、 大変 危険です。 八 ンズフ U —！; I 外の 自動車電話 
や 携帯電話を 運転 中に 使用す る ことは 法律で 禁止され ています。 


I 車両の 制御 データ- 操作 データの 記録に ついて 


お 車には、 車両の 制御 や 操作に 関する データを 記録す る コンピューターび 複数 装 
備 されて おり、 主に 次の ような データを 記録し ます。 

- エンジン 回転 数  - モーター 回転 数* 

- アクセルの 操作 状況  - ブレーキの 操作 状況 

•車 速  •シフト ポジション 

グレード •オプション 装備に より 記録され る データ 項目は 異なります。 なお、 コ 
ン ピュー ターは 会話な どの 音声 や 映像は 記録し ません。 


• データの 取り扱い について 


トヨタは コンピューターに 記録され た データを 車両の 故障 診断 • 研究開発- 品質 
の 向上を 目的に 取得- 利用す る ことび あります。 

なお、 次の 場合を 除 さ、 トヨタは 取得した データを 第兰 ちへ 開示 または 提供す る 
ことはありません。 


- お 車の 使用者の 同意 （U —ス 車は 借主の 同意） び ある 場合 
- 警察- 裁判所- 政府機関 などの 法的 強制力の ある 要請に 基づく 場合 
- 統計的な 処理を 行う 目的で、 使用者 や 車両び 特定され ないように 加工した 
データを 研究 機関な どに 提供す る 場合 


•  G-B 日日 K による データの 取り扱い について 


お客様び G-B 日日 K を ご 利用の 場合、 記録 データと その 使用に ついて、 G-BOOK 
利用 規約を ご覧く ださい。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


[イ ペン ト了 ー タレ J — 夕 一 


お 車には、 最適な 車両 性能を 維持す るた めの コンピューターを 搭載して います。 
この コンピューターは システムび 正常に 作動して いる ことを 診断す ると 共に、 衝 
突のと き や 衝突に 近い 状態のと さの データを 記録す るイ ベン ト データ レコ ー 
ダー (EDR) を 装備して います。 

エアバッグ コンピューターに 搭載して いる イベント データ レコーダーび、 衝突の 
とさ や 衝突に 近い 状態のと さに 次の データを 記録し ます。 


- エンジンの 回転 数 
- 車 速 

. ブレーキ ペダルの 操作 状況 
- アクセル ペダルの 操作 状況 
- トランスミッションの シフト ポジション 
- エアバッグ 作動に 関する 情報 
- エアバッグ システムの 故障 診断 情報 

イベント データ レコーダーは 会話な どの 音声 や 映像は 記録し ません。 

• EDR データの 開示に ついて 

トヨタ および トヨタび 委託した 第兰割 ま、 イベント データ レコーダーに 記録され 
た データを、 車の 研究開発を 目的に 取得 •流用す る ことび あります。 なお、 トヨ 
夕 および トヨタび 委託した 第兰 者は、 取得した データを 次の 場合を 除 さ、 第兰者 
へ 開示- 提供す る ことはありません。 

- お 車の 使用ち の 同意び ある 場合 
- 裁判所 命令な どの 法的 強制力の ある 要請に 基づ < 場合 
- 統計的な 処理を 行うな どの、 使用者 や 車び 特定され ないように 加工した 
データを 研究 機関な どに 提供す る 場合 


[保証 および 点検に ついて 


保証 および 点検 整備に ついては、 別冊 「メンテナンス ノート」 に 記載して います 
ので、 併せて お読み <  ださい。 

曰 常 点検 整備 や 定期 点検 整備は、 お客様の 責任に おいて 実施して < ださい。 （法 
律で 義務付けられて います。） 


23 


A 警告 

■お 子 さまを 乗せる ときは 

お テ さまを 車の 中に 残した ままに しないで ください。 車内び 高温に なって 熱 射 
病 や 脱水症 状に なり、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる 
おそれび あります。 

また、 お テ さまび 車内の 装置を 操作し、 ドア ガラスな どに 挟まれたり、 ライ 
ター •発 炎 筒な どで やけどしたり、 運転 装置を 動かして、 思いび けない 事故に 
つながる おそれび あり 危険です。 

お 車に お テ さまを 柔 せる 場合は、 お テ さまの 安全を 確保す るた めのを 意 事項 や 
チ ヤイ ル ド シー トの 取りつ け かたな どを まとめた 「チ ヤイ ル ド シー トの 取りつ 
け」 (^P. 180) を お読みく ださい。 

■駆動 用 電池の 廃棄に ついて （八 イブ リッ ド 車） 

駆動 用 電池を 取りは ずさない ままで お 車を 廃棄され た 場合、 高電圧 部品- ケー 
ブル •それらの コネクターに 触れる と、 深刻な 感電の 危険び あります。 お 車を 
廃棄す ると さには、 トヨタ 販売店で 駆動 用 電池を 廃棄して ください。 駆動 用電 
池は 適切に 廃棄 しないと、 感電を 引 さ 起こし、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 
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本書の 中の 表示に ついて 


I ノ V イブ リツ ド 車 特有の 記載に ついて 


八 イブ U ッド車 特有の 部品 名称 や スイッチ 名称を" 〈000〉" で 表示して 
います。 （〈"パワー" スイッチ〉 など） 


I 警告、 注意、 知識に ついて 


乂 警告 


ここに 記載され ている ことを お守りいた だかない と、 生命の 危険 または、 重大な 
傷害に つなび る おそれび あり ます。 お客様 自身と 周囲の 人々 への 危険を 避けたり 
減少 させたり する ため 必ず お読みく ださい。 


么 注意 


ここ に 記載され ている ことを お守り いただかな いと、 お 車 や 装備 品の 故障 や 破損 
につな びる おそれ や、 正しい 性能を 確保で さない 場合び あり ます。 


□知識 


機能の 説明 や 操作ち 法の 説明 外で 知って おいていた ださたい こと、 知って おく 
と 便利な ことを 説明して います。 


I イ ラス ト 内の 表示に ついて 


Q セーフ テ イーシン ボル 

"しては いけません" "このように しないで ください" "このような こと 
を 起こさないで ください" という 意味を 表して います。 


操作を 示す 矢 EH 

^ スイッチ などの 操作 （押す、 回すな ど） を 示し 
ています。 

〇 操作 後の 作動 （フタび 開くな ど） を 示して いま 
す。 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム 

について (八 イブ リツ ド 車) 


八 イブ U ッ ド システムの 

特徴 .  28 

八 イブ U ッ ド システムの 

を 意 .  34 

燃費 画面/  ESP 日 画面 

/ エネ ルギー モニター . 40 

八 イブ U ッ ド 車 運転の 
アドバイス .  53 


1-2. キーの 取扱い 

キー .  55 

1-3. ドアの 開閉の しかた、 

□ック のし かた 

スマート エン ト U — & 


スタート システム . 已 7 

ワイヤレス U モ コン .  67 

フ □ント ドア .  70 

スライド ドア .  74 

バック ドア .  8 曰 
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運 面ず る 前に 


1-4. シート、 八ン ドル、 ミラーの 


調整の しかた 

フ □ント シート .  9 己 

セカンド シート . 101 

ヴード シート . 108 

へッ ドレ スト . 1 10 

シート アレンジ . 1 13 

ドライビング ポジション 
メモ  U  — . 124 

シート ベルト . 127 

八ン ドル . 135 

イン ナ~ ミラー . 136 

ドァ ミラー . 138 

補助 確認 装置 . 142 


1-5. ドア ガラス- ムーン ルーフの 


開け 方、 閉め 方 

パヮー ウィンドウ . 144 

ツイン ムーン ルーフ . 147 

1-6. 給油の しかた 

給油 口の 開けち . ] 已日 

1-7. 盗難 防止 システム 

イモ ビラ イヴ ー 

システム . ] 曰 3 

オート アラーム . ] 曰 4 

1-8. 安全に 

お使いい ただく ために 

正しい 運転 姿勢 . 157 

SRS エア ノく ッグ . ] 已 9 

テ 供 専用 シート . 168 

チャイルド シートの 
取 0 つけ . 180 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 

八 イブ リツ ド システムの 4 ミ徴 


ヴェル ファイア 八 イブ リツ ドの 八 イブ リツ ド システムは、 電気 モー 
ターと ガソリン エンジン という 2 つの パワーの シナジー （相乗） 効果 
により、 優れた 動力 性能と 低 燃費 化の 両立を 高い 次元で 実現した シス 
テムで ず。 さ 5 に、 排出 ガスを 低減 •クリーン 化した、 環境に 配慮し 
た 技術と なって いまず。 


BT011CG001 

イ ラス トは 説明の ための 例で あり、 実際とは 異なります。 

n ガソ U ンェン ジン 
且フ □ン トモーター 
au ヤ モーター 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


■停車 時 •発進 時 •低速 走行 時 

停車 中は ガソリ ン エンジンを 停止‘^ します。 

発進 時は 電気 モーターを 使って 発進し ます。 

低速 走行 時 や 下り坂 走行 時を ガソ U ン エンジンを 停止 & し、 電気 
モーターを 使って 走行し ます。 

シフト レバーび N にある とさは 駆動 用 電池への 充電び 行われ ませ 
ん。 車両 停止 時は 必ず P にして ください。 また、 お 滞 時な どで を、 
D、 S または 目で 運転して ください。 

^ 駆動 用 電池の 充電び 必要な とさ や エンジン 暖機 中な ど、 ガソ U ン エンジン 
び 自動 停止し ない ことび あります。 (^P.  31) 

■通常 走 巧 時 

主に ガソ U ン エンジンを 使用して 走行し ます。 

必要に応じて 電気 モーターを 発電機と して 動かし、 駆動 用 電池へ 充 
電 します。 

■ 急 加速 時 

アクセル ペダルを 大 さく 踏み込んだ とさは、 ガソ U ン エンジンに 加 
え、 駆動 用 電池から わ 電気 モーターに 電力を 供給し、 電気 モーター 
の 出力を 上げ、 力強く 加速し ます。 

■減速 時 •制動 時 （回生 ブレーキ） 

車輪び 電気 モーターを 発電機と して 動かし、 駆動 用 電池へ 充電し 
よ 9  〇 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


[車両 接近 通報 装置 


ガソリ ン エンジンび 停止した 状態での 走行 時、 車両の 接近を 周囲の 人に 
知らせる ため、 車 速に 応じた 音階で 通報 音を 鳴らします。 車 速び 約 
2 己 km/h を こえる と 消音し ます。 スイッチ 操作で 車両 接近 通報 装置を 
OFF にして 消音す る ことわで きます。 


日 FF にす るには、 "パワ ー" ス イッ 
チび 日 N モードの とさ、 スイッチ 
を 押す 

スイッチ 上の インジケーターび 点 打 
します。 再度 スイッチを 巧す と 日 N に 
なります。 "パ ワ ー " スイッチを ON 
モー ドに する ごとに、 車両 接近 通報 装 
置は 日 N になります。 


□知識 

■回生 ブレーキ について 

次の 場合、 車の 運動 エネルギーを 電気 エネルギーに 変換し、 駆動 用 電池へ 充電 
すると 共に 減速 力を 得る ことび でさます。 

•シフ トレバーび D、 S または B で 走行 中に、 アクセル ペダルから 足を 離した 
とさ 

•シフト レバーび D、 S または B で 走行 中に、 ブレーキ ペダルを 踏んだ とさ 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


■八 イブ リツ ド システム インジケーターに ついて 

八 イブ リツ ド システムの 出力 や 回生 レベル 
を 示します。 (^P.  233) 


■ガソリン エンジンの 自動 停止に ついて 

車両 状態に 応じて、 ガソ U ン エンジンは 自動的に 始動- 停止し ます。 

ただし、 次の 状態では 自動 停止し ない ことび あります。^ 

•ガソ U ン エンジン 暖機中 

♦駆動 用 電池の 温度び 高い とさ、 または 低い とさ 

♦駆動 用 電池 充電 時 

•暖房を かけた とさ 

^ 状況に より、 上記の 他に をガソ IJ ン エンジンび 自動 停止し ない 場合び あります。 

■駆動 用 電池の 充電に ついて 

•ガソ U ンエン ジンの 動力に よる 充電 や 回生 ブレーキ により、 駆動 用 電池び 充 
電 される ため、 車 外からの 充電は 必要ありません。 しかし、 車両を 長時間 放 
置す ると、 少しずつ 放電し ます。 そのため、 少なく とち 2 〜 3 ヶ月に 一度、 
約 3 日 分 間 ほど 運転して ください。 

万一、 駆動 用 電池び 完全に 放電し、 八 イブ U ッド システムを 始動で さない 
とさは トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 

•シフ トレバーび N のと さは、 駆動 用 電池の 充電び 行われません。 駐車- 停車 
時は 必ず P にして ください。 また、 渋滞 時な どで も D、 S または B で 運転 
して  <  ださい。 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


■ 補 機バッ テリ ーの 巧電 について 

-^P.  49 己 

■補 機 バッテリーび あびって しまったり、 交換な どで 取りは ずした ときは 

ガソ U ン エンジンの 自動 停止び 行われない ことび あり ます。 

自動 停止し ない 状態び 2、 3 曰 続く 場合は、 トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

■八 イブ リツ ド 車 特有の 音と 振動に ついて 

八 イブ U ッ ド 車は、 READ 丫 インジケーターび 点 打し、 走行可能な 状態で ち、 通 
常の 車の ように、 エンジン 音 や 振動び ない ことび あるた め、 走行可能な 状態で 
ある ことに 気び つかない 場合び あります。 安全の ため、 駐車 時は パーキング ブ 
レーキを かけて、 確実に シフ トレバーを P にして ください。 

八 イブ U ッ ド システム 始動 前- 始動 後は、 次の ような 音 や 振動び 発生す る 場合 
びあります び、 異常ではありません。 

•エンジン ルームからの 電気 モーターの 作動 音 （加速 時の "キーン" 音、 減速 
時の "ヒ ューン "音） 

♦八 イブ U ッ ド システム 始動 時 や 停止 時に 聞こえる 駆動 用 電池からの 音 

•ガソ U ン エンジンの 始動- 停止 時 や 低速 走行 時、 および アイ ド U ング 中に 卜 
ランス ミッションから 聞こえる "コッコ ツ" "カタ カタ" という 音 

•急 加速 時の エンジン 音 

•ブレーキ ペダルを 踏んだ とき や、 アクセル ペダルを ゆるめた ときに 聞こえる 
回生 ブレーキの 音 

•ブレーキ ペダルを 操作した ときに 聞こえる、 作動 音 や モーター 音 
•ガソ U ン エンジンの 始動- 停止に よる 振動 
♦駆動 用 電池 冷却 用 吸入 □  (^P.  3 己） から 聞こえる ファンの 音 
•エアコンの 作動 音 （エアコン コン プ レッサー、 ブ □ワ モー ター) 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


■車両 接近 通報 装置に ついて 

次の ような 場合は、 周囲の 人に 通報 音び 聞こえに くくなる ことび あります。 
•周囲の 騒音び 大 さい 場合 
♦雨 または 強風の 場合 

また、 車両 接近 通報 装置は 車両 前 側に あるので、 車両 前方と 比較して、 車両 後 
ちは 聞こえに くくなる ことび あります。 

■メンテナンス や 修理. 廃車に ついて 

お 車の メンテナンス や 修理- 廃車の 際は 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
とくに 廃車す る 場合は、 トヨタ 販売店を 通じて 駆動 用 電池の 回収を 行って いま 
すので、 ご協力  <  ださい。 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 

八 イブ リツ ド システムの ミ 主意 


ノ V イブ リツ ド システムには、 駆動 用 電池- パワー コント □ー ル ユニツ 
卜- オレンジ色の 高圧 ケーブル- 電気 モーター などの 高電圧 部位 （最 
高 約 目 50V) や、 冷却 用 ラジエーター などの 高温 部位び あります ので、 
ご注意く ださい。 なお、 高電圧 部位な どには、 取り扱い 上の 注意を 記 
載した ラベルが 貼付して あります ので、 ラベルの 指示に したびって 正 
しい 取り扱いを してく ださい。 


BT011CG002 


イ ラス トは 説明の ための 例で あり、 実際とは 異なります。 


n エアコン コンプレッサー 
曰 高電圧 ケーブル （オレンジ色) 
且 パワー コン ト □-ル ユニット 
H フ □ン トモーター 


曰 駆動 用 電池- 

DC /DC コンバーター 
0 コーション ラベル 
〇 サービス プラグ 
0 リヤ モーター 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


1" 駆動 用 電池 冷却 用 吸入 □ 

駆動 用 電池 冷却 用の 吸入 □を而 さいだり すると、 駆動 用 電池の 過熱 や 出 
力 低下の 原因になります。 


センター コンソールう しろ 側に 吸 
入 □びあります。 


1" 緊急 停止 システム 

事故に より 衝撃を 受けた とさな どは、 八 イブ リツ ド システムを 停止して 
高電圧を 遮断し ます。 また、 フュー エル ポンプ 制御に より 燃料 供給を 停 
止し、 燃料 われを 最小限に 抑えます。 

この場合、 八 イブ リツ ド システムを 再 始動させる ことび でさなくなる た 
め トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


I 警告メッセージ 

八 イブ リッ ド システムの 異常 やお 知らせしたい 事項び 発生す ると 自動的 
に 表示され ます。 


A イブ リリ ド 
シス子 ム 過熱 
出力 制限 中 T す 

一司 温  24  "c 

□DO  300  km 


警告メッセージは、 マルチ イン 
フ オメ ーシ ヨン ディスプレイに 表 
示されます。 

表示され た 画面の 指示に したびって 
ください。 (^P.  454) 


□知識 


■警告な び 点な したと き や、 警告メッセージび 表示され たと き、 補 機 バッテリー 
との 接続び 断たれた ときは 

八 イブ U ッ ド システムを 再 始動で さない おそれび あります。 

もう 一度 始動 操作を しても READY インジケーターび 点 打し ない 場合は トヨタ 
販売店に ご連絡 < ださい。 

■ガス欠に なつた ときは 

ガス欠で 八 イブ U ッド システムび 始動で さない とさは、 燃料 残 量 警告 打 (^P. 
451) び 消 打す るまで 給油して から 再 始動して ください。 少量の 給油では 始動 
でさない 場合び あります。 （給油 量は 車両 水平 状態で 約 ]0L です。 車両の 傾 さ 
によって 給油 量は かわります） 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


■電磁波に ついて 

•高電圧 部位 や 高電圧 配線は、 電磁 シールド 構造に なって います。 従来の 車 や 
家電 製品と くらべて、 電磁波び 多い という ことはありません。 

•アマチュア 無線の 一部 （遠距離 通信） において、 受信 時に 雑音び 混入す る 場 
合び あります ので、 あらかじめ ご了承く ださい。 

■駆動 用 電池に ついて 

駆動 用 電池には 寿命び あり ます。 寿命は 車の 使いち、 走行 条件に より 異なり ます。 


A 警告 

■高電圧- 高温に ついて 

この 車は、 高電圧 システムを 使用して います。 

次の ことを お守りいた だかない と、 やけど や 感電な ど 生命に かかわる 重大な 傷 
害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•高電圧 部位 •高電圧の 配線 （オレンジ色） および その コネクターの 取りは ず 
し- 分解な どは 絶対に 行わないで ください。 

•走行 後は 八 イブ U ッ ド システムび 高温になります。 車に 貼って ある ラベルの 指 
示に したびい、 常に 高電圧- 高温 部位に 注意して ください。 

•コンソール ボックス 下部に ヴービ スプラ 
グ びあります。 サービス プラグは トヨタ 
販売店で 車両の 修理 時な どに、 駆動 用電 
池の 高電圧を 遮断す るた めの ちので す。 
取り 扱いを 誤る と 感電の おそれび あるた 
め、 絶対に さわらないで ください。 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


A 警告 

■事故び 発生した ときは 

次の ことを お守りいた だかない と、 感電な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

•続発 事故 防止の ため 安全な 場所に 停車す る 
停車 時は、 ブレーキ ペダルを 踏みな びら パーキング ブレーキを かけ、 シフト レ 
バーを P にして 八 イブ U ッ ド システムを 停止し ます。 その あと ブレーキ ぺダ 
ルから ゆっくり 足を 離して ください。 

•高電圧 部位 •高電圧の 配線 （オレンジ色） などには、 絶対に さわらない 

•液体の 付着 やちれ び ある 場合は 絶対に さわらない 
駆動 用 電池の 電解液 （強 アル カ U 性） び 目 や 皮膚に 触れる と 失明 や 皮膚 傷害の 
おそれび あり 危険です。 万一、 目 や 皮膚に 付着した 場合は ただちに 多量の 水で 
洗い流し、 早急に 医師の 診察を 受けて < ださい。 

•車 室内 および 車 室外に、 はみ出し ている 電気 配線には 絶対に さわらない 

•万一、 車両 乂災び 発生した とさは、 ABC 消乂 器を 使用して 消乂 する 
水を かける 場合は、 消乂栓 などから 大量に かけて ください。 

•タイヤび 接地した 状態で けん 引し ない 
電気 モーターから 発電され、 破損の 状態に よっては、 漏電に よる 乂災の おそれ 
び あり 危険です。 必ず 4 輪と わ 持ち上げた 状態で 運搬して ください。 

(^P.  44 己） 

•車の 下の 路面な どを 確認し、 液体の もれ （エアコンの 水 外） び 見つかった 場 
合、 燃料 系統び 損傷して いる 可能性び あります。 そのまま 八 イブ U ッ ド シス テ 
ムを 始動す ると 燃料に 引乂 する おそれび あり 危険です ので、 始動し ないで  <  だ 
さい。 

この場合は、 トヨタ 販売店に 状況を 連絡す ると さに 併せて お伝えく ださい。 

■駆動 用 電池に ついて 

駆動 用 電池を 不法に 投棄 または 放置す ると、 環境汚染 となる ばかり か、 第兰者 
び 高電圧 部位に 触れた 場合に、 生命に かかわる 感電 事故な どに つながる おそれ 
び あり 危険です。 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


A 迂 '言、 

■駆動 用 電池 冷却 用の 吸入 □について 

♦吸入 □のま わりに 荷物な どを 置いたり しないで ください。 

吸入 □がふ さびれる と 駆動 用 電池び 過熱したり、 故障の 原因に な ります。 

♦吸入 □は、 目づ まりしな いよう 定期的に 清掃して ください。 

♦吸入 □に 水 や 異物を 入れないで ください。 

駆動 用 電池を 損傷す る おそれび あ ります。 

♦駆動 用 電池 周适に 多量の 水を こぼさな いよう 注意して ください。 

誤って こぼして しまった とさは、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車） 

燃費 画面 */ESPO 画面*/ エネルギー モニター 


ノ V イブ リツ ド システムの 状態を、 マルチ イン フ オメー シヨ ン ディ スプ 
レイ や メーカー オプ シヨ ンの ナビ ゲー シヨ ン 画面に 表示し ます。 


■ 燃費 画面 

燃料の 消費 率な どを 表示し ます。 


n マルチ イン フォ メー ショ ン 
ディスプレイ 
♦ エネ ルギー モニター 
(^P.  48) 

曰 ナビ ゲー ショ ン 画面 

(メーカー オプションの ナビ 
ゲー ショ ン システム 装着 車） 

♦ 燃費 画面 

(^P.  41、 P.  43) 

•  ESPO 画面 
UP.  45) 

参 エネルギー モニター 
UP.  50) 


■  ESPO 画面 

エコ ドライブを ヴポー ト する さまざまな 情報を 表示し ます。 

■ エネ ル 幸‘ー モニター 

車両の 走行 状況な どに より、 エネ ル ギーの 流れを 表示し ます。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


毎分 燃費の 見方 （ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車） 


画面 外の "情報 •  G’’ スイッチを 
押す 


阮 


を 選択す る 


-工] "强- 


燃費 画面 または ESP 日 画面び 表示 さ 
れ ます。 


m  ESP 日 画面び 表示され たと きは、™™ を 選択す る 

区間 燃費び 表示され たと きは、 iS 置を 選択し ます。 


巧 巧 燃,  ち 商^ 巧 ~  a 腰 肖 去 J  BE 

HR 王* ルザー 圓づ 《1  I 

f けけ 邮 I" り [fill も |1 邮 
HiiiiiMiuumiuili 

305^11  S  の  15  の  6  |〇 


BTO11CF046 


n 過去 30 分 間の] 分 ごとの 燃費 
(平均 燃費） 

且 過去 30 分 間の] 分 ごとの エネ 
ルギ ー回 収量 

13 マーク] つび 己 日 wh です。 

且 航続 可能 距離 (^P.  242) 


表示 画面に ついては 実際の 状況と わずかに 異なる 場合び あります。 


41 


1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


□知識 


■燃費 データを リセ ッ トす るには 


毎分 燃費 画面で 
されます。 


隔頤肖 ま 


を 選択す ると、 平均 燃費、 エネルギー 回収 量び U セット 


■航続 可能 距離に ついて 

現在の 燃料 残 量で 走行で さる およその 距離を 表示し ます。 

表示され る 距離は、 過去の 平均 燃費を ちとに 算出され るた め、 表示され る 距離 
を 実際に 走行で さる とは 限り ません。 

■ 画面を ちち 2 分割 して 表示す るには （地図/車両 情報） 

地図 画面の ち 側に 車両 情報 （燃費 表示な ど） を 表示させる ことび でさます。 
画面を 左ち 2 分割しての 表示は 全 画面での 表示より わ、 表示され る 情報は かな 
くなります。 

画面を 左ち 2 分割で 表示す るには 次の 順で 操作して ください。 

地 圍 面— -!!^^ - 

また、 画面を 左ち 2 分割で 表示して いる 状態から 全 画面での 表示に ち どす には 
次の 順で 操作して ください。 

国 1  一 m 一  I 閣 

地図 1 画面 


42 


1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


区間 燃費の 見方 （ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車） 


画面 外の "情報 •  G’’ スイッチを 
押す 


阮 


を 選択す る 


-工] "强- 


燃費 画面 または ESP 日 画面び 表示 さ 
れ ます。 


m  ESPO 画面び 表示され たと きは、*: ■を 選択す る 

毎分 燃費び 表示され たと きは、 HD を 選択し ます。 


区 聞 燃 »  巧 巧な 巧 应昆 消を; 

ィー ターの 平 巧 リセ 7 卜 iTi とヴ で：? が更 If  C 円 » t 


\Yl 


n  B 


n 過去 最高 燃費 
曰 通算 燃費 

マルチ イン フオ メー シヨ ン ディ スプ 
レイの 平均 燃費を U セツ ト する ごと 
の 平均 燃費を 表示し ます。 

(^P.  241) 

U セツ ト 時の 通算 燃費び 過去 最高 燃 
費を 上 まわって いた 場合、 過去 最高 燃 
費び 更新され ます。 


表示 画面に ついては 実際の 状況と わずかに 異なる 場合び あります。 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


□知識 


■燃費 データを リセ ッ トす るには 


区間 燃費 画面で 


隔頤肖 ま 


を 選択す ると、 通算 燃費と 過去 最高 燃費び U セットされ 


よ 9  〇 


■画面を ちち 2 分割 して 表示す るには （地図/車両 情報) 


地図 画面の ち 側に 車両 情報 （燃費 表示な ど） を 表示させる ことび でさます。 
画面を 左ち 2 分割しての 表示は 全 画面での 表示より ち、 表示され る 情報は 少な 
くなります。 

画面を 左ち 2 分割で 表示す るには 次の 順で 操作して < ださい。 


地図 画面— 


また、 画面を 左ち 2 分割で 表示して いる 状態から 全 画面での 表示に もどす には 
次の 順で 操作して  <  ださい。 


表示 変更 


晒 

地図 1 画面 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


ESPO 画面の 見方 （ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車） 


画面 外の "情報 •  G’’ スイッチを 
押す 


阮 


^BBSm 


を 選択す る 


-工] "强- 


燃費 画面 または ESP 日 画面び 表示 さ 
れ ます。 


m 燃費 画面び 表示され たと さは、 — を 選択す る 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


□ 

ステータス 表示^ 

エコ 運転の 採点 結果 や 走行 情報を G- 
目 00K センターに 送信し、 計算され 
た ステータス などを 表示し ます。 
ステータスは エコ 運転を 継続す る 
ことで ブ □ン ズ、 シルバー、 ゴー 
ルドの 順に ランクび アップし ます。 

且 

エコ レベル 平均値 

エコ レベル メーターの 平均値を 表 
术しよ 9  〇 

び 増える ほど、 環境に 配慮 
した 運転を している ことにな り ま 
す。 

且 

エコ レベル メー ター 

エコ 運転の レベルを 表示し ます。 

A び 増える ほど、 環境に 配慮し 
た 運転を 継続して いる ことにな り ま 
す。 

□ 

エコ レベル イン ジケーター 

エコ レベル メー ターの レベルに 応 
じて Good  •  Excellent び 表示 さ 
れ ます。 レベルび 低い 場合は 表示 
されません。 

且 

毎分 燃費 （前回 八 イブ U ッド 
システム 始動〜 八 イブ U ッド 
システム 停止） 

1 分 ごとの 平均 燃費を 最大] 日 分 前 
まで グラフ 表示し ます。 

ノ、 rpn  し 合 口7+^/~11  卜が 巧た "(^ノ \i-i- 1  ~7~ 

巧 

毎分 燃費 （今回 八 イブ U ッド 
システム 始動〜 現在） 

フ 回と 刖 回の 平 巧 燃費を 巧み 1 了し C 

表术 し东 "^ 。 

‘X  :  G-BOOK オンライン ヴー ビスを ご 利用され ている ときに 表示され ま 
す。 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


■更新 スイッチ/アドバイス スイッチ について 


n 

BTO11CF049 


□ 

更新 スイッチ^ 

走行 情報な どを G-BOOK セン 
ターへ 送信し、 ステータス などを 
更新し ます。 

且 

アドバイス スイッチ 

ドラ イノ  く 一の 運転 操作に ついて エ 
コ 運転の 観点で 診断 した 結果 や、 

エコ 運転、 環境に ついての 豆 知識 
を 表示し ます。 良い ところを 確認 
したり、 さらに 良くす るには どう 
したら 良い かを 知る ことび でさ ま 
す。 

且 

エコ カルテ スイッチ※ 

G-BOOK®  ESP 日  メニューび 表 
示され、 燃費 ランキング などび 確認 
でを ます。 

^  :  G-BOOK オンライン ヴー ビスを ご 利用され ている ときに 表示され ま 


す。 


47 


1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


□知識 


■  G-BOOK センター へ 送信す る 走行 情報に ついて 

G-BOOK センターへ 送信す る 走行 情報は、 ナビ ゲー シヨ ン システムび 算出す る 
もので あり、 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 表示され る 走行距離 や 
燃費な どとは 一致し ない ことび あります。 

■ 画面を ちち 2 分割 して 表示す るには （地図/車両 情報） 


地図 画面の ち 側に 車両 情報 （燃費 表示な ど） を 表示させる ことび でさます。 
画面を 左ち 2 分割しての 表示は 全 画面での 表示より ち、 表示され る 情報は 少な 
くなります。 

画面を 左ち 2 分割で 表示す るには 次の 順で 操作して < ださい。 


地図 画面- ► 


表示 変更 


また、 画面を 左ち 2 分割で 表示して いる 状態から 全 画面での 表示に ち どす には 
次の 順で 操作して ください。 


表示 変更 


晒 

地図 1 画面 


[ェネ^レ^ — モー ターの 見み 


■ マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ 表示 


"DISP" スイッチを 押し、 エネ ル 
ギー モニターを 表示させる 
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1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


く マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 表示 一覧 > 


電気の エネルギーで 走行して いると さ 


^^8 圍  I 


ガソ U ンと 電気の 両方の エネルギーで 
走行して いると き 


ガソ U ンの エネルギーで 走行して いる 
とさ 


駆動 用 電池に 充電して いると さ 


エネルギーの 流れ びないと さ 


少ない  多い 

團。 □! 


駆動 用 電池の 残 量 表示 


表示 画面に ついては 実際の 状況と わずかに 異なる 場合び あります。 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


■ナビ ゲー シヨ ン 画面 （ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車) 


表示 変更 


を 選択す る 


手順 


团 ち 画面の H または H に タッチし エネルギー モニターを 表示す 


る 


50 


1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 


く ナビ ゲー シヨ ン 画面 一覧 > 


電気の エネルギーで 走行して いると さ 


ガソ U ンと 電気の 両方の エネルギーで 
走行して いると き 


ガソ U ンの エネルギーで 走行して いる 
とさ 


駆動 用 電池に 充電して いると さ 


エネルギーの 流れ びないと さ 


表示 画面に ついては 実際の 状況と わずかに 異なる 場合び あります。 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


少ない  多い 

駆動 用 電池の 残 量 表示 


表示 画面に ついては 実際の 状況と わずかに 異なる 場合び あります。 

ナ ビ ゲー シヨ ン 画面を 全 画面での 表示に する には、 


国 を 選択す る 

地図 1 画面 


BT011CF154 


52 


1-1 .八 イブ リツ ド システム について （八 イブ リツ ド 車) 

八 イブ リツ ド 車 運 拓のア ドバイ ス 


環境に 配慮した 経済的な 運転の ためには、 次の ことを/ びけ てくだ 
さい。 

■エコ ドライブ モードの 利用 

エコ ドライブ モー ドを 使用す ると、 通常に くらべて アクセル ペダル 
の 踏み込み に対する トルクの 発生び ゆるやかになります。 また、 エ 
ア コン （暖房/冷房） の 作動を 抑え、 燃費 向上に つなび ります。 
(^P.  223) 

■八 イブ リッ ド システム インジケーターの 利用 

メーター 内の 八 イブ リッ ド システム インジケーターの 針を エコ エ 
リア （グリーン エ リア） の 範囲に 保つ ことで、 より 環境に 配慮した 
走行び 可能です。 

(^P.  233) 

■ 減速 時の ブレー 夺 操作 

減速 時は、 早めに、 ゆるやかな ブレーキ 操作を 行いましょう。 

減速 時に 発生す る 電気 エネルギー をより 多 < 回収す る ことび でさ 
ふ 〇 

■ お滿 

加速 •減速の 繰り返し や、 長い 信号待ちは 燃費を 悪化させます。 お 
出かけ 前に 交通 情報を 確認す るな どして、 なるべく 筋 帯を 回避す る 
ようにし ましょう。 また 渋滞の 際は、 ブレーキ ペダルを ゆるめて 微 
前進し、 アクセル ペダルを あまり 踏まない ようにし ましょう。 余分 
な ガソリ ン 消費を 抑える ことび でさます。 

■高速道路での 運転 

速度を 抑え、 一定 速度で 走行し ましょう。 また、 料金所 手前では 
早めに アクセルを もどし ゆるやかな ブレーキ 操作を 行い ましょ 
う。 減速 時に 発生す る 電気 エネルギー をよ り 多く 回収す る ことび 
でさます。 
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1-1.八イブ|」ッ ド システム について （八 イブ U ッ ド 車) 


■エアコンの ON /OFF 

必要 時 じ (外は OFF にしましょう。 余分な ガソリン 消費を 抑える こ 
とびでさます。 

夏季： 外気 温び 高い とさは、 内気 循環 モー ドに 設定し ましょう。 
エアコンへの 負荷び 減り 燃費 向上に つなび ります。 

冬季： ガソ U ン エンジン- 車 室内び 暖まる まで、 ガソリン エンジン 
び 自動 停止 しないので、 燃料を 消費し ます。 なお、 設定 温度 
の 上げす ざな ど 必要 上の 暖房を 避ける と、 燃費 向上に つな 
びります。 

■ タイヤ 空気 圧の 点検 

タイヤ 空気 圧は こまめに 点検し ましょう。 タイヤ 空気 圧び 適切で な 
いと、 燃費の 悪化に つなび ります。 

また、 冬 用 タイヤは 転びり 抵抗び 大 さいため、 乾燥した 路面では 燃 
費の 悪化に つなび ります。 季節、 道路 状況に 応じて 適切な タイ ミン 
グで タイヤを 交換し ましょう。 

■荷物 

重い 荷物び 積まれて いると、 燃費び 悪化し ます。 不要な 荷物は、 積 
んだ ままに せずに 降ろ しまし ょう。 

また、 大型 ルーフ キャ U アの 装着ち 重い 荷物と 同様に 燃費の 悪化に 
つながります。 

■走行 前の 暖機 運転 

ガソ U ン エンジンび 冷えて いると きは、 ガソ U ン エンジンの 始動/ 
停止を 自動的に 行います ので、 暖機 運転は 必要ありません。 

なお、 短距離 走行の 繰り返しは、 暖機 運転の ための ガソリン エン ジ 
ン 始動び ひんぱんに 行われる こと になり ますので、 燃費の 悪化に つ 
なびり ます。 
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1-2. キーの 取扱い 

キ— 


お客様へ 次の キーを お渡しし ます。 

n 電子 キー 

- スマート エン ト U — & スター 
トシス テムの 作動 (^P. 已 7) 

- ワイヤレス 機能の 作動 
(^P.  67) 

且 メカニカル キー 
且 キーナン バー プレート 


[メカニカル キーを 使う には 


メカニカル キーを 取り出す 

使用 後は ちとに ち どし、 電 テキーと 一 
緒に 携帯して < ださい。 電 テキーの 電 
池び 切れた とさ や スマ ー ト エン ト 
U  —  & スター トシス テムび 正常に 作 
動 しないと さ、 メカニカル キーび 必要 
になります。 (^P.  486) 


己 己 


1-2. キーの 取扱い 


□知識 

■キーナ ンバー プレート 

車の 中 外の 安全な 場所 （財布の 中な ど） に 保管して ください。 万ー キーを 紛 
失した 場合、 キーナン バーと 残りの キーから トヨタ 販売店で トヨタ 純正 品の 新 
しい キーび 作製で きます。 UP.  48 己） 

■航空機に 乗る ときは 

航空機に 電子 キーを 持ち込む 場合は、 航空機 内で 電子 キーの スイッチを 押さな 
いでく ださい。 また、 かばんな どに 保管す る 場合で ち、 簡単に スイッチび 押さ 
れ ないように 保管して ください。 スイッチび 押される と 電波び 発信され、 航空 
機の 運行に 支障を およぼす おそれび あり ます。 


A 迂意 

■キーの 故障を 防ぐ ために 

♦キーに 衝撃を 与えたり、 直射日光の 当たる 高温な 場所に さらしたり、 濡らした 
りしないで  <  ださい。 

•キーを 磁気の あるち のに 近づけたり、 電磁波を 遮断す る わのを キー 表面に 貼り 
つけたり しないで < ださい。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

スマー ト エン ト U— & スター トシス テム 


電子 キーを ポケッ ト などに 携帯す る だけで 次の 操作び 巧え ます。 （必 
ず運輯 者び 携帯して く ださい。） 


且 エンジンの 始動 （ガソ リ ン 車） UP.  203) 

八 イブ リツ ド システムの 始動 （八 イブ リツ ド 車） （^P.  208) 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


I ドアの 解 錠 •施錠 （フ □ント ドア 八ン ドルの み) 


八ン ドルを 握って 解 錠す る 

八ン ドル 裏面の センサー 部に 確実に 
触れて ください。 

施錠 操作 後 3 秒 間は 解 錠で さません。 


□ッ クス イッチを 押して 施錠す る 

巧し 続ける と ドア ガラスび 閉まり ま 
す。 

販売店で 設定す る ことにより、 作動 さ 
せる ことび できます。 (^P.  517) 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


1 バック ドアの 解 錠 •施錠 


バック ドア オープン スイッチを 押 
して 解 錠す る 

施錠 操作 後 3 秒 間は 解 錠で さません。 


バック ドア □ッ クス イッチを 押し 
て 施錠す る 

巧し 続ける と ドア ガラスび 閉まり ま 
す。 

販売店で 設定す る ことにより、 作動 さ 
せる ことび できます。 (^P.  517) 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


I アンテナの 位置と 作動 節 囲 

■ アンテナの 位置 


►ガソリン 車 


n 車 外 アンテナ 
曰 車内 アンテナ 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


►八 イフ リツ ド 車 


: ドアの 施錠- 解 錠 時 

各 ドア 八ン ドルから 周囲 約 7 日 
cm 切 内で 電 テキーを 携帯して 
いる 場合に 作動し ます。 

: エンジン <八 イブ リッ ドシ 
ステ ム>  始動 時、 または 
" エンジン スター トス 
トップ" スイッチく" パ 
ワ ー" スイッチ  >  切り 誓 
え 時 

車内で 電子 キーを 携帯 している 
場合に 作動し ます。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


□知識 

■作動の 合図 

ドア： ブヴ ーと 非常 点滅 打の 点滅で 知らせます。 （施錠は] 回、 解 錠は 2 回） 
ドア ガラス： ブヴ ーで 知らせます。* 

■節電 機能 

電子 キーの 電池と 車両の ノ  くッテ U  —  く 補機ノ  くッテ U —  > 保護の ため、 次の 状況 
では スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムを 停止し ます。 

•  2 週間 じ (上 スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムを 使用し なかった 
♦車両の 外 約 7 日 cm  内に 電子 キーを] 日 分！; 1上 放置した 

次の いずれ かを 行う と、 スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムび 復帰し ます。 
• ドア 八ン ドル 上の □ッ クス イッチで 施錠す る 
•ワイヤレス 機能で 解 錠 •施錠す る (^P.  67) 

•  メカニカル キーで 解 錠 •施錠す る (^P.  486) 

■電池の 消耗に ついて 

•電池の 標準 的な 寿命は] 〜 2 年です。 （電子 キーを 使用し な < て わ 電池は 消耗 
します。） スマート エン ト U  —  & スタート システム や ワイヤレス 機能び 作動 
しなかったり、 作動 範囲び 狭く なったり する 場合は、 電池び 消耗して いる 可 
能 性び あります。 電池び 弱ったら 新しい 電池に 交換して ください。 (^P. 
430) 

•電池 残 量び 少なくな ると、 エンジンく ノ V イブ U ッ ド システム > を 停止 した 際 
に 車内から 警告音び 鳴ります。 （^P.  6 日， 463) 

•電池の 著しい 消耗を 防ぐ ため、 次の ような 磁気を 発生す る 電化製品の] mlU 
内に 電子 キーを 置かないで ください。 

- TV 
- パソコン 

• 充電 中の 携帯電話 やコ ー ドレス 電話機 
- 電気スタンド 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■システムを 正しく 作動させる ために 

電子 キーを 必ず 携帯した うえで 作動 させて ください。 また、 車 外から 操作す る 

場合は 電子 キーを 車両に 近づけす ざない よう にして く ださい。 

作動 時の 電子 キーの 位置 や 持ち 方に よっては、 電子 キーび 正しく 検 知され ず、 シ 

ス テムび 正しく 作動し ない ことび あります。 （誤って 警報び 鳴ったり、 キー 閉じ 

込み 防止 機能び 働かない こ とちあります。） 

■ ご 留意いた だきたい こと 

♦電子 キーび 作動 範囲 内 （検 知エ U ア 内） にあって ち、 次の ような 場合は 正し 
く 作動し ない ことび あります。 

- ドアの 解 錠- 施錠 時に 電子 キーび ドア ガラス や ドア 八ン ドルに 近づ さすぎ 
る、 または 地面の 近く や 高い 場所に ある 場合 
•バック ドアの 解 錠- 施錠 時に 電子 キーび U ヤ バンパー 中央に 近づ さす ざ 
る、 または 地面の 近く や 高い 場所に ある 場合 
- エンジンく 八 イブ U ッド システム  >  始動 時 または モードく  "パワー" ス 
イッチ  >  切り 替え 時に 電 テキーび イ ン ストル メント パみ レ や フ □ ア 上、 ま 
たは グ □ー ブ ボックス 内な どに 置かれて いた 場合 

•インス トル メン ト パネル 上面- ドア ポケッ ト 付近に 電子 キーを 置いた まま 車 
外に 出る と、 電波の 状況によっては 車 外 アンテナに 検 知され て 車 外からの ド 
ア □ック び 可能になる 場合び あり、 電子 キーび 車内に 閉じ込められる おそれ 
び あるた めを 意 してく ださい。 

♦電子 キーび 作動 範囲 内に あれば、 電子 キーを 携帯して いる 人 外で ち 施錠- 
解 錠で さます。 

♦車 外で も ドア ガラスに 近い 位置に 電子 キーび あるときは、 エンジンく 八 イブ 
U ッ ド システム  >  の 始動び 可能になる 場合び あります。 

•洗車 や 大雨な どで ドア 八ン ドルに 大量の 水び かかる と、 ドアび 解 錠す る こと 
びあります。 （ドアの 開閉 操作び なければ 約 3 日 秒 後に 自動的に 施錠され ま 
す。） 

•手袋を はめて いると、 ドア 八ン ドルを 握っても 解 錠され ない 場合び ありま 
す。 

♦車両に 近い 位置に 電子 キーび あるときに ワイヤレス 機能な どで 施錠を 行う 
と、 スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムに よる 解 錠び できなくなる こと 
びあります。 （ワイヤレス 機能を 使って 解 錠す ると 復帰し ます。） 


63 


1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


•作動 範囲 (^P.  61) への 急な 接近 や、 急な ドア 八ン ドル 操作を したと さは、 
ドアび 解 錠され ない ことび あります。 その 場合は、 一度 ドア 八ン ドルを もと 
の 位置に もどして、 再度、 解 錠 操作を してく ださい。 

■長期 間 運転 しないと さは 

盗難 防止の ため、 電子 キーを 車両から 2  ml； (上 離して おいてく ださい。 

■ 解 錠 操作の セキ ュ リ ティ 機能 

解 錠 操作 後、 約 3 日 秒！; (内に ドアを 開けなかった ときは 盗難 防止の ため、 施錠 
されます。 

■警告音と 警告 表示に ついて 

誤 操作な どに よる 予期せ め 事故 や 盗難を 防ぐ ため、 車内 や 車 外で 警告音び 鳴っ 
たり、 警告 打び 点 打したり、 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 警告び 
表示され る ことび あります。 (^P.  454) 

♦警告 打び 点 打した 場合 

(セグメント 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車） 

状況に 応じて 適切に 対処して ください。 (^P.  447) 

• マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ ス プレイ に 警告び 表示され た 場合 
(ドッ ト 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車） 
ディスプレイの 表示を もとに 適切に 対処して ください。 UP.  454) 

警告音の みび 鳴る 場合の 状況と 巧 処方 法は！; (下の ようになります。 


敬 化 立 
言 □曰 

状況 

対処ち 法 

車 外から "ピー" 

と 2 秒 間 鳴る 

車内に 電子 キーを 置いた ま 
ま、 スマート エン ト U  —  & 
スタート システムで ドアを 
施錠し ようとした 

車内から 電子 キーを 取り出 
した あと、 再度 施錠して く 
ださい。 

車 外から "ピー" 

と 6 日 秒 間 鳴る 

"エンジン スター トス トッ 
プ" スイッチく  "パ ワー- 
ス イッチ  >  を  OFF  にせず 
に、 電子 キーを 外に 持ち出 
して ドアを 施錠し よ 5 とし 
た 

"エンジン スター トス トッ 
プ" スイッチく  "パ ワー- 
ス イッチ  >  を  OFF  にした 
あと、 再度 施錠して くださ 
い。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


敬 化 立 

言 □曰 

状況 

対処ち 法 

車 外から "ピー" 

と 己 秒 間 鳴る 

いずれ かの ドアび 開いて い 
ると さに スマート エン ト 

U — & スタート システムで 
施錠し ようとした 

全 ドアを 閉めた あと、 再度 
施錠して ください。 

車内から "ポー ン" 
と] 回 鳴る^ 

電子 キーの 電池の 残 量び か 
ない 

新しい 電池と 交換して < だ 
さい (^P.  430) 

車内から "ピー" 

と 鳴り 続ける^ 

シフ トレバーを P じ (外の 位 
置に した まま、 ドアを 開け 
て 外に 出ようと した 

シフ トレバーを P にして く 
ださい。 

車内から" ポ ー ン、 
ポー ン" と 鳴り 続 
ける 

運転席 ドアび 開いて いる 状 
態で" エンジン スタート 
ストップ" スイッチく" 
パワー" スイッチ > をア 
クセヴ U — モードに した 
(ア クセヴ U — モードの とさ 
運転席 ドアを 開いた） 

"エンジン スター トス トッ 
プ" スイッチく  "パ ワー- 
ス イッチ  >  を  OFF  にした 
あと、 運転席 ドアを 閉めて 
< ださい。 

運転席 ドアび 開いて いる 状 
態で "エンジン スタート 
ストップ" スイッチ 
く  "パワー" スイッチ > 

を OFF にした 

運転席 ドアを 閉めて くださ 
い。 

※： セグメント 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 

■スマ ー ト エントリー & スター トシス テムび 正常に 作動 しないと きは 

• ドアの 解 錠- 施錠： ^P.  486 

•エンジン 始動： ^P.  481 

•八 イブ U ッ ド システム 始動： ^P.  483 

■電池び 切れた とさは 

-^P.  430 

■カスタマイズ 機能 

ドア ガラスの 閉 機能を 作動 させたり、 スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テム 
を 非 作動に するな どの 変更び でさます。 （カスタマイズ ー覧^ P.  517) 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 

■電波び およぼす 影響に ついての 警告 

•植え込み 型必臓 ペースメーカー および 植え込み 型 除 細 動 器を 装着され ている 
かたは、 室内 アンテナ •車 外 アンテナ (^P.  60) から 約 22  cm じ (内に 近づ 
かないよ うにして ください。 電波に より 植え込み 型必臓 ペースメーカー および 
植え込み 型 除 細 動 器の 作動に 影響を 与える おそれび あります。 

•植え込み 型必臓 ペースメーカー および 植え込み 型 除 細 動 器！; (外の 医療用 電気 
機器を 使用され る 場合は、 電波に よる 影響に ついて 医療用 電気機器 製造業 者な 
どに 事前に 確認して ください。 電波に より 医療用 電気機器の 動作に 影響を 与え 
る おそれび あります。 

スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムを 非 作動に する こと もで さます。 詳しく 

は トヨタ 販売店に お問い合わせく ださい。 


水迂意、 

■機能び 正常に 働かない おそれの ある 犬況 

スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムは 微弱な 電波を 使用 しています。 次の 
ような 場合は 電子 キーと 車両 間の 通信を さまたげ、 スマ ー ト エン ト U  —  & ス 
ター トシス テム や ワイヤレス U モ コンび 正常に 作動 しない 場合び あり ます。 （対 
処方 法： ^P.  486) 

• 電子 キーの 電池び 消耗 している とさ 

•近くに テレビ塔 や 発電所、 ガソ U ン スタンド、 放送局、 大型 ディスプレイ、 空 
港び あるな ど 強い 電波 や ノイズの 発生す る 場所に いると さ 
♦無線機 や 携帯電話、 コー ドレス 電話な どの 無線通信 機器を 携帯して いると さ 
♦電子 キーび 金属製の ちのに 接したり、 覆われて いると さ 
♦複数の 電子 キーび 近 < にある とさ 

•電子 キーを、 次の ような 電波を 発信す る 製品と 同時に 携帯 または 使用して いる 
とさ 

- ほかの 車の 電子 キー 
- 電波 式 ワイヤレス U モ コン 
- パソコン 

♦U ヤ ガラスに 金属を 含む フイルムび 貼って あると さ 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

ワイヤレス リモコン 


ドアを 施錠- 解 錠で さまず。 


n 全 ドア 施錠 

曰 ドア ガラスび 閉まる （長 押し） 

販売店で 設定す る ことにより、 作動 さ 
せる ことび できます。 UP.  517) 

且全 ドア 解 錠 

Q ドア ガラスび 開く （長 押し） 

販売店で 設定す る ことにより、 作動 さ 
せる ことび できます。 UP.  517) 


曰 助手席 側 パワー スライド ドア 
開閉 （約] 秒 長 押し） 


ドア 解 錠 時に 作動させる ことび で 
さます。 


0 運転席 側 パワー スライド ドア 
開閉"" （約] 秒 長 押し） 


ドア 解 錠 時に 作動させる ことび で 
さます。 

B パワー バック ドア 開閉* 

(約] 秒 長 押し） 

ドア 解 錠 時に 作動させる ことび で 
さます。 


販売店で 設定す る ことにより、 施錠 時 
でち 開 作動させる ことび でさます。 
UP. 日 17) 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


□知識 

■ ドア 施錠 時の パワー バック ドアの 開閉に ついて 

販売店で 設定す る ことにより、 施錠され ている 状態で も パワー バック ドアを 開 
ける ことび でさます。 この場合、 バック ドアを 閉めても 施錠され ないた め、 も 
う一度 施錠 操作を 行って ください。 (^P.  517) 

■作動の 合図 

ドア： ブヴ ーと 非常 点滅 打の 点滅で 知らせます。 （施錠は] 回、 解 錠は 2 回） 
パワー スライド ドア: ブヴ ーで 知らせます。 (作動 開始 時に] 回、 開 作動 中は 継続) 

パワー バック ドア： ブヴー と 非常 点滅 打の 点滅 に 回） で 知らせます。 （ブヴ ー 
は 作動 開始 時に] 回、 作動 中は 継続） 

ドア ガラス： ブヴ ーで 知らせます。* 

■半 ドア 警告 ブザー 

ドアび 完全に 閉まって いない 状態で、 ドアを 施錠し ようとす ると、 ブヴ ーび 鳴 
ります。 ドアを 完全に 閉めて からもう 一度 施錠して ください。 

■電池の 消耗に ついて 

^P.  62 

■ 解 錠 操作の セキ ュ リ ティ 機能 

斗.  64 

■電池び 切れた とさは 

-^P.  430 

■機能び 正常に 働かない おそれの ある 犬況 

斗.  66 

■カスタマイズ 機能 

ワイヤレス U モ コンでの ドア ガラス、 パワー バック ドアの 操作 や、 ワイヤレス 
U モ コンを 非 作動に するな どの 変更び でさます。 

(カスタマイズ ー覧^ P. 己]  7) 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■パワー スライド ドア、 パワー バック ドアの 反転 作動に ついて 

作動 中に 再度 ワイヤレス U モ コンの スイッチを 押す と、 反転 作動に 切り替わり 
ます。 ただし、 自動 開閉 作動び 開始して 約] 秒 間は、 再度 ワイヤレス U モ コン 
の スイ ッチを 押 してち 反転 作動に 切 り 替わり ません。 

■制限事項 について 

"エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ  >  び 日 FFlil 
外のと さは、 ワイヤレス U モ コンび 作動し ません。 


水迂 fe、 

■パワー バック ドアの 開閉に ついて 

バック ドアの 後方に 十分な 間隔び ある ことを 確認して ください。 壁な どの 障害 
物に 当たり、 バック ドアび 傷つく おそれび あります。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 

フ □ント ドア 


スマート エントリー & スタート システム や ワイヤレス 機能、 キー、 ド 
ア □ッ クス イッチを 使って 解 錠- 施錠で きまず。 

■ スマ ー ト エントリー & スター トシス テム 

斗. 己 8 

■ワイヤレス 機能 

^P.  67 

■ 夺一 

メカニカル キーを 使って ドアを 解 錠- 施錠で さます。 （^P.  486) 


■ ドア □ツ クス イッチ 


n 全 ドア 施錠 
曰 全 ドア 解 錠 


n 施錠 
曰 解 錠 

運転席 ドアは、 □ッ クレバーび 施 
錠 側に なって いてを、 車内の ドア 
レバーを 引く と 開けられます。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


キーを 使わずに 外側 か S フ □ント 席を 施錠 するとき は _ 

I 巧 Mil 1 I  □ック レバ ー を 施錠 側に する 
iUBT^ ドア 八ン ドルを 引いた まま ドアを 閉める 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび アクセサリー モード 
または イグ ニッシ ョン 日 N モード <  "パワー" スイッチび アク 
セ サリー モー ド または 日 N モード  >  のと さや 車内に 電子 キーび 
放置され ている とさは 施錠され ません。 

電 テキーの 位置に よっては、 キーび 正しく 検 知され ずに 施錠され る 場合び あ 
ります。 


オートドア □ック • アン □ック 機能 

次の 機能を 設定- 解除す る ことび できます。 


機能 

作動 内容 

シフ ト 連動 オート □ック 

エンジン 回転 中く  ノ  V イブ U ッ ド システム 作動 中 > 
に シフ トレバーを P から 動かす と 全 ドアび 施錠 さ 
れ ます。 

シフ ト 連動 オート アン □ック 

シフ トレバーを P に 入れる と 全 ドアび 解 錠され ま 
す。 

車 速 感応 オー ト □ック 

速度び 20km/h  上になる と 全 ドアび 施錠され 

ON  9  〇 

運転席 ドア 連動 
オー ト アン □ック 

"エンジン スタート ストップ" スイッチく" パ 
ワ ー" スイッチ  >  を 日 FF にしてから] 日 秒 じ 1内 
に 運転席 ドアを 開ける と 全 ドアび 解 錠され ます。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■設定 •解除の しかた 

►  メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 非 装着 車 
次の 手順で、 各 機能の 設定と 解除び 交互に 切り替わります。 


手順 


です ベての ドアを 閉め、 "エンジン スタート ストップ" スイッチ 


をイグ ニッシ ヨン 日 N モー ドく "パワ ー" スイッチを 日 N モー 
ド  >  に する  (その後 20 秒 iU 内に 手順 2 を 行う） 


シフ トレバーを P または N に 入 
れ、 運転席 ドア □ッ クス イッチの 
6 または d を 約 日 秒 間 押して 
離す 

設定を 行 ラ 機能に よって シフト レ 
バーと スイッチの 位置を 次の 表から 
選択し ます。 

機能を 解除す るには、 同じ 手順を 行い 


ます。 


機能 

シフ トレバーの 位置 

運転席 ドア □ック 
スイッチの 位置 

シフ ト 連動 オート □ック 

P 

a 

シフ ト 連動 オート アン □ック 

a 

車 速 感応 オー ト □ック 

N 

a 

運転席 ドア 連動 
オート アン □ック 

a 

設定 または 解除の 切り替え 操作び 完了す ると、 すべての ドアび 施錠され た 
あと、 解 錠され ます。 

►  メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車 
設定の 変更は、 ナ ビ ゲー ショ ン システムの 画面で 行います。 

(^P.  517) 


72 


1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


□知識 

■衝撃 感知 ドア □ック 解除 システム 

車び 前後左右から 強い 衝撃を 受ける と、 すべての ドアび 解 錠され ます。 衝撃の 
度合い や 事故の 形態に よっては 作動し ない ことび あります。 

■ムーン ルーフ 開 警告 ブザー （ムーン ルーフ 装着 車） 

U ヤ ムーン ルーフび 閉まって いない 状態で‘‘ エンジン スター トス トップ" ス 
イッチく  "パワー" スイッチ  >  を 日 FF にし、 運転席 ドアを 開ける とブヴ ーび 
鳴ります。 


A 警告 

■事故を 防ぐ ために 

運転 中は 次の ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 思いち よらず ドアび 開 さ、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

•シー ト ベル トを 必ず 使用す る 
•すべての ドアを 施錠す る 
•すべての ドアを 確実に 閉める 

•走行 中は ドア 内側の ドア 八ン ドルを 引かない 

ドアび 開 さ 車 外に 放り出された りして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あり ます。 

•お テ さまを セ カン ド シート、 ヴー ド シー トに秉 せる ときは、 チ ヤイ ル ドプ □テ 
クタ ーを 使用して 車内から ドアび 開かない ようにす る 

■ ドアを 開閉す ると さは 

傾斜 地、 ドアと 壁な どの 間び 狭い 場所、 強風な ど、 周囲の 状況を 確認し、 予期 
せめ 動 さに も 対処で さるよう、 ドア 八ン ドルを 確実に 保持して ドアを 開閉して 
< ださい。 
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スライド ドア 


ドア ノ V ン ドル や パワー スライ ド ドア スイッチ、 ワイヤレス 機能を 使つ 
て 開閉ず る ことび でさまず。 

11開< 

且 閉じる 

□ック び 解除す るまで 確実に ドア 
八ン ドルを 引 さます。 


■イン サイド ドア ノ  V ン ドル、 □ッ クレバー 

n 施錠 
且解錠 
0 開 < 

Q 閉じる 


■パワー スライ ド ドア スイッチ 
(両側 パワー スライド ドア 装着 車） 

n 助手席 側 スイッチ 
(約] 秒 長 押し） 

曰 運転席 側 スイッチ 
(約] 秒 長 押し） 

開閉 作動 中に 再度 スイッチを 押す 
と、 反転 作動し ます。 

ただし、 作動 開始から 約] 秒 間は 
反転 作動に 切り替わりません。 


■スライド ドア 八ン ドル 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


パワー スライド ドア スイッチ 
(助手席 側 パワー スライド ドア 装着 車） 

n 助手席 側 スイッチ 


ワイヤレス 機能 

^P.  67 


(約] 秒 長 押し） 

開閉 作動 中に 再度 スイッチを 巧す 
と、 反転 作動し ます。 

ただし、 作動 開始から 約] 秒 間は 
反転 作動に 切 0 替わりません。 

- 運転席ち 側に スイッチび ありま 
す。 （ツイン ムーン ルーフ 非 装着 
車） 

- オーバーへ ッ ド コンソール 部に ス 
イッチび あります。 （ツイン ムー 
ン ルーフ 装着 車） 


パワー スライド ドアを 使用ず ると きは 


パワー スライ ド ドア メイン スイッチを 日 N にす る 

OFF にす ると パワー バック ドアち 使用で きなくなります。 （パワー バック ドア 装着 車） 

□  ON 


日 N にす ると、 スイッチ 上部に オレン 
ジ 色の マークび 表れます。 

且 OFF 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


(チャイルド プ □テク ター 


施錠 側に すると、 スライド ドアび 
車内から 開かなくなります 

n 解 錠 
曰 施錠 

お テ さまび 内側から スライド ドアを 
開けない よ ラに でさます。 両側の スラ 
イド ドアを 施錠 側に してく ださい。 


□知識 

■給油 □ストッパー 

給油 □び 開いて いると、 助手席 側の スライ ド ドアは 途中まで しか 開 さません。 
(給油 □ストッパーの 位置で 停止し ます。） 

■スライド ド アイ ー ジ ー クロ ー ザ ー 

スライド ドアび 半 ドア 状態に なった とさ、 イー ジーク □ーヴ ーび 作動し、 スラ 
イド ドアび 自動で 完全に 閉まります。 

♦ " エンジン スター トス トップ" スイ ッチく" パワー "スイ ッチ  >  び 日 FF に 
なって いてち、 イ ー ジ ー クロ ー ヴ ー は 作動し ます。 

♦車内 や 車 外の ドア 八ン ドルを 引いた まま ドアを 閉めた とさは、 イー ジーク 
□ーヴ ーび 作動し ない ことび あります。 

•イー ジーク □ーヴ ーび 作動 中で ち、 車内の ドア レバー や 車 外の ドア 八ン ドル 
を 引いて ドアを 開ける ことび でさます。 （□ッ クレバー や チャイルド プ □テ 
クタ ーび 施錠 側のと さを 除く。） 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■パワー スライド ドアの 作動 可能 条件 

パワー スライ ド ドア メイン スイッチび 日 N で、 次の 作動 条件を すべて 満たして 
いると さに、 自動で 開閉で さます。 

•パワー スライド ドアび 解 錠され ている 

♦給油 □び 閉じて いる （助手席 側 パワー スライ ド ドアの み） 

•"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" 

J の一" スイッチび 日 N モード  >  のとき は 上記に 加え、 車 速び 3km/h 未 
満 かつ 次の いずれ かの 条件を 満たして いる ことび 必要です。 ただし、 ワイヤ 
レス U モ コンに よる 開閉は でさません。 

- シフト レバーび P のと さ 
- パーキング ブレーキび かかって いると さ 
- ブレーキ ペダルを 踏んで いると き 

■パワー スライド ドアの 作動に ついて 

•パワー スライド ドア メイン スイッチび 日 N のとき、 八ン ドルを 操作して ブ 
ヴ ーび 鳴る 位置まで 操作す ると 自動で 作動し ます。 

•作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴ります。 また、 閉 作動 中は ブヴ ーび 断続的に 鳴り ま 
す。 

•パワー スライ ド ドア メイン スイッチび OFF のとき は、 ノ く ワース ライ ド ドアは 
作動し ません び、 手動で 開閉で さます。 

•パワー スライ ド ドアの 自動 開閉 中に、 人 や 異物な どに より 異常を 感知す る 
と、 ブヴ ーび 鳴り、 その 位置から 自動的に ドアは 反対 方向に 動 さます。 ただ 
し、 自動で 開けて いると さに 全開 位置から 約 日 cm 手前の 範囲で 異常を 感知 
すると、 その 位置で 作動を 停止す る 場合び あります。 

•連続して 2 回 じ I 上 同ち 向への 異常を 感知す ると、 ブヴ ーび 鳴り、 手動 操作に 
切り替わります。 このと き 約 8 秒 間 スライド ドアに ブレーキを かけ、 ドアの 
速度を 抑制し ます。 

もう 一度 ドアを 自動で 作動させる ときは、 メイン スイッチを OFF にした あ 
と、 ドアを いったん 手動で 全 閉また は 全開に してから 行って ください。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


■給油 □開 警告 ブザー 

助手席 側 パワー スライ ド ドア 開閉 中に 給油 □を 開ける とブヴ ーび 鳴り、 手動 操 
作に 切り替わります。 このと き 約 8 秒 間 スライド ドアに ブレーキを かけ、 ドア 
の 速度を 抑制し ます。 

■バッ テリーく 補 機バッ テリー  >  を 再 接続した ときは 

パワー スライ ド ドアを 適切に 作動させる ために、 下記の 初期設定を 行って くだ 
さい。 

•スライ ド ドアの ドア 八ン ドルを 操作して、 手動で 一度 全閉 にします。 


■挟み込み 防止 機構 


パワー スライド ドアの 前端 部には、 セン 
ヴー （ n  ) びつ いています。 ドアを 自動 
で 閉めて いると さに、 挟み込み などに より 
センサーび 押される と 挟み込み 防止 機構び 
作動し、 その 位置から ドアは 自動的に 反対 
ち 向に 動き、 全開 位置で 停止し ます。 


■サイ ド リフト アップ シー ト 装着 車に ついて 

サイ ド U フト アップ シートび 完全に 上昇し きってい ない 状態で、 パワー スライ 
ド ドアを 閉めようと しても、 ブヴ ーび 鳴り ドアは 自動で 閉まりません。 
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A 警告 
■走行 中の 警告 

走行 中は 次の ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と 思い わ よらず ドアび 開 さ、 外に 投げ出されるな どして、 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

•シー ト ベル トを 必ず 着用す る 

•すべての ドアを 施錠す る 

•すべての ドアを 確実に 閉める 

•走行 中は ドア 内側の ドア 八ン ドルを 操作し ない 

•お テ さまを 乗せる ときは、 チャイルド プ □テク ターを 使用して ドアび 開かない 
よ 5 にす る 

■お 子 さまを 柔せ ている ときは 

走行 中は 次の ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•お テ さまを 車内に 残さないで ください。 

誤って 閉 じ 込め られた 場合、 熱射病な どを 弓 I さ 起こす おそれび あり ます。 

•お テ さまには スライド ドアの 開閉 操作を させないで ください。 

不意に スライド ドアび 作動したり、 閉める とさに 手、 頭、 首な どを 挟んだり す 
る おそれび あります。 

■スライド ドアの 操作に あたって 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 体を 挟むな どして 生命に かかわる 重大な 傷害に つなび 
る おそれび あります。 

•スライ ド ドアを 開閉 するとき は、 十分に 周囲の 安全を 確かめて ください。 

• ドア ガラスを 開けた 状態で スライ ド ドアを 開閉 するとき は、 窓から 手、 足、 顔 
などを 出さないで < ださい。 

•人び いると きは 安全を 確認し 動かす ことを 知らせる 「声 かけ」 をして ください。 
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A 警告 

•半開 状態では スライド ドアび 静止し ないた め、 必ず 全開に してく ださい。 傾斜 
地での 停車 時に ドアび 開いて いると、 突然 動 さ 出す おそれび あります。 

•スライド ドアを 開ける ときは、 必ず 全開 位置まで 開 さ 固定して ください。 （全 
開に すると スライ ド ドアび ストッパーで 固定され ます。） スライ ド ドアび 確実 
に 固定され ていないと 不意に 動 さ 出す おそれび あります。 

•スライド ドアび 給油 □ストッパーの 位置で 停止した 場合、 スライド ドアは 固定 
されません。 坂道な どでは ドアび 不意に 動 さ 出す おそれび あります ので、 十分 
を 意して ください。 

•傾斜した 場所では スライド ドアの 開閉 ス 
ピー ドび 速くなります。 ドアび 体に 当 
たったり 挟んだ りしない ようにを 意して 
< ださい。 

♦下り坂で 秉り 降り するとき は、 スライド 
ドアを 全開に して おいてく ださい。 また、 
途中で ドア 八ン ドルを 操作し ないで くだ 
さい。 ドアび 突然 動 さ 出す おそれび あり 
ふ 9  〇 

•スライド ドアを 閉める とさは、 指な どを 
挟まない よう 十分を 意 してく ださい。 
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A 警告  

•スライド ドアの アーム (□) や レール 
(且） および ピラー 部 （且） には、 手足 
を かけないで  <  ださい。 


■イ ー ジ ー ク □ ー ザ ー について 

♦スライド ドアび 半 ドア 状態に なった と 
さ、 イー ジーク □ーヴ ーび 作動し 自動で 
完全に 閉まります。 また、 作動し 始める 
までに 数秒 かかります。 指な どを 挟まな 
いように を 意して ください。 骨折な ど 重 
大な 傷害を 受ける おそれび あり ます。 


•イー ジーク □ーヴ ーは、 パワー スライ ド ドア メイン スイッチび OFF であって 
も 作動す るた め、 指な どの 挟み込みには 十分を 意して ください。 

•  □ッ クレバー や チャイルド プ □テク ターび 施錠 側のと さ、 イー ジーク □ーヴ ー 
作動 中に イン サイド ドア 八ン ドルを 引いても 作動は 停止し ません。 指な どを 挟 
まない よう にを 意 してく ださい。 骨折な ど 重大な 傷害を 受ける おそれび ありま 
す。 

■パワー スライド ドアに ついて 

パワー スライ ド ドアの 操作 時は、 次の ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 

それび あります。 

• ドア 八ン ドルを 使って パワー スライド ドアを 開閉 するとき は、 操作 後す ぐに ド 
ア八ン ドルから 手を 離して ください。 ドア 八ン ドルを 握った まま スライド ドア 
び 作動す ると、 手 •指- 腕な どに 無理な 力び かかる おそれび あるので 十分 注意 
して  <  ださい。 
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A 警告 

♦周辺の 安全を 確かめ、 障害物び ないか、 身の回りの 品び 挟み込まれる 危険び な 
いか 確認して ください。 

•人び いると きは、 作動させる 前に 安全を 確認し、 動かす ことを 知らせる 「声 か 
け」 をして < ださい。 

•自動 開閉 中に パワー スライ ド ドア メイン スイッチを OFF にす ると、 作動び 停 
止し 手動 操作に 切り替わります。 この場合、 傾斜した 場所では、 スライド ドア 
び 急に 開いたり 閉じたり する おそれび あるので、 十分 注意 してく ださい。 

•自動 開閉 中に 作動 可能 条件 (^P.  77) を 満たさ なくなった ときは、 ブヴー び 
鳴り、 作動び 停止 し 手動 操作に 切り 替わる 場合び あ ります。 

この場合、 坂道な どの 傾斜した 場所では スライド ドアび 急に 開いたり 閉じたり 
する おそれび あるので、 十分を 意して ください。 

•傾斜した 場所では、 開いた あとに ドアび 閉まる 場合び あります。 ドアは 必ず 全 
開で 静止 している こと を 確認 してく ださい。 

•次の ような 場合、 システムび 異常と 判断して 自動 作動び 停止し、 手動 操作に 切 
り 替わる ことび あります。 この場合、 傾斜した 場所では、 スライド ドアび 急に 
開いたり 閉じたり する おそれび あるので、 十分を 意 してく ださい。 

. 自動 作動 中、 障害物に 干渉した とさ 

- エンジン 停止 時 く 八 イブ U ッ ド システム 停止 時  >  で パワー スライド ドア 
び 自動 作動して いると さに、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 
イグ ニッシ ヨン ON モードく"  ノ  くワ ー" スイ ッチを ON モード  >  に した 
り エンジン く 八 イブ U ッ ド システム  >  を 始動したり して、 バッテ U —  く 
補機ノ  くッテ U -  > 電圧び 急に 低下 したと さ 
• ドア ガラスを 開けた 状態で 自動 開閉す ると さは、 絶 巧に 窓から 手足 や 顔な どを 
出さないで  <  ださい。 

•チャイルド プ □テク ターを 施錠 側に している とさは、 パワー スライ ド ドアの 誤 
操作 防止の ため、 パワー スライド ドア メイ ン スイ ツチを OFF にして く ださい。 
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A 警告 

■挟み込み 防止 機能 

次の こと を 必ず お 守 り  < ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•挟み込み 防止 機構を 故意に 作動 させようと して、 体の 一部を 挟んだり しないで 
< ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 スライド ドアび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し 
ない 場合び あ ります。 指な どを 挟まない よう にを 意 してく ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 挟まれる ものの 形状 や 挟まれ かたに よっては 作動し ない 
場合び あ ります。 指な どを 挟まない よう に 注意 してく ださい。 


注意 


■スライド ドアに ついて 

•スライ ド ドアを 開閉す る 前に、 運転者は スライ ド ドアび 安全に 開閉で きる よう 
に 車 外 および 車内の スライド ドア 付近の 状態を 必ず 確認して ください。 

♦スライド ドアの ドア ポケットには、 雑誌 
などを ドア ポケッ ト からはみ 出した 状態 
で 収納し ないで ください。 また、 ド アポ 
ケッ トび 変形す るよう な大 さいちのを 入 
れ ないで < ださい。 スライド ドアの 開閉 
のさ またげになる ばかりで な <、 開閉の 
際に ボデー または ドア ポケッ トに 傷び つ 
いたり、 故障に つながる おそれび ありま 
す。 (^P.  356) 
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么ま意 


■スライド ドアに ついて 

♦走行 するとき や ドアを 開閉 するとき は、 ジュース などび 入って いる 紙コ ップや 
ガラス 製の コップな どを 収納し ないで ください。 

•スライド ドアの U ヤ ステップ 下の □一 
ラー 滑走 面に、 石な どの 異物び 入り込ま 
ないように 注意して < ださい。 異物び 入 
り 込んだ まま スライド ドアを 開閉す る 
と、 スライド ドアの 故障の 原因に なり ま 
す。 


■スライド ドア イー ジーク □ー ザ ーにつ いて 

•イー ジーク □ーヴ ーの 作動 中は 無理な 力を かけないで ください。 

• ドアの 開け 閉めを 短時間に 繰り返す と イー ジーク □ーヴ ーび 作動し ない こと 
びあります。 この場合、] 度 ドアを 開け、 少し 時間を おいてから 閉めな おすと 
作動し ます。 


■パワー スライド ドアに ついて 


パワー スライド ドア 前端 部の センサー 
( □ ) を 刃物な どの 鋭利な ちので 傷つけな 
いようを 意して ください。 センサーび 切断 
される と自 動で 閉める こと びで さな  <  なり 
ます。 また、 自動で 閉めて いると さに セン 
ヴ ーび 切断され ると、 ドアは ただちに 停止 
し よ 9  〇 
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バック ドア 


バック ドアは 次の 方法で 解 錠- 施錠 および 開ける ことび できまず。 

■バック ドアの 解 錠 •施錠 

► ドア □ッ クス イッチ 
^P.  70 

► スマ ー ト エントリー & スター トシス テム 
^P.  57 

► ワイヤレス 機能 
斗.  67 

■車 外 か 5 バック ドアを 開ける には 

バック ドア オープン スイッチを 
押した まま、 バック ドアを 持ち 
上げる 


■ 車内 か 5 バック ドアを 開ける には (パワー バック ドア 装着 車) 

スイッチを 約] 秒 長 押しす る 

開閉 作動 中に 再度 スイッチを 押す 
と、 反転 作動し ます。 

ただし、 作動 開始から 約] 秒 間は 
反転 作動に 切 り 替わり ません。 
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■車 外 か 5 バック ドアを 閉じる には 
(パ ワー バック ドア 装着 車） 


スイッチを 押す 

バック ドアび 閉まる 途中で スイ ッ 
チを 押す と、 バック ドアは 再び 開 
さます。 


(バック ドアを 閉める ときは 


バック ドア グリップを 持って バッ 
ク ドアを 引 さ 下げ、 必ず 外から 押 
して 閉めて ください。 
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圓 パワー バック ドアを 使用 するとき は （パワー バック ドア 装着 車） 

パワー バック ドア メイン スイッチを 日 N にす る 

パワー バック ドア メイン スイッチは、 パワー スライ ド ドア メイン スイッチ （^P.  7 己） 
と 兼用の ため、 OFF にす ると パワー スライド ドアを 使用で さなくな ります。 

□  ON 

日 N にす ると、 スイッチ 上部に オレン 
ジ 色の マークび 表れます。 

旦 OFF 


□知識 

■ラ ゲージ ルーム ランプに ついて 

スイッチを ON にしておくと バック ドアを 開けた とさ、 ラ ゲージ ルーム ランプ 
び 点 好し ます。 

□  OFF 
曰 ON 
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■バック ドアび 開か なくなった 5 

バック ドアを 内側から 開ける ことび でさます。 


カ パーを はずす。 


■バック ドア イー ジーク □ー ザ ー （イー ジーク □ー ザ ー 装着 車） 

バック ドアび 半 ドア 状態に なった とさ、 イー ジーク □ーヴ ーび 作動し バック ド 
アび 自動で 閉まります。 

• " エンジン スター トス トップ" スイ ッチく" パワー "スイ ッチ  >  び 日 FF に 
なって いてち、 イ ー ジ ー クロ ー ヴ ー は 作動し ます。 

•イー ジーク □ーヴ ーび 作動 中で も、 バック ドア オープン スイッチを 押して 
バック ドアを 開ける ことび でさます。 
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■パワー バック ドアの 作動 可能 条件 （パワー バック ドア 装着 車） 

パワー バック ドア メイン スイッチび 日 N で、 次の 作動 条件を すべて 満たして い 

ると さに、 自動で 開閉で さます。 

•パワー バック ドアび 解 錠され ている 

•" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" 
パワー" スイッチび ON モード  >  の とさ 開 作動す るには 上記に 加え、 車 速 
び 3km/h 未満 かつ シフ ト レバーび P になって いる ことび 必要です。 

■パワー バック ドアの 作動に ついて （パワー バック ドア 装着 車） 

•作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴り、 非常 点滅 打び 2 回 点滅し ます。 また 開閉 作動 中 
は、 ブヴ ーび 断続的に 鳴ります。 

•パ ワー バック ドア メイン スイッチび OFF のとき は、 パワー バック ドアは 作動 
しません び 手動で 開閉で さます。 

•パワー バック ドア 自動 開閉 中に、 バック ドア オープン スイッチを 押す と、 手 
動 操作に 切り替わります。 

♦パワー バック ドア 自動 開閉 中に、 人 や 異物な どに より 異常を 感知す ると、 ブ 
ヴ ーび 鳴り、 その 位置から 自動的に ドアは 反対ち 向に 動 さます。 

♦連続して 2 回！; (上の 閉 方向の 異常を 感知す ると ブヴ ーび 鳴り、 手動 操作に 切 
り 替わります。 

■バッテリーく 補 機 バッテリー  >  を 再 接続した ときは 

パワー バック ドアを 適切に 作動させる ために、 下記の 初期設定を 行って ください。 

• ドア □ッ クス イッチで ドアを 解 錠し ます。 

•バック ドアの バック ドア 八ン ドルを 持って、 手動で 一度 全開に します。 

■挟み込み 防止 機構 （パワー バック ドア 装着 車） 

パワー バック ドアの 左ち 端 部には、 セン 
ヴー （ n  ) びつ いています。 ドアを 自動 
で 閉めて いると さに、 挟み込み などに より 
センサーび 押される と 挟み込み 防止 機構び 
作動し、 その 位置から ドアは 自動的に 反対 
方向に 動き、 全開 位置で 停止し ます。 
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A 警告 
■走行 中の 警告 

•走行 中は バック ドアを 閉めて ください。 

開けた まま 走行す ると、 バック ドアび 車 外の ものに 当たったり 荷物び 投げ出さ 
れ たりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 

また、 排気ガスび 車内に 侵入し、 重大な 健康 障害 や 死 t につな びる おそれび あ 
ります。 走行す る 前に 必ず バック ドアび 閉まって いる ことを 確認して くださ 
い。 

•走行 前に バック ドアび 完全に 閉まって いる ことを 確認して ください。 バック ド 
アび 完全に 閉まって いないと、 走行 中に バック ドアび 突然 開 さ、 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あり ます。 

•ラ ゲージ ルームには 絶対に 人を 秉 せないで ください。 急 ブレーキを かけた とき 
や 衝突した とさな どに、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

■お 子 さまを 乗せて いると きは 

次の ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•ラ ゲージ ルームで お テ さまを 車内に 遊ばせないで ください。 

誤って 開 じ 込め られた 場合、 熱射病な どを 弓 I さ 起こす おそれび あり ます。 

•お テ さまには バック ドアの 開閉 操作を させないで ください。 

不意に バック ドアび 動いたり、 閉める とさに 手 •頭- 首な どを 挟んだり する お 
それび あります。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


A 警告 

■パック ドアの 操作に あたって 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 体を 挟むな どして 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あり ます。 

•バック ドアを 開ける 前に、 バック ドアに 貼りつ いた 雪 や 氷な どの 重量 物を 取り 
除いてく ださい。 開いた あとに 重みで バック ドアび 落下す る おそれび ありま 
す。 

•バック ドアを 開閉す ると さは、 十分に 周囲の 安全を 確かめて ください。 

•人び いると きは、 安全を 確認し、 動かす ことを 知らせる 「声 かけ」 をして くだ 
さい。 

•強風 時の 開閉には 十分 注意して ください。 バック ドアび 風に あおられ、 勢いよ 
< 開いたり 開 じたり する おそれび あ ります。 

•半開 状態で 使用す ると、 バック ドアび 落 
ちて 重大な 傷害を 受ける おそれび ありま 
す。 とくに 傾斜した 場所では、 平坦な 場 
所より ち バック ドアの 開閉び しにくく、 
急に バック ドアび 開いたり 閉じたり する 
おそれび あります。 必ず パック ドアび 全 
開で 静止して いる こと を 確認 して 使用し 
て  <  ださい。 

•バック ドアを 閉める ときは、 指な どを 挟 
まない よう に 十分を 意 してく ださい。 

•バック ドアは 必ず 外から 押して 閉めて く 
ださい。 バック ドア 八ン ドルを 持った ま 
ま バック ドアを 閉める と、 手 や 腕を 挟む 
おそれび あります。 
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A 警告 

•バック ドア ダン パース テを 持って バック ドアを 閉めたり、 ぶら さびった りしな 
いで  <  ださい。 

手を 挟んだり、 バック ドア ダン パース テ ーび 破損したり して、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あります。 

•バック ドアに キヤ U ア などの 重い ちのを 取りつ ける と、 開けた あとに ドアび 落 
下し、 手 •頭 •首な どを 挟む おそれび あります。 バック ドアへの ア クセヴ U — 
用品の 取りつ けは、 トヨタ 純正 品を 使用す る ことを おすすめ します。 

■イー ジーク □—ザ ー について （イー ジーク □—ザ ー 装着 車） 

•バック ドアび 半 ドア 状態に なった とさ、 
イ ー ジ ー クロ ー ヴ ー び 作動 し 自動で 完全 
に 閉まります。 また、 作動し 始める まで 
に 数秒 かかります。 指な どを 挟まない よ 
うに 注意して < ださい。 骨折な ど 重大な 
傷害を 受ける おそれび あり ます。 


•イー ジーク □ーヴ ーは、 パワー バック ドア メイン スイッチび 日 FF のと さに も 
作動す るた め、 指な どの 挟み こみには 十分を 意して ください。 

■パワー バック ドアに ついて （パワー バック ドア 装着 車） 

次の こと を 必ず お 守 り  < ださい。 

お守りいた だかない と、 体を 挟むな どして 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あり ます。 

•周辺の 安全を 確かめ、 障害物び ないか、 身の回りの 品び 挟み込まれる 危険び な 
いか 確認して ください。 

♦人び いると きは、 作動させる 前に 安全を 確認し、 動かす ことを 知らせる 「声 か 
け」 をして < ださい。 

•自動 開閉 中に パワー バック ドア メイン スイッチを OFF にす ると、 作動び 停止 
し 手動 操作に 切り替わります。 この場合、 バック ドアび 急に 開いたり 閉じたり 
する おそれび あるので、 十分を 意して ください。 
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A 警告 

•自動 開閉 中に 作動 可能 条件 (^P.  89) を 満たさ なくなった ときは、 ブヴー び 
鳴り、 作動び 停止 し 手動 操作に 切り 替わる 場合び あ ります。 

この場合、 傾斜 した 場所では バック ドアび 急に 開いたり 閉じたり する おそれび 
あるので 十分 注意 して  <  ださい。 

•傾斜した 場所では、 開いた あとに ドアび 落ちる 場合び あります。 必ず ドアび 全 
開で 静止 している こと を 確認 してく ださい。 

•次の ような 場合、 システムび 異常と 判断して 自動 作動び 停止し、 手動 操作に 切 
り 替わる ことび あります。 この場合、 バック ドアび 急に 開いたり 閉じたり する 
おそれび あるので、 十分を 意して ください。 

. 自動 作動 中、 障害物に 干渉した とさ 

- エンジン く 八 イブ U ッ ド システム  >  停止 時で パワー バック ドアび 自動 作 
動して いると さに、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを イ グニッ 
シ ヨン ON モードく  "パワー" スイッチを ON モード > にしたり エン ジ 
ンく八 イブ U ッド システム  >  を 始動 したりして、 バッテ U  —  く 補 機バッ 
テ U —  > 電圧び 急に 低下 したと さ 

•バック ドアに キヤ U ア などの 重い わのを 取りつ ける と、 自動で 作動で きずに パ 
ワー バック ドアび 故障したり、 開いた あとに ドアび 落下し、 手 •頭 •首な どを 
挟む おそれび あります。 バック ドアへの ア クセヴ U — 用品の 取りつ けは、 トヨ 
夕 純正 品を 使用す る ことを おすすめ します。 

■挟み込み 防止 機能 （パワー バック ドア 装着 車） 

次の こと を 必ず お 守 りく ださい。 

お守りいた だかない と、 体を 挟むな どして 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あり ます。 

•挟み込み 防止 機構を 故意に 作動 させようと して、 体の 一部を 挟んだり しないで 
< ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 バック ドアび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し な 
い 場合び あ ります。 指な どを 挟まない よう に 注意 してく ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 挟まれる ものの 形状 や 挟まれ かたに よっては 作動し ない 
場合び あ ります。 指な どを 挟まない よう にを 意 してく ださい。 
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1-3. ドアの 開閉の しかた、 □ック のし かた 


么ま意 


■ダン パース テー について 

バック ドアには バック ドアを 支える ための ダン パース テ ー （ n  ) び 取りつ けら 

れ ています。 ダン パース テ ーの 損傷 や 作動 不良を 防ぐ ため 次の ことを お守り < 

ださい。 

•ビニール 片- ステッカー- 粘着 材 などの 
異物を ステ ーの □ッド 部 （棒 部） に 付着 
させない 

参 □ッ ド 部を 軍手な どで 触れない 

•バック ドアに トヨタ 純正 品 じ I 外の アクセ 
ヴ U — 用品を つけない 

•ステ ーに 手を かけたり、 横ち 向に 力を か 
けたり しない 

■イー ジーク □ー ザ ーの 故障を 防ぐ ために （イー ジーク □ー ザ ー 装着 車） 

•イー ジーク □ーヴ ーの 作動 中は 無理な 力を かけないで < ださい。 無理な 力を か 
ける と、 イー ジーク □ーヴ ーの 故障の 原因と なります。 

•バック ドアの 開け 閉めを 短時間に 繰り返す と イー ジーク □ーヴ ーび 作動し な 
いこと びあります。 この場合、] 度 ドアを 開け、 かし 時間を おいてから 閉めな 
おすと 作動し ます。 

■パワー バック ドアの 故障を 防ぐ ために （パワー バック ドア 装着 車） 

♦パワー バック ドアを 作動させる 前に、 凍結に よる バック ドアの 貼りつ さびない 
ことを 確認して ください。 バック ドアに 無理な 力び かかって いる 状態で 作動 さ 
せる と、 故障の 原因になります。 

♦パワー バック ドアの 作動 中は、 バック ドアに 無理に 力を かけないで ください。 

♦パワー バック ドア 左ち 端 部の センサー (^P.  89) を 刃物な どの 鋭利な ちので 
傷つけな いように 注意して ください 。センサーび 切断され ると 自動で 閉める こ 
とびでさな < なります。 
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パワー シー ト 装着 車 


n 前後 位置 調整 
且 リク ライニング 調整 
且 クッション 前端の 上下 調整 
(運転席の み） 

□ シー ト 全体の 上下 調整 
(運転席の み） 

且オッ ト マン 角度 調整 
(助手席の み） 

且オッ ト マン 角度 調整、 格納 
(助手席の み） 


1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

フ □ント シート 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


►マニュアル シート 装着 車 


n 前後 位置 調整 
曰 リク ライニング 調整 
且 クッション 前端の 上下 調整 
(運転席の み） 

□ シー ト 全体の 上下 調整 
(運転席の み） 


I アクティブへ ツ ドレ スト 


背 わたれに 強い 衝撃を 受ける と、 
フ □ン ト席 乗員の むち 打ちの 症状 
を 軽減させる ためにへ ッ ドレ スト 
び 少し 前方 上側に 動 さます。 
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I 助手席 側面 スイッチ* 

運転席 また セ カン ド シー ト から 助手席を 操作で さます。 

nu クラ イニング 調整 
曰 前後 位置 調整 


1" オート シート スライ ドア ウェイ &リ ターン 機能* 

運転を び 乗り降り する 際に、 運転席 シートび 自動で、 次のように 動 さま 
す。 

降車 時： 運転席 シー トび 後方に 移 
動 （オート アウ ェイ 機能) 

乗車 時： 運転席 シー ト びわとの 位 
置^に 移動 （オー トリ 
ターン 機能） 

※オート アウ ェイ 機能び 作動す る 前 
の シー h の 位置 


□知識 

■アクティブへ ッ ドレ ストに ついて 

•背 もたれに 弱い 衝撃を 受けて ちへ ッ ドレ ストび 動く 場合び あります び、 故障 
ではありません。 

♦解除 ボタンを 押さずに へッ ドレ ストを 無理に 押し上げようと すると、 ヘッド 
レス トス テ ーの ヴ ポー トび 見えます び、 故障ではありません。 

* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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■降車 時の 運転席 シー トの オー ト アウて イ 機能に ついて* 

降車 時に、 シートの 位置び 最後 方に 近い 位置に ある 場合、 オート アウ ェイ 機能 
を 行わない 場合び あり ます。 

■オー トア ウェイ 機能の 作動 条件* 

•次の 条件を 満たす と 作動し ます。 

- シフト レバーを P にす る 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチく" パワー" スイッチ  >  を 
OFF にす る 

- シートベルトの パック ルを はずす 

(車両 カスタマイズ 機能の 「降車 時 運転席 シー ト移 動量 調節」 で 「OFF」 iU 
外を 選択して いると さの み） 

•作動 中に 次の 操作を すると 作動び 停止し ます。 

- シフト レバーを 操作す る 

- 運転席の シート 調整 スイッチ (^P.  95) のい ずれ かを 操作す る 
- ドライビング ポジション メモ U —の ]-2-3 いずれ かの ボタン （^P. 

1 24) を 押す 

■オートリターン 機能の 作動 条件* 

•次の 条件の いずれ かを 行う と 作動し ます。 

- "エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ  >  をア 
クセヴ U — モー ド または イ グニ ッシ ョン ON モードく ON モード  >  にす る 
- 運転席 シートベルトの バックルを 装着す る 
(車両 カスタマイズ 機能の 「降車 時 運転席 シー ト移 動量 調節」 で 「OFF」 iU 
外を 選択して いると さの み） 

•作動 中に 次の 操作を すると 作動び 停止し ます。 

- 運転席の シート 調整 スイッチ (^P.  95) のい ずれ かを 操作す る 
- ドライビング ポジション メモ U —の ]-2-3 いずれ かの ボタン （^P. 

124) を 押す 
- 車両を 発進させる 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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■オー トシー トス ライ ドア ウェイ &リ ターン 機能での シー トの 作動に ついて* 

•オー トア ウェイ 機能 作動 中- オー トア ウェイ 機能 作動 終了後に、 運転席の 
シート 調整 スイッチ （^P.  9 己） のい ずれ かを 操作、 または ドライビング ポ 
ジシ ヨン メモ U-  (^P.  124) の 操作を した 場合、 才ート U 夕ーン 機能は 
作動し ません。 

•エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > 始動 時に シー トの 作動び 一時停止し、 エ 
ン ジン く 八 イブ U ッ ド システム > 始動 後に 作動び 再開す る ことび あり ます。 

•オート U ターン 機能 作動 中に、 車両を 発進させる と シー トの 作動び 停止し ま 
す。 停止した とさは、 車両を 停止し シートの 前後 位置を 適切な 位置に 調整し 
て  <  ださい。 

■カスタマイズ 機能 

オー トシ ー トス ライ ドア ウェイ & U ターン 機能の シー トス ライ ドを 非 作動に し 

たり、 シート スライド 量の 変更び でさます。 

(カスタマイズ 機能 一覧 -^P.  517) 


A 警告 

■シー ト 調整に ついて 

• シー トび 乗員 や 荷物に 当たらな いよう にを 意 してく ださい。 

♦背 もたれは 必要 上に 倒さないで ください。 

事故のと さに 体び シー ト ベル トの 下にち ぐり、 腹部な どに 強い 圧迫を 受けるな 
ど 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•マニュアル シー ト 装着 車は、 シー ト 調整 後は シー トび 確実に 固定され ている こ 
とを 確認して ください。 

■前後 調整 やオッ ト マン* の 操作を するとき は 

足元の スペースを 確保 し 足を 挟まない よう にを 意 してく ださい。 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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A 警告 

■オッ ト マンの 使用に ついて* 

♦走行 中は 角度 調整を しないで ください。 

急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 
受ける おそれび あり 危険です。 

•オッ ト マン 部分に 座らないで ください。 

シー ト ベル トび 適切に 着用で さないた め、 急 ブレーキ や 事故のと さに 体び シー 
卜 から 投げ出され、 重大な 傷害を 受けたり 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 

•オッ ト マンの 上には 絶対に 秉ら ないで ください。 

オッ ト マンび 破損し、 転倒な ど して 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれ 
び あり 危険です。 

•つまずいて けび をす るのを 防ぐ ため、 車を 乗り降り する 際は オッ ト マンを 格納 
して  <  ださい。 

•格納す ると さに シートの 下に 手 や 足を 入れないで ください。 挟まれて けび をす 
る おそれび あります。 

■ オー トシー トス ライ ドア ウェイ & リ ターン 機能で シー トび 作動 
しているとさは^ 

体 や 荷物な どび 挟まれない ようにして ください。 けび をしたり、 荷物び 破損す 
る おそれび あります。 


水迂 fe、 

■オッ ト マンの 故障を 防ぐ ために* 

♦足元の スペースを 確保し オッ ト マンの 作動を さまたげない ようにして くださ 
い。 

•オッ ト マン 部分に 重い ものを 乗せないで ください。 

•オッ ト マンを 上げて いると きに、 下に ものを 置かないで ください。 格納 時に も 
のを 挟み 破損す る おそれび あ ります。 


100 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-4 .シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

セカンド シート 


► 7 人 乗り パワー シート 装着 車 


且 リク ライニング 調整 （電動） 

且オッ ト マン 角度 調整 （電動） 

Q オット マン 角度 調整、 格納 （電動) 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


►  7 人 乗り マニュアル シー ト 装着 車 


n 前後 位置 調整 
且 リク ライニング 調整 
曰 左ち 位置 調整 
Q オッ ト マン 角度 調整、 格納 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


► 8 人 乗り 車 


n 前後 位置 調整 
曰 リク ライニング 調整 
且 チップ アップ 操作 UP. 120) 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■ヴー ド シー ト への 乗り降り 


►  7 人 乗り パワー シー ト 装着 車 


センター テーブルを 使用 している 
ときは 格納す る。 


►  7 人 乗り マニュアル シート 装着 車、 8 人 乗り 車 


リク ライニング レバー (□) を 引 
く、 または 前倒し ペダル （曰） を 
踏む。 

背ち たれび 前に 倒れて、 シー トを 前ち 
に 移動させる ことび でさます。 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


フ □ント シート 背 裏付 フツ トレ スト 5 


フット レス トの □ック 解除 レバー 
を 引 <。 

□ック を 解除す ると、 フッ トレ ストび 
中立 位置まで 下び ります。 


H 司 中立 状態の フッ トレス トに 足を 乗せる。 

格納ず ると さは 


フッ トレス ト から 足を 離す と 中立 
状態に なり、 その 状態から 手で 押 
し 込み 格納す る。 


□知識 


■セ カン ド シー ト アーム レスト* 

使用す ると さは、 いっぱいまで 前方に 倒します。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A 警告 

■シー ト 調整に ついて 

• シー トび秉 員 や 荷物に 当たらな いよう にを 意 してく ださい。 

•背もたれは必要1；>1上に倒さないでください。 

事故のと さに 体び シー ト ベル トの 下に もぐり、 腹部な どに 強い 圧迫を 受けるな 
ど 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦シー ト 調整 後は シー トび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

■ヴー ド シー ト への 秉り 降りに ついて 

ヴー ド シー トへ柔 り 降り した あとは、 必ず セ カン ド シー トを 固定 させて くださ 
い。 

■前後 調整 やオッ ト マンの 操作を するとき は 

足元の スペースを 確保 し 足を 挟まない よう にを 意 してく ださい。 

■オッ ト マンの 使用に ついて 

♦走行 中は 角度 調整を しないで ください。 

急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 
受ける おそれび あり 危険です。 

•オッ ト マン 部分に 座らないで ください。 

シー ト ベル トび 適切に 着用で さないた め、 急 ブレーキ や 事故のと さに 体び シー 
卜 から 投げ出され、 重大な 傷害を 受けたり 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 

•オッ ト マンの 上には 絶対に 秉ら ないで ください。 

オッ ト マンび 破損し、 転倒な ど して 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれ 
び あり 危険です。 

•つまずいて けび をす るのを 防ぐ ため、 車を 乗り降り する 際は オッ ト マンを 格納 
して  <  ださい。 

•格納す ると さに シートの 下に 手 や 足を 入れないで ください。 挟まれて けび をす 
る おそれび あります。 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A 警告 

■フ □ン トシー ト背 裏付 フッ トレ ストに ついて 

次の ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•走行 中は フッ トレス ト 操作を しない 

•操作 時は 可動 部 や 結合 部に 手 や 足を 挟まない 

•フッ トレス トの 上には 絶対に 秉ら ない 

•格納 時は 確実に 固定され ている ことを 確認 

•車を 乗り降り すると さや 使用 しないと きは 格納して おく 

•フ □ン トシ ー トの 乗員び シー トの 調整を するとき は、 足元に 気をつける 


A 迂意 

■フ □ン トシー トを前 側に 移動 させて いると きは 

フ □ン トシ ー トの ± 台 部分に 足を のせないで ください。 ± 台 部分び 損傷す る お 
それび あります。 

■ヴー ド シー ト への 乗り降り について 

♦可動 部 や 結合 部に 手 や 足な どを 挟まない ようにを 意して ください。 

•シート クッションを 持ち上げて いると きは、 前倒し ペダルを 通常よりも 強く 踏 
み 込んで ください。 （8 人 乗り 車） 

■オッ ト マンの 故障を 防ぐ ために 

♦足元の スペースを 確保し オッ ト マンの 作動を さまたげない ようにして くださ 
い。 

•オッ ト マン 部分に 重い ものを 乗せないで ください。 

•オッ ト マンを 上げて いると さに、 下に ものを 置かないで ください。 格納 時に も 
のを 挟み 破損す る おそれび あ ります。 
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1-4 .シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

ヴー ド シート 


n 前後 位置 調整 （シート 前ち） 

曰 前後 位置 調整 （シート 裏側） 

曰 リク ライニング 調整 （リク ライニング レバー) 
〇リ クラ イニング 調整 （スペース アップ レバー) 


I ヴ ー ドシ ー ト からの セ カン ドシ ー トの 操作に ついて"^ 


セカンド シートを 前後へ 移動 
セ カン ド シー ト 背ち たれの ラ しろ 側 
にある レバーを 引 さ、 前後に 動かし ま 
す。 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


□知識 

■サード シー ト 調整に ついて 

シー トの 裏側に ある レバー や、 スペース アップ レバーを 操作して ヴー ド シート 
を 調整 するとき は、 バック ドア 側から 行って ください。 


A 警告 

■シー ト 調整に ついて 

•シートび 秉員や 荷物に 当たらな いように 注意して ください。 

•背 わたれは 必要 上に 倒さないで ください。 

事故のと さに 体び シー ト ベル トの 下に もぐり、 腹部な どに 強い 圧迫を 受けるな 
ど 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•シー ト 調整 後は シー トび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

■ヴー ド シー ト か！ 5 の セ カン ド シー トの 操作に ついて* 

セカンド シートに 柔員 びいると さは 操作を しないで ください。 

セ カン ド シー トの 乗員び けがを する おそれび あります。 


A 迂意 

■ヴー ド シー ト か！ 5 の セ カン ド シー トの 操作に ついて* 

操作す ると さは セ カン ド シー トの 足元に 作動を さまたげる ものび ない ことを 確 
認 して < ださい。 シー トに 無理な 力び かかり 故障す る おそれび あります。 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-4 .シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

ヘッド レスト 


フ □ント シート 


n 上げる 
曰 下げる 

下げる ときは、 解除 ボタンを 押し 
なびら 操作し ます。 


■セカンド シート、 サード シート 

►  7 人 乗り 車 セカンド シート、 8 人 乗り 車 セカンド シート （左ち 席) 


n 上げる 
且 下げる 

下げる ときは、 解除 ボタンを 押し 
なびら 操作し ます。 

且 前後 調整* 

〇左ち調整^ 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


8 人 乗り 車 セカンド シート （中央 席)、 サード シー 

n 上げる 


曰 下げる 

下げる ときは、 解除 ボタンを 押し 
なびら 操作し ます。 


□知識 


■へッ ドレス トの 取りは ずし 


解除 ボタンを 押しな びら 取りは ずします。 


必ずへ ッ ドレス トの中 必び 両耳の いちばん 
上の 辺りになる よう 調整して ください。 


1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■セ カン ド シー ト 中央 席、 ヴー ド シー ト のへ ッ ドレス トの 使用に ついて 

使用 するとき は、 常に 格納 位置から 上げた 位置に してく ださい。 

■ヴー ド シー ト 中央 席のへ ッ ドレス トの 収納に ついて 


A 警告 

■へッ ドレ ストに ついて 

次の ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•へッ ドレス ト は、 それぞれの シー ト 専用の ものを 使用す る 
•へッ ドレス トを 正しい 位置に 調整す る 

•へッ ドレ ストを 調整した あとは、 固定され ている ことを 確認す る 
•へッ ドレス ト をはず した まま 走行し ない 
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1-4 .シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

シー ト アレンジ 


シートは 状況に 応じて 次の ような アレンジを 巧う ことび できまず。 そ 
れぞれ の 説明 ページを 読んで か 5 行って ください。 

■ フラッ ト シート 

♦ セ カン ド シート、 ヴー ド シー トを フラッ トシ ー ト 状態に するとき 
(^P. 1 1 5) 


♦ フル フラッ トシー ト 状態に するとき UP. 1 1 6) 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■ ラ ゲージ モード 

♦ ヴー ドシー トを 格納 状態に するとき (^P. 1 1 7) 


•最大 ラ ゲージ モードに すると さ UP. 1 1 9) 


斗.]  20 


BT0 1309081 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■エグゼクティブ モード （7 人 乗り パワー シート 装着 車） 

斗.]  20 


セカンド シ ート、 ヴード シート を フラッ トシー ト 状態に するとき 


四 車を 停止 させ、 しっかりと パーキング ブレーキを かける。 


ヴー ド シー ト 左ち 席の シー ト ベル 
卜を シー ト ベル トク リ ップに 挟 
む。 

中央 席 シー ト ベル トは ホルダーに 格 
納 します。 (^P.  129) 


巨 画 司 ヴ—ド シ—卜 をい ちばん 前まで 移動させる。 （^p. 108) 

固圆 [互 ヴー ド シー ト のへ ッ ドレス ト をはず す。 (^P. 1 1 0) 

中央 席へ ッ ドレス ト は、 運転席 側ヴー ド シー ト 背面に 収納し ます。 

UP. 1 1 2) 

回 サード シートの 背 わたれを 後方 いっぱいまで 倒す。 （^P.  108) 
回ヴー ド シー トび バック ドアに 触れる 位置まで う しろに 移動 させ 
る。 UP.  108) 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


8 人 乗り 車は、 セカンド シート 左 
ち 席の シー ト ベル トを シー ト ベル 
トク U ップに 挟み、 プレートを ク 
U ップの 穴 部に 挿し 込む。 


手順 


回 セカンド シートを いちばん 前まで 移動させる。 （^P. 101) 

回 7 人 乗り 車の マニュアル シートは、 左ち 位置を 中央に 移動 させ 
る。 UP.  102) 


手順 


画 セ カン ド シー ト のへ ッ ドレス ト をはず す。 UP. 1 1 0) 

回 セ カン ド シー トの背 もたれを 後方 いっぱいまで 倒す。 （^P. 
101) 


セ カン ド シー トとヴ ー ド シートの 
す さ 間 びな  <  な るよ 5 に シートを 
移動させる。 UP. 101) 


I フル フラッ トシー ト 状態に するとき 


手順 


田 車を 停止 させ、 しっかりと パーキング ブレーキを かける。 


手順 


回ヴー ド シー ト 左ち 席の シー ト ベル トを シー ト ベル トク リツ プに 
挟む。 

中央 席 シート ベルトは ホルダーに 格納し ます。 (^P.  129) 


L 手順 II 


互 サード シートを いちばんう しろまで 移動させる。 UP. 108) 

互 セカンド シートを いちばんう しろまで 移動させる。 （^P. 101) 
司フ □ン トシ ー トを いちばん 前まで 移動させる。 （^P.  9 己） 

互フ □ン トシー ト のへ ッ ドレス ト をはず す。 (^P. 1 1 0) 

でフ □ン トシー トの背 もたれを 後方 いっぱいまで 倒す。 UP.  95) 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


固 画互フ □ン トシ ー トとセ カン ド シー ト のす さ 間び なくなる よ 5 に セ 
カン ド シートを 移動させる。 （^P. 101) 

固醒互 8 人 乗り 車は、 セ カン ド シー ト 左ち 席の シー ト ベル トを シートべ 
ル トク リップに 挟む。 UP. 1 1 6) 

巨 画 回 7 人 乗り 車の マニュアル シートは、 左ち 位置を 中央に 移動 させ 
る。 （^P.  102) 

固 画因 セ カン ド シー ト のへ ッ ドレス ト をはず す。 UP. 1 1 0) 

巨 画!^ セ カン ド シー トの背 もたれを 後方 いっぱいまで 倒す。 （^P. 
101) 

巨 画！!] セ カン ド シー トとヴ ー ド シー ト のす さ 間び なくなる ように ヴー 
ド シート を 移動させる。 （^P.  108) 

巨 画因 ヴー ド シー トの 背を たれを バック ドアに 触れる まで 倒す。 

UP. 1 08) 

□知識 

■サイ ド リフト アップ シー ト 装着 車に ついて 

サイ ド U フト アップ シートは、 フラッ ト 状態に する ことび できません。 


ヴー ド シー トを 格納 状態に ずると き 


四 車を 停止 させ、 しっかりと パーキング ブレーキを かける。 

[^ヴ ー ド シー ト 左ち 席の シー ト ベル トを シー ト ベル トク リッ プに 
挟み、 中央 席 シート ベルトを 格納す る。 （^P.  129) 

各 シー ト ベル トの バックルち 格納し ます。 

ヴー ド シー ト 中央 席のへ ッ ドレス トを 取りは ずし 収納す る。 
UP. 1 1 2) 


ヴ ー ドシ ー トを 前後に 動かし、 
シー ト 側の マークを トリム 側の 
マークに 合わせる。 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


シートを はね 上げる。 

シー ト 裏側の スペース アップ レバー 
を 引いて 背を たれを 倒し、  シー ト をは 
ね 上げます。 

•シートの はね 上げと 連動して、 シー 
卜 脚部び 格納され ます。 


n シー ト クッション 裏側に ある 
シー ト 固定べ ル トを 取り出し、 
□ック 部に 挿し 込みます。 

□ック 部は 巧して 引 さ 出します。 


旦 シー トを 手で 押さえな びら、 
シー ト 固定べ ル トを 引っ張り 
シ ー トを 固定し ます。 

ベル トの たるみを 取った あと、 マジ ッ 
ク テープを 密着 させ 固定し ます。 
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闽引 I 


で シー トを 軽く ゆさぶり、 確実に 固定され ている ことを 確認す る。 


1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


□知識 

■ヴー ド シー トを 格納す ると さは 

サード シートを 格納 するとき は、 バック ドア 側から 操作して ください。 

■ シー ト 固定べ ル ト をはず すと きは 


シー ト 固定べ ル トの ツメを 押しては ずし、 
シート クッシ ョ ン 裏側に 格納 します。 

- シートを 押して、 ベルトを ゆるめた 状態 
で ツメを 押します。 


[最大 ラ ゲージ モー ドに ずると きは 


7 人 乗り 車 

E 車を 停止 させ、 しっかりと ノ  く ー キング ブ レーキを かける。 
回 サード シートを 格納す る。 (^P. 1 1 7) 

セ カン ド シ~ 卜を いちばん 前まで 移動させる。 (^p. 101) 
8 人 乗り 車 

H 互 車を 停止 させ、 しっかりと パーキング ブレーキを かける。 
n 司 サード シートを 格納す る。 UP. 1 1 7) 


セ カン ド シー トの背 もたれを 一度 
前方に 倒し、 音び する まで 少し 後 
方に もどす。 
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シー ト クッシ ヨン 下の チップ アッ 
プレ バーを 引き、 クッションを 持 
ち 上げる。 


回 セカンド シートを いちばん 前まで 移動させる。 （^P. 101) 


I スーパー リラックス モードの しかた （7 人 乗り マニ ユ アル シー ト 装着 車) 


手順 


で 車を 停止 させ、 しっかりと パーキング ブレーキを かける。 

回 サード シートを いちばんう しろまで 移動させる。 UP.  108) 
回 センターテーブルを 格納す る。 （^P.  368) 

回 セカンド シートの 左ち 位置を 中央に 移動させる。 UP.  102) 
回 スライ ドス トッパーを はずす D 
回 セカンド シート を 後方へ 移動させる。 UP. 102) 

回 オット マンを 引き起こす。 （^P.  102) 


I エ グゼク ティ ブ モードの しかた （  7 人 乗り パワー シー ト 装着 車) 


で 車を 停止 させ、 しっかりと パーキング ブレーキを かける。 

回 サード シートを いちばんう しろまで 移動させる。 UP.  108) 
回 セカンド シートを 後方へ 移動させる。 （^P. 101) 

囚 オット マンの 角度を 調整す る。 （^P. 101) 

回 フット レストを 引き倒す。 （^P.  105) 
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□知識 

■スライ ドス トツ パーに ついて 

♦スライ ドス トッパーは 紛失し ないように 大切に 保管して くださし、 工具 袋に 
入れて おく ことを おすすめ します。 

♦取りつ ける ときは、 サード シート 足元に 
ある レール 内の 穴に、 スライ ドス トッ 
ノ  く 一の ツメを 挿 し 込み 取 りつけ てく ださ 
い。 


A 警告 

■シート アレンジに ついて 

じ (下の ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

♦必ず 平坦な 場所で シフト レノ （一を P に 入れて、 ノ  く ー キング ブレーキを 確実に か 
けて  <  ださい。 

•走行 中は シー ト アレンジ 操作を しないで ください。 

•シ ート アレンジ をした あとは、 シート を 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている こ 
とを 確認して ください。 

•シートの 間に シー ト ベルト、 バックルび 挟み こまれて いない か 確認して くださ 
い。 
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A 警告 

■フ ラッ ト シートに ついて 

フラッ ト にした 状態で 人 や 荷物を のせて 走行し ないで ください。 

■シー トの 格納に ついて 

•ラ ゲージ スペースに 人を 乗せて 走行 しないで く ださい。 

•シー ト ベルトび 背 もたれ や、 シート クッションに 挟まれて いない ことを 確認し 
て  <  ださい。 

•シート クッションの 上に 荷物な どを のせた まま シートを 格納し ないで くださ 
い。 

•シー ト 格納 時に シー ト 固定べ ル トで 固定され ていない 場合、 シー ト 脚部び 動 
さ、 荷物 や シートび 破損したり、 けび をす る おそれび あります。 シートを 格納 
したと きは 必ず シー トを 固定して ください。 

•シートを おろした とさは、 シート 脚部び 
床 面 □ック 部に 確実に 固定された ことを 
確認して ください。 
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A 迂 '言、 

■シート アレンジに ついて 

♦操作を すると さに、 可動 部 や 結合 部に 手 や 足な どを 挟まない ようにを 意して く 
ださい。 

♦シー トに 人び 柔っ ている 状態で シー ト アレンジ 操作を しないで ください。 

•シート レールの 上に マッ ト などを 敷かないで ください。 

■フ ラッ ト シートに ついて 

♦背 わたれを もどす とさは、 背 わたれを 押さえな びら U クラ イニング 調整を 行っ 
てくだ さい。 （マニュアル シート） 

•フ ラッ ト にした 状態で シートの 上を 走り まわらないで ください。 また シートの 
上を 移動す る とさは、 シー トの 中央を 踏んで ゆ っくり 移動して く ださい。 

■ シー トの 格納、 ラ ゲージ モー ドに ついて 

•セ カン ドシー トの シート クッシ ョ ンを 持ち上げた ときは、 シート クッシ ョ ンの 
± 台 部分に 乗ったり、 手 や 足を 入れないで < ださい。 

♦ヴー ド シー トを おろす ときは、 シー ト 脚部と 床 面 □ック 部の 間に 足を 挟まない 
ように 注意して ください。 

•ヴー ド シー トを おろす とさは、 床 面に 物び ない ことを 確認して から 行って くだ 
さい。 

♦セ カン ド シー トの 位置 や、 ヴー ド シー トの 片側の 背 もたれび 前に 倒れて いる 状 
態 だと、 ヴー ド シー トび 当たり 格納で きない ことび あります。 

•サード シートを 持ち上げる とさ、 または おろす とさは スライ ドレ バーを 操作し 
ないで  <  ださい。 
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ドライビング ポジ シ ヨン メモリー* 


お好みの ドライビング ポジション （運転席、 ドアミラーの 角度） を 登 
録 して、 ワンタッチで 好び 出す ことび できます。 また、 ドアの 解 錠と 
連動させる こと もで きまず。 

ドライビング ポジ シ ヨンは 3  ノ  く ターンまで 登録で さまず。 


■ポジションの 登録 


區順 II 


"エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 
日 N モード  <  "パワー" スイッチを 日 N モード  >  に する。 


手順 


回 運転 庶 


ドア S ラー 角度を 好みの 位置に 調整す る。 


SET ボタンを 押しな びら、 また 
は SET ボタンを 押した あと 3 
秒 じ (内に、] 〜 3 のうち 登録し 
たい ボタンを ブヴー び 鳴る まで 
押す。 

すでに 同 じ ボタンに 登録され てい 
る 場合は、 上書きされ ます。 


■ポジションの 呼び出し 

シフ トレバーび P の 位置に ある ことを 確認し ます。 


手順 


"エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 
ON モード  <  "パワー" スイッチを 日 N モード  >  に する。 


1 〜 3 の 5 ち 呼び出したい ポジ 
シ ヨンの ボタン 押す。 

ポジ シヨ ンを 呼び出 している とさ 
に、 ブヴ ーび 鳴ります。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


ドアの 解 錠と 連動させる には 


お好みの ポジ シヨ ンを あら か じめ] 
おさます。 


'3 のい ずれ かの ボタンに 登録して 


1" エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" ス イッ 
チ  >  を 日 FF にし、 運転席 ドアを 閉める。 


1 〜 3 のうち 連動 させたい ボタン 
を 押しな びら、 ワイヤレス リ モコ 
ンの a ボタンを ブヴ ーび 鳴る ま 
で 押す。 

スマ ー ト エントリ ー& スター トシス 
テム、 または ワイヤレス U モ コンで ド 
アを解 錠して 運転席 ドアを 開ける と、 
ドライビング ポ ジシ ヨンび 呼び出さ 
れ ます。 


□知識 


■ ドアの 解 錠との 連動を 解除す るには 

nil] " エンジン スタート ストップ" スイッチ  <  "パワー" スイッチ > 
を OFF にし、 運転席 ドアを 閉める。 

司 SET ボタンを 押しな びら、 ワイヤレス U モ コンの 3 ボタンを ブヴー 
び 鳴る まで 押す。 

■" エンジン スター トス トップ" スイッチく" パワー "スイッチ  >  日 FF 時の 作動 

運転席 ドアを 開け、]  8 日 秒 iU 内 または 運転席 ドアを 閉め 目 日 秒 iU 内に 呼び出し 
たい ポジ ショ ンの ボタンを 押す と、 運転席び 調整され ます。 

■ポジションの 呼び出し 作動を 途中で 止める には 

次の いずれ かの 操作を します。 

•  SET ボタンを 押す 
•] 〜 3 の ボタンを 押す 

参 シー ト 調整 スイ ツチを 操作す る （シー ト のみ 作動 停止） 
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A 警告 

■シー ト 調整 時の 警告 

シート 調整 中は、 シートび U ヤ席秉 員に 当たったり、 運転者の 体び 八ン ドルで 
圧迫され たり しないよう 注意して ください。 
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シ— ト ペルト 


走行 前にす ベての 秉 員は 必ず シー ト ベル トを正 しく 着用して く ださ 
い。 

■正しく 着用ず るには 

♦ 肩部べ ル トを 肩に 十分 かける 
首に かかったり、 肩からは ずれな 
いよ ラに してく ださい。 

• 腰部べ ル トを 必ず 腰骨ので さ 
る だけ 低い 位置に 密着させる 

•背を たれを 調整し、 上体を 起 
こし、 深く 腰かけて 座る 

•ねじれび 無い ようにす る 

■着け 方、 はずし 方 （フ □ント シート、 セカンド シート、 

ヴー ド シー ト外側 席） 

n 固定 

"カ チッ" と 音び する まで 挿し 込み 
ます。 

曰 解除 

解除 ボタンを 押します。 


127 


1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■着け 方 （サード シート 中央 席) 


プレートを 取り出す 
n プレート A 
且 プレート 目 


プレートを バックルに 挿し 込む 
n プレート A 
曰 プレート 目 

"カ チッ" と 音び する まで 挿し 込み 
ます。 
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分離 •格納の しかた （ヴー ド シート 中央 席) 


n バックルの 解除 ボタンを 押 
す。 

且 メカニカル キー または プレー 
卜 目を バックルに 挿し 込む。 

メカニカル キー (^p. 己 己） 

シー ト ベル トを 格納 するとき は、 
ベル トを 持ちな びら ゆっくり 卷さ 
ち どし ます。 


プレ ー ト A、 目 を ホ ルタ ー に 格 
納 する。 

n プレート A 
旦 プレート 目 

ベル トを 持ちな びら ゆっくり 巻 さ 
ち どし ます。 

•ちとに ち どす とさは、 逆の 手順で 
プレートを 取り出し、 バックルに 
プレートを 挿し 込みます。 
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シートベルトの 高さ 調節 （フ □ント 席) 


n 下げる 
曰 上げる 

"カ チッ" と 音び して 固定され ると 
ころまで 動かして ください。 


I シート ベルト プリ テン シ ヨナー （フ □ント 席) 


前方から 強い 衝突を 受けた とさ、 
シー ト ベル トを引 さ 込む ことで 適 
切な 乗員 拘束 効果を 確保 します。 

前ち からの 衝撃び 弱い とさ や、 横 や ラ 
しろからの 衝撃のと さは 作動し ない 
場合び あります。 


|プリクラッシュシートべルト （プリ クラッシュ セーフ テイ 装着 車の フ □ント 席） 

プリ クラッシュ センサー により 衝突 物び 検 知され、 衝突び 避けられない 
と 判断した とき、 衝突の 前に フ □ント シートベルトを 巻き 取り、 プリ テ 
ン シヨ ナ ーの 効果を 高めます。 

急 ブレーキを かけた とさ や、 車び コン ト □ー ルを 失った とさを 同様に 作動し ます。 
(^P.  307) 
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□知識 

■シートベルト □ ックの 解除 方法 

急 停止 や 衝撃び あった とき ベルトび □ック されます。 急に 体を 前に 倒したり、 
シー ト ベル トを すばやく 引き出 しても □ック する 場合び あり ます。 一度べ ル ト 
を 強く 引いて から ゆるめ、 ゆっくり 動かせば、 ベルトを 引き出す ことび でき ま 
す。 

■ヴー ド シー ト 中央 席の シー ト ベル トび 引き出せない ときは 

シー ト ベル トと ホルダーの 間に 指を 入れ、 
ベル トを 矢印の 方向に 強く 引いて から 離す 
と 引 さ 出す ことび でさます。 


■お 子 さまの シー ト ベル トの 使い方 

車の シートベルトは、 シートベルトを 装着す るのに 十分な、 大人の 体格を 持っ 
た 人 用に 設計され ています。 

•シー ト ベル トび 正しい 位置で 着用で きない ル さな お テ さまの 場合は、 お テ さ 
まの 体に 合った チャイルドシートを 使用して くださし、 (^P.  168) 

•シー ト ベル トび 正しい 位置で 着用で きる お テ さまの 場合は、 シー ト ベルトの 
着用の しかたに したびって ください。 (^P.  127) 

■ シー ト ベル ト プリ テン シヨ ナ ーにつ いて 

シートベルト プ U テン シヨ ナ ーは 一度し か 作動し ません。 玉突き 衝突な どで 連 
続して 衝撃を 受けた 場合で ち、 一度 作動した あとは、 その後の 衝突では 作動し 
ません。 
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■セ カン ドシー ト ちち 席の シー ト ベル ト について （8 人 乗り 車) 


シートベルトを 使用 しないと きは、 シート 
ベル トク U ップに 挟み、 プレートを ク U ッ 
プに 挿し 込んで ください。 


A 警告 

急 ブレーキ や 事故の 際の けがを 避ける ため、 1；( 下の ことを 必ず お守りく ださい。 
お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れ びあります。 

■ シー ト ベル トの 着用に ついて 

•車に 乗る ときは 全員び シー ト ベル トを 着用す る 
•シー ト ベル トを 正しく 着用す る 

•シー ト ベル トは 一つに つ さ 一人で 使用す る 
お テ さまで も 一つの ベル トを 複数の 人で 使用 しない 

•お テ さまは セ カン ド シート、 または ヴー ド シー トに 座らせて シー ト ベル トを着 
用させる か、 チャイルドシートを 使用す る 

•シー トは 必要 iu 上に 倒さない 
上体を 起こし、 シートに 深く 座る 

♦肩部べ ル トを 腕の 下に 通して 着用し ない 

•腰部 ベルトは 腰骨の できるだけ 低い 位置に 密着 させ 着用す る 
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A 警告  

•ヴー ド シー ト 中央 席の シー ト ベル トを使 
用す ると さは、 プレート A と パック ルを 
結合して ください。 


医師に 注意事項を 確認の 上、 必ず 正し < 着 
用して ください。 (^P.  127) 

妊娠 中の ちわ、 通常の 着用の しかたと 同じ 
ように、 腰部 ベルトび 腰骨ので さる だけ 低 
い 位置に かかる ように お腹の ふくらみの 下 
に 着用して ください。 また、 肩部 ベルトは 
確実に 肩を 通し、 お腹の ふくらみを 避けて 
胸部に かかる ように 着用して ください。 
ベルトを 正しく 着用して いないと、 衝突し 
たと さな どに、 母体 だけでなく 胎児まで び 
重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 こに 
つながる おそれび あ ります。 


■疾患の ある 方の 場合 

医師に 注意事項を 確認の 上、 必ず 正しい 着用を してく ださい。 

■お 子 さまを 乗せる ときは 

お テ さまを シー ト ベル トで 遊ばせないで ください。 万一べ ル トび 首に 巻き付い 
た 場合、 窒息な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 

誤って そのような 状態に なって しまい、 バックルから シートベルトび はずせな 
い 場合は、 八 サミな どで シー ト ベル トを 切断して ください。 
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A 警告 

■シー ト ベル トの 損傷- 故障に ついて 

•ベルト や プレート、 バックル 等は、 シート や ドアに 挟むな どして 損傷 しないよ 
うにして ください。 

•シー ト ベル トび 損傷した ときは シー ト ベル トを 修理す るまで シー トは 使用し 
ないで  <  ださい。 

•プレートび バックルに 確実に 挿し 込まれて いるか、 シー ト ベルトび ねじれて い 
ないかを 確認して く ださい。 うまく 挿 し 込めない 場合は ただちに トヨ タ 販売店 
に 連絡して ください。 

•もし 重大な 事故に あった とさは、 明らかな 損傷び 見られない 場合で も、 シー 
卜、 シートベルトを 交換して ください。 

•プ U テン シヨ ナー付 シートベルトの 取りつ け、 取りは ずし、 分解、 廃棄な ど 
は、 トヨタ 販売店 外で しないで ください。 

不適切に 扱う と、 正常に 作動し なくなり、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あり ます。 

■プリ テン シヨ ナー付 シー ト ベル ト について 

シートベルト プ U テン シヨ ナ ーび 作動す ると SRS エアバッグ/ プ U テン シヨ 
ナー 警告 好び 点 打し ます。 その 場合は シー ト ベル トを再 使用す る ことび でさな 
いため、 必ず トヨタ 販売店で 交換して ください。 


水迂意 

■ヴー ド シー ト 中央 席 シー ト ベル ト について 

使用 しないと きは、 シートベルトを 格納して おいてく ださし、 
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1-4 .シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

八ン ドル 


八ン ドル 位置を 運転し やず いように 調整で きます。 


八ン ドルを 持ち、 レバーを 下げ 
る。 


八ン ドルを 上下 • 前後に 動かし、 
適切な 位置に する。 

位置び 決定したら、 レバーを 上げ 
て八ン ドルを 固定して ください。 


乂 警告 


■走行 中の 警告 

走行 中は 八ン ドル 位置の 調整を しないで ください。 

運転を 誤り、 死 t や 重大な 傷害に つながる ような 事故になる おそれび あります。 

■八ン ドル 位置を 調整した あとは 

八ンド j レび 確実に 固定され ている こと を 確認 してく ださい。 

固定び 不十分 だと 八ン ドルの 位置び 突然 かわり、 死 t や 重大な 傷害に つなび る 
よう な 事故になる おそれび あ ります。 


13 己 


1-4 .シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

イン ナー ミラー 


座った 姿勢に 合わせて、 後方を 十分に 確認で きる ように ミラーの 位置 
を 調整ず る ことび できまず。 


[上下 調整の しかた 


イン ナー ミラー 本体を 持って、 上 
下方 向に 調整す る。 


I 防胺 機能 

►手動 防 眩 ミラー 

レバーを 操作す る ことで、 後続 車のへ ッ ド ランプに よる 反射光を 減少 さ 
せます。 


n 通常 使用 時 
曰 防 眩 時 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


► 自動 防 眩 ミラー 

後続 車のへ ッ ド ランプの まぶし さに 応じて 反射光を 自動的に 減少 させ ま 
す。 

自動 防 眩 機能の 切り替え 
ON  /  0  F  F 

ON のと さは インジケーターび 点な 
します。 

" エンジン スター トス トップ" ス 
イッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モード < 
"パ ワ ー " スイッチを 日 N モード > 
にした ときは、 ミラーは 常に 自動 防 眩 
機能び 日 N になって います。 
ボタンを 巧す と OFF になり インジ 
ケ ー タ ー び 消 打し ます。 


□知識 

■センサーの 誤作動 防止 （自動 防に タイプ 装着 車） 

センサーの 誤作動を 防ぐ ため、 センサーに 
触れたり センサーを 覆ったり しないで くだ 
さい。 


A 警告 
■運転 中の 警告 

運転 中は ミラーの 調整を しないで ください。 

運転を 誤って、 重大な 傷害 や 死 t につな びる おそれび あります。 
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1-4 .シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

ドア 巧一 


"エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ > 
び アクセサリー モー ド または イグ ニッシ ヨン ON モード く ON モード 
> のとき、 スイッチで 鏡面の 角度 調整を します。 


S ラーを 選ぶ 
DL: 左 
且 R  : ち 

スイ ツチを 操作して S ラーを 上 
下 左ち 方向に 調整す る 

且上 
n 下 
且左 
且ち 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


I ドア ミラーを 格納ず ると きは 


►才 ー ト 電動 格納 式 ミフ ー 装着 車 


BT01 309030 


D 格納す る 

曰 わとの 位置に もどす 

スイッチを 中立の 位置 (AUTO) にす 
ると 自動 モードに 切り替わり、 ドアの 
施錠 •解 錠と 連動し ます。 


ボタンを 押して ドアミラーを 格納 
する 

ち ラー 度 押す と、 ちとの 位置に ちどり 
ます。 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


□知識 

■ミラーび 量った ときは （ミラー ヒーター 装着 車） 

U ヤ ウィンドウ デフ ォッ ガーを 作動させる と、 ミラー ヒーターび 同時に 作動し、 
曇りを 取る ことび でさます。 UP.  334) 

ラー 角度の 自動 調整* 

お好みの ミラー 角度を ドライビング ポジション メモ U —に 登録す ると、 自動で 
調整され ます。 (^P. 1 24) 

■リバース 連動機 能* 

ミラー 選択 スイッチび L または R の 位置に なって いると きは、 後退 時に ミラー 
の 角度び 下向きに なり、 下方び 見やす くなります。 この 機能を 使用 しないと き 
は、 ミラー 選択 スイッチを 中立の 位置 （L-R の 間） にして ください。 

■レイン クリア リング ミラー 

鏡面に 付着した 水滴を 膜状に 広げる 親 水 効果を 持つ コーティングを 施して お 
り、 雨天 時に おける 後方 視認 性を 向上させます。 

鏡面に 巧れ などび 付着す ると 親 水 効果は 一時的に 低下し ますび、 太陽光を 当て 
る ことにより 付着した 汚れを 化学的に 分解し、 親 水 効果を 徐 々に 回復させる 機 
能ち 持って います。 

•次の ような 場合、 親 水 効果び 低下し ますび、 晴天 時に] -2 曰 間 太陽光を 当 
てること で 親 水 効果は 徐 々に 回復し ます。 親 水 効果を 早く 回復 させたい とき 
は 回復 作業 (^P.  383) を 行って ください。 

- 鏡面に、 巧れ や 異物び 付着したり、 素手で 触れたり 巧れ た 巧な どで ふいた 
とさ 

- 洗車に より 鏡面に 洗剤 や ワックスび 付着した とさ 
- 地下- 屋内 駐車場な どの 曰の 当たらない 場所に 長時間 駐車した とさ 
•次の よう な 場合、 親 水 効果び 回復で さな くなります。 十分を 意 してく ださい。 

- 鏡面に シ U コーン 入りの カー メンテナンス 商品び 付着した とさ 
- 鏡面に 傷を つけたと さ 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


■ワイ ド ビュー S ラーに ついて 

通常より ち 広い 視界び 確保で きる よう、 ミラー 下側の 曲率び 違うた め、 ミラー 
下側に 映る ものは、 実際よりも 遠くに あるよう に 見えます。 

A 警告 

■走行して いると さは 

走行 中は 次の ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 運転を 誤り 思わめ 事故の 原因と なって 重大な 傷害 や 死 
t につな びる おそれび あり ます。 

ラーの 調整を しない 
•ミラーを 格納 した まま 走らない 

必ず 走行 前に 運転席 側 および 助手席 側の S ラーを 復帰して、 正し < 調整す る 

■ミラー ヒーターび 作動して いると きは （ミラー ヒーター 装着 車） 

鏡面び 熱 < な るので 触れないで < ださい。 


A  迂  fe、 

■ レイン クリア リ ング ミラーの 取り扱い について 

♦鏡面び 凍結した とさは、 温水を かける か、 ミラー ヒーターを 作動させる （ミ 
ラ ー ヒ ー タ ー 装着 車の み） などして 解氷して ください。 

親 水 膜の 効果を 持続させる ため、 鏡面の 凍結 部分は プラス チッ クの 板な どで 削 
り 落とさないで ください。 

•シ U コーン 入りの 撥 水 剤 や 油 膜 取り 剤、 ワックス、 その他の カー メンテナンス 
商品を 使用す る 場合は、 鏡面に 付着 させない よう 十分 注意して ください。 

♦砂の ついた 布、 油 膜 取り 剤、 研磨 剤な ど、 鏡面を 傷つける もので こすらないで 
< ださい。 


141 


1-4 .シ ート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 

巧 巧 巧認 装置^ 


発進 時 または ごく 低速 時に、 車両 前方と 助手席 側車 両側 面を 確認ず る 
とさに 役立ちます。 


□知識 


身長- シー トの 位置に より、 確認で さる 範 
囲は 異なります。 

ミラーの 鏡面は 固定 式です ので 鏡面を 動 
かして ミラーの 調整を する ことは でさ ま 
せん。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1-4 .シート、 八ン ドル、 ミラーの 調整の しかた 


A\ 迂 '言、 

■補助 確認 装置に ついて 

♦補助 確認 装置の 鏡面 部に 汚れび 付着して いると さは、 柔らかい 布な どを 使用し 
て 巧れ をふさ 取 つてく ださい。 

♦車両 直前 •直 左 部 や 後方の 確認は 直接 確認す るか、 イン ナー ミラー、 ドア S 
ラーな どち 併用 し 十分を 意 してく ださい。 
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1-5. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開け 方、 閉め 方 

パワー ウインドウ 


スイッチで ドア ガラスを 開閉で さます。 


D 閉める 
且 自動 全閉 
且 開ける 
Q 自動 全開^ 

X’ 途中で 停止す ると さは、 スイッチを 
反対側へ 操作し ます。 


I □ッ クス イッチ 


スイッチを 押して 運転席 外の ド 
ア ガラス、 U ヤ ムーン ルーフ* を 作 
動 不可に する 

お テ さまび 誤って ドア ガラス やリヤ 
ムーン ルーフを 開閉す る ことを 防止 
でさます。 


□知識 
■作動 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ョン 日 N モードく" パ 
ワ ー’’ スイッチび ON モード  >  の とさ 

■ " エンジン スター トス トップ" スイッチく" パワー "スイッチ  >  日 FF 後の 作動 

"エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ  >  をア クセヴ 
U ー モー ド または OFF に した あとで も、 約 43 秒 間 ドア ガラスを 開閉で さます。 
ただし、 その 間に 運転席 ドアを 開閉す ると 作動し なくなります。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


1- 己. ドア ガラス- ムーン ルーフの 開けち、 閉めち 


■ ドア □ック 連動 ドア ガラス 開閉機 能* 

•ワイヤレス U モ コン または メカニカル キーで ドア ガラスを 開閉で きます。 
(^P.  67,  486) 

•スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムで ドア ガラスを 閉める ことび でさ 
ます。 (^P.  57) 

■挟み込み 防止 機能 

ドア ガラスを 閉めて いると きに、 窓枠と ドア ガラスの 間に 異物び 挟まる と、 作 
動び 停止し、 少し 開 さます。 また、 故障な どで 挟み込み 防止 機能び 作動して し 
まい、 ドア ガラスを 自動で 閉める ことび でさない とさは、 スイッチを 引 さ 続け 
ると 閉める ことび できます。 ただし、 挟み込み 防止 機能は 作動し ません。 

■パワー ウイン ドウを 閉める ことび できない ときは 

挟み込み 防止 機能び 異常に 作動して しまい、 ドア ガラスを 閉める ことび できな 
いと さは、 閉める ことび でさない ドアの パワー ウインドウ スイッチで、 下記の 
操作を 行って ください。 

•車を 停止し、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON 
モードく  "パワー" スイッチを ON モード  >  の 状態で、 パワー ウインドウ 
スイッチを 「自動 全閉」 の 位置で 引き続ける ことで ドア ガラスを 閉める こと 
びで さます。 

•上記の 操作を 行っても ドア ガラスび 閉まらない 場合、 挟み込み 防止 機能の 初 
期 化を 次の 手順で 実施 して  <  ださい。 

Hill I パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全閉」 の 位置で 引き続け、 ドア ガ 

_ ラスを 閉めた あと、 さらに スイッチを 6 秒 間引 さ 続ける。 

HE 司 パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全開」 の 位置で 押し 続け、 ドア ガ 

_ ラスを 全開に した あと、 さらに スイッチを 2 秒 間 押し 続ける。 

HB 司 再度、 パワー ウインドウ スイッチを 「自動 全閉」 の 位置で 引き続け、 
ドア ガラスを 閉めた あと、 さらに スイ ッチを 2 秒 間 弓 I き 続ける。 

ドア ガラス 作動 途中で スイッチから 手を 離す と、 最初から やり直しと なります。 

上の 操作を 行っても 反転して 閉じ 切らない 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 

■カスタマイズ 機能 

ドア □ック 連動 ドア ガラス 開閉機 能な どの 設定を 変更で きます。 

(カスタマイズ ー覧^ P. 己]  7) 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-5. ドア ガラス- ムーン ルーフの 開けち、 閉めち 


A 警告 

■ ドア ガラスを 開閉す ると さは 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•ドア ガラスを 開閉す ると さは、 柔 員の 手、 
腕、 頭、 首な どを 挟んだり 卷さ 込んだり 
しないよ うにして ください。 とくに お テ 
さまへは 手な どを 出さない よう 声 かけを 
して  <  ださい。 

♦お テ さまには、 ドア ガラスの 操作を させ 
ないで  <  ださい。 

ドア ガラスに 挟まれたり 巻き込まれたり 
して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あり ます。 

■挟み込み 防止 機能 

•挟み込み 防止 機能を 故意に 作動させる ため、 乗員の 手、 腕、 頭、 首な どを 挟ん 
だり しないで  <  ださい。 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•挟み込み 防止 機能は、 ドア ガラスび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し な 
い 場合び あります。 また、 挟み込み 防止 機能は、 スイッチを 引き続けた 状態で 
は 作動し ません。 指な どを 挟まない ようにを 意して ください。 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あり 危険です。 


146 


1-5. ドア ガラス •ムーン ルーフの 開け 方、 閉め 方 

ツイン ムーン ルーフ*  _ 


フ □ント ムーン ルーフの チル ト アップ/ダウン、 天井に ある スイッチ 
でリヤ ムーン ルーフを 開閉で きまず。 

►フ □ント ムーン ルーフ 

チル ト アップ 

ボタンを 押しな びら 八ン ドルを 巧 
し 上げます。 

閉める とさは "カ チッ" と 音び す 
るまで 引 さ 下げます。 


11開< 

全開の 少し 手前で 止まります。 （風 
切 音の 低減 機能） さらに 開く 場合 
は、 スイッチを ちう 一度 押してく 
ださい。 

且 閉まる 

途中で 止める には、 スイッチを 軽 
< 押します。 


□知識 

■ リヤ ムーン ルーフの 作動 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" パ 
ヮ ー” スイッチび ON モード  >  の とさ 

ただし、 パワー ウインドウの □ッ クス イッチび □ック 状態のと きは 作動し ませ 
ん。 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-5. ドア ガラス- ムーン ルーフの 開けち、 閉めち 


■挟み込み 防止 機能 

U ヤ ムーン ルーフを 閉める とさに、 ムーン ルーフび 異物の 挟み込みを 感知す る 
と、 作動び 停止し 少し 開 さます。 

■ リヤ ムーン ルーフを 閉める ことび できない とき 

故障な どで 挟み込み 防止 機能び 作動して しまい JJ ヤ ムーン ルーフを 自動で 閉め 
る ことび でさない とさは、 スイッチを 押し 続ける ことで 閉める ことび でさます。 

■ リヤ ムーン ルーフび 反転して 閉じ 切 5 ない ときは 

下記の 操作を 行 って  <  ださい。 

CLOSE 俱リを 押し 続ける。※ 

. スイッチを 押し 続けて いる 間 U ヤ ムーン ルーフび 開閉 作動を 繰り返します。 

- U ヤ ムーン ルーフび 全閉 したら 復帰 操作び 完了し ます。 

^ 復帰 操作 作動 中は スイッチを 押し 続けて ください。 途中で スイッチから 手を 
離す と 最初から やり直しと なります。 

上の 操作を 行っても 反転して 閉じ 切らない 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 

■サンシェード 

手動で 開閉で さます。 U ヤサン シェードは、 U ヤ ムーン ルーフを 開ける と 連動 
して 開 さます。 

■ ムーン ルーフ 開 警告 ブザー 

U ヤ ムーン ルーフび 閉まって いない 状態で‘‘ エンジン スター トス トップ" ス 
イッチく  "パワー" スイッチ  >  を OFF にし、 運転席 ドアを 開ける とブヴ ーび 
鳴ります。 

また、 同時に メーター 内の マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに メッセージ 
び 表示され ます。 (^P.  457) 

■風 切 音の 低減 機能 

自動で 開いた とさに 停止す る 位置 （全開 手前 位置） で 走行す ると、 風 切 音を 低 
減で さます。 
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1- 己. ドア ガラス- ムーン ルーフの 開けち、 閉めち 


A 警告 

■ムーン ルーフを 開けて いると きは 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れ びあります。 

•走行 中は ルーフから 手 や 顔を 出さない 
•開 □部に 腰かけない 

■ムーン ルーフを 開閉 するとき は 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•  U ヤ ムーン ルーフを 開閉す ると さは、 柔 
員の 手、 腕、 頭、 首を 挟んだり 巻 さ 込ん 
だり しないよう にを 意 してく ださい。 

•お テ さまには、 ムーン ルーフの 操作を さ 
せないで  <  ださい。 

ムーン ルーフに 挟まれたり 卷さ 込まれた 
り して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

■挟み込み 防止 機能 （リヤ ムーン ルーフ） 

•挟み込み 防止 機能を 故意に 作動させる ため、 乗員の 手、 腕、 頭、 首な どを 挟ん 
だり しないで < ださい。 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•挟み込み 防止 機能は、 U ヤ ムーン ルーフび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作 
動し ない 場合び あります。 また、 挟み込み 防止 機能は、 スイッチを 押し 続けた 
状態では 作動 しない 場合び あり ます。 指な どを 挟まない よう にを 意 してく ださ 
し、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 
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1-6 .給油の しかた 

給油 □の 開け 方 


次の 手順で 給油 □を 開けて ください。 

■給油ず る 前に 

•燃料の 種類を 確認して ください UP.  151) 

♦ "エンジン スタート ストップ" スイッチ  <  "パワー" ス イッ 
チ  >  を 日 FF にして、 ドアと 窓を 閉めて ください。 


■給油 □の 開け 方 


給油 □を 開ける。 


キャップを ゆっくり 回して 開け 
る。 
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1-6 .給油の しかた 


[系 台 油 □の キャップを 閉める とさは 


キャップを "カ チッ" と 音び する 
まで 回して 閉めます。 

手を 離す と、 キャップび 逆ち 向に 少し 
ちどります。 


□知識 

■燃料の 種類 

2GR-FE エンジン 車： 無鉛 プレミアム ガソ U ン （無鉛 八 イオ ク） 

無鉛 レギュラー ガソ U ンを お使いに なること もで きま 
す。 その 場合 エンジン 本来の 性能を 発揮で さません。 

2AZ-FE エンジン 車： 無鉛 レギュ ラー ガソ U ン 
2AZ-FXE エンジン 車： 無鉛 レギュラー ガソ U ン 


A 警告 
■給油に ついて 

給油 前には 次の ことを 必ず お守りく ださい。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

•車体な どの 金属 部分に 触れて 身体の 静電気を 除去す る 
放電に よる 乂 巧で 燃料に 弓 I  乂 する おそれび あり ます。 

•キャップを ゆるめた ときに、 "シュー" という 音び する 場合は、 その 音び 止まっ 
てから ゆっ  <  り 開けて  <  ださい。 

キャップを 開ける とさ、 キャップの ツマ ミ 部分を 持ち、 ゆっくりと 開けます。 
ゆっくりと 開けない と 気温び 高い とさ、 給油 □から 燃料び 吹 さ 返して けび をす 
る おそれび あります。 

•給油 □に、 静電気を 除去して いない 人を 近づけない 
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1-6 .給油の しかた 


A 警告 

•気化 した 燃料を 吸わない よう にす る 
燃料の 成分には、 有害物質を 含んで いるち の もあります。 

•喫煙し ない 

引乂 して 乂災を 弓 I さ 起こす おそれび あり ます。 

•車内に もどったり、 帯電して いる 人 や 物に 触れない 
再び 帯電す る 可能性び あり ます。 

■ 給油 時の ま 意 

•而き こぼれを 防ぐ ためじ (下の 点に 注意して ください。 

- 給油 □に ノズルを 確実に 挿入す る 
- 継ぎ足し 給油を しない 

•そのほか、 ガソ U ン スタンド 内に 掲示され ている を 意 事項を 守って < ださい。 正 
常に 給油で さない 場合は、 スタン ドの 店員を 呼んで 指示に したびって ください。 

■キャップ 交換 時の 警告 

トヨ タ 純正 外の キャ ッ プを 使用 しないで ください。 

純正 品を 使わない と乂災 などを 引 さ 起こし、 その 結果 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 


A 迂意 
■給油す ると さは 

指定 外の ガソ U ンや 他の 燃料 （粗悪 ガソ U ン、 軽油、 好 油、 アルコール 系 燃 
料） を 使用したり、 燃料を こぼしたり しないで ください。 

次の ような 状態になる おそれび あります。 

•エン ジンの 始動 性び 悪く なる 

•エンジンからの 異音 や 振動な ど （ノッキング） び 発生す る 

♦エンジン 出力び 低下す る 

♦排気 制御システムび 正常に 機能し ない 

♦燃料 系 部品び 損傷す る 

•塗装び 損傷す る 
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1-7 .盗難 防止 システム 

イモビ ライザー システム 


キーに 信号 発信 機び 内蔵して あり、 あ 5 かじめ 登録され た キー 似 外で 
は エンジン く 八 イブ リツ ド システム >  を 始動で きません。 

車両 か 5 離れる 場合は、 車内 に キーを 残さない でく ださい。 


"エンジン スタート ストップ" 
スイッチ  <  " ) の一" ス イッ 
チ  >  を OFF にす ると、 シス テ 
ムの 作動を 知らせる ために イン 
ジケーターび 点滅し ます。 

登録され た キーを 携帯し、" エン ジ 
ン スタート ストップ" スイッチ 
く‘‘ パワー" スイッチ  >  を アクセ 
ヴ U — モード または イ グニッ ショ 
ン日 N モード  <日 N モード  >  に 
すると システムび 解除され、 イン 
ジケーターび 消 打し ます。 


□知識 

■メンテナンス について 

イモ ビラ イヴ ー システムの メンテナンスは 不要です。 

■ システムび 正常に 作動 しないと き 

♦電子 キーび 金属製の ものに 接したり、 覆われて いると さ 

•電子 キーび 他の 車両の セキ ュ U テイ システム 用 キー （信号 発信 機内 蔵 キー) 
と 重なって いると さや 接近して いると さ 


A 迂意 

■イモ ビラ イザー システムを 正常に 作動させる ために 

システムの 改造 や 取りは ずしを しないで ください。 システムび 正常に 作動し な 
いお それび あります。 
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1-7 .盗難 防止 システム 

オートアラーム^ 


不正な 侵入を 検 知した 場合、 音と 光で 警報し ます。 

■ オー ト アラームが 作動ず ると き 

オー ト アラームを 設定す ると、 次の ような 状況で オー ト アラームび 
作動し ます。 

♦ 施錠され た ドアび スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テム やワ 
イヤ レス リモコン、 メカニカル キーを 使わずに 解 錠され たり、 こ 
じ 開けられた とを 

♦ ボン ネッ トび 開けられた とさ 

メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車で、 G- 
BOOK  mX  Pro を ご 利用の お客様は、 オート アラームび 作動した 
場合、 E  メール や 電話で お知らせ する ことび でさます。 

詳しくは、 「ナビ ゲーシ ョン システム 取扱 書/ G-Security」 を ご覧 
ください。 

■ オー ト アラームを 設定ず るには 


ドア. バック ドア. ボンネット 
を 閉め スマ ー ト エン ト U  —  & ス 
タート システム、 ワイヤレス リ 
モ コンを 使って 施錠し ます。 

30 秒 上 経過す ると、 自動的 
に 設定され ます。 

オー ト アラームび 設定され ると イ 
ン ジケ ーターは 点 打から 点滅に か 
わります。 

■ オー ト アラームの 設定を 解除 および 作動を 停止ず るには 

次の いずれ かを 行って < ださい。 

♦ スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テム や ワイヤレス リモコン、 
メカニカル キーを 使って ドア または バック ドアを 解 錠す る 

♦ エンジン  <  八 イブ リツ ド システム  >  を 始動す る （数秒 後に 解除、 
停止し ます） 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1- ス 盗難 防止 システム 


□知識 

■メンテナンス について 

オー ト アラーム システムの メンテナンスは 不要です。 

■ ドアを 施錠す る 前の 確認 

オー ト アラームの 思わめ 作動 および 盗難を 防ぐ ため、 次の ことを 必ず 確認して 
< ださい。 

♦車内に 人び 乗って いない か 
• ドア ガラスと ムーン ルーフ* び 閉じて いるか 
参 車内に 貴重品な どを 放置して いない か 

■オー ト アラームの 作動に ついて 

次の ような 場合 オー ト アラームび 作動す る ことび あります。 オー ト アラームの 
設定を 解除、 作動を 停止す る 操作を 行って < ださい。 

•車内に 残った 人び、 ドア、 ボンネットを 
開けた とさ 


ガソ U ン車 

参 施錠 後、 バッテ U — あびり などで 充電 や 
交換を したと さ 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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1-7 .盗難 防止 システム 


八 イブ U ツド車 

•施錠 後、 補 機 バッテ U — あびり などで 充 
電や 交換を したと さ 


■オート アラーム 作動に よる ドア □ック 機能に ついて 

♦オー ト アラームび 作動した とき ドアび 解 錠され ている と 車内への 不正な 侵 
入を 防止す るた め 自動的に 施錠され ます。 


•オート アラームび 作動した とさに 車内で キーを 閉じ込めない ように、 バッテ 
U — あがりく 補 機 バッテ U — あびり  >  などで 充電- 交換す る 場合は 車内に 
キーび ないかを 確認 してく ださい。 


水迂 fe、 

■オー ト アラームを 正常に 作動させる ために 

システムの 改造 や 取りは ずしを しないで ください。 システムび 正常に 作動し な 
いお それび あります。 
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1-8. 安全に お使いい ただく ために 

正しい 運 巧 姿勢 


次の 条件に あっ た 正しい 姿勢で 運転して く ださい。 

n まっすぐ 座り、 背 わたれから 
背を 離さない P.  95) 

曰 シー トを ペダルび 十分に 踏み 
込める ような シー ト 位置に す 
SUP.  95) 

且各 装置び 操作し やすい 背を た 
れの 角度に する 

□  SRS エアバッグび 自分の 胸 
の 方へ 向く ような 八ン ドルの 
位置に する P.  ]  35) 
且へッ ドレス トの 中央び 耳の 後 
方になる U  P. 1 1 0) 

0 シー ト ベル トび 正しく 着用で 
きる  U  P. 127) 
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1-8. 安全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■走行 中は 

•走行 中は 運転席の 調整を しないで < ださい。 

運転を 誤る おそれび あり 危険です。 

•背 もたれと 背の 間に クッション などを 入れないで ください。 

正しい 運転 姿勢び とれない ばかり か、 衝突した とき、 シー ト ベルト や ヘッド レ 
ストな どの 効果び 十分に 発揮され ない おそれび あり 危険です。 

•フ □ン トシ ー トの 下にち のを 置かないで ください。 

ちの び 挟まる と シートび 固定され ず、 思わめ 事故の 原因と なって、 生命に かか 
わる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 また、 調整 機構の 故障の 原因 
になります。 

■シートを 調整 するとき は 

•同秉 者び シートに 当たって けび をし ないよう にを 意して ください。 

•シートの 下 や 動いて いる 部分に 手を 近づけないで ください。 

指 や 手を 挟み、 けがを する おそれび あり 危険です。 
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1-8. 安全に お使いい ただく ために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは 乗員に 重大な 危害び およぶ ような 強い 衝撃を 受け 
たと きに ふく  5 み、 シー ト ベル トび 身体を 拘束ず る 働きと あわせて 乗 
員への 衝撃を 緩和させます。 


□ 運転席 SRS エア バッ グ /助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と 助手席 乗員の 頭 や 胸な どへの 衝撃を 緩和） 

曰 SRS 二ーエアバッグ 
(運転者の 衝撃 緩和を 補助） 

►  SRS サイ ド & カーテン シール ド エアバッグ 
曰 SRS サイ ド エアバッグ 

(フ □ン ト席 乗員の 胸な どへの 衝撃を 緩和） 

□  SRS カーテン シール ド エアバッグ 

(フ □ン ト 席と セ カン ド シート、 ヴー ド シー ト 外側 席 乗員の おもに 
頭部への 衝撃を 緩和） 
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1-8. 安全に お使いい ただく ために 


□知識 

■  SRS エアバッグび 作動す ると 

♦  SRS エアバッグとの 接触に より、 打撲 やすり 傷な どを 受ける ことび ありま 
す。 


•作動 音と とわに 白い ガスび 発生し ます。 

•フ □ン ト 席、 フ □ン ト ピラー や ルーフ サイ ドレールの 一部分な ど だけでなく 
エアバッグ 構成 部品 （八ン ドルの 八ブ、 エアバッグ カバー、 インフレ ー ター） 
も 数 分 間 熱くなる ことび あります。 エアバッグ そのち のち 熱くな ります。 

•フ □ン トウ イン ドウ ガラスび 破損す る ことび あります。 

■  SRS エアバッグび 作動 するとき （フ □ント SRS エアバッグ） 

•フ □ント SRS エアバッグは、 衝撃の 強さび 設定 値 (移動 も 変形 もしない 固定 
された 壁に、 約 2 日〜 3 日 km/h の 速度で 正面衝突した 場合の 衝撃の 強さに 
相当す る 値） 1；( 上の 場合に 作動し ます。 

ただし、 次の ような 場合は エアバッグび 作動す る 車 速は 設定 値より 高くな り 
9  〇 


- 駐車して いる 車 や 標識の ような 衝撃に よって 移動 や 変形す る ものに 衝突 
した 場合 

- ちぐり 込む ような 衝突の 場合 （例えば、 車両 前部び ちぐり 込む、 下に 入り 
込む、 トラックの 下敷 さになる など） 

♦衝突 条件に よっては シートベルト プ U テン シヨ ナー のみ 作動す る 場合び あ 
ります。 


■  SRS エアバッグび 作動 するとき 
(SRS サイ ド & 力ーテン シール ド エアバッグ） 

SRS サイド & カーテン シールド エアバッグは、 衝撃の 強さび 設定 値 （約 1 .己 t 
の 車両び、 約 2 日〜 3 日 k  m/h の 速度で 客室へ 直角に 衝突した 場合の 衝撃の 強 
さに 相当す る 値） じ (上の 場合に 作動し ます。 


160 
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■衝突 m 外で 作動 するとき 

次の ような 状況で、 車両 下部に 強い 衝撃を 受けた とさち、 フ □ント SRS エア 
バッ グび 作動す る 場合び あ ります。 

♦縁石 や 歩道の 端な ど、 固い ちのに ぶつ 
かった とさ 

♦深い 穴 や 溝に 落ちたり、 柔り 越えた とさ 

•ジャンプして 地面に ぶつかったり、 道路 
から 落下した とさ 


ISRS エアバッグび 作動 しないと き （フ □ント SRS エアバッグ） 

フ □ント SRS エアバッグは、 側面 や 後方からの 衝撃- 横転- または 低速での 前 
ちからの 衝撃では、 通常は 作動し ません。 ただし、 それらの 衝撃び 前方への 減 
速を 十分に 引き起こす 場合には、 フ □ント SRS エアバッグび 作動す る ことがあ 
ります。 

♦側面からの 衝突 
•後ち からの 衝突 
♦横転 
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■  SRS エア バッ グび 作動 しないと き 
(SRS サイ ド & カーテン シール ド エアバッグ） 

斜めから 衝撃を 受けた 場合 や、 客室 部分！; I 外の 側面に 衝撃を 受けた ときには、 
SRS サイ ド & カーテン シール ドエ アバ ッ グび 作動 しない 場合び あり ます。 


♦ 客室 部分 外の 側面への 衝撃 
♦斜めからの 衝撃 


SRS サイ ド & カーテン シールド エアバッグは、 前ち や 後ち からの 衝撃- 横転- 
または 低速での 側面からの 衝撃では、 通常は 作動し ません。 


•前ち からの 衝突 
•後ち からの 衝突 
♦横転 


■ トヨタ 販売店に 連絡び 必要な 場合 

次の ような 場合には、 修理- 点検 等び 必要になります。 でさる だけ 早 <  トヨタ 
販売店へ ご連絡く ださい。 

•いずれ かの SRS エアバッグび 而く らんだと さ 


♦フ □ント SRS エアバッグは ふくらまな 
かった び、 事故で 車両の 前部び 衝突した 
とき、 または 破損 •変形な どび あるとき 
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llfV_ _ の 

y 

ml/ 

BT01 709002 

•  SRS サイ ド & カーテン シールド エア バッ 
グ はふく らまなかった び、 事故で ドア 部 
分び 衝突した とさ、 または 破損 •変形な 
どび あると さ 


•八ン ドルの パッ ド 部分 や ダッシュ ボード 
の 助手席 SRS エアバッグ 付近、 インスト 
ル メント パネル 下部び 傷ついたり、 ひび 
割れたり、 その他の 損傷を 受けた とさ 


•  SRS サイド エアバッグび 内蔵され ている 
シート 表面び、 傷ついたり、 ひび 割れたり、 
その他の 損傷を 受けた とさ 


>SRS カーテン シールド エアバッグび 内蔵 
されて いる フ □ン ト ピラー- U ヤ ピラー 
部、 ルーフ サイド 部び、 傷ついたり、 ひ 
び 割れたり、 その他の 損傷を 受けた とさ 
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A 警告 

■  SRS エアバッグ について 

必ず 次の ことを お守り  < ださい。 

お守りいた だかない と 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れ びあります。 

•運転者と 乗員 すべてび シー ト ベルトを 正しく 着用して く ださい。 

SRS エアバッグは シー ト ベル トを 補助す るた めの ものです。 

♦  SRS エアバッグは 強い 力で ふくらむ ため、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あります。 秉 員び SRS エアバッグの ふく らむ 場所 
に 近い 場合は とくに 危険です。 シートの 背 わたれを 調整して、 シートを でさる 
だけ SRS エアバッグから 離し、 まっすぐに 座って ください。 

•お テ さまび シートに しっかり 座って いないと、 SRS エアバッグの ふくらむ 衝 
撃で 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 お 
テ さまび ル さくて シー ト ベル トび 使えない ときは、 チ ヤイ ル ド シー トで しっか 
り 固定して ください。 

お テ さまは セ カン ド シー ト または ヴー ド シー トに秉 せ、 チ ヤイ ル ド シー ト また 
は シートベルトを 着用させる ことを おすすめいた します。 (^P.  180) 

参 シートの 縁に 座ったり、 ダッシュ ボード 
にち たれ かかったり しない。 


•お テ さまを 助手席 SRS エアバッグの 前に 
立たせたり、 ひざの 上に 抱いたり しない。 

•運転ち および 助手席 秉 員は、 ひざの 上に 
何ち 持たない。 
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A 警告 


♦ ドア やフ □ン ト •サイド- U ヤ ピラー、 
ルーフ サイ ドレールへ 寄り かからない。 


•サイ ドガ ラスに 向かって ひざを ついた 
り、 窓から 顔 や 手を 出したり しない。 


•ダッシュ ボード、 ステア U ング パッド、 イ 
ンス トル メン ト パネル 下部な どには 何も 
取りつ けたり、 置いたり しない。 


♦ ドア、 フ □ン ト ガラス、 サイ ドガ ラス、 フ 
□ン ト. センター. U ヤ ピラー、 ルーフ 
サイド レール、 アシスト グ U ップ などに 
は 何ち 取りつ けない。 


■  SRS エアバッグ について 
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1-8. 安全に お使いい ただく ために 


A 警告 

■  SRS エアバッグ について 

•SRS ニー エアバッグび ふくらむ 場所に ビニール カバーび ついている 場合は 取 
り 除いて  <  ださい。 

•  SRS サイ ド エアバッグび ふくらむ 場所を 覆うよう な シート ア クセヴ U —を 使 
用し ないで  <  ださい。 

•コート フックに 八ン ガーな どの 硬い ものを かけないで ください。 

SRS カーテン シールド エアバッグび 作動した とさに 投げ出されて 重大な 傷害 
または 死 t につな びる おそれび あります。 

•  SRS エアバッグ システム 構成 部品の 周辺は、 強く たたくな ど 過度の 力を 加え 
ないで  <  ださい。 

SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなる おそれび あります。 

•  SRS エアバッグ びふく らんだ 直後は、 構成 部品び 熱く なって いるた め 触れな 
いで  <  ださい。 

•  SRS エアバッグび ふくらんだ 後に ちし 呼吸び 苦しく 感じたら、 ドア や ドア ガ 
ラスを 開けて 空気を 入れる か、 安全を 確認して 車 外に 出て < ださい。 皮膚の 炎 
症を 防ぐ ため 残留 物は でさる だけ 早く 洗い流して ください。 

•  SRS  エアバッグび 収納され ている パッ ド 部 および フ □ン ト ピラー ガー ニッ 
シュ 部に 傷び ついていたり、 ひび 割れび あると さは そのまま 使用せ ず、 トヨタ 
販売店で 交換 してく ださい。 
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A 警告 

■改造 •廃棄に ついて 

トヨタ 販売店への 相談な しに、 次の 改造- 廃棄を しないで < ださい。 

SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなったり、 誤って 而 くらむな どして、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦  SRS エアバッグの 取りは ずし- 取りつ け- 分解- 修理 

•八ン ドル、 インストルメントパネル、 ダッシュ ボード、 シート、 シート 表皮、 
フ □ン ト ピラー- センター ピラー- U ヤ ピラー、 ルーフ サイ ドレール 周 边の修 
理、 取りは ずし、 改造 

•フ □ン トフ エンダー、 フ □ント バンパー、 車内 側面 部の 修理、 改造 

•グ U ルガード （ブル バー •カンガルー バーな ど）、 除雪 装置、 ウィンチ などの 
取りつ け 

•サスペンションの 改造 

•  CD プレーヤー、 無線機な どの 電化製品の 取りつ け 
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1-8. 安全に お使いい ただく ために 

子供 専用 シート 


子供 専用 シー トの 固定 機構を 使用して、 子供 専用 シー トを 固定ず る こ 
とびでさまず。 


I 知って おいていた ださたい こと 


♦ お 車の 仕様 やお テ さまの 年齢- 体格に 合わせて、 適切な テ 供 専用 シー 
卜を お選びく ださい。 

♦ モ供 専用 シー トの 取りつ け 方法 および 取りは ずし 方は、 それぞれの テ 
供 専用 シートに 付属の 取り扱い説明書を お読み < ださい。 

♦ この 車は 2006 年]  0 月] 曰 施行の 保安 基準に 適合した IS 日 円 X 対応 
チャイルドシート 固定 専用 バーを 標準 装備して います。 


■子供 専用 シー トの 適合 性 一覧表に ついて 


■質量 グループ について 

ECE  R44  ^ の 基準に 適合す る テ 供 専用 シートは お テ さまの 体重に より 
次の 日 種類に 分類され ます。 

グループ 0  : 10kg まで 

グルー プ 0+  : 13k 呂 まで 

グルー プ I  :  9 〜 18k 呂 

グルー プ n  : 巧〜 25kg 

グループ ffl  :  22 -36kg 

この 本では 代表的な 次の 3 種類の テ 供 専用 シー トを シー ト ベル トで 固定 
する 方法を 紹介し ます。 

《 ECE  R44 は、 テ 供 専用 シー ト に関する 国際 法規です。 

■サイズ 等級、 固定 具につ いて 

テ 供 専用 シー トに 表示され る 分類 記号と、 それにと わなう 取りつ け 器具 
の 記号になります。 
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^ べヒー シート 


ECE  R44 基準の グループ 0、 0^ 
に 相当 


ECER44 基準の グループ 0+、 I 
に 相当 


ECE  R44 基準の グループ n、 m 
に 相当 
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I シー ト 位置 別 子供 専用 シー ト適 合性一 覧表 （シー ト ベル ト での 取りつ け) 
 (ガソ リ ン 車） 


質量 グループ 

着席 位置 （または 他の 場所） 

フ □ント シート 

セ カン ド シート 

7 人 乗り 車 

8 人 秉り車 

助手席 

左ち 席 

左ち 席 

中央 席 

0 

(1日|<呂まで） 

X 

U 

U 

U 

が 

(13kg まで） 

X 

U 

U 

U 

I 

(9 〜]  8kg) 

前 向 さ  UF 

U 

U 

U 

う しろ 向 さ X 

n 

(1 己〜 2 己 k 呂） 

UF 

U 

U 

U 

の 

(22 〜 36kg) 

UF 

U 

U 

U 

質量 グループ 

着席 位置 （または 他の 場所） 

ヴー ド シート 

左ち 席 

中央 席 

0 

(1 日 kg まで） 

U 

X 

が 

(13kg まで） 

U 

X 

I 

(9 〜]  8kg) 

U 

X 

n 

(1 己〜 2 己 kg) 

U 

X 

n 

(22 〜 36kg) 

U 

X 
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♦ 表に 記入す る 文字の 説明 

U : この 質量 グループでの 使用を 許可され た ミ 凡 用 （ユニバーサル） カテゴリーの テ供専 
用 シートに 適して います。 

UF： この 質量 グループでの 使用を 許可され た ミ 凡 用 （ユニバーサル） カ テコ' リーの 前 向 さ 
テ 供 専用 シー トに 適して います。 

X :テ供 専用 シートを 取りつ ける ことは できません。 

表に 記載され ていない 子供 専用 シー トを 使用す る 場合は、 テ 供 専用 シー ト 製造業 者 また 
は 販売 業者に ご 相談く ださい。 

テ 供 専用 シー トの 装着に 際して は テ 供 専用 シー トの 取扱い 説明書ち ご 確認く ださい。 
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I シー ト 位置 別 子供 専用 シー ト適 合性一 覧表 （シー ト ベル ト での 取りつ け) 
ぃ、イブ リツ ド 車） 


質量 グループ 

着席 位置 （または 他の 場所） 

フ □ント シート 

セ カン ド シート 

助手席 

左 も 席 

0 

(1 日 k 旨まで） 

X 

U 

が 

(13接 まで） 

X 

U 

I 

(9 〜]  8kg) 

前 向 さ  L 

U 

5 しろ 向 さ  X 

n 

(15~25kg) 

し※ 

U 

n 

(22 〜 36kg) 

し※ 

U 

質量 グループ 

着席 位置 （または 他の 場所） 

ヴー ド シート 

左ち 席 

中央 席 

0 

(1 日 kg まで） 

U 

X 

が 

(13ks まで） 

U 

X 

I 

(9 〜]  8kg) 

U 

X 

n 

(1 己〜 2 日 ks) 

U 

X 

n 

(22 〜 36kg) 

U 

X 
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1-8. 安全に お使いい ただく ために 


♦ 表に 記入す る 文字の 説明 

U : この 質量 グループでの 使用を 許可され た ミ 凡 用 （ユニバーサル） カテゴ U- の テ供専 
用 シート に 適して います。 

L : テ 供 専用 シー トの U ス トに 示す 特定の テ 供 専用 シー トに 適して います。 

(IJ ストに 記載び あれば 「特定 自動車」、 「限定」、 「準 ミ 凡 用」 カテゴリーの テ 供 専用 
シートに ち 適して います。） 

X :テ供 専用 シートを 取りつ ける ことは できません。 

※車両 座席の ヘッド レストび、 テ 供 専用 シートに 当たり、 バック レスト （テ 供 専用 
シートの 裏側） と 車両 座席 シート バックに 隙間び でさる 場合は、 ヘッド レストを 取 
りは ずして ください。 

表に 記載され ていない テ 供 専用 シー トを 使用す る 場合は、 テ 供 専用 シー ト 製造業 者 また 
は 販売 業者に ご 相談く ださい。 

テ 供 専用 シー トの 装着に 際して は テ 供 専用 シー トの 取扱い 説明書ち ご 確認く ださい。 

I 子供 専用 シートの リスト （八 イブ リツ ド 車） 


► 助手席 


質量 グループ 

テ 供 専用 シート 

カテゴ U — 

0  (1 日 kg まで） 

トヨタ 純正  NE0  G-Child  ISO  tether 

ミ 凡 用 

0+  (13kg  まで） 

トヨタ 純正  NE0  G-Child  ISO  tether 

ミ 凡 用 

I  (9 〜]  8kg) 

トヨタ 純正  NEO  G-Child  ISO  tether 

ミ 凡 用 

口 （1 己〜 2 己 kg) 

トヨタ 純正 ジュニア シート 

ミ 凡 用 

n  (22  -  36kg) 

トヨタ 純正 ジュニア シート 

ミ 凡 用 
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I シー ト 位置 別 子供 専用 シー トの 適合 性 一覧表 
 (ISOFIX 対応 トツ プテ ザー アンカー での 取 りつけ) 


質量 グループ 

サイズ 

等級 

固定 具 

車両 ISOFIX 位置 

セカンド シー ト 左ち 席 

キャ U コット 

F 

IS0/L1 

X 

G 

IS0/L2 

X 

0 

(1 日 kg まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

が 

(13kg まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

I 

(9 〜]  8kg) 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

B 

IS0/F2 

IUF 

B1 

IS0/F2X 

IUF 

A 

IS0/F3 

IUF 

n 

(1 己〜 2 己 kg) 

(1) 

X 

n 

(22 〜 36kg) 

(1) 

X 

♦ 上表に 記入す る 文字の 説明 

(1) : サイズ 等級 表示 （A から G) のない テ 供 専用 シー トの各 シー ト 位置での IS 日 FIX 対 
応テ供 専用 シー ト 固定 機構の 取り扱いに ついては、 子供 専用 シー ト 製造業 者 または 
販売 業者に ご 相談く ださい。 

IUF: この 質量 グループでの 使用を 許可され た ミ 凡 用 （ユ ニ八'- サル） カテゴリーの ISOFIX 
対応の 前 向 さ テ 供 専用 シー トに 適して います。 

ILMSOAX テ 供 専用 シートの U ストに 示す 「特定 自動車」、 「限定」、 または 「準 ミ 凡 用」 
カ テ —の テ 供 専用 シー トに 適して います。 

X  :  IS 日 円 X テ 供 専用 シート を 取りつ ける ことは できません。 

テ 供 専用 シー トの 装着に 際して は テ 供 専用 シー トの 取扱い 説明書ち ご 確認 < ださい。 
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■  ISOFIX 対応 チ ャイ ル ド シー ト 固定 専用 バーに ついて 

この 車に 標準 装備され ている ISOFIX 対応 チャイルドシート 固定 専用 バーは、 
ECE  R44 に 適合して いる テ 供 専用 シートの 取りつ け 専用です。 それ 外の ち 
のを 使用す る ことは でさません。 

■子供 専用 シートの 選択、 使用に ついて 

♦お テ さまに 最適な テ 供 専用 シートに ついては、 テ 供 専用 シート 製造業 者、 ま 
たは 販売 業者に ご 相談く ださい。 

•お テ さまび 成長し、 適切に シートベルトび 着用 できるようになるまでは、 お 
テ さまに 合った テ 供 専用 シートを 使用して ください。 

•体び 十分 大さ <、 テ 供 専用 シートび 不必要な お テ さまは、 セカンド シート、 
または ヴー ド シー トに秉 せて 車の シー ト ベル トを 使用して ください。 


[ISOFIX 子供 専用 シー トの リスト 


質量 グループ 

サイズ 

等級 

固定 具 

ISOFIX テ 供 専用 シート 

カテゴ U — 

0  (1 日 kg まで） 

E 

IS0/R1 

トヨタ 純正 NE0  G-Child 
ISO  BABY 

準 ミ 凡 用 

0+  (13k 旨まで） 

E 

IS0/R1 

トヨタ 純正 NE0  G-Child 
ISO  BABY 

準 ミ 凡 用 

運転す る 前に 


識 

知 

□ 
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■シー ト ベル トで 取りつ ける タイプの 子供 専用 シー トの 選択に ついて 

「シート 位置 別 テ 供 専用 シート 適合 性 一覧表」 (^P.  170.  172) を 参照し、 テ 
供 専用 シートを 取りつ け 可能な 位置と、 対応す る テ 供 専用 シートの 種類 （記号) 
を ご 確認の 上、 適した わのを 選択して ください。 


■  ECE  R44 適合の 旧 OFIX 対応 子供 専用 シー トの 選択に ついて 


「シ ート 位置 別 テ 供 専用 シート の 適合 性一 覧 表」 (^P.  174) を 確認して、 適切 
な シー トを 選択して ください。 


手順 


田 お テ さまの 体重から、 該当する 「質量 グループ」 を 確認す る。 

(例 1) : 体重び]  2kg の 場合、 質量 グルー プは 「0+」 になります。 
(例 2) : 体重び] 日 kg の 場合、 質量 グルー プは 「I」 になります。 


[司 サイズ 等級を 選択す る。 

HE で 確認した 「質量 グループ」 から 該当する サイズ 等級を 確認し ます。 i 


(例 1) : 質量 グルー プび 「0+」 の 場合、 サイズ 等級は に」 • の」 • 「E」 
び 該当し ます。 

(例 2) : 質量 グルー プび 「 I 」 の 場合、 サイズ 等級は 「A」 •旧」 •旧 1 」 • 
に」 • の」 び 該当し ます。 


^ ただし、 該当の サイズ 等級で ち 適合 性 一覧表の 「車両 に 日 FIX 位置」 に 「X」 と 記 
載され ている ちのは 選択で きません。 また、 「11_」 と 記載され ている 場合は、 ris 日 円 X 
テ 供 専用 シートの U スト」 UP.  175) で 指定され ている 製品を 使用して ください。 


テ 供 専用 シー トに 表示され ている マーク/ 
ラベルを 確認して、 基準に 適合した シート 
である こと を 確認す る。 

ミ 凡 用 （ユニバーサル） テ 供 専用 シートには、 
次に 示す マーク- ラベル 類び 表示され てい 
ます。※ 

^ 表示され ている 位置- 記号な どは、 商品に 
より 異なります。 
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UNIVERSAL  9 -18  kg 


© 

04 木* 木木 


A 


ん 


% 


nisoFix 対応 テ 供 専用 シートで ある こと 
を:^ す 表:^ 

サイズ 等級び 示されて います。 （表示され 
る 文字は、 製品に より 異なります） 

お 1121 で 確認した サイズ 等級に 適合し 
ている ちのを 選択して ください。 

且ミ凡 用 （ユニバーサル） テ 供 専用 シートの 
認可 7 —ク 

UNIVERSAL は ミ 凡 用品の 認可で ある こと 
を あらわし、 併せて、 対象と なるお テ さ 
まの 体重の 範囲び 記載され ています。 


且 トップ テヴー (^P.  180) を 示す マーク 

商品の 取りつ け 装置の 位置に より、 意匠 
は 異なります。 


MSOFIX 対応 子供 専用 シー トの 種類 （サイズ 等級 別） 


A-IS0/F3 

全 高 前向き 幼児 用 チ ャイ ル ド シート 

B-IS0/F2 

低 型 前 向 さ 幼児 用 チ ャイ ル ド シート 

BMS0/F2X 

低 型 前 向 さ 幼児 用 チ ャイ ル ド シート 
(B-IS0/F2 と 別形 状の もの） 

C-IS0/R3 

大型 後 向 さ 幼児 用 チ ャイ ル ド シート 

D-IS0/R2 

小型 後 向 さ 幼児 用 チ ャイ ル ド シート 

E-IS0/R1 

後 向 さ 乳児 用 チ ャイ ル ド シート 

F-IS0/L1 

左向き 位置 用 チャイルドシート （キャ U コット） 

G-IS0/L2 

ち 向き 位置 用 チャイルドシート （キャ U コット） 
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■助手席に 子供 専用 シー トを 取りつ ける とき 

やむ を 得ず 助手席に テ 供 専用 シー トを 取りつ ける 場合には、 助手席 シー トを次 
のように 調整し、 テ 供 専用 シートを 前 向 さに 取りつ けて ください。 

►ガソリン 車 


♦背 もたれを 直立 状態に する 
♦シー トを いちばんう しろに 下げる 

♦シー ト ベル トの 高さを いちばん 低い 位置 
まで 下げる 


•へッ ドレス トを 取りは ずす 
♦背 もたれを 直立 状態に する 
♦シー トを いちばんう しろに 下げる 

♦シー ト ベル トの 高さを いちばん 低い 位置 
まで 下げる 


■キヤ リコ ッ ト について 

キヤ U コッ トは 横向きに 取りつ ける ことので きる ベビー シートの ことです。 詳 
しくは テ 供 専用 シー ト 製造業 者 または 販売 業者に お尋ねく ださい。 


►八 イブ リツ ド 車 
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A 警告 

■子供 専用 シー トを 使用し ない 場合 

•テ 供 専用 シートを 使用 しないと さであって ち、 シートに 適切に しっかりと 取り 
つけた 状態に してく ださい。 シートに しっかりと 固定され ていない 状態で 客室 
内に 置く ことは 避けて ください。 固定され ていないと、 急 ブレーキ や 衝突 時な 
どに テ 供 専用 シー トび 動いて 秉 員に 当たるな ど して、 生命に かかわる 重大な 傷 
害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•テ 供 専用 シー トの 取りは ずしび 必要な 場合は、 車両から はずして 保管す るか、 
荷 室内に 収納し、 しっかりと 固定して おいてく ださい。 固定され ていないと、 
急 ブレーキ や 衝突 時な どに テ 供 専用 シートび 動いて 柔 員に 当たるな どして、 生 
命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 
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チャイルド シー トの 取りつ け 


シー ト ベル トを 正しく 着用で きない 小さ なお子 さまを 乗せる ときは、 
チャイルドシートを お使いく ださい。 お 子 さまの 安全の ために、 チャ 
イル ド シー トは セカンド シート、 または ヴー ド シー トに 取りつ けて く 
ださい。 

取りつ け 方法は、 必ず 商品 付属の 取扱説明書に したびって ください。 


シー ト ベルトに よる 取りつ け 
P. 181) 


n IS 日 FIX 対応 チャイルド シー 
卜 固定 専用 バ ー(^  P. 183) 

セ カン ドシー トの 外側の 座席に 装 
備 されて います。 （固定 専用 パ'- び 
装備され ている ことを 示す タグび 
シー ト について います。） 

曰 トップ テヴー アンカー 
P. 1 84) 

テヴ ーべ ル トを 固定す ると さに 使 
います。 

トップ テヴー アンカーは セカンド 
シー トの 外側の 座席に 装備され て 
います。 
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シー ト ベル トで 固定ず る 


E 背 わたれの 角度を 調整す る。 

•背 わたれを いちばん 前にし ます。 （7 人 乗り パワー シート 装着 
車） 

♦いったん 背 わたれを 前に 倒してから、 一段 目の 固定 位置まで 起 
こします。 （7 人 乗り マニュアル シート 装着 車、 8 人 乗り 車） 


へッ ドレス トを いちばん 上まで 上 
げ る。 


チ ヤイ ル ド シー ト 本体を セカンド 
シー トに 置く。 

セ カン ド シー トの 背ち たれとの 間に 
す さ 間び でさない よ ラに して < ださ 
い。 


シートベルトを 引き出し、 ねじれ 
びない か 確認し なびら、 シートべ 
ルト 通し 位置に 通す。 

シー ト ベル トの 通しち は、 商品に よつ 
て 異なる ため、 必ず 商品 付属の 取扱 説 
明 書に したびって ください。 
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チ ャイ ル ド シー トに シー ト ベルト 
を 取りつ け、 プレートを バックル 
に "カ チッ" と 音び する まで 挿し 
込む。 ベルトび ねじれて いないよ 
うにす る。 

チ ャイ ル ド シー トに 付属の 取扱 書に 
したびい、 シー ト ベル トを チャイルド 
シー トに しっかりと 固定 させて くだ 


さい。 


チ ヤイ ル ド シー トに シー ト ベルト 
の 固定 装置び 備わ ってい ない 場合 
は、 □ッ キング クリップ （別売） を 
使用して 固定す る。 

□ッキ ン グクリ ップの 購入に あたっ 
ては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださ 
し、 （□ッキ ング クリップ 品番： 

731 19-22010) 

取りつ け 後は チャイルドシートを 前後左右に ゆすり、 しっかりと 固定 さ 
れ ている こと を 確認 してく ださい。 
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IjSOFIX 対応 チャイルドシート 固定 専用 バー & トップ テ ザーアン カーで 固定ず る 


L _ T 

BTO 1709050 


背 わたれの 角度を 調整す る。 

チ ヤイ ル ド シー トび 取りつ けられる 
角度まで 倒します。 

•マニュアル シートは、 背ち たれび 固 
定 されて いる ことを 確認し ます。 


へッ ドレス トを いちばん 上まで 上 
げ る。 


固定 専用 バーの 位置を 確認して、 
チ ヤイ ル ド シー トを シー トに 取り 
つける。 

固定 専用 バーは、 シート クッションと 
背ち たれの 間にあります。 

チ ヤイ ル ド シー トの 取りつ け 金具を 
チ ヤイ ル ド シー ト 固定 専用 バーに 取 
りつけ ます。 

取りつ けち 法は、 それぞれの 商品 付属 
の 取扱説明書に したびって ください。 
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背 わたれの 角度を 調整す る。 

チ ヤイ ル ド シー トび 安定す るまで 起 
こします。 

•マニュアル シートは、 背ち たれび 固 
定 されて いる ことを 確認し ます。 


トップ テヴー アンカーに フックを 
固定し、 テヴー ベルトを 締める。 
テヴー ベルトを ピンと 張り、 フックび 
しっかり 固定され ている か 確認し ま 
す。 


へッ ドレス トを いちばん 下まで 下 
げ る。 


取りつ けた チ ヤイ ル ド シー トを軽 
く ゆさぶり、 確実に 取りつ けられ 
ている ことを 確認す る。 
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A 警告 

■チャイルドシート について 

•事故 や 急 停止の 際、 効果的に 保護す るた めに、 必ず お テ さまの 年齢 や 体の 大さ 
さに 合った シー ト ベル ト または チ ャイ ル ド シー トを 使用 してく ださい。 お テ さ 
まを 腕の 中に 抱く のは チャイルドシートの 代わりには なりません。 事故の 際、 
お テ さまび フ □ン ト ガラス や 乗員、 室内の 装備に ぶつかる おそれび あります。 

♦お テ さまの 年齢 や 体の 大 ささに 合った チャイルドシートを 使用して セカンド 
シー ト または ヴー ド シー トに 取りつ けて ください。 

•たとえ チャイルドシートに 座らせて いても、 ドア や シート、 フ □ント ピラー、 
ルーフ サイ ドレール 付近に お テ さまの 頭 や 体の どの 部分ち ち たれ かけない よ 
うにして ください。 SRS エアバッグび ふくらんだ 場合、 大変 危険で あり、 重 
大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ ります。 

•チャイルドシートに よっては、 取り つけびで さない、 または 取りつ けび 困難な 
場合び あ ります。 必ず チ ャイ ルド シート に 付属の 取扱 書を よく お読みの うえ、 
確実に 取りつ け、 使用ち 法を 守って ください。 使用ち 法を 誤ったり、 確実に 固 
定 されて いないと、 急 ブレーキ や 衝突 時な どに、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪 
の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

■チ ャイ ル ド シー トを 取りつ ける ときは 

•お テ さまを シー ト ベル トで 遊ばせないで ください。 万一べ ル トび 首に 巻 さ 付い 
た 場合、 窒息な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 

誤って そのような 状態に なって しまい、 バックルから シー ト ベルトび はずせな 
い 場合は、 八 サミな どで シー ト ベル トを 切断して ください。 

♦シー ト ベルトと バックルび 固定され ていて、 ベルトび ねじれて いない か 確認し 
て  <  ださい。 

•チャイルドシートを 前後左右に ゆすって、 しっかり 固定され ている かを 確認し 
て  <  ださい。 
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1-8. 安全に お使いい ただく ために 


A 警告 


■チ ヤイ ル ド シー トを 取りつ ける ときは 


♦運転席と チ ヤイ ル ド シー トび 干渉し、 
チ ヤイ ル ド シー トび 正しく 取りつ けられ 
ない 場合は、 助手席 側の セカンド シート 
に 取りつ けて ください。 


•助手席には チ ヤイ ル ド シー ト をう しろ 向きに 取りつ けないで ください。 

うしろ 向 さに 取りつ けて いると、 事故な どで 助手席 SRS エアバッグ びふく 
らんだと さ、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 
ります。 

助手席 側の サンバ イヴ ーに、 同 内容の 警告 文び 表示され ています。 あわせて 
ご覧く ださい。 
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A 警告 


■チ ャイ ル ド シー トを 取りつ ける ときは 

•やむ を 得ず 助手席に 前 向 さに チャイルド 
シートを 取りつ ける 場合には、 助手席 
シー トを いちばんう しろに 下げて 取りつ 
けて  <  ださい。 

助手席 SRS エア バッ グ はかなり の 速度と 
力で ふ <ら むので、 お守りいた だかない 
と、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あり ます。 

•ジュニア シートを 使用して いる 場合は、 肩部 ベルトび 常に お テ さまの 肩の 中必 
にくる ようにして ください。 ベルトを 首から 離す とともに 肩から 落ちない よう 
にして  <  ださい。 お守りいた だかない と 事故 や 急 ブレーキの 際に 重大な 傷害 や 
死 t につな びる おそれび あり 危険です。 

•  ISOFIX 対応 チャイルドシート 固定 専用 バーを 使用 するとき は、 周边に 障害物 
び 無い か、 シー ト ベル トび 挟まって いない かな どを 確認して ください。 


八 注意 


■サイド リフト アツ プ シー ト 装着 車の トツ プテ ザーアン カーに ついて 

使用 しないと さは フタを 確実に 閉めて くだ 
さい。 開けた まま にしておくと フタび 破損 
する おそれび あります。 
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(フ □ン ト) .  257 
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(U ャ) .  260 

2-4. その他の 走行 装置の 
使い方 

4WD オート モード 
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クルーズ コント □ー ル . 263 

レーダー クルーズ 
コント □—ル . 267 

LKA  (レー ンキー ピン グ 

ァシスト) . 280 

ク IJ アラン スソナ ー .  287 

運転を 補助す る 装置 .  298 

ヒル スタート アシスト 
コン ト □ー ル 
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寒冷 時の 運転 .  315 
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2-1 .運転の しかた 

運拓 にあたって 


ち 全 運 乾を/ こ、 びけ て、 似 下の 手順で 走行く ださい。 


►ガソリン 車 

■エンジンを かける （^P.203) 

►八 イブ リツ ド 車 

■八 イブ リツ ド システムを 始動ず る （^P.  208) 


発進ず る 

m] ブレーキ ペダルを 踏んだ まま、 シフ トレバーを D にす る。 

(^P.  2]  7、 222) 

H 司 パーキング ブ レー キを 解除す る。  (^P.  226) 

H 司 ブレーキ ペダルから 徐 々に 足を 離し、 アクセル ペダルを ゆつ 
くり 踏み 発進す る。 


停車ず る 

ガソリン 車 

IE シフト レバーは D のま ま、 ブレーキ ペダルを 踏む。 
H 司 必要に応じて、 パーキング ブレーキを かける。 


長時間 停車す る 場合は、 シフ ト レバーを P または N にす る。 

(^P.  2]  7、 222) 


八 イブ リツ ド 車 

nm シフ トレバーは D のま ま、 ブレーキ ペダルを 踏む。 

11 互 必要に応じて、 パーキング ブレーキを かける。 

長時間 停車す る 場合は、 シフト レノ （一を P に します。 (^P.  217.  222) 


■ 駐車ず る 

1 1 シフト レノ （一は D のま ま、 ブレーキ ペダルを 踏む。 

固圆 I 司 パーキング ブ レー キを かける。  （^P.  226) 

HiWn シフト レノ  く一を P にす る。  (^P.  217.  222) 
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2-1 .運転の しかた 


►ガソリン 車 

n® 互" エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 FF にして エン 
ジンを 止める。 

園 画 司 電子 キーを 携帯して いる ことを 確認し、 ドアを 施錠す る。 

坂道の 途中で 駐車を する 場合は、 必要に応じて 輪 止め^を 使用して < 
ださい。 

^ 輪 止めは トヨタ 販売店で 購入す る ことび でさます。 

►八 イブ リッ ド 車 

"パワー" スイッチを OFF にして 八 イブ リッ ド システムを 停 
止す る D 

回 電子 キーを 携帯して いる ことを 確認し、 ドアを 施錠す る。 

坂道の 途中で 駐車を する 場合は、 必要に応じて 輪 止め^を 使用して < 
ださい。 

^ 輪 止めは トヨタ 販売店で 購入す る ことび でさます。 


手順 EI 


上り坂の 発進の しかた 


[で パーキング ブレーキを しっかり かけ、 シフ トレバーを □にす る。 
〇] アクセル ペダルを ゆつ く り 踏む。 

車び 動 さ 出す 感触を 確認したら、 パーキング ブレーキを 解除し 発 
進す る。 
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2-1 .運転の しかた 


□知識 

■ヒル スタート アシスト コント □ー ル （ガソリン 車） * について 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルに より、 急な 上り坂 やすべり やすい 上り坂 
からの 発進を 容易に 行う ことび できます。 (^P.  3 日日） 

■燃費を 良くす る 走り 方 （八 イブ リツ ド 車） 

八 イブ U ツ ド 車 わ 急 加速を 控えるな ど、 通常の ガソ U ン 車と 同様の 必 がけび 必 
要です。 P. 己 3 の 「八 イブ U ッ ド 車 運転の ア ド バイス」 を 参照して ください。 


■雨の 曰の 運転に ついて 


•雨の 曰は 視界び 悪くな り、 また ガラスび 曇ったり、 路面び すべり やすくな っ 
たりす るので、 慎重に 走行して ください。 

♦雨の 降りは じめ は 路面び よ りすべ り やすいた め、 慎重に 走行 してく ださい。 

♦雨の 曰の 高速 走行な どでは、 タイヤと 路面の 間に 水 膜び 発生し、 八ン ドル やブ 
レーキび 効かなくなる おそれび あるので、 ス ピー ドは 控えめ にして ください。 

■走行 中の エンジン 回転 数に ついて （ガソリン 車） 

じ (下の 場合、 走行 中に エンジン 回転 数び 高くなる ことび あります。 これは 走行 
状況に あわせて シフ ト アップの 制限、 または シフ ト ダウンの 実施を 自動的に 行 
うため で、 急 加速を 示す ちので はありません。 

•車両び 上り坂、 または 下り坂を 走行して いると 判断した とさ 
•アクセル ペダルを 離した とき 

■運転 標識の 取りつ け 

磁石 式の 初必者 運転 標識 や 高齢者 運転 標識な どを アル S ボデ ー部に 取りつ ける 
ことは でさません。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-1 .運転の しかた 


■環境に 配慮した 運転を する には （ガソリン 車） 

環境に 配慮した 運転を している とさ、 エコ ド 
ライブ インジケーター ランプび 点灯し ます。 
必要 iU 上に アクセル ペダルを 踏んだ とき や 
停車 中は 消 打し ます。 

次の 場合、 エコ ドライブイン ジケーター ラン 
プは 作動し ません。 

•シフ ト ポジションび D じ (外のと き 
•車 速び 約 ] 日 Okm/h  LiLt のとき 


A 警告 

■シフ トレバーを 操作 するとき は 

アクセル ペダルを 踏み込んだ まま 操作し ないように 気をつけて ください。 

シフト レバーび P または N じ (外に あると、 車び 急 発進して 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 

■発進 するとき は 

車び 動 さ 出す ことによ る 事故を 防ぐ ため、 エンジンび かかった ままく  READ  丫イ 
ン ジケーターび 点 打して いる 状態で  >  停車して いると きは、 常に ブレーキ ぺダ 
ルを 踏んで いてく ださい。 

ク U —プ 現象で 車び 動 さ 出す のを 防ぎます。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■運転 するとき は 

•踏み 間違いを 避ける ため、 ブレーキ ペダルと アクセル ペダルの 位置を 把握し な 
い 状態で 運転 しないで  <  ださい。 

- アクセル ペダルを ブレーキ ペダルと 間違えて 踏む と、 車び 急 発進して 思わ 
め 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる お 
それび あります。 

- 後退 するとき は 体を ひねった 姿勢と なる ため、 ペダルの 操作び しにくくな 
ります。 ペダル 操作び 確実に できる ようを 意して ください。 

. 車を 少し 移動させる とき も 正しい 運転 姿勢を とり、 ブレーキ ペダルと アク 
セル ペダルび 確実に 踏める ようにして ください。 

- ブレーキ ペダルは ち 足で 操作して ください。 左足での ブレーキ 操作は 緊急 
時の 反応び 遅れるな ど、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•八 イブ U ッ ド 車は 電気 モーターでの 走行 時に エンジン 音び しないた め、 周囲の 
人び 車両の 接近に 気び つかない 場合び あります。 車両 接近 通報 装置を 日 N にし 
てち、 周囲の 騒音な どび 大 さい 場合は、 車両の 接近に 気び つかない 場合び あり 
ますので、 十分を 意して 運転して ください。 

•燃え やすいち のの 上を 走行したり、 可燃物 付近に 車を 停めたり しないで < だ 
さい。 

排気管 や 排気ガスは 高温に なり、 可燃物び 近くに あると 乂災 につな びる おそ 
れび あり 危険です。 

•前進 側の シフ トレバーの まま 惰性で 後退したり、 R のま ま 惰性で 前進す る こと 
は 絶対に やめて ください。 

思わめ 事故 や 故障に つながる おそれび あります。 

♦車内で 排気ガス 臭に 気づいたら、 ドア ガラスを 開け、 バック ドアび 閉まって い 
る ことを 確認して  <  ださい。 多量の 排気ガスび 眠気を 招 さ 事故の 原因になる ほ 
か、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 すみやかに トヨタ 販売店で 点検 整備を 受けて ください。 


194 


2-1 .運転の しかた 


ik 警告 

♦車両び 動いて いる あいだは、 シフ トレバーを P にしないで ください。 

機械に 重大な ダメージを 与える と共に、 車両び コント □ー ルを 失う 場合び あり 
ます。 

•車両び 前進して いる あいだは、 シフ トレバーを R にしないで ください。 
機械に 重大な ダメージを 与える と共に、 車両び コント □ー ルを 失う 場合び あり 
ON  9  〇 

•車両び 後退して いる あいだは、 シフ トレバーを D に 入れないで ください。 
機械に 重大な ダメージを 与える と共に、 車両び コント □ー ルを 失う 場合び あり 
ます。 

•走行 中に シフ トレバーを N にす ると、 トランス ミッションと エンジンく 八 イブ 
U ッ ド システム  >  の 動力 伝達び 解除され、 エンジンブレーキび 効か なくなり 
ます。 

•通常 走行 時は、 走行 中に エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > を 停止し ないで く 
ださい。 走行 中に エンジンく  ノ  V イブ U ッ ド システム  >  を 停止 しても 八ン ドル 
や ブレーキの 操作は 可能です び、 操作 力 補助び な < なります。 その 場合は 八ン 
ドルと ブレーキの 操作び 困難になる ため、 安全を 確認した 上で、 すみやかに 道 
路 脇に 停車して ください。 

なお、 通常の 方法で 車両を 停止す る ことび でさない ような 緊急 時は、 P.  506 
を 参照して ください。 

•急な 下り坂では、 エンジンブレーキを 使用して スピードを 下げて ください。 
フッ ト ブレーキを 連続して 使いす ざると、 ブレーキび オーバーヒートして 正常 
に 機能し なくなります。 （^P.  216、 P.  222) 

•すべての 乗員は 頭 や 手、 その他の 体の 一部を 車から 出さない ようにして くださ 
し、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

•走行 中は 八ン ドル •シート- ドアミラー- イン ナー ミラーの 調整を しないで く 
ださい。 

運転を 誤り、 思わめ 事故の 原因に なって 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あり ます。 

•オフ □ー ド 走行を しないで ください。 

やむ を 得ず オフ □ー  ドを 走行す ると さは、 慎重に 運転して ください。 

•渡 ミ 可な どの 水中 走行は しないで く ださい。 

電装 品の ショート や エンジンく 八 イブ U ッ ド システム  > の 破損な ど、 重大な 
車両 故障の 原因と なるお それび あります。 

•シートの 上 や 付近に 荷物を 置いて 走行し ないで < ださい。 

急 ブレーキを かけた とさ や、 旋回して いると さな どに 荷物び 飛び出して 秉 員に 
当たったり、 荷物を 破損したり、 荷物に 気を とられた りして、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あり 危険です。 

■すべりやすい 路面を 運転 するとき は 

♦急 ブレーキ- 急 加速- 急八ン ドルは タイヤび ス U ップ し、 車両の 制御び でさな 
< なり、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

•急激な アクセル 操作、 シフ ト チェンジ による エンジンブレーキ や エンジン 回転 
数の 変化は、 車び 横 すべりす るな どして、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 
危険です。 

•水たまり 走行 後は ブレーキ ペダルを 軽く 踏んで ブレーキび 正常に 働く ことを 
確認して ください。 ブレーキ パッ ドび めれ ると ブレーキの 効 さび 悪く なった 
り、 めれ ていない 片方 だけび 効いたり して 八ン ドルを とられ、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あり 危険です。 

■シフ トレバーを 操作 するとき は 

アクセル ペダルを 踏み込んだ まま 操作し ないように 気をつけて ください。 

シフト レバーび P または N じ 1外 にある と、 車び 急 発進し、 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 
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A 警告 

■継続的に ブレーキ 付近 か！ 5 警告音 （キー キー 音） び 発生した ときは 

でさる だけ 早く トヨタ 販売店で 点検を 受け、 ブレーキ パッ ドを 交換して くださ 

し、 必要な とさに パッドの 交換び 行われな いと、 □ー ターの 損傷に つなび る 場 

合び あります。 

パッド や □ー ターな どの 部品は、 役割を 果たす と共に 摩耗して いきます。 摩耗 

の 限界を こえて 走行す ると 故障を 引き起こす ばかりでなく、 事故に つながる お 

それび あります。 

■停車 するとき は 

•空ぶ かしを しないで ください。 （ガソ U ン 車） 

シフ トレバーび P または N じ 1外 にある と、 車び 急 発進して 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 

♦不必要に アクセル ペダルを 踏み込まないで ください。 （八 イブ U ッ ド 車） 

シフ トレバーび P または N じ 1外 にある と、 車び 急 発進して 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 

•長時間 エンジンを かけた ままく 長時間 READ  丫 インジケーターび 点 打した ま 
ま > にしないで ください。 どうしても 必要な 場合は、 開かれた 場所に 車を 停 
め、 排気ガスび 車内に 入って こない ことを 確認して ください。 

•車び 動 さ 出す ことによ る 事故を 防ぐ ため、 エンジン 回転 中 く READ 丫 インジ 
ケーターび 点 打して いると き  >  は 常に ブレーキ ペダルを 踏み、 必要に応じて 
パーキング ブレーキを かけて ください。 

•坂道で 停車す ると さは、 前後に 動 さ 出して 事故に つなび るのを 防ぐ ため、 常に 
ブレーキ ペダルを 踏み、 必要に応じて パーキング ブレーキを かけて ください。 

♦停車 中に 空ぶ かしを しないで ください。 

排気管び 過熱し、 可燃物び 近  <  にある と乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 
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A 警告 

■駐車 するとき は 

•必ず パーキング ブレーキを しっかりと かけて、 シフト レバーを P にして くだ 
さい。 P にして おかないと、 車び 動き 出したり、 誤って アクセル ペダルを 踏 
んだ とさに 急 発進す る おそれび あります。 また、 車から 離れる とさは、 必ず エ 
ン ジンく 八 イブ U ッ ド システム  >  を 停止し、 施錠して ください。 

八 イブ U ッ ド 車は 走行で さる 状態 (READY インジケーターび 点 打して いる 
状態） になって いても、 音 や 振動び ない 場合び あります。 

•炎天下では、 メガ ネ- ライター- スプレー 吿- 炭酸飲料の 吿 などを 車内に 放置 
しないで ください。 

放置した ままで いると、 次の ような ことび 起こる おそれび あり 危険です。 

- ライター や スプレー 吿 から ガスび ちれたり、 出乂 する 
- プラスチック レンズ •プラスチック 素材の メガ ネ び、 変形 または ひび 割れ 
を 起こす 

- 炭酸飲料の 吿び 破裂して 車内を 巧したり、 電気 部品び ショート する 原因に 
なる 

•ライターを 車内に 放置した ままに しないで ください。 ライターを グ □ー ブボッ 
クスな どに 入れて おいたり、 車内に 落とした まま にしておくと、 荷物を 押し込 
ん だり シートを 動かした とさに ライターの 操作 部び 誤作動し、 乂災 につな びる 
おそれび あり 危険です。 

•ウインドウ ガラスな どには 吸盤を 取りつ けないで ください。 また、 インス トル メ 
ン ト パネル や ダッシュ ボー ドの 上に 芳香剤な どの 容器を 置かないで ください。 
吸盤 や 容器び レンズの 働 さを して、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

•シルバー 色な どの 金属 蒸着 フィルムを 巧 面 ガラスに 貼った 場合は、 ドア やウ 
イン ドウを 開けた まま 放置し ないで ください。 直射日光び 曲面 ガラスの 内側 
に 反射し、 レンズの 働 さを して 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

•エンジン 回転 中く  READ  丫 インジケーターび 点 打して いると さ  >  または エン ジ 
ンく八 イブ U ッ ド システム  >  停止 直後は 排気管に 触れないで ください。 
やけどを する おそれび あり ます。 

•降雪 時 や 雪び 積もった 場所では、 エンジンを かけた ままく 八 イブ U ッ ド シス テ 
ムを 作動 させた まま  >  にしないで ください。 まわりに 積 ちった 雪で 排気ガス 
び 滞留して 車内に 入り、 重大な 健康 障害 や 死 t に 至る おそれび あり 危険です。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには 無色- 無臭で 有害な一酸化炭素 に 0) び 含まれて いるた め、 排気 
ガスを 吸い込む と 重大な 健康 障害 や 死 t に 至る おそれび あり 危険です。 

•排気び 悪い 場所では エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > を 停止して ください。 
と  <  に 車庫 内な ど 囲まれた 場所では 排気ガスび 充満し、 重大な 健康 障害 や 死 t 
に 至る おそれび あり 危険です。 

•排気管は ときどき 点検して ください。 排気管の 腐食な どに よる 穴 や 亀裂、 およ 
び 継ぎ手 部の 損傷、 また、 排気 音の 異常な どに 気づいた 場合は 必ず トヨタ 販売 
店で 点検 整備を 受けて < ださい。 そのまま 使用す ると 排気ガスび 車内に 侵入 
し、 重大な 健康 障害 や 死 t に 至る おそれび あり 危険です。 

■仮眠 するとき は 

必ず エンジンく  ノ  V イブ U ッ ド システム  >  を 停止して ください。 

エンジンを かけた まま く READ 丫 インジケーターび 点 打した 状態の まま  >  仮眠 
すると、 無意識に シフト レバーを 動かしたり、 アクセル ペダルを 踏み込んだり 
して、 事故 や エンジンく 八 イブ U ッ ド システム  >  の 異常 過熱に よる 乂災び 発生 
する おそれび あります。 さらに、 風通しの 悪い 場所に 止める と、 排気ガスび 車 
内に 侵入し、 重大な 健康 障害 や 死 t に 至る おそれび あり 危険です。 


199 


2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■ブレーキを かける とさは 

•ブレーキび めれ ている とさは、 普段より もを 意して 走行して ください。 
ブレーキび めれ ている と、 制動 距離び 長 < なり、 ブレーキの かかりに、 左ち の 
違いび 出る おそれび あります。 また、 パーキング ブレーキび しっかり とかから 
ない おそれち あります。 

•万ー エンジンの 停止な どに より ブレーキ 倍 力 装置び 機能 しないと きは、 他の 車 
に 近づいたり しないで ください。 

また、 下り坂 や 急カーブを 避けて ください。 （ガソ U ン 車） 

この場合 ブレーキは 作動し ますび、 通常より ち 強く 踏む 必要び あります。 また 
制動 距離ち 長 <  なります。 

•万ー エンジンび 停止した ときは、 ブレーキ ペダルを 繰り返し 踏まないで くださ 
し、 （ガソ U ン 車） 

ペダルを 踏む たびに、 ブレーキの アシス ト カの 蓄えを 使い切って しまいます。 
この場合 ブレーキは 作動し ますび、 通常より ち ブレーキ ペダルを 強く 踏む 必要 
びあります。 また 制動 距離ち 長くな ります。 

•電子 制御 ブレーキ システムび 機能 しないと きは、 他の 車に 近づいたり しないで 
ください。 また、 下り坂 や 急カーブを 避けて ください。 （八 イブ U ッド 車） 
この場合 ブレーキは 作動し ますび、 通常より ち ブレーキ ペダルを 強く 踏む 必要 
びあります。 また 制動 距離ち 長くな ります。 

•ブ レーキ システムは 2 つの 独立 した システムで 構成され ており、 一方の 油圧 シ 
ス テムび 故障しても、 ちう 一方は 作動し ます。 この場合、 ブレーキ ペダルを 通 
常より 強く 踏む 必要び あり、 制動 距離び 長 < なります。 一方の ブレーキ シス テ 
ム しか 作動して いない 状態で 走行し ないで ください。 ただちに ブレーキの 修理 
を 受けて ください。 （ガソ U ン車） 

♦ブレーキ システムは 3 つの 独立した システムで 構成され ており、 1 つの 油圧 シ 
ス テムび 故障しても、 のこりは 作動し ます。 この場合、 ブレーキ ペダルを 通常 
より 強 < 踏む 必要び あり、 制動 距離び 長 < なります。 この 状態で 走行し ないで 
< ださい。 走行 中、 ブレーキ 警告 打 （赤色） の 点 打と 同時に ブヴ ーび 鳴った と 
きは、 ただちに 安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

(八 イブ U ッ ド 車） 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■万一 脱輪した ときは （ガソリン 車は 4WD オー トモー ド 作動 時） 

いずれ かの タイヤび 苗に 浮いて いると さは、 むやみに 空転 させないで ください。 
駆動 系 部品の 損傷 や 車両の 飛び出し による 思わめ 事故に つながる おそれび あり 
危険です。 

脱出で きないと きは、 トヨタ 販売店 または 専門 業者へ ご連絡く ださい。 


A 迂意 
■運転 中は 

♦運転 中に アクセル ペダルと ブレーキ ペダルを 同時に 踏まないで ください。 
アクセル ペダルと ブレーキ ペダルを 同時に 踏む と、 駆動力を 抑制す る 場合び 
あります。 

♦坂道で 停車す るた めに、 アクセル ペダルを 使ったり、 アクセル ペダルと ブレー 
キ ペダルを 同時に 踏んだり しないで ください。 

■部品の 損傷を 防ぐ ために 

♦パワー ステア U ング モーターの 損傷を 防ぐ ため、 八ン ドルを いっぱいに 回した 
状態を 長く 続けないで  <  ださい。 

•ディスク ホイール などの 損傷を 防ぐ ため、 段差な どを 通過す ると さは、 でさる 
だけ ゆ つくり 走 ィ5 してく ださい。 
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2-1 .運転の しかた 


A\ 迂 '言、 

■走行 中に タイヤび パンクした 5 

次の ような とさは タイヤの パンク や 損傷び 考えられます。 八ン ドルを しっかり 
持って 徐 々に ブレーキを かけ、 ス ピー ドを 落と してく ださい。 

♦八ン ドルび とられる 
♦異常な 音 や 振動び ある 
♦車両び 異常に 傾 < 

タイヤび パンクした 場合の 対処 法は P.  466 を 参照して ください。 

■冠 水路 走行に 関する ま 意 

大雨な どで 冠水した 道路では、 次の ような 重大な 損傷を 受ける おそれび あるた 
め、 走行し ないで ください。 

•エンスト する 

•電装 品び ショート する 

♦水を 吸い込んでの エンジン 破損 

万一、 冠水した 道路を 走行し、 水中に 浸 かってし まった とさは 必ず トヨタ 販売 
店で 次の 点検を してく ださい。 

•ブレーキの 効 さ 具合 

♦エンジン、 トランス アクス ル、 トランスファ ー (4VVD 車）、 デイ ファレン シャ 
ルな どの オイル や フルー ドの 量 および 質の 変化 （ガソ U ン 車） 

•エンジン •八 イブ U ッド用 トランス ミッション などの オイル や フルードの 量 お 
よび 質の 変化 （八 イブ U ッ ド 車） 

♦プ □ペラ シャフト （ガソ U ン 車の 4VVD 車)、 各 ベア U ング •各 ジョイント 部 
などの 潤滑 不良 
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2-1 .運 乾の しかた 

エンジン （イグ ニッシ ヨン） スイッチ （ガソリン 車) 


電子 キーを 携帯して 次の 操作を 行う ことで、 エンジンの 始動 または 
"エンジン スタート ストップ" スイッチの モードを 切り替える ことび 
でさます。 

■ エンジンの 始動 方法 

四 パーキング ブレーキび かかって いる ことを 確認す る 
図 シフ トレバーび P の 位置に ある ことを 確認す る 
IfeJMI  3  I ブレーキ ぺ ダ;! レを しっかり 踏む 

"エンジン スタート ストップ" スイッチ 上の インジケーターび 緑色に 
点 打し ます。 

緑色に 点 打して いないと、 エンジンは 始動し ません。 


"エンジン スター トス トップ" 
スイッチを 押す 

完全に エンジンび 始動す るまで ブ 
レーキ ペダルを 踏み 続けて < ださ 
い。 

どの モー ドからで を エンジンを 始 
動で さます。 


■ エンジンの 停止 方法 

固圆 [互 車両を 停止させる 

163111  21 シフ トレバーを P の 位置に する 

固 パーキング ブ レー キを かける （^P.  226) 
エンジン スタート ストップ" スイッチを 押す 
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2-1 .運転の しかた 


■"エンジン スタート ストップ" スイッチ 切り替え 

ブレーキ ペダルを 踏まずに "エンジン スタート ストップ" スイ ッ 
チを 押す と、 モードを 切り替える ことび でさます。 （スイッチを 押 
すごと に モー ドび 切り替わります） 


BTO 2109002 


nOFF^ 

非常 点滅 灯び 使用で さます。 

曰 アクセサリー モード 

ア クセヴ IJ ー ソケッ ト などの 電装 
品び 使用で さます。 

スイッチ 上の インジケーターび 憧 
色に 点 打し ます。 

且イグ ニッシ ヨン ON モード 
すべての 電装 品び 使用で さます。 

スイッチ 上の イン ジケーターび 憧 
色に 点 打し ます。 

义シつ トレ パ'— び P じ (外のと さは 
ア クセヴ U — モードに なり、 OFF 
になり ません。 


I シフ トレバーび P 似 外で エンジンを 停止した ときは 

シフ トレバーび P じ (外で エンジンを 停止 させた 場合、 エンジンは 停止し 
ますび、 "エンジン スタートス トップ" スイッチの モー ドは 日 FF になり ませ 
ん。 次の 手順で OFF にして ください。 


屋順 II 


パーキング ブレーキび かかって いる ことを 確認す る。 


手順 


シフ トレバーを P の 位置に する。 


厚順 II 


" エンジン スタ ー ト ストップ’’ スイ ッチの イ ン ジケ ー タ ー び撞色 
に 点な している ことを 確認し、 "エンジン スタートス トップ" ス 


イ ツチを] 回 押す。 
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2-1 .運転の しかた 


"エンジン スタート ストップ’ 
している ことを 確認す る。 


スイッチの インジケーターび 消な 


U) 知識 

■ ステ アリ ング □ ックを 解除す るには 


ステア U ングを 左ち に 動かしな びら、" エン 
ジン スタート ストップ" スイッチを 押し 
て  <  ださい。 

ステア U ング □ ックび 解除され ていないと 
さは" エンジン スタート ストップ" ス イツ 
チの インジケーターび 緑色に 点滅し ます。 


■エンジンび 始動 しないと きは 

イモ ビラ イヴ ー システムび 解除され ていない 可能性び あります。 

(^P. 1 53) 

トヨ タ 販売店へ ご連絡  <  ださい。 

■- エンジン スター トス トップ" スイッチ 上の インジケーターび 糧 色に 点滅した 
とさは 

システムに 異常び ある おそれび あります。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受け 
て  <  ださい。 

■自動 電源 OFF 機能 

シフト レバーび P にある とき] 時間 じ (上ア クセヴ U — モードに した ままに して 
おくと、 "エンジン スタート ストップ" スイッチび 自動で OFF になります。 

■クラン キング ホールド 機能 

エンジン 始動 操作を してす ぐ 手を 離す と、 エンジンび 始動す るまで スターター 
の 回転を 最大 2 己 秒 間 保持し ます。 

"エンジン スタート ストップ" スイッチを 押した ままで ち、 スターターの 回転 
は 最大で 約 2 己 秒 間です。 約 2 日 秒 経過しても エンジンび 始動し ない 場合は、 ス 
ター ターの 回転を 停止し ます。 その 場合は、 もう 一度 エンジンの 始動 操作を し 
て  <  ださい。 
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2-1 .運転の しかた 


■電子 キーの 電池の 消耗に ついて 


^P.  62 

■ 電子 キーの 電池び 切れた ときは 

-^P.  486 

■スマー ト エントリー & スター トシス テムび 正常に 働かない おそれの ある:! 犬況 

斗.  66 

■ご 留意いた だきたい こと 

斗.  63 


A 警告 

■エンジンを 始動 するとき は 

必ず 運転席に 座って 行って ください。 このと き 決して アクセル ペダルは 踏まな 
いで < ださい。 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あり ます。 

■ 緊急 時の エンジン 停止 方法 

走行 中に エンジンを 緊急 停止したい 場合には、" エンジン スター トス トップ" 
スイッチを 3 秒 上 押し 続ける か、 素早く  3 回 上 連続で 押してく ださい。 
(^P.  506) 

ただし、 緊急 時 じ (外は 走行 中に "エンジン スタート ストップ" スイッチに 触 
れ ないで ください。 走行 中に エンジンを 停止しても 八ン ドル や ブレーキの 操作 
は 可能です び、 操作 力 補助び な < なります。 その 場合は 八ン ドルと ブレーキの 
操作び 困難になる ため、 安全を 確認した 上で、 すみやかに 道路 脇に 停車して < 
ださい。 
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A ま 意 


■バッテリー あがりを 防止す るた めに 

エンジンび かかって いないと さは、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 
ア クセヴ U — モード または イグ ニッシ ョン ON モードに した まま 長時間 放置し 
ないで  <  ださい。 

■エンジンを 始動 するとき 

♦エンジンび 冷えた 状態で 空ぶ かし しないで ください。 

♦もし エンジンび 始動し にくかったり、 頻繁に エンスト する 場合は、 ただちに 卜 
ヨ タ 販売店で 点検を 受けて  <  ださい。 
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2-1 .運転の しかた 

パワー （イグ ニッシ ヨン） スイッチ （八 イブ リッ ド 車) 


電子 キーを 携帯して 次の 操作を 行う ことで、 八 イブ リツ ド システムの 
始動 または "パワー" スイッチの モードを 切り替える ことび できまず。 


■八 イブ リツ ド システムの 始動 方法 

mm  ノ  く ー キン グブ レーキび かか つてい る こと を 確認す る 
HI 司 シフ トレバーび P の 位置に ある ことを 確認す る 
fe#il3l ブレーキ ぺ夕 レを しっかり 踏む 


"パワ ー" スイッチ 上の インジケーターび 緑色に 点 打し ます。 
緑色に 点 打して いないと、 八 イブ U ッ ド システムは 始動し ません。 


‘パワー" スイッチを 押す 
READY インジケーターび 点 打す 
れ ば、 八 イブ U ッド システムは 正 
常に 始動し ます。 

完全に 八 イブ U ッ ド システムび 始 
動す るまで ブレーキ ペダルを 踏み 
続けて ください。 

どの モー ドからで ち 八 イブ U ッド 
システムを 始動で さます。 


■八 イブ リツ ド システムの 停止 方法 

巨画 互 車両を 停止させる 
固 画の シフ トレバーを P の 位置に する 
固 画 互 パーキング ブ レー キを かける （^P.  226) 
固圆 I 互" パワー" スイッチを 押す 


固歴 司 ブレーキ ペダルから ゆっくり 足を 離して "パワー" スイッチ 
上の インジケーターび 消な している ことを 確認す る 
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2-1 .運転の しかた 


"パワー" スイッチ 切り替え 

ブレーキ ペダルを 踏まずに "パワー" スイッチを 押す と、 モードを 
切り替える ことび でさます。 （スイッチを 押す ごとに モードび 切り 
替わります） 

nOFF^ 

非常 点滅 灯び 使用で さます。 

曰 アクセサリー モード 

ア クセヴ IJ ー ソケッ ト などの 電装 
品び 使用で さます。 

スイッチ 上の インジケーターび 憧 
色に 点 打し ます。 

且日 N モード 

すべての 電装 品び 使用で さます。 

スイッチ 上の イン ジケーターび 憧 
色に 点 打し ます。 

义シつ トレ パ'— び P じ (外のと さは 
ア クセヴ U — モードに なり、 OFF 
になり ません。 


シフ トレバーび P じ1 外で 八 イブ リツ ド システムを 停止した ときは 


シフ トレバーび P  外で 八 イブ U ッ ド システムを 停止 させた 場合、 八イ 
ブ リッ ド システムは 停止し ますび、 "パワー" スイッチの モードは 日 FF 
になり ません。 次の 手順で 日 FF にして ください。 

の パーキング ブレーキび かかって いる ことを 確認す る。 

回 シフ トレバーを P の 位置に する D 

[3] "パワー" スイッチの インジケーターび 撞 色に 点な している こ 
とを 確認し、 "パワー" スイッチを] 回 押す。 

H  "パワー" スイッチの インジケーターび 消な している ことを 確 
認 する。 
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□知識 

■ ステ アリ ング □ ックを 解除す るには 


ステア U ングを 左ち に 動かしな びら、" パ 
ワ ー" スイッチを 押して < ださい。 

ステア U ング □ ックび 解除され ていないと 
さは "パワー" スイッチの インジケーター 
び 緑色に 点滅し ます。 


■自動 電源 OFF 機能 

シフト レバーび P にある とき、] 時間 じ (上 ア クセヴ U — モード か ON モード 
(八 イブ U ッド システムび 始動して いない 状態） にした まま にしておくと、" パ 
ワ ー" スイッチび 自動で OFF になります。 

ただし、 自動 電源 OFF 機能は、 補 機 バッテ U — あがりを 完全に 防ぐ ものでは 
ありません。 八 イブ U ッド システムび 始動して いないと きは、 "パワー" スイ ッ 
チを アク セヴ U — モード または ON モードに した まま 長時間 放置し ないで くだ 
さい。 


■高電圧 リ レーの 音に ついて 

八 イブ U ッド システム 始動 時 および 停止 時に、 駆動 用 電池 付近から "コトン"、 
"カ チッ" などの 音び 聞こえる ことび あります。 これは 高電圧 U レーの 音で、 異 
常ではありません。 


■電子 キーの 電池の 消耗に ついて 


斗.  62 

■外気 温び 低い とさは 

八 イブ U ッ ド システム 始動 時に READY インジケーターの 点滅 時間び 長くなる 
ことび あります。 READY インジケーターび 点 打 すれば 走行可能になります の 
で 点 好す るまで そのまま お待ちく ださい。 
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■スマー ト エントリー & スター トシス テムび 正常に 働かない おそれの ある:! 犬況 

斗.  66 

■ ご 留意いた だきたい こと 

斗.  63 

■八 イブ リッ ド システムび 始動 しないと きは 

イモ ビラ イヴ ー システムび 解除され ていない 可能性び あります。 (^P.  153) 
トヨ タ 販売店へ ご連絡  <  ださい。 

■"パ ワ ー " スイッチ 上の イン ジケー ターび 糧 色に 点滅した ときは 

システムに 異常び ある おそれび あります。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受け 
て  <  ださい。 

■万一、 READ 丫 インジケーターび 点な しないと きは 

正しい 手順で 始動 操作を 行っても READ  丫 インジケーターび 点 打し ない 場合は、 
ただちに トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

■八 イブ リッ ド システムに 異常び あると さは 

-^P.  454 

■ 電子 キーの 電池び 切れた ときは 

-^P.  486 

■"パワー" スイッチの 操作に ついて 

"パワー" スイッチを 操作す る 際は、 短く 確実に 押してく ださい。 確実に 押せて 
いない 場合は、 モードの 切り替え や 八 イブ U ッ ド システムの 始動び でさない 場 
合び あります。 また、 確実に 操作 すれば 押し 続ける 必要はありません。 
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2-1 .運転の しかた 


A 警告 

■八 イブ リッ ド システムを 始動 するとき は 

必ず 運転席に 座って 行って ください。 このと き 決して アクセル ペダルは 踏まな 
いで < ださい。 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あり ます。 

■緊急 時の 八 イブ リッ ド システム 停止 方法 

走行 中に 八 イブ U ッド システムを 緊急 停止したい 場合には、 "パワー" スイ ッ 
チを 3 秒！; (上 押 し 続ける か、 素早く  3 回 Lil 上 連続で 押 してく ださい。 (^P.  506) 
ただし、 緊急 時！; (外は 走行 中に "パワ ー" スイッチに 触れないで ください。 走 
行中に 八 イブ U ッ ド システムび 停止す ると、 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 
り 危険です。 


A 迂意 

■ 補 機バッ テリー あびり を 防止す るた めに 

♦八 イブ U ッド システム 停止 中は、 "パワー" スイッチを ア クセヴ U — モード ま 
たは ON モー ドに した まま 長時間 放置し ないで ください。 

•八 イブ U ッド システム 停止 中に、 "パワー" スイッチの インジケーターび 消 打 
していない 場合、 "パワー" スイッチび 日 FF になって いません。 "パワー" ス 
イッチを OFF にしてから 車両を 離れて ください。 

■八 イブ リッ ド システムを 始動 するとき 

わし 八 イブ U ッ ド システムび 始動し にくい 場合は、 ただちに トヨタ 販売店で 点 
検を 受けて ください。 
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EV ドライブ モード （八 イブ リツ ド 車) 


EV ドライブ モードは、 駆動 用 電池を 使い 電気 モーターを 駆動して 走 
巧す る モードで ず。 早朝、 深夜の 住宅街 や 屋内の 駐車場な どで、 エン 
ジン 音 や 排気ガスを 気にする ことなく 走行ず る ことび できまず。 

通常は 車両 接近 通報 装置が ON になって いるた め、 静かに 走行したい 
場合は OFF にして ください。 （^P.  30) 


EV ドライブ モー ドの 日 N •日 FF 
を 切り替える 

EV ドライブ モードに なると、 EV ド 
ライブ モー ド 表示 打び 点 打し ます。 

を ラー 度 スイ ツチを 押す と 通常 走 
行 （ガソ U ンエン ジンと 電気 モー 
夕一による 走行） に ちどります。 


□知識 

■ガソリン エンジンび 冷えて いると きの EV ドライブ モー ドの 切り替え について 

ガソ U ン エンジンび; 令え ている とさに 八 イブ リッ ド システムを 始動した 場合、 
しばらく すると 暖機 運転の ため ガソ U ン エンジンび 自動的に 始動し、 EV ドライ 
ブ モー ドに 切り替える こと びで きな くなります。 

八 イブ U ッド システム 始動 操作 後、 READ 丫 インジケーターび 点 打したら、 ガ 
ソ U ン エンジンび 始動す る 前に EV ドライブ モー ドス イッチを 押してく ださい。 
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■  EV ドライブ モードの 切り替え について 

次のと さ^は EV ドライブ モードに 切り替わらない 場合び あります。 EV ドライ 
ブ モードに 切り替わらない ときは、 ブヴ ーび 鳴り、 EV ドライブ モード 表示 打び 
点滅した あと、 消 打し ます。 

•八 イブ U ッ ド システムび 高温のと さ 
炎天下に 駐車した あと や 登 降 坂、 高速 走行 後な ど 

•八 イブ U ッ ド システムび 低温のと さ 
約 日 °C を 下 まわる ような 低温 下に 長時間 駐車した あとな ど 


•ガソ U ン エンジンび 暖機 運転 中のと き 


♦駆動 用 電池の 充電 量び 低い とさ 
♦車 速び 高い とさ 

•アク セ J レぺダ J レを 大きく 踏み込んだ とき や 坂道な ど 
•フ □ント デフ □スターを 使用して いると さ 

^ 状況に より、 上記の 他に ち EV ドライブ モードに 切り替わらない 場合び あります。 

■  EV ドライブ モードの 自動 解除に ついて 

EV ドライブ モードで 走行 中、 次のと きは 自動的に 通常 走行 （ガソ U ン エンジン 
と 電気 モーター による 走行） になる ことび あります。 EV ドライブ モードび 解除 
される とさは、 ブヴ ーび 鳴り、 EV ドライブ モード 表示 好び 点滅した あと、 消 打 
しふ 〇 

♦駆動 用 電池の 充電 量び 低下した とさ 

•車 速び 約 2 己 km/h を 超えた とき 

•アク セ j レペタ レを 大きく 踏み込んだ とき や 坂道な ど 

■  EV ドライブ モードの 走行可能 距離 

EV ドライブ モー ドの 走行可能 距離は、 車 速 約 25km/h 下で、 数百 m から 
] km 程度です。 （走行可能 距離は、 駆動 用 電池の 充電 量 や 八 イブ U ッド シス テ 
ムの 状況によって 異なります） 

■走行 モード （^P.  223) の 切り替え について 

EV ドライブ モー ドと エコ ドライブ モー ドは 併用す る ことび でさます。 
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■燃費に ついて 

ヴェル ファイア 八 イブ U ッ ドは、 通常 走行 （ガソ U ン エンジンと 電気 モーターに 
よる 走行） において、 最ち 燃費び よくなる ように 制御され ています。 EV ドライ 
ブ モードを 多用す ると、 燃費び 悪くなる ことび あります。 


A 警告 

■  EV ドライブ モードに ついて 

EV ドライブ モードでは エンジン 音び しないた め、 周囲の 人び 車両の 発進 や 接近 
に 気び つかない 場合び あります。 とくに 車両 接近 通報 装置を OFF にして いる 場 
合は、 十分 注意して 運転して ください。 
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2-1 .運転の しかた 

オートマチックトランスミッション （ガソリン 車) 


犬況 に応じて シフ ト ポジションを お選びく ださい。 

■シフト レバーの 動かし 方 

►  2AZ-FE エンジン 搭載 車 


モー ドの 状態で、 ブレーキ ペダルを 踏んだ まま 操作し ます。 


►  2GR-FE エンジン 搭載 車 
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■シフ ト ポジ シヨ ンの 使用 目的 


シフ ト ポジション 

目的 

2AZ-FE エンジン 搭載 車 

2GR-FE エンジン 搭載 車 

P 

駐車 または エンジン 始動 

R 

後退 

N 

動力び 伝わらない 状態 

D 

通常 走行^ 1 

M 

7 速 スポーツ 
シーケンシャル シフト 
マチック モー ド 走行 
(^P.  2 1 8) 

S 

S モー ド 走行※ 2 
(^P.  218) 

^  ^  D ポジションを 使用す る ことで、 その 時の 走行 状況に 最適な 変速 比- ギヤ 段 
び 自動で 選択され ます。 通常は D ポジションを 使用して ください。 


^2  S モー ドは シフ ト レンジを 選択す る ことで、 使用す る ギヤ 段の 上限を 制限し、 
エンジンブレーキ カを 切り替えたり、 高速 ギヤ 段への 不要な シフ ト アップを 
抑えた 走行び でさます。 

■エコ ドライブ モードの 選択 

エコ ドライブ モード 

車両 駆動力 とエ アコ ンの 作動を 抑 
え、 燃費を 向上させる 走行に 適し 
ています。 

ECO  MODE 表示 打び 点 打し ます。 

•を ラー 度 スイッチを 押す と、 通常 
走行 モードに ちどります。 

. エコ ドライブ モードび 日 N の 状 
態は "エンジン スター トス トッ 
プ" スイッチを 日 FF にして ち 記 
憶され ています。 
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|7 速 スポーツ シーケンシャル シフ トマ チック モー ドでの 変速 段 切り替え 

シフ トレバーを M の 位置に して、 シフ トレバーを 操作し ます D 
(2AZ-FE エンジン 搭載 車） 


n シフ ト アップ 
曰 シフ ト ダウン 

シフト レバーを 操作す る ごとに] 段 
ずつ 変速し ます。 

] 〜 7 の 間で 選択され ている 変速 段 
び メーターに 表示され ます。 


S モー ドでの シフ ト レンジ 切り替え 


シフ トレバーを S の 位置に して、 シフ トレバーを 操作し ます。 
(2GR-FE エンジン 搭載 車） 


n シフ ト レンジ アップ 
曰 シフ ト レンジ ダウン 

シフト レバーを 操作す る ごとに] レ 
ンジ ずつ かわります。 

シフ トレバーを シフ ト レンジ アップ 
側へ 保持す ると 6 レンジに 設定され 
ます。 

] 〜 6 の 間で 選択され ている シフト 
レンジび メーターに 表示され ます。 


S ポジションへ 操作した ときの 初期 シフ ト レンジは 車 速に 応じて 己 レン 
ジ もしくは 4 レンジに 設定され ます。 ただし、 D ポジション にて AI- 
SHIFT 制御 中は それにし たびい、 初期の シフト レンジび 3 レンジに な 
る 場合び あります。 （^P.  221) 
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■シフト レンジ 機能 に GR-FE エンジン 搭載 車） 

•車 速 や 走行 状況に 応じて、] 〜 6 の シフト レンジを 自動的に 選択し ま 
す。 ただし、 選択した シフト レンジに 応じて 最高 ギヤ 段は 制限され ま 
す。 

♦ エンジンブレーキ カは、 6 段階から 選択び 可能です。 

♦ より 大きな エンジンブレーキ カを 使用 するとき は、 シフ ト レンジの 数 
字を ル さくして ください。 


□知識 

■  7 速 スポーツ シーケンシャル シフ トマ チックに 関する 自動 変速に ついて 
に AZ-FE エンジン 搭載 車） 

♦エンジン 回転 数び 上がりす ざない ように 自動的に] 段 シフト アップされ ま 
す。 

•エンジン 回転 数び 下がりす ざない ように 自動的に] 段 シフトダウンされ ま 
す。 

■  S モー ドに 関する 自動 変速に ついて （2GR-FE エンジン 搭載 車） 

•エンジン 回転 数び 上がりす ざない ように 自動的に] レンジず つ シフ ト レンジ 
アップされ ます。 

• トランス ミッション フルードの 温度び 高くなる と、 オートマチック トランス 
ミツ シヨ ンの 保護の ため、 自動的に シフト レンジ アツ プ されます。 
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■シフトダウン 制限 警告 ブザー 

(7 速 スポー ツシー ケン シャル シフ トマ チック モー ド、 または S モー ド 走行 時） 

安全 や 走行 性能を 確保す るた め、 シフト 操作には 制限び あり、 シフト レバーを 
操作しても シフ ト でさない 場合び あります。 シフ ト 操作に よる シフ ト ダウン （S 
モードは シフ ト レンジ ダウン） び 行われない 場合は 警告 ブヴ ーび 鳴ります。 

■リバース 警告 ブザー 

シフト レバーを R に 入れる とブヴ ーび 鳴り、 R にある ことを 運転者に 知らせ ま 
す。 


■シフ トレバーを P か！ 5 シフ ト できない ときは 

-^P.  484 

■ レー ター クルー ズ コン ト □— ル*、 クルー ズ コン ト □— ル* を 使って 走行して い 
ると さ 

2AZ-FE エンジン 搭載 車： 

エンジンブレーキを 目的に 7 速 スポーツ シーケンシャル シフ トマ チック モード 
走行 中で M6 または M 己、 M4 へ シフ ト ダウンしても クルーズ コン ト □ー ルび 
解除され ないた め エンジンブレーキは 効 さません。 (^P.  26 己） 

2GR-FE エンジン 搭載 車： 

エンジンブレーキを 目的に S モー ド 走行 中で 日 レンジ または 4 レンジへ シフト 
レンジ ダウンし てち クルーズ コン ト □ー ル または レーダー クルーズ コン ト □一 
ルび 解除され ないた め エンジンブレーキは 効きません。 (^P.  265,  P.  275) 

■シフ トレバーを M、 または S にしても、 シフ ト ポジション •シフ ト レンジ 表示 部 
に M、 または S 表示な び 点な しないと きは 

システム 異常の おそれび あります。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて くだ 
さい。 この場合、 シフト レバーを D にして いると きと 同じ 制御になります。 
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2-1 .運転の しかた 


■  M ポジションで 走行 中に 停車した ときは 

(7 速 スポー ツシー ケン シャル シフ トマ チック モー ド 走行 時） 

- 停車す ると 自動的に M] に シフトダウン されます。 

- 停止 後 走行す ると さは M] からの 発進と なります。 

- 停止 後は M] に 固定され ます。 

■  NAVI  •  AI-SHIFT  *  について 

ナビ ゲー シ ョン システムの 機能を 利用した、 高度な 自動 変速 制御の 機能です。 使 
用ち 法は 別冊 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 

■  AI-SHIFT について 

•  AI-SHIFT は、 運転者の 運転 操作と 走行 状況に より、 自動的に 適切な 変速 比- 
ギヤ 段 切り替えを 行います。 

•  AI-SHIFT は、 シフ ト レバーを D にして いると きに 自動的に 作動し ます。 シフ 
ト レバーを M に AZ-FE エンジン 搭載 車)、 または S  (2GR-FE エンジン 搭 
載 車） にす ると、 機能び 解除され ます。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急な アクセル 操作 や、 エンジンブレーキ カの 急激な 変化び 横す ベり や スピンの 
原因と なり ますので 注意 してく ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-1 .運転の しかた 

トランスミッション （八 イブ リッ ド 車) 


犬況 に応じて シフ ト ポジションを お選びく ださい。 
■シフト レバーの 動かし 方 


P と D の あいだの 操作は、 ブレーキ ペダルを 踏み、 車を 完全 
に 止めてから 行って ください。 

■シフ ト ポジ シヨ ンの 使用 目的 


シフ ト ポジション 

目的 

P 

駐車 または 八 イブ U ッ ド システムの 始動 

R 

後退 

N 

動力び 伝わらない 状態 

D 

通常 走行^ 

S 

坂道 走行 

B 

急な 下り坂 走行 

燃費 向上 や 騒音の 低減の ために、 通常は D ポジションを 使用して ください。 
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2-1 .運転の しかた 


■エコ ドライブ モードの 選択 

エコ ドライブ モードは 車両 駆動力と エアコン （暖房/冷房） の 作動を 
抑え、 燃費を 向上させる 走行に 適して います。 


エコ ドライブ モード スイッチを 
押す 

通常に くらべて アクセル ペダル 
の 踏み込み に対する トルクの 発 
生び ゆるやか になり、 また エア 
コン （暖房/冷房） の 作動を 抑 
え、 燃費を 向上させる 走行に 適 
しています。 

スイッチを 押す と、 メーター 内の 
ECO  MODE 表示 打び 点 打し ます。 

通常 走行 モー ドに ち どす とさは 再度 
スイッチを 押します。 


□知識 

■エコ ドライブ モー ドの エアコン 作動に ついて 

エコ ドライブ モードは 暖房/冷房の 作動 や 風 量を 抑制して、 燃費 向上を 図って 
います。 

空調の 効きを より 良くしたい ときは、 風 量の 調整、 または エコ ドライブ モード 
の 解除して ください。 

■リバース 警告 ブザー 

シフト レバーを R に 入れる とブヴ ーび 鳴り、 R にある ことを 運転者に 知らせ ま 
す。 
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2-1 .運転の しかた 


■シフ トレバーを P か 5 シフ ト できない ときは 

-^P.  484 

■クルー ズ コン ト □— ル* または レー ター クルー ズ コン ト □— ル* を 使用して 走 
行して いると き 

エンジンブレーキを 目的に D で 走行 中に S にしても、 クルーズ コント □ー ル 
または レーダー クルーズ コント □ー ルび 解除され ないた め エンジンブレーキは 
効きません。 UP.  265、 27 己） 

■EV ドライブ モード 時の 走行 モードの 切り替え について 

-^P.  213 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急な アクセル 操作 や、 シフト 操作を 行わないで ください。 エンジンブレーキ カ 
の 急激な 変化び、 横す ベり やス ピンの 原因に なり ますので を 意 してく ださい。 


A 迂意 

■駆動 用 電池の 巧電 について 

シフ トレバーび N では、 ガソ U ン エンジンび 回転して いても 駆動 用 電池は 充電 
されない ため、 N で 長時間 放置す ると 駆動 用 電池の 残 量び 低下し、 走行 不能に 
なるお それび あります。 
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2-1 .運転の しかた 

方向 指示 レバー 


n 左折 
且ち折 

且 左側へ 車線 変更 
(レバーを 途中で 保持） 

レバーを 離す まで 左側ち 向 指示 打 
び 点滅し ます。 

H ち 側へ 車線 変更 
(レバーを 途中で 保持） 

レノ （一を 離す までち 側ち 向 指示 打 
び 点滅し ます。 


□知識 
■作動 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" 八 ° 
ヮ ー’’ スイッチび ON モード  >  の とさ 

■ 表示な の 点滅び 異常に 速 く なった ときは 

方向 指示 打の 電球び 切れて いない か 確認して < ださい。 
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2-1 .運転の しかた 

パーキング ブレーキ 


n パーキング ブレーキを かける 


ち 足で ブレーキ ペダルを 踏みな び 
ら、 左足で パーキング ブレーキ ぺ 
ダルを いっぱいまで 踏み込み ま 
す。 


曰 パーキング ブレーキを 解除す 
る 


パーキング ブレーキび かかって い 
る 状態で、 再度 パーキング ブレー 
キを 踏み込みます。 


曰 知識 


■ノ  く ー キング ブ レーキ 未 解除 走行 時 警告 ブザー 

-^P.  447 

■冬季の パーキング ブレーキの 使用に ついて 

^P.  31 己 


A 警告 

■走行 前の 注意 

パーキング ブレーキを 完全に 解除して ください。 

パーキング ブレーキを かけた まま 走行す ると、 ブレーキ 部品び 過熱し、 ブレー 
キの効 さび 悪く なったり、 早く 摩耗した りする おそれび あります。 
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2-1 .運転の しかた 

ホーン （警音 器) 


八ン ドルの 周辺 部を 押 
すと ホーンび 鳴ります。 


□知識 

■八ン ドル 位置を 調整した あとは 

八ンド j レび 確実に 固定され ている こと を 確認 してく ださい。 

固定び 不十分 だと ホーンび 鳴らない 場合び あります。 (^P.  135) 
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2-2 .メ  ー タ ー の 見方 

計器 類 


► ドット 表示 式 マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 
(ガソリン 車） 


" エンジン スター ト ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モー ドに すると 
メ ー タ ー び 点 打し ます。 


n タコ メーター 

毎分の エンジン 回転 数を 示します。 

曰 水温 計 

エンジン; 令 却 水の 温度を 示します。 


且 燃料 計 

燃料 残 量を 示します。 

n スピードメーター 

車両の 走行 速度を 示 します。 

且ドッ ト 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 

走行に 関する 様々 な 情報を 表示し ます。 (^P.  239) 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


曰 オドメーター、 トリップメーター 
♦オ ド メーター 

走行 した 総 距離を 表示し ます。 

♦ トリップメーター 

リセ ッ ト してからの 走行距離を 表示し ます。 

区間 距離は、 トリップ A、 卜 U ップ 目の 2 種類で 使い分ける ことび できます。 

n 外気 温 表示 
外気 温度を 表示し ます。 

► セ グメン ト 表示 式 マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 
(ガソリン 車） 


n タコ メーター 

毎分の エンジン 回転 数を 示します。 

曰 水温 計 

エンジン; 令 却 水の 温度を 示します。 
曰 燃料 計 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


n スピードメーター 

車両の 走行 速度を 示 します。 

且 セグメント 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 

走行に 関する 様々 な 情報を 表示し ます。 (^P.  239) 

曰 オドメーター、 トリップメーター 
•オドメーター 

走行 した 総 距離を 表示し ます。 

♦ トリップメーター 

リセ ッ ト してからの 走行距離を 表示し ます。 

区間 距離は、 トリップ A、 卜 U ップ 巨の 2 種類で 使い分ける ことび できます。 

►八 イブ リツ ド 車 


" パワー" スイッチを 日 N モー ドに すると メーターび 点 打し ます。 

n 八 イブ リッ ド システム インジケーター 

八 イブ U ッ ド システムの 出力 や 回生 レベルを 示します。 

曰 水温 計 

ガソ U ンェン ジン; 令 却 水の 温度を 示します。 

曰 燃料 計 

燃料 残 量を 示します。 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


n スピードメーター 

車両の 走行 速度を 示 します。 

且ドッ ト 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 

走行に 関する 様々 な 情報を 表示し ます。 (^P.  239) 

曰 外気 温 表示 

外気 温度を 表示し ます。 

B オドメーター、 トリップメーター 
•オドメーター 

走行 した 総 距離を 表示し ます。 

♦ トリップメーター 

リセ ッ ト してからの 走行距離を 表示し ます。 

区間 距離は、 トリップ A、 卜 U ップ 目の 2 種類で 使い分ける ことび できます。 


[^示切り替ぇボタン 


ボタンを 押す ごとに 次のように 切り替わります。 

n オドメーター 
且 卜 U ップ メーター A ^ 

□ 卜 U ップ メーター 目‘ X 
《 長 押しで 日に ちどります。 


D 


且 


且 


( - 

參 1 

罕雕 

パ 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


I メーター 照度 調整 スイッチ 

メーター 照明の 明るさを 調整で さます。 


11暗<  なる 


B 明るくなる 

スイ ツチを 押す と マルチ イン フオ 
メー シヨ ン ディスプレイの 表示び 切 


り 替わります。 


• 車 幅 灯 消 打 時と 点 打 時 それぞれ 8 段 
階に、 明るさの レベルを 調整す る こ 
とびでさます。 


□知識 


■減 光に ついて 

周囲び 暗い とさに 車 幅 打を 点灯す ると、 メーター 照明び 減 光され ます。 

周囲び 明るい とさ （昼間な ど） 車 幅 打を 点灯して ち、 メータ 照明は 減 光され ま 
せん。 


■外気 温 表示に ついて 

♦外気 温の 測定び 正しく 行われない とさは 「 一一 で」 と 表示され ます。 

•次の 場合は、 正しい 外気 温度び 表示され なかったり、 温度 表示の 更新び 遅く 
なったり する ことび あります び、 故障ではありません。 

- 停車して いると き や、 低速 走行 （約 20km/h  下） のとき 
- 外気 温度び 急激に 変化した とさ （車庫、 トンネルの 出入り □付近な ど） 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


■八 イブ リツ ド システム インジケーター について （八 イブ リツ ド 車） 

n パ ヮーエ リア 

全開 走行 時な ど、 エコ 運転の 範囲を 越えて い 
る 状態を 示します。 

且 エコ エ リア 

環境に 配慮 した 走行を している 状態を 示し 
ます。 

曰 八 イブ リツ ド エコ エリア 

ガソリ ン エンジンの 動力を 使用 しない 状況 
を 多く 含む 状態を 示します。 

ガソリ ン エンジンは、 各種の 条件に より 自動 
的に 停止- 再 始動し ます。 

H チャージ エ リア 

回生 ブレーキ 機能に より、 エネルギーを 回収 
している 状態を 示します。 
•インジケーターの 針を エコ エ U ア （グ U —ンエ U ア） に 保つ ことで、 環境に 
配慮した 走行び 可能です。 

•チャージ エ U ア は、 回生^ 状態を 示します。 回生した 電力は、 駆動 用 電池を 
巧電 します。 

※こ こでの r 回生」 の 意味は、 運動 エネルギーを 電気 エネルギーに 交換す る ことです。 


水迂意 

■エンジン や 構成 部品への 損傷を 防ぐ ために 

♦タコ メーターの 針び レッ ド ゾーン （エンジンの 許容 回転 数を 超えて いる 範囲） 
に 入らない ようにして ください。 （ガソ U ン 車） 

♦水温 計の 針び H の レッ ド ゾーンに 入った ときは、 オーバーヒートの おそれび あ 
るた め、 ただちに 安全な 場所に 停車して ください。 （^P.  498、 日日 0) 

■イ氏 温 時の 画面 表示に ついて 

画面の 温度び 極めて 低い とさは、 画面 表示の 切り替えび 遅れる 場合び あります 
ので、 車内を 暖めて ください。 
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表 祝/警告な 


メーター. センター パネル 内の 表示 口/警告 なで お 車の：! 犬 況をお 知 5 
せし ます。 

次の イラ ス ト は、 説明の ためす ベての 表示な/警告 なを 示して いま 
す。 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


►センター パネル 


\\  V わ 1— 。 


BT022CF005 


►八 イフリ ツド車 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


表示:): 了 

システムの 作動 状況を 表示し ます。 


尼  EADY〕 


方向 指示 表示 打 
(^P.  22 己） 

尾灯 表示 打 (^P.  248) 

ク U アラン スソナ ー 
表示 打 (^P.  287) 

AFS  OFF 表示 打* 

(^P.  251) 

八イ ビーム 表示 打 
(^P.  248) 

セキ ュ U ティ 表示 打 
(^P. 1 己 3、 P. 1 54) 

READ 丫 インジケーター 4 
(^P.  208) 

ECO  MODE  表示 口 
(^P.  217.  P.  223) 

エコ ドライブ 
インジケーター ランプ* 
(^P. 1 93) 


AUTO 


固 


(点滅） 


OFF 


(緑色） 


が 


MODE 


AUTO 


(緑色） 


4WD オー ト モード 
表示 打*  (^P.  262) 

ス U ップ 表示 打 
(^P.  299) 


VSC  OFF  表示 口* 

(^P.  300) 

クルーズ コント □ー ル 
表示 打*  (^P.  263) 

レーダー クルーズ 
コント □ー ル 表示 打* 

(^P.  267) 

フ □ン トフ ォグ ランプ 
表示 打 (^P.  256) 

E V ドライブ モード 
表示 打* 

(^P.  213) 

オートマチック 八イ ビーム 
表示 打*  (^P.  251) 

LKA 表示 打* 

(^P.  280) 


巧 


P ノノ A 


臨 


ぐ 长 


1〇 


LKA 


iSBI 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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FF 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


(点灯 または 
速い 点滅） 


TRC  OFF 表示 义で 
(^P.  300) 

PCS 警告 打* 
(^P.  308) 


シフ ト ポジション- シフ ト レンジ 表示 
(^P.  216、 P.  222) 


EV ドライブ 
インジケーター* 

(^P.  213) 

※作動 確認の ために "エンジン スタート ストップ" スイッチを イ グニッ シヨ 
ン日 N モード  <  "パワー" スイッチを 日 N モード  >  に すると 点 打し、 数 砂 
後 または エンジン  <  八 イブ U ッ ド システム  >  を 始動す ると 消 打し ます。 点 
打し ない 場合 や 点 打した ままのと さ、 または 点滅す る 場合は システム 異常の 
おそれび あ ります。 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて ください。 

警告な 

万一の システム 異常な どを 警告し ます。 （^P.  447) 


(点滅） 


曲 

ぶ 

ぶ 

PASSENGER 

因 

i!?o 

(©) 

解 


(点滅） 


お 


横勒 


廣旬 


演勒 


※作動 確認の ために "エンジン スタートス トップ" スイッチを イ グニッ シヨ 
ン日 N モード  <  "パワー" スイッチを 日 N モード  >  に すると 点 打し、 数秒 
後 または エンジン  <  八 イブ U ッ ド システム  >  を 始動す ると 消 打し ます。 点 
打し ない 場合 や 点 打した ままのと さは システム 異常の おそれび あります。 卜 
ヨ タ 販売店で 点検を 受けて ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


か 


TRC 

OFF 


LKA 


PCS 


4WD 

PCS 

0! 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


A 警告 

■ 安全装置の 警告な び 点' なしない ときは 

ABS や SRS エアバッグ などの 安全装置の 警告 打び、" エンジン スター トス 
トップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードく  "パワー" スイッチを ON 
モード  >  にしても 点 打し ない 場合 や 点 打した ままの 場合は、 事故に あった とき 
に 正し < 作動せ ず、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれ 
びあります。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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2-2 .メ  ー タ ー の 見方 

マルチ イン フ オメー シヨ ンデ イス プレイ 


マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイは、 1U 下の ような 情報を 表示 


します。 


♦ 卜 U ップ イン フォ メー シヨ ン 

(^P.  240) 

航続 可能 距離 や 燃費な ど 走行に 関 
する 情報を 表示し ます。 

♦ レーダー クルーズ コント □一 
ル 表示*  (^P.  267) 

レーダー クルー ズ コン ト □ー ル 使 
用 時に 自動で 表示され ます。 

•ク U アラン スソナ ー 表示* 
(^P.  287) 

ク U アラン スソナ ー 使用 時に、 障 
書物を 感知す ると 自動で 表示され 
ます。 

♦ レーン キーピング アシスト 
表示*  (^P.  280) 

レーン キーピング アシス ト 使用 時 
に 自動で 表示され ます。 

•警告メッセージ* 

(^P.  454) 

各 システムに 異常び 発生す ると 自 
動で 表示され ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


[表示 切り替え 


表示を 切り替え るには、 八ン ドル 
にある DISP ボタンを 押します。 


I トリップ イン フ オメー シヨ ン 

• 瞬間 燃費 

現在の 瞬間 燃費を 表示し ます。 


(ドッ ト表 7J\ 式) 


(セ グメン ト表 TJX 式) 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


# エネ ルギ ー モニタ ー （八 イブ U ツ ド 車） 

車両 駆動 状況、 八 イブ リツ ド 作動 状況 および エネルギーの 回収 状況を 
表示し ます。 （^P.  48) 


♦ 平均 燃費- エコ ドライブイン ジケーター ゾーン 表示 （ガソリン 車） 

リセ ッ ト U てからの 平均 燃費と エコ ドライブイン ジケーター ゾーン 
表 TJX を 表 TJX します。 

- U セッ トす るには、 平均 燃費- エコ ドライブイン ジケーター ゾーン 
表示の 表示 中に DISP ボタンを] 秒 (上 押します。 

- 表示され る 平均 燃費は、 参考と して 利用して ください。 

( ドッ ト 表示 式） 


(セ グメン ト表 7J\ 式) 


♦平均 燃費 （八 イブ リツ ド 車） 

リセ ツ ト してからの 平均 燃費を 表示し ます。 

- U セツ トす るには、 平均 燃費 表示 中に DISP ボタンを] 秒仪上 押し 
ます。 

- 表示され る 平均 燃費は、 参考と して 利用して ください。 


平均 雕ち 

13.0  km/je 
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♦ 給油 後平 均 燃費 

燃料を 補給 してからの 平均 燃費を 表示 します。 
表示され る 平均 燃費は、 参考と して 利用して ください。 


お 油 借 平均 燃 貴 

8.0  km/fi 


鈴 由 後  口口 

平均 燃費  O.LJkm 


( ドッ ト表 7J\ 式) 


(セ グメン ト表 7J\ 式) 


• 航続 可能 距離 

現在の 燃料 残 量で 走行で さる およその 距離を 表示し ます。 


表示され る 距離は、 過去の 平均 燃費を ちとに 算出され るた め、 表示 
される 距離を 実際に 走行で さるとは 限りません。 

燃料 給油 量び 少量の 場合、 表示び 更新され ない ことび あります。 
給油の 際は "エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" 
スイッチ  >  を OFF にして ください。 万一" エンジン スター トス 
トップ" スイッチく  "パワー" スイッチ  >  を OFF にせず 給油し 
た 場合、 表示び 更新され ない ことび あります。 


搞捕巧 扣距韶 

1 23  km 

航続 可能 距離 

IS  3km 


( ドッ ト表 TJX 式) 


(セ グメン ト表术 式) 


♦ 外気 温 

外気 温を 表示し ます。 

-40 で〜 己 日 での 間で 表示し ます。 


(セ グメン ト表 7J\ 式) 


外気 温 

台 4 で 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


エコ ドライブイン ジケーター ランプの 設定 （ガソリン 車） 


ドッ ト 表示 式 マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 


停車 中 （車 速 8km/h 未満） の 状 
態で、 DISP ボタンを 押し、 「設定」 
画面を 表示す る D 


回 DISP ボタンを 押し 続け、 ECO インジケーターを 表示す る。 

DISP ボタンを 押し、 日 N または 
日 FF を 選択す る。 

設定 後 DISP ボタンを 長 押しす ると、 
「設定」 画面に ちどります。 


ECO イン 

iBBf 


ジ クー: 

衝 0H 
O0FF 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


セグメント 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 


手順 


手順 


BT022CD010 


オ ド メーターび 表示され た 状態 
で、 表示 切り替え ボタンを 日 秒 
上長 押しす る。 


DISP ボタンを 2 秒 じ (上長 押しし、 
日 N または 日 FF を 選択す る。 
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EV ドライブイン ジケーター ランプの 設定 （八 イブ リツ ド 車） 


停車 中 （車 速 8km/h 未満） の 状 
態で、 DISP ボタンを 押し、 「設定」 
画面を 表 7J\ す る 0 


[^DISP ボタンを 押し 続け、 EV ドライブイン ジケーターを 表示す 
る。 


EU イン 

曲 


ジ クー ホ 

语 0H 
O0FF 


DISP ボタンを 押し、 ON または 
日 FF を 選択す る。 

設定 後 DISP ボタンを 長 押しす ると、 
「設定」 画面に ちどります。 
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2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


□知識 

■システム チェック 表示 （ガソリン 車）* 

" エンジン スター トス トップ" スイ ッチを イグ ニッシ ヨン ON モー ドに したと 
さ、 システムの 作動 確認の ため 次の 表示になります。 チェックび 終わる と 通常 
の 画面 表示に ちどります。 


•  4VVD システム チェック （4VVD  く  4 輪 駆動 >) 


■外気 温 表示に ついて 

•外気 温の 測定び 正しく 行われない とさは 「 一一 °C」 と 表示され ます。 

•次の 場合は、 正しい 外気 温度び 表示され なかったり、 温度 表示の 更新び 遅く 
なったり する ことび あります び、 故障ではありません。 

- 停車して いると き や、 低速 走行 （約 20km/hLU 下） のとき 
- 外気 温度び 急激に 変化した とさ （車庫、 トンネルの 出入り □付近な ど） 

■バッテリー  <  補機ノ （ッ テリー  >  端子の 脱 着を したと きは 

バッテ U- く 補 機バッ テ u-> 端 テの 脱 着を 行う と、 次の データは U セット さ 
れ ます。 

- 平均 燃費 
- 航続 可能 距離 

■液晶 ディスプレイ について 

ディスプレイに ル さな 斑点 や 光点び 表示され る ことあります。 これは 液晶 ディ 
ス プレイ 特有の 現象で そのまま 使用 しても 問題 あり ません。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-2 .メ ー タ ー の 見方' 


■エコ ソーン 表示に ついて （ガソリン 車） 

►ドッ ト 表示 式  ►セ グメン ト 表示 式 


□ エコ ドライブイン ジケーター ランプ 

環境に 配慮した アクセル 操作 （エコ 運転） 中は、 エコ ドライブ インジ ケー 
ター ランプび 点 打し ます。 


且 エコ ドライブイン ジケーター ゾーン 表示 

エコ 運転の 範囲と 現状の アクセル 開 度を 表示し ます。 

且 エコ 運転の 範囲 
□ 現状の アクセル 開 度 

エコ 運転の 範囲を 超える と、 非 エコ 運転 中と 判断し、 お客様に 知らせる ため、 
エコ ドライブイン ジケーターび 消 打し、 エコ ドライブイン ジケーター ゾーン 
のち 側び 点滅し ます。 

次の 場合、 エコ ドライブイン ジケーター ランプは 作動し ません。 

•シフ ト ポジ ショ ンび D じ 1外 のとき 
•車 速び 約 ]OOI<m/h_LiLb のとき 
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2-3. ランプの つけ 方- ワイパーの 使い方 

ランプ スイッチ 


自動 または 手動で へッ ド ランプな どを 点な できまず。 


n 車 幅な- 尾な- 番号 打- イン 
ストル メント パネル ランプを 
点な 

曰 上記 ランプと へッ ド ランプを 
点な 

且へッ ド ランプ、 車 幅な などを 
自動 点な- 消な 

" エンジン スタート ストップ" ス 
イッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モー 
ド  <  " パワー" スイッチび ON 
モード > の とさ 


I  ノ  V イ ビームに ずる 


n ランプ 点な 時、 レバーを 前方に 
押し 八イ ビームに 切り替え 

オー トマ チ ッ ク八イ ビーム 装着 車は、 
ランプ スイッチび AUTO のと さは 
オー トマ チ ッ ク八イ ビームび 作動し 
ます。 (^P.  251) 

レバーを もとの 位置へ もどす と □一 
ビームに ちどります。 

曰 レバーを 引いて いる 間、 八イ 
ビームを 点な 

ランプび 消 打して いてち、 八イ ビーム 
び 点 打し ます。 レバーを 離す と、 □一 
ビームに ち どる または 消灯し ます。 
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2-3. ライ ト のつ けち- ワイパーの 使いち 


|AFS  (ア ダプ ティ ブフ □ン トライ テ ィング システム） * 

AFS は 交差点 や カーブでの 視認 性を 向上させる ため、 八ン ドル 操作に 
よって 変化す る タイヤの 角度 や 車 速に 応じてへ ッ ド ランプの 光軸を 自動 
で 調整し ます。 

車 速び] 日 km/h じ (上のと さに 作動し ます。 


スイッチを 押して OFF にす る 
メー ター 内の AFS 日 FF 表示 打び 点 打 
します。 


□知識 

■ライト センサー 

セン ヴ ー の 上に ちのを 置いたり、 セン ヴ ー 
をふさぐ ような ちのを ウイン ドウ ガラスに 
貼らないで ください。 周囲からの 光び さえ 
ざら れ ると、 自動 点灯 •消 好機 能び 正常に 
働かな  <  なります。 


"エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ  >  をア クセヴ 
U — モー ド または OFF にして 運転席 ドアを 開ける とへ ッ ド ランプと 尾灯び 消 打 
します。 

再び ランプを 点 打す る 場合は、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ 
ニッシ ヨン 日 N モードく  "パワー" スイッチを 日 N モード  >  に する か、 一度 
ランプ スイッチを OFF にも どし、 再度 • または！ D の 位置に します。 

* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


■ランプ 消し 忘れ 防止 機能 


■  AFS を OFF にず るには 
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2-3. ライ ト のつ けち- ワイパーの 使いち 


■ランプ 消し 忘れ 警告 ブザー 

ランプ 消 し 忘れ 防止 機能び 働かない 場合に 作動し ます。 

• " エンジン スター トス トップ" スイッチく"  ノ の一" スイッチ  >  び 日 FF の 
とさに 働 さます。 

•ランプ スイッチび • または iD の 位置に あると、 運転席 ドアを 開けた 
とさ 警告音 （ピーと いう 連続 音） び 鳴ります。 

■オート レ ベリ ング システム 

通行人 や 対向車び まぶしくない ように、 乗車 人数、 荷物の 量な どに よる 車の 姿 
勢の 変化に あわせて、 へッ ド ランプの 光軸を 自動で 調整し ます。 

■  AFS 日 FF 表示な び 点滅 するとき は 

システムに 異常び ある おそれび あ ります。 トヨ タ 販売店に 連絡 してく ださい。 

■カスタマイズ 機能 

ライ ト センサーの 感度の 設定な どを 変更で さます。 

(カスタマイズ ー覧^ P. 己]  7) 


A 注意 

■バッテリー  <  補機ノ いッ テリー  >  あびり を 防止す るた めに 

エンジンく ノ V イブ U ッ ド システム > を 停止した 状態で ランプを 長時間 点 打し な 
いで  <  ださい。 


250 


2-3. ライ トの つけ 方- ワイパーの 使い方 

オート 7 チック 八イ ビーム*  _ 


オートマチック 八イ ビームは、 イン ナー ミラーに 設置され た カメラ セ 
ンヴ ーにより 対向車 または 先行 車の ランプ や 街路 口な どの 明るさを 
判定し、 自動的に 八イ ビームと □ー ビームを 切り替えます。 


才 ー トマ チック 八イ ビームの 使い方 


手順 


ランプ スイッチを AUTO にす 
る。 


レバーを 前方に 押す。 

オー トマ チ ッ ク八イ ビームび 作動 
すると、 オートマチック 八 イビ ー 
ム 表示灯び 緑色に 点 打し ます。 

カメラ センサーび 遮断 物な どで 状 
況を検 知で さない とさは、 オート 
マチ ッ ク八イ ビーム 表示灯は 点 打 
しません。 

八イ ビーム 点 打 中は、 八イ ビーム 
表示 打を 点 打し ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-3. ライ ト のつ けち- ワイパーの 使いち 


■ 八 イビ ー ムと □ ー ビ ー ムの 自動 切り替え 条件 

次の 条件を すべて 満たす と、 八イ ビームを 点な します。 

• 車 速び 約 30km/h  iiLb 
♦ 車両 前方び 暗い 

♦ 対向車 または 先行 車び を 在し ない、 または ランプを 点な していな 
し飞 


次の 条件の いずれ かのと さは □ー ビームび 点な します。 
• 車 速び 約 25km/h  下 


• 車両 前方び 明るい 


♦ 対向車 または 先行 車び ランプを 点な している 

■手動 切り替えの しかた 

► □—ビ ーム への 切り替え 


レバーを ちとの 位置に ち どす 
オー トマ チック 八イ ビーム 表示 打 
び 消 打し ます。 


►八 イ ビームへの 切り 替え 


ランプ スイッチを ミ じ） にす る 
オー トマ チック 八イ ビーム 表示 打 
び 消 打し ます。 
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□知識 
■作動 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ョン ON モードく  "ノく 
ワ ー" スイッチび ON モード  >  の とさ 

■オー トマ チック 八イ ビームに ついて 

♦次の 状況では、 八イ ビームび 自動で □ー ビームに 切り替わらない 場合び あり 
ます。 

- 見通しの 悪い カーブで 対向車と 突然 すれ違った とさ 
- 他 車び 前方を 横切った とさ 

- 連続す る カーブ や 中央分離帯、 街路樹な どで 対向車 や 先行 車び 見え隠れす 
ると さ 

♦対向車の フォグ ランプに より、 八イ ビームび □ー ビームに 切り替わる 場合び 
あります。 

•街路 打 や 信号、 広告な どの 照明、 または 標識、 看板な どの 反射 物に より 八イ 
ビームび □ー ビームに 切り替わる 場合 や、 □ー ビームび 継続す る 場合び あり 
よ 9  〇 

•次の 要因に より、 八イ ビームと □ー ビームの 切り替えの タイミングび 変化す 
る 場合び あります。 

- 対向車 または 先行 車の ランプの 明るさ 
- 対向車 または 先行 車の 動 さや 向 さ 

- 対向車 または 先行 車の ランプの 片側の み 点 打して いると さ 
- 対向車 または 先行 車び こ 輪 車のと さ 
- 道路の 状態 （勾配 や カーブ、 路面 状況な ど） 

- 乗車 人数 や 荷物の 量 

•オートマチック 八イ ビームは、 車両 前ち にある ランプの 明るさな どで 周囲の 
状況を 認識し ます。 したびって、 八イ ビームと □ー ビームび 運転者の 感覚に 
合わず 切り 替わる 場合び あ ります。 

• 自転車な どの 軽 車両は 検知 しない 場合び あり ます。 
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•次の 状況では、 周囲の 明るさび 正確に 検 知され ず、 八イ ビームび 対向車 や 先 
行 車の 迷惑になる 場合 や、 □ー ビームび 継続す る 場合び あります。 このよう 
な 場合は、 手動で 八イ ビーム と □ー ビームを 切 り 替えて く ださい。 

- 悪天候 時 （霧、 雪、 砂嵐、 大雨な ど） 

- フ □ント ウインドウ ガラスび 巧れ ている とさ や、 曇って いると さ 
- フ □ン トウ イン ドウ ガラスに ひび 割れ や 破損び あるとき 
- イン ナー ミラー や カメラ センサーび 変形して いると さや、 巧れ ている とさ 
- 周囲に ヘッド ランプ や 尾 打な どに 似た 光び あるとき 
- 対向車 または 先行 車の ランプび 無打乂 のと さや、 ランプに 巧れ や 変色び 
あったり 光軸び ずれて いると さ 
- 急激な 明るさの 変化び 連続す ると さ 
- 起伏 や 段差び 多い 道路を 走行して いると さ 
- カーブび 多い 道路を 走行して いると さ 

- 車両 前方に 標識 や S ラーの ように 光を 強く 反射す る ものび あると さ 
- コンテナ など、 先行 車両の 後部び 光を 強く 反射す ると さ 
- 自 車の ヘッド ランプび 破損 または 巧れ ている とき 
- パンク やけん 引な どに より 車両び 傾いて いると さ 

. オートマチック 八イ ビーム 表示 好び 黄色に 点 打、 または 警告メッセージび 
表示され ている とさ 

■オー トマ チック 八イ ビーム 表示な び 黄色に 点な、 または 警告メッセージび 表示 
された とさは 

システムに 異常び ある おそれび あ ります。 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださ 
し、 （^p.  449、 456) 

■カスタマイズ 機能 

オー トマ チ ッ ク八イ ビームを 非 作動に する ことび でさます。 

(カスタマイズ ー覧 -^P.  518) 


A 警告 

■ち 全に お使いい ただく ために 

オー トマ チック 八イ ビームを 過信 しないで く ださい。 運転者は 常に 自 らの 責任 
で 周囲の 状況を 把握し、 安全運転を 必 びけ、 必要に応じて 手動で 八イ ビームと 
□ー  ビームを 切 り 替えて く ださい。 
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2-3. ライ ト のつ けち- ワイパーの 使いち 


A\ 迂 '言、 

■オー トマ チック 八イ ビームを 正しく 作動させる ために 

オー トマ チック 八イ ビームを 正しく 作動 さ 
せる ために 次の ことを お守りく ださい。 


♦カメラ センサーの レンズに 触れない 

•イン ナー ミラー や カメラ センサーに 強い 衝撃を 与えない 

•カメラ センサーを 分解し ない 

♦イン ナー S ラー や カメラ センサーに 液体を かけない 

•カメラ センサーの 近くの フ □ン トウ イン ドウ ガラスに ステッカーを 貼らない 
参 ダッシュ ボー ドの 上に ちのを 置かない 

•イン ナー S ラー や カメラ センサー 周囲に ア クセヴ U —を 取りつ けない 
♦荷物を 積みす ざない 
♦車両を 改造し ない 

• トヨタ 純正 品 じ I 外の フ □ン トウ イン ドウ ガラスに 交換し ない 
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2-3. ライ トの つけ 方- ワイパーの 使い方 

フ □ン トフ ォグ ランプ スイッチ 


雨 や 霧な どの 悪天候 下で 視界を 確保 しまず。 

ランプ スイッチ （^P.  248) と 同じ レバーに 装着され まず。 

n 消な 

曰フ □ン トフ オ グ ランプ 点な 


□知識 

■点な 条件 

へッ ド ランプ または 車 幅 打び 点 打して いると きに 使用で きます。 


水迂意、 

■バッテリー  <  補 機 バッテリー  >  あがりを 防止す るた めに 

エンジンく  ノ  V イブ U ッ ド システム  >  を 停止した 状態で ランプを 長時間 点 打し な 
いで  <  ださい。 
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2-3. ライ トの つけ 方- ワイパーの 使い方 

ワイ パ ー& ウォッ シャー （フロント) 


►雨滴 感知 式 ワイパー* 

AUTO を 選択して いると き、 雨滴 量と 車 速に 応じて ワイパーび 作 
動し ます。 


間欠 時間 調整 式 ワイパー* 

INT を 選択して いると さ、 間欠 作動の 頻度を 調整す る ことび でき ま 
す。 


n 雨滴 感知 式 ワイ パ ー ： 
オート 作動 (AUTO) 

間欠 時間 調整 式 ワイパー： 
間欠 作動 (INT) 

曰 低速 作動 (L0) 

且 高速 作動 （HI) 

H —時 作動 (MIST) 


曰 ゥォッ シャー 液を 出す 

ワ イノ （一び 連動 して 作動 します。 
(雨滴 感知 式 ワイ パー装着 車は、 数 
回 作動した あと、 液 だれ 防止と し 
て さらに] 回 作動し ます） 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-3. ライ ト のつ けち- ワイパーの 使いち 


□知識 
■作動 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" パ 
ワ ー’’ スイッチび ON モード  >  の とさ 


■  AUT 日 作動に ついて （雨滴 感知 式 ワイ パー 装着 車) 


•雨滴 感知 センサーび 雨滴 量を 判定し ま 
す。 

光学 センサーを 使用して いるた め、 フロ 
ン ト ガラスに 朝 曰 や 夕 曰び 断続的に 当た 
ると さや、 虫な どで 巧れ たと さに 正しく 
作動 しない ことび あ ります。 

•ツマ ミを 回す と センサーの 感度び 調整で 
さます。 

n 雨滴 センサーの 感度 調整 （低） 

且 雨滴 センサーの 感度 調整 （高） 


•"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" 
ノ  くワ ー" スイ ッチび ON モード  >  のと さに ワイ ノ  く ー スイ ッチを AUTO モー 
ドに すると、 作動 確認の ため ワイパーび] 回 作動し ます。 

♦雨滴 感知 センサーの 温度び scrci； (上 または 一] 日 下のと きは、 AUT 日 作 
動し ない ことび あります。 その 場合は、 AUTO モード じ I 外で ワイパーを 使用 
して  <  ださい。 

■間欠 作動 （間欠 時間 調整 式 ワイパー 装着 車） 

n 間欠 ワイパーの 作動 頻度 （減） 

且 間欠 ワイパーの 作動 頻度 （増） 
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2-3. ライ ト のつ けち- ワイパーの 使いち 


■ウォ ッシャ ー 液が 出ない ときは 

ウォッ シャー 液量び 不足して いないのに ウォッ シャー 液び 出ない ときは、 ノズ 
ルの つまり を 点検 してく ださい。 

A 警告 

■  AUTO モー ド 時の ワイパー 作動に 関する 警告 （雨滴 感知 式 ワイパー 装着 車） 

AUTO モードでは、 センサーに 触れたり、 フ □ント ガラスに 振動び あるな どの 
要因で 不意に ワイパーび 作動す る おそれび あります。 ワイパーで 指な どを 挟ま 
ないよう にごを 意く ださい。 

■ウォ ッシャ ー 使用 時の 警告 

寒冷 時は フ □ント ウインドウ ガラスび 暖まる まで ウォッ シャー 液を 使用し ない 
でく ださい。 ウォッ シャー 液び フ □ント ウインドウ ガラスに 凍りつ き、 視界 不 
良を 起こして 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t 
につな びる おそれび あり ます。 


A 迂意 

■窓ガラスび 乾いて いると きは 

ワイパーを 使わないで ください。 

ガラスを 傷つける おそれび あり ます。 

■ウォ ツシャ ー 液び 出ない ときは 

ウォツ シャー スイ ツチを 操作し 続けないで ください。 

ポンプび 故障す る おそれび あり ます。 

■ノズルび つまった ときは 

ノズルび つまった ときは トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

ピンな どで 取り 除かないで ください。 ノズ j レび 損傷す る おそれび あ ります。 
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2-3. ライ トの つけ 方- ワイパーの 使い方 

ワイ パーけ ォツ シャー (リ ヤ) 


n 間欠 作動 (L0) 

且 通常 作動 （HI) 

且 ウォッ シャー 液を 出す 
ワ イノ （一び 連動 して 作動 します。 
n ウォッ シャー 液を 出す 
ワ イノ （一び 連動 して 作動 します。 


□知識 
■作動 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" パ 
ワ ー’’ スイッチび ON モード  >  の とさ 

■ウォ ッシャ ー 液び 出ない ときは 

ウォッ シャー 液量び 不足して いないのに ウォッ シャー 液び 出ない ときは、 ノズ 
ルの つまり を 点検 してく ださい。 
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A 迂 '言、 

■窓ガラスび 乾いて いると きは 

ワイパーを 使わないで ください。 

ガラスを 傷つける おそれび あり ます。 

■ウォ ツシャ ー 液び 出ない ときは 

ウォツ シャー スイ ツチを 操作 し 続けない でく ださい。 

ポンプび 故障す る おそれび あり ます。 

■ノズルび つまった ときは 

ノズルび つまった ときは トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

ピンな どで 取り 除かないで ください。 ノズ j レび 損傷す る おそれび あ ります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

4WD オート モード （ガソリン 車) 


走行の 安定性 や運輯 性能を 高める ため、 走行 状況に 応じて F  F  (前輪 
駆動） 走 巧と 4WD  (4 輪 駆動） 走行を 自動のに 切り替えます。 


4WD オート モードを 使用す 
る。 

4WD オート モード 表示 打び 数回 
点滅 後 点 打し、 4WD オー ト モード 
になります。 

再度 押す と 表示 打び 消 打し、 FF 
モー ドに な 0 ます。 


□知識 


■  4WD オー トモー ド 表示な について 

•  4WD オー トモ ー ドで 走行 中、 前後 輪の 回転 速度の 差び 大 さい 状態び 長時間 
続いた 場合な どには、 4WD オー トモ ー ド 表示灯び 点滅し ます。 

表示 打の 点滅 中は 駆動 系 部品の 保護の ため、 後輪への 駆動力 配分を 休止し、 
FF モードと なります。 

この場合は、 エンジンを かけた まま 次の 対応を 行って ください。 

- 表示 打び 点滅し な < な るまで 車 速を 落とす。 

- 表示 打び 点滅し なくなる まで 停車す る。 （エンジンは 停止し ない） 

♦  4VVD システムに 異常び 発生した ときには、 4VVD オー トモ ー ド 表示 打び 消 打 
する ことび あります。 この場合には、 4VVD オート モード スイッチの 位置に 
かかわらず FF モー ドと なります。 


■  4WD オー トモー ドを 使用 しないと きは 


スイッチを 押し、 FF モードに してく ださい。 FF モードに する ことにより 燃費 
性能を 高めます。 


262 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

クルーズ コン トロール* 


アクセル ペダルを 踏まなくても 一定の 速度で 走行で きます。 

I クルーズ コン ト □ー ル 表示な 
I クルーズ コント □ー ルス イツ 
チ 


ON-OFF スイッチを 押して、 シ 
ス テムを ON にす る。 

メー ター内の クルーズ コン ト □一 
ル 表示 打び 点 打し ます。 

日 FF にす るには、 再度 スイッチを 
巧し ます。 


希望の 速度まで 加速/減速し、 
レバーを 下げて 速度を 設定す 
る。 

レノ （一を 離した とさの 速度で 定速 
走行で さます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■設定 速度を かえる 

設定 速度を かえるには、 希望の 速度になる まで レバーを 操作し ます。 

n 速度を 上げる 
且 速度を 落とす 

微調整： レバーを 上 または 下に 軽 
< 操作して 手を 離す 

調整： 希望の 車 速になる まで レ 
バーを 保持す る 


設定 速度は、 次の 通りに 増減され ます： 
微調整： レバー 操作す る ごとに 約]. 6  km/h 
調整： レバーを 保持す る 間 


n 解除す るには、 レバーを 手前 
に 引く 

ブレーキを 踏んだ とさち 解除され 
ます。 

曰定速 走行に もどす には、 レ 
バーを 上げる 

レバーを 上げる と、 ちとの 定速走 
行に ちどります。 ただし、 実際の 
速度び 約 4 日 km/h じ^ 下になる と 
設定 速度び 消去され るた め、 復帰 
しません。 


■ 定速 走行を 解除す る- 復帰させる 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


□知識 

■設定 条件に ついて 

•シフ トレバーび D または S の 4 レンジ じ (上のと き 設定で きます。 

(2GR-FE エンジン 搭載 車） 

•シフ トレバーび D または M の 4 レンジ じ I 上のと き 設定で きます。 

(2AZ-FE エンジン 搭載 車） 

•シフ トレバーび D または S のと さ 設定で さます。 

(2AZ-FXE エンジン 搭載 車） 

•車 速は 約 4 日 km/h から 約] 日日 km/h の 範囲で 設定で さます。 

■車 速 設定 後の 加速に ついて 

♦通常 走行と 同様に アクセルで 加速で さます。 加速 後、 設定 車 速に もどります。 

•クルーズ コント □ー ルを 解除し なくても、 希望の 速度まで 加速して、 レバー 
を 下げる ことにより 設定 車 速を 変更す る ことび でさます。 

■定速 走行の 自動 解除 

次のと さ、 自動的に 定速 走行び 解除され ます。 

•設定 速度より 実際の 速度び 約 ]  6  km/h (上 低下した 
♦実際の 速度び 約 4 日 km/h 1；( 下に なった 
•  VSC び 作動した 

■定速 走行 中に 表示な び 黄色に 点な (セグメント 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ 
ス プレイ 装着 車） し、 警告メッセージび 表示 （ドッ ト 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ 
ン ディスプレイ 装着 車） された ときは 

日 N- 日 FF スイッチで システムを 一度 日 FF にし、 再度 設定して ください。 

設定で さない とさ、 またはす ぐに 解除され ると さは、 システム 異常の おそれび 
あります。 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 警告 

■誤 操作を 防ぐ ために 

クルー ズ コント □- ルを 使用 しないと きは ON-OFF スイッチで システムを 日 FF 
にして < ださい 

■クルーズ コント □ー ルを 使用して はいけ ない 犬況 

次の 状況では、 クルーズ コン ト □ー ルを 使用し ないで ください。 

車の コント □ー ルを 失い、 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦交通量の 多い 道 
•急カーブの ある 道 
•曲がりくねった 道 

•雨天 時 や、 凍結 路、 積雪 路 などの すべりやすい 路面 
参 急な 下り坂 

急な 下り坂では 設定 車 速 上になる ことび あります。 

•車両 けん 引 時 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

レーダー ク J レー ズ コント n—j レ* 


アクセル ペダルを 踏まなくても、 車 間 制御 モー ドで 先行 車の 車 速 変化 
に 合わせた 追従 走行を 行ったり、 定速 制御 モー ドに より 一定の 速度で 
走行で さまず。 

先行 車との 車間距離び 確保し やすい 高速道路 や 自動車 専用 道路な どで 
使用して ください。 

n 表示な 
曰 ディスプレイ 
且 設定 速度 

□ 車間距離 切 り 替え スイッチ 
且 レーダークルー ズ コン ト □- 
ルス イッチ 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■車 速を 設定ず る （車 間 制御 モード) 


ON-OFF スイッチを 押して シス 
テムを 日 N にす る。 


OFF にす るには 再度 日 N-OFF ス 
イッチを 押します。 


希望の 速度まで 加速/減速し、 レ 
ノ  く 一を 下げて 速度を 設定す る。 

レノ （一を 離 したと さの 速度で 定速走 
行で さます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■設定 速度を かえるには 

設定 速度を かえるには、 希望の 速度び 表示され るまで レバーを 操作 
しよ 9  〇 

n 速度を 上げる 
曰 速度を 落とす 

微調整： レバーを 上 または 下に 軽く 
操作して 手を 離す 

調整： 希望の 車 速になる まで レバー 
を 保持す る 


車 間 制御 モードでは、 設定 速度は、 次の 通りに 増減され ます： 

レバーを 保持す る 間 

微調整で 設定 速度を 変更す る ことは でさません。 

定速 制御 モード (^P.  274) では、 設定 速度は、 次の 通りに 増減され ます： 
微調整： レバー操作を する ごとに 約]. 6  km/h 
調整： レバーを 保持す る 間 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


車間距離を 変更ず るには （車 間 制御 モード) 


スイッチを 押す ごとに 次の よう 
に 車間距離を 切り替えます 

n 長い 
曰 中間 
且 短い 

"エンジン スタート ストップ" ス 
イッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モード 
く  " パワー" スイッチび 日 N モー 
ド  >  になる たびに n に 設定され ま 
す。 

先行 車び いる 場合、 先行 車 マークち 
表 TJX されます。 


■車間距離 選択の 目ち 

次の 目安を 参考に 車間距離を 選択して ください。 
(車 速 80  km/h で 走行して いる 場合） 

なお、 車 速に 応じて 車間距離は 増減し ます。 


車間距離 選択 

車間距離 

長 

約 己 日 m 

中 

約 4 日 m 

短 

約 3 日 m 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■制御を 解除ず る- 復帰させる には 

n 解除す るには レバーを 手前に 
引 < 

ブレーキを 踏んだ とさち 解除され ま 
す。 

曰 もとの 制御 状態に もどす には、 
レバーを 上げる 

レバーを 上げる と、 ちとの 定速 走行 
にを どり ます。 

ただし、 実際の 速度び 約 4 日 km/h 
じ (下のと さは 復帰し ません。 

また、 定速 制御 モードで 使用して い 
ると きは、 約 4 日 km/h じ (下になる 
と 設定 速度び 消去され るた め、 復帰 
しません。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


I 車 間 制御 モー ドでの 走行 

この モ ー ドでは レ ー ダ ー セン ヴ ー により、 車両 前方 約 ]  00  m じ (内の 先 
行 車の 有無- 先行 車との 車間距離を 判定して 先行 車との 適切な 車間距離 
を 確保す る 制御を します。 

長い 下り坂を 走行して いると さは、 車間距離び 短め になります。 


n 定速 走行 
先行 車び いないと さ 

運転ち び 設定した 車 速で 定速 走行し ます。 また、 車間距離 切り替え スイッチを 操 
作して、 希望の 車間距離に 設定す る ことち でさます。 

且 減速 走行 

設定 した 車 速より 遅い 先行 車び 現れた とさ 

先行 車を 検知 すると 自動で 減速し、 より 大 さな 減速び 必要な 場合は ブレーキ びか 
かります。 十分に 減速で さない 状態で 先行 車に 接近した 場合は、 接近 警報を 鳴ら 
します。 

且 追従 走行 

設定 した 車 速より 遅い 先行 車に 追従す ると さ 

先行 車の 車 速 変化に 合わせて、 運転を の 設定した 車間距離になる よ ラ 追従し ます。 

n 加速 走行 

設定した 車 速より 遅い 先行 車び いな < なった とさ 

設定 車 速まで 加速し、 定速 走行に ちどります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


I 接近 警報 

追従 走行 中の 他 車の 割り 込みな ど、 十分な 減速び でさない 状態で 先行 車 
に 接 おした ときは、 表示の 点滅と ブヴ ーで 運転者に 注意を うなび します。 
その 場合は、 ブ レーキを 踏むな ど 適切な 車間距離を 確保 してく ださい。 

■警報され ない とさ 

車間距離び 短くても、 次の ような 場合は 警報され ない ことび ありま 
す。 

♦ 先行 車と 自 車の 車 速び 同じ か 先行 車の 方び 速い とさ 
♦ 先行 車び 極端な 低速 走行を している とを 
♦ 速度を 設定した 直後 
♦ アクセル ペダルび 踏まれた とさ 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


I 定速 制御 モー ドを 選択ず る 

定速 制御 モードを 選択した とさは、 車 間 制御 モードと 異なり、 先行 車の 
有無に 関わら ず 一定の 速度で 走行 します。 

n 日 N- 日 FF スイッチを 押して、 シ 
ス テムを ON にす る 

OFF にす るには 再度 ON-OFF スイ ッ 
チを 巧し ます。 

曰定速 制御 モードに 切り替え 
(約] 秒 間 レバーを 前方に 押し 
続ける） 

定速 制御 モー ドに 切り替え ると、 定速 
制御 モー ド 表示 打び 点 打し ます。 

定速 制御 モー ドから 車 間 制御 モード 
にも どす には、 再度 レバーを 前方に 約 
] 秒 間 押し 続けます。 

希望の 速度を 設定した あとは 車 間 制 
御 モー ドに 切り替える ことは でさ ま 
せん。 

"エンジン スター トス トップ" スイ ッ 
チく  "の一" スイッチ  >  を 日 ドドに 
し、 再度 "エンジン スタートス トッ 
プ" スイッチを イグ ニッシ ョン 日 N 
モード  <  "パワー" スイッチを ON 
モード  >  にした 場合は、 自動で 車 間 
制御 モードに ちどります。 

設定 速度を かえるには 
^P.  269 

制御を 解除す る- 復帰させる には 
^P.  271 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


□知識 

■設定 条件に ついて 

•シフト レノ （一び D または S の 4 レンジ じ I 上のと き 設定で きます。 （ガソ U ン 車） 
•シフ トレバーび D または S のと さ 設定で さます。 （八 イブ U ッ ド 車） 

•車 速は 約 己 日 km/h から 約] 日 0  km/h の 範囲で 設定で きます。 

■車 速 設定 後の 加速に ついて 

通常 走行と 同様に アクセル 操作で 加速で さます。 加速 後、 設定 車 速に ちどり ま 
す。 ただし、 車 間 制御 モード 時は 先行 車との 距離を 保持す るた め 設定 車 速！; (下 
になる ことち あります。 

■車 間 制御 走行の 自動 解除 

次のと さ、 自動的に 車 間 制御に よる 走行び 解除され ます。 

•車 速び 約 4 日 km/h  下に なった 

•  VSC び 作動した 

♦センサーび 何 かで 而 さびれて 適切に 働かない 

•ワイパーび 高速で 作動した （ワイパー スイッチを "AUTO" モード または 高 
速 作動の 位置に したと さ） 

その他の 理由で 車 間 制御 走行び 自動 解除され ると さは、 システムび 故障して い 
る 可能性び あります。 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

■定速 制御 走行の 自動 解除 

次のと さ、 自動的に 定速 制御び 解除され ます。 

♦設定 速度より 実際の 車 速び 約 ]  6  km/h  iU 上 低下した 
♦車 速び 約 4 日 km/h  Lil 下に なった 

♦  VSC び 作動した 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■ レーダー センサーと グリル カバーに ついて 

車 間 制御を 正しく 働かせる ために センサーと グ U ルカ バーは 常にされ いにして 
おいてく ださい。 （ビニール やつらら や 雪な ど、 巧れ 検知 機能で 検 知で きないち 
のちあります。） 

汚れを 検 知した とさは、 レーダー クルーズ コン ト □ー ルは 解除され ます。 

n グ U ルカ バー 
且 レーダー センサー 


■ レーダー クルーズ コント □ー ルの 警告メッセージ. 警告 ブザー 

走行 操作に 関してを 意び 必要な 場合 や、 システムに 異常び 発生した とさには、 警 
告 メッセー ジや 警告 ブヴー で 注意を うなび します。 (^P.  4 已 8) 


A 警告 

■ち 全に お使いい ただく ために 

安全運転を 行う 責任は 運転者に あります。 装置を 過信せ ず、 運転者は 常に 自ら 
の 責任で 周囲の 状況を 把握し、 安全運転を 必 がけて ください。 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルは 運転者の 操作の 一部を 支援し、 操作 負担を 軽 
減す るた めの システムで、 支援の 範囲には 限りび あります。 

システムび 正常に 機能して いてち、 運転者び 認識して いる 先行 車の 状況と シス 
テムび 検 知して いる 状況び 異なる 場合び あります。 したびって 注意 義務- 危険 
性の 判断 •安全の 確保は 運転者び 行う 必要び あります。 なお、 誤った 使い方を 
したり、 操作 慣れな どで 注意を 怠ったり すると、 思わめ 危険を 招く ことび あり 
よ 9  〇 
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A 警告 

■ システムの 支援 内容に 関する ま 意 点 

システムの 支援には 限界び あるた め、 次の 点に を 意して ください。 

システムを 過信す ると 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

•運転者び 見る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルは、 自 車と 設定され た 先行 車との 車間距離を 検 
知す るの みで あり、 わき 見や ぼんやり 運転を 許容す る 装置で も、 視界 不良を 補 
助す る 装置で ちありません。 

運転者 自らび 周囲の 状況に 注意を 仏う 必要び あります。 

•運転者び 判断す る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルは、 自 車と 設定され た 先行 車との 車間距離び 適 
正 かどう かを 判断して おり、 それ じ I 外の 判断は しません。 このため、 危険性び 
あるか どうかな ど 運転者は 自ら 安全の 判断を する 必要び あります。 

•運転者び 操作す る 過程での 支援 内容 

レーダー クルーズ コント □ー ルは、 先行 車への 追突を 防止す る 機能は ありませ 
ん。 このため、 危険性び あれば 運転者 自らび 安全を 確保す る 必要び あります。 

■誤 操作を 防ぐ ために 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルを 使わない ときは ON-OFF スイ ツチで システム 
を OFF にして ください。 
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A 警告 

■ レー ダー クルー ズコン ト〇— ルを使用してはいけない1|犬況 

次の 状況では、 レーダー クルーズ コン ト □ー ルを 使用し ないで ください。 

適切な 制御び 行われず、 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪 
の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

•交通量の 多い 道 

♦急カーブの ある 道 

•曲がりくねった 道 

♦雨天 時 や、 凍結 路 •積雪 路 などの すべりやすい 路面 
•急な 下り坂 や 急で 勾配の 変化び 激しい 坂 
•高速道路の 出入り □ 

•レーダー センサーび 正しく 働かない ような 悪天候 時 （霧 •雪- 砂嵐- 激しい 雨 
など） 

•接近 警報び ひんぱんに 鳴る とさ 
•車両 けん 引 時 

■センサーび 正 しく 検知 しない おそれの ある 先行 車 

次の ような 場合は、 必要に応じて ブレーキで 減速して ください。 

センサーび 正しく 車両を 検知 でさず、 接近 警報 (^P.  273) も 作動し ないた め、 
重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦先行 車び 急に 割り込ん でさた とさ 
• 先行 車び 低速で 走行 中のと さ 
♦停車 中の 車び いると さ 

•先行 車の 車両の 後部び ル さすざる とさ （荷物を 積んで いない トレーラー など） 
•同 じ 車線を こ 輪 車び 走行 中のと さ 
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A 警告 

■車 間 制御び 正しく 働かない おそれの ある 犬況 

次の 状況では、 必要に応じて ブレーキで 減速して ください。 

レーダー センサーび 正常に 車両を 検知 せず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

•周囲の 車より 水 や 雪び まさ 散らされ、 レーダー センサーの 作動の さまたげ にな 
る 場合 

•自 車の 車両 姿勢び 上向 さになる 場合 （重い 荷物を 積んだ とさな ど） 

•カーブ 路や 車線 幅び 狭い 道路な どを 走行す る 場合 

•八ン ドル 操作び 不安定な 場合 や 車線 内の 自 車の 位置び 一定で ない 場合 

♦先行 車び 急 ブレーキを かけた 場合 

■ レーダー センサーの 取り扱い 

レーダー クルーズ コント □ー ルび 効果を 発揮で さるよう に 次の ことを お守りく 
ださい。 お守りいた だかない と、 センサーび 正し  <  作動せ ず、 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 

•センサーと グ U ルカ バーは 常にされ いにして おく 
お 手入れを する 際は、 センサー やグ U ルカ バーを 傷つけな いよう、 柔らかい 巧 
を 使って ください。 

•センサー 周辺への 強い 衝撃を 避ける 

センサーの 位置び ずれる と、 システムに 異常び 起こる おそれび あります。 セン 
ヴ ー、 または 周迈に 強い 衝撃を 受けた 際は、 必ず トヨタ 販売店に て 点検を 受 
け、 調整して ください。 

•センサーを 分解し ない 

•センサー やグ U ルカ バー 周辺に ア クセヴ U —を つけたり、 ステッカーを 貼った 
り しない 

•センサー やグ U ルカ バーを 改造したり 塗装した りしない 
参 純正 品 じ (外の 部品に 交換 しない 

•センサーは 電波法の 基準に 適合して います。 センサーに 貼りつ けられて いる ラ 
ベルは その 証明です のでは びさないで ください。 また、 センサーを 分解 •改造 
すると 罰せられる ことび あります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

LKA  (レーン キーピング アシスト）* 


白 （黄） 線の 整備され た 高速道路 や 自動車 専用 道路を 走行 中に、 白線 
認識 用 カメラを 利用 して 車線を 認識させる こ とに より、 車線 内の 走行 


を 支援し まず。 


■車線 逸脱 警報機 能 

車線から 逸脱す る 可能性び あると システムび 判断した 場合に、 ピピ 
ピピ •-  •という ブヴー や マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 
表示、 八ン ドルの 動 さに よる 体感 警報を 用いて 注意を うなび しま 
す。 


■車線 維持 支援 機能 

車線の 中央 付近を 走行す る 際に、 ル さい 力の 範囲で 操船 力を 付加す 
る ことにより ドライバーの 八ン ドル 操作を 支援し ます。 

車線 維持 支援 機能 作動 中は 体感 警報は 作動 しません。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


設定の しかた 

LKA スイッチを 押す と、 白 （黄） 線の 認識 状態、 車 速、 レーダー 
クルーズ コント □ー ル （車 間 制御 モード） の 設定 状況に 応じて 車線 
逸脱 警報機 能と 車線 維持 支援 機能び 作動し ます。 

•  \  日 又た 


解除す る には 再度 スイ ツチを 押し 
ます。 


281 


2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■各 機能の 作動 条件 


LKA スイッチ 
設定 

レーダー クルーズ 
コン ト □ー ルの 
ソス X ム設疋 

車線 逸脱 警報機 能 

車線 維持 支援 機能 

車 速び 約 日日〜 

1 20km/h 

車 速び 約 6 己〜 

1 00 km/h 

ON 

OFF 

〇 

X 

ON 

設定 車 速び 約 
64km/h  下で 
車 間 制御 走行して 
いると さ 

〇 

X 

ON 

設定 車 速び 約 

6 己 km/h じ Lb で 
車 間 制御 走行して 
いると さ 

〇 

(車 速 約 5 日〜 
65km/h、 

1 00 km/h  〜） 

〇 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 表示 


LKA び 制御 中のと さ、 車線 表示と 八ン ドル 表示に よって、 LKA び 作動 
している ことを 表示し ます。 

n 八ン ドル 表示 

八ン ドル 表示 +READ 丫 とい ラ 表示び 
出て いると さ： 車線 維持 支援 機能び 開 
始 可能な 状態 

八ン ドル 表示の みのと さ： 車線 維持 支 
援 機能 作動 中 

曰 レーダー クルーズ コン ト □ー ル 
表示 

且 車線 表 TJX 

線び 細い とさ： 白 （黄） 線び 認識で さ 
ていない または、 機能を 一時 解除して 
いる （このと き ピピッ という ブヴ ーび 
鳴ります。） 

線び 太いと さ： 車線 逸脱 警報機 能 作動 
中 

車線 維持 支援 機能 作動 中 


283 


2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


□知識 

■機能の 一時 解除 

次の いずれ かの 場合、 機能を 一時的に 解除し ます。 解除され たと さの 状況び 改 
善され ると、 作動を 再開し ます。 

♦ ち 向 指示 レノ  く 一を 操作 したと さ 

♦車線 変更に 相当す る 程度の 操船 力で 八ン ドルを 操作した とさ 
•ブ レーキ ぺダ j レを 踏んだ とき 

レーダー クルーズ コン ト □ー ルび 解除され るた め、 ブレーキ 操作を 止めて ち 
車線 維持 支援 機能は 再開 しません。 

♦作動 条件 iU 外の 車 速に なった とさ （車線 維持 支援 機能の 作動 中は ブヴー あり） 
•走行 中の 白 （黄） 線び 認識で き なくなった とき 佳 線 維持 支援 機能の 作動 中は ブヴー あり） 
•ワ イノ  く 一び 連続で 作動 したと さ （車線 維持 支援 機能の 作動 中は ブヴー あり） 
•車線 維持 支援 機能の 作動 中に 手放し 運転 警告び 作動した とさ （ブヴ ー あり） 
♦車線 逸脱 警報機 能び 作動 したと さ 

車線 逸脱 警報機 能び 作動 した あとは、 数秒 間 経過す るまで 機能は 再開 しません。 

■手放し 運転 警告に ついて 

車線 維持 支援 機能 中に、 直 線路で 約] 己 秒、 または カーブで 約 己 秒 手放し 運転 
と 判断され た 場合は、 ピピッ とブヴ ー音び 鳴り、 マルチ インフォメーション デイ 
ス プレイの 表示び 点滅し、 機能び 一時的に 解除され ます。 ただし、 路面 状況に 
より、 作動び 中断し ない 場合び あります。 

■炎天下に 駐車した とさ 

走行 開始 後、 しばらく 作動し ない ことび あります。 室内 温度び 低下し、 白線 認 
識用 カメラ 周辺 (^P.  286) の 温度び 適温に なると 作動 開始と なる ので、 一旦 
LKA スイッチを OFF にして、 しばらく してから ON にして ください。 


■  LKA 作動 中に ついて 


LKA 作動 中に ドライバー 操船 操作び 加えられた 場合は、 作動を 中断し その 操作 
を 優先させます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 警告 

■  LKA を お使いになる 前に 

LKA を 過信し ないで ください。 前ち 不を 意を 補助す るち のでは ない ので、 常に 
八ン ドル 操作を して 進路を 修正し、 安全運転 に必 びけ てくだ さい。 

■正しく 作動させる には 

次の 場合に LKA を 使用す ると、 システムび 正しく 機能し ないた め、 LKA を OFF 
にして 走行して ください。 なお、 手放し 運転を 行った 場合は 十分な 性能び 確保 
でさません。 

♦白 （勤 線び かすれたり 巧れ たりして 見えに くいと さ 
•雨、 雪、 霧、 逆光な どで 白 （黄） 線び 見えに < い とさ 

•へッ ド ランプの レンズび 巧れ ていたり、 劣化な どに より 照射び 弱い とき や 光軸 
び ずれて いると さ 

•検札 所 や 料金所 手前な ど、 白 （黄） 線び 途切れる とさ 
•急激な 明るさの 変化び 連続す ると さ 

•道路 補修の 消し 残り 線 •影- 残雪- 雨の たまった わだちな ど、 白 （黄） 線と 紛 
ら わしい 線び 見える とさ 

•高速道路 などの 本線 （走行車線、 追い越し 車線） 1；( 外の 車線を 走行す ると さ 
•工事に よる 車線 規制 や 仮設 車線を 走行す ると さ 
•車線の 幅び 極端に 狭い とさ や 広い とさ 
• 先行 車と の 車間距離び 極端に 短  <  なった とさ 

•重い 荷物の 積載 や タイヤ 空気 圧の 調整 不良な どで、 車両び 著し  <  傾いて いると 
さ 

•反射 ポール 等の 構造 物び ある 場合 

•うねっ た 道路 や 荒れた 道路を 走行す ると さ 

•対向車のへ ッ ド ランプ 光び カメラに 入射した 場合 

•雨天 時 や 積雪- 凍結な どで すべりやすい 道路を 走行して いると さ 

•タイヤ、 サスペンションの 改造な ど、 指定され た 部品 iU 外を 装着した 際は、 十 
分な 性能を 確保で さません。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 迂 '言、 

■白線 認識 用 カメラ 


LKA の 故障 や 誤 操作を 避ける ために、 次の 
ことを お守りく ださい。 


•フ □ント ガラスは、 いつち されい にしておく 
雨滴、 結露、 氷雪な どの 付着に よって 性能び 低下す る ことび あります。 

♦カメ ラに 強い 衝撃 や 力を 加えない、 また 分解 しない 

•カメラの 向 さは 厳密に 調整され ている ため、 取りつ けを 変更したり、 取りは ず 
したり しない 


•イン ナー S ラーの 位置を カメラの レンズ 前に 調整し ない 

•寒冷 時な どに ヒーターを 足元 モー ドで 使用 してる と、 フ □ン ト ガラスの 上部び 
曇り、 映像に 影響を 与える ので、 そのと さは フ □ント デフ □スター (^P. 
324) で ガラスの 曇りを 取る 

参 ダッシュ ボー ドの 上に ちのを 置かない 
フ □ント ガラスに 映り こんだ 映像を、 白 （黄） 線と 誤って 認識す る 場合び あり 
よ 9  〇 


•カメラの レンズを 巧したり、 傷を つけたり しない 
♦カメラの レンズ 前の フ □ント ガラスに シール 等を 貼らない 
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2-4. その他の 走行 装置の 使い方 

ク U アラン スソナ ー 


クリアランス ソナ ーは、 車両と 障害物との おおよその 距離を 超 音艘セ 
ンヴ ーに よって 感知して、 メーター 内の 表示と ブザー 音で 運転者に お 
ミ 日 5 せし ます。 

メーカー オプ シヨ ンの ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車は、 モニター 画 
面 でら 距離を 表示し まず。 

■ センサーの 種類 


■クリアランス ソ ナース イッチ 


n フ □ン トコー ナー センヴー 
且 U ヤ コーナー センサー 
且バ ック センサー 


ON /OFF 

スイ ツチを 押す とク IJ アラン スソ 
ナーは 日 N になり、 表示 打び 点 打 
します。 

OFF にす るには 再び スイ ツチを 押 
します。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■メ ー タ ー の 表示 

► ドット 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 

マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ 
ス プレイに 表示され ます。 

n フ □ン トコー ナー センサー作 
動 表 7J\ 

曰 U ヤ コーナー センサー 作動 表 
示 

且 バック センサー 作動 表示 
►セ グメン ト 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ ス プレイ 装着 車 

メ ー タ ー 内に 表 术 されます。 
n フ □ン トコー ナー センサー作 
動 表 7J\ 

曰 U ヤコ ー ナ ー セン ヴ ー 作動 表 
示 

且バ ック センサー 作動 表示 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


モニター 画面の 表示 （メーカー オプションの ナビ ゲー シヨ ン 
システム 装着 車） 


□ 


BTO24CD024 


障害物を 感知す ると 自動的に 表 
示されます。 

n バック ガイ ド モニター- パノ 
ラ ミック ビュー モニター非 表 
示 時 

表示され ない よ ラに 設定す る こと 
びで きます。 (^P.  294) 

曰 バック ガイ ド モニター- パノ 
ラ ミック ビュー モニター 表示 
時 

画面 上に 簡略 表示され ます。 

(左の 画面は バック ガイ ドモニ 
ターの 場合です。） 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


[距離 表示の 見方 


■ コーナー センサー 


障害物までの 

おおよその 

距離 

メータ 

一 表示 

モニター 表示 

ド' ット 
表示 式 

セグメント 
表示 式 

割り込み 表示 

約 6 日〜 

4 己 cm 

因 

因 

WM 

画 

1 

(点 打） 

(点 打） 

(点 打） 

(点滅） 

(点滅） 

約 4 己〜 

3 日 cm 

向 

凹 

田 

m 

田 

(点 打） 

(点 打） 

(点 打） 

(早い 点滅） 

(早い 点滅） 

約 30cm 
下 

回 

Q 

Q 

田 

1 

(点滅） 

(点滅） 

(点 打） 

(点 打） 

(点 打） 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


バック センサー 


障害物までの 
おおよその 距離 


> — 夕 一 衣 汀^ 


ドッ ト 表示 式 


セグメント 
表示 式 


モニター 表示 
(割り込み 表示） 


約] 日日- 
6 日 cm 


国圓 


(点 打） 


(点な） 


H 

(遅い 点滅） 


(遅い 点滅） 


約 6 日〜 
4 己 cm 


約 4 己〜 
3 己 cm 


約 35cm  liTF 


圓 B 


(点 打） 


(点な） 


B 

(点滅） 


(点滅） 


(点な） 


my 


B  B  B 


(点滅） 


(点滅） 


(点な） 


(点 打） 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


[音声 案内と ブザー 音 


障害物を 感知す ると、 ブヴ ーび 鳴ります。 

メーカーオプションの ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車は、 ブヴ ー音と 同時に 音声 
案内を 行います。 

•障害物との 距離び 近づ <  と、 ブヴ ーの 断続 時間び 短 < なります。 障害 
物との 距離び 次のと さ、 ブヴ ーは 断続 音 「ピ ピピ」 から 連続 音 「ピー」 
になります。 

- フ □ン ト コーナー センサー または U ヤ コーナー センサーび 感知し 
た 障害物との 距離び 30cm  下 
- バック センサーび 感知した 障害物との 距離び 35cm  iU 下 
♦ 複数の センサーび 同時に 障害物を 感知して いると さは、 ちっとち おい 
障害物との 距離に 合わせた ブヴ ー音び 鳴ります。 

ただし、 感知した 障害物の どちら かび 上記の 距離より 近づ < と 、ブ 
ヴ ーは 断続 音 「ピ ピピピ ピピ」 と 連続 音 「ピー」 を 繰り返します。 ま 
た、 両方び 上記の 距離より 近づ < と、 ブヴ ーは 断続 音 「ピ ピ」 と 連続 
音 「ピー」 を 繰り返します。 

• ブヴ ーの 音量と 鳴る タイミングは、 変更す る ことび でさます。 

- メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車 （^P.  293) 

- メーカーオプションの ナビ ゲー ショ ン システム 非 装着 車 
UP.  519) 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


障害物を 感知で さる 節 囲 


n 約 60cm  (約 0.6m) 

曰 約] 己 0cm  (約] .5m) 

感知で さる 範囲は 左 図の 通りです。 た 
だし、 障 書物び センサーに 近づ さすぎ 
ると 感知で さません。 

障 書物の 形状 • 条件に よっては 感知で 
さる 距離び 短 < なること や、 感知で さ 
ない ことび あります。 


|§ 声 案内 • モニター 画面 表示 • ブザーの 設定 (メーカーオプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車) 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ョン ON モード 
く  "パワー" スイッチび 日 N モード >  のとを、 クリアランス ソナ ーの 
設定を する ことび でさます。 


U] 画面 外の 


設定 •編集 


を 押す。 


互 画面 内の 運転 支援 に タッチす る。 


司 画面 内の クリアランス ソナー 設定 に タッチす る。 


ブザー 音量 設定 

設定したい 音量に タッチす る 
ブヴ ー音 量を 調整す る ことび でさます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■ ソナー 表示の ON  .  OFF 

画面 内の 以ナー 表示な し I に タッチす る 

•「ソ ナー 表示な し」 にす ると、 タッチ スイッチの 作動 表示な び 点な 
し On  9  〇 

障 書物び 感知され たと さ、 自動的に ク IJ アラン スソナ ー画 面び 表示され るか ど ラ 
か 設定す る ことび でさます。 

■画面 表示- ブザー タイミング 

画面 内の 呼 替ぇ I に タッチす る 

♦タッチす る ごとに、 感知 範囲び 「遠」 （約 150cm  内） と 階」 
(約 60cm  iU 内） に 切り替わります。 

バック センサーの 割り込み 表示び 表示され る 感知 範囲と、 ブヴ ーび 出力され る感 
知 範囲を 調整す る ことび でさます。 

□知識 
■作動 条件 

•フ □ン トコー ナー センサー: 

- "エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく 
"パワー" スイッチび 日 N モード  >  の とさ 
- シフト レバーび P じ (外に あるとき 
- 車両の 速度び 約 ] 日 km/h  下のと さ 
•  U ヤ コーナー センサー- バック センサー： 

- "エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく 
"パワー" スイッチび ON モード > の とさ 
- シフト レバーび R にある とさ 


294 


2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■センサー について 

♦次のと さク U アラン スソナ ーび 正常に 作動し ない ことび あり、 思わめ 事故に 
つながる おそれび あり 危険です。 を 意 して 運転 して < ださい。 

- センサーに 氷、 雪、 ミ 尼な どび 付着した とき （取り除けば、 正常に 復帰し ます） 

- センサー部び 凍結した とき 懈 ければ、 正常に 復帰し ます） 

とくに 低温 時には 凍結な どに より 異常 表示び 出たり、 障害物び あっても 感 
知し ない ことび あります。 

- センサーを 手な どで 覆った とさ 
- 炎天下 や 寒冷 時 

- 凸凹 道、 坂道、 砂利道、 草 むら 走行 時な ど 

- 他 車の ホーン、 オートバイの エンジン 音、 大型車の エアブレーキ 音、 他 車 
のク U アラン スソナ ーな どの 超音波を 発生す る ものび 近づいた とさ 
- どし やぶりの 雨 や 水し ぶ さび かかった とさ 
- 車両 姿勢び 大さ < 傾いた とさ 

- 市販の フェンダー ポール、 無線機 アンテナを 車に つけたと き 
- けん 引 フックを 取りつ けたと さ 
- 標識な どの 物体に よっては 感知 距離び 短 < なります 
- バン パー真下 付近は 感知し ません 

センサーより 低い 物体 や 細い 杭な どは、 一度 感知 してち 接近す ると 突然 感 
知し なくなる ことび あります。 

. ソナ ーに 障害物び 近づ さす ざた とさ 

. バンパー や センサー 部 付近に 物を ぶつけた とさ や、 たた < などの 強い 衝撃 
を 与えた とさ 

- トヨタ純正品1;^外のヴスぺンションを取りつけたとき 
障害物の 形状. 条件に よっては 感知で さる 範囲び 短くなる こと や、 感知で さな 
いこと びあります。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■センサー について 

♦正確に 感知で さない ことび ある 障害物 
次の よう な 物は 感知 しない ことがあ ります。 注意 して 運転 してく ださい。 

- 針金、 フェンス、 □ープ などの 細い もの 
•綿、 雪な どの 音波を 吸収し やすいちの 
. 鋭角 的な わの 
- 背の 低い ちの 

- 背び 高く 上部び 張り出して いるもの 

■クリアランス ソナ ーに 異常び あると さは 

•マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 異常を 知らせる 画面び 表示され 
ます。 (^P.  456) (ドット 表示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 
装着 車） 

♦ソナ ーに 異常び あると さは、 異常の ある ソナ ーの 位置び 点滅し、 車両 マーク 
び 点 打し ます。 警告 ブヴ ーび 鳴ります。 （セグメント 表示 式 マルチ イン フォ 
メー シヨ ン ディ ス プレイ 装着 車） 

• ソナ ー部に 雪 氷 や ミ 尼な どび 付着 している とさは、 巧れ び 付着 している ソナー 
の 位置と 車両 マークび 点滅し ます。 警告 ブヴ ーび 鳴ります。 （セグメント 表 
示 式 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車） 

■カスタマイズ 機能 

ク U アラン スソナ ーの 設定な どを 変更で さます。 

(カスタマイズ ー覧^ P.  519) 
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A 警告 

■ク リア ランス ソナ ーを お使いになる 前に 

必ず 次の ことを お守り  <  ださい。 

お守りいた だかない と 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•車両の 速度び] 日 km/h を 超えない ようにして ください 

•センサーの 感知 範囲、 作動 速度には 限界び あります。 車を 前進 •後退す ると さ 
は、 必ず 車両 周迈 （とくに 車両 側面な ど） センサー 感知 範囲 外の 安全を 確認 
し、 ブレーキで 車 速を 十分に 制御し、 ゆっくり 運転して ください 

•センサーび 感知す る 範囲には ア クセヴ U — 用品な どを 取りつ けないで くださ 
し^ 


A  迂  fe、 

■洗車 時の ま 意 

高圧 洗車 機を 使用して 洗車 するとき は、 ソナ ー部に 直接 水を 当てないで くださ 
し、 強い 水圧に より 衝撃び 加わり、 正常に 作動し なくなる おそれび あります。 
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運拓を 補助す る 装置 


走行の 安全性 や 運転 性能を 高める ため、 走行 状況に 応じて 次の 装置が 
自動で 作動し まず。 ただし、 これ 5 の 装置は 補助 的なら のな ので、 過 
信せ ずに 運転に は 十分に 注意して く ださい。 

■  ABS  (アンチ □ック ブレーキ システム） 

急 ブレーキ 時 やすべり やすい 路面での ブレーキ 時に タイヤの □ック を 防ぎ、 ス 
IJ ップを 抑制し ます。 

■ブレーキ アシスト 

急 ブレーキ 時な どに より 大 さな ブレーキ カを 発生させます。 

■  VSC  (ビーク ルスタビ リ テイ コント □ー ル） 

急な 八ン ドル 操作 やすべり やすい 路面で 旋回す ると さに 横 すべりを 抑え、 車両 
の 姿勢 維持に 寄与し ます。 

■  S-VSC (Steering-assisted  Vehicle  Stability  Control)* 

ABS、 TRC、 VSC と EPS を 協調して 制御し ます。 

すべりやすい 路面な どの 走行で 急な 八ン ドル 操作を した 際に、 八ン ドル 操作 力 
を 制御す る ことで 車両の 方向 安定性 確保に 貢献し ます。 

■  TRC  (トラ クシ ヨン コント □- ル） 

すべりやすい 路面での 発進 時 や 加速 時に 駆動輪の 空転を 抑え、 駆動力を 確保し 
ます。 

■ ヒル スタ ー ト アシス ト コント □ — ル* 

上り坂 やすべり やすい e 面で 発進す ると さに、 車び 後退す るのを 緩和し ます。 
-^P.  305 

■  VDIM  (ビーク ル ダイナミクス イン テグ レイ テッ ド マネージ 
メント ） * 

A 巨 S  • ブレーキ アシスト- TRC  •  VSC  •  EPS を 総合的に 制御し ます。 
すべりやすい 路面の 走行な どで 急な 八ン ドル 操作を した 際に、 ブレーキ- 八イ 
ブ IJ ッ ド システム 出力を 制御す る ことで、 車両の 安定性 確保に 貢献し ます。 

■  EPS  (エレクトリック パワー ステアリング） 

電気 式 モーターを 利用して、 八ン ドル 操作を 補助し ます。 

■  PCS  (プリ クラッシュ セーフ テイ システム）* 

-^P.  307 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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VSC、 TRC、 ヒル スター ト アシス ト コン ト □- ルび 作動して いると き 
(ガソリン 車） 


車両び 横 すべりし そうに なった と 
さ、 前輪び 空転した とさ、 ヒ ルス 
ター ト アシス ト コン ト □ー ルを 作 
動 させ 坂道 発進を したと きは、 
VSC、 TRC、 ヒ J レス ター ト アシス 
ト コン ト □ー ルの 作動を 表示す る 
ために ス U ップ 表示な び 点滅し ま 
す。 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ル 
の 作動 時、 制動 打と 八 イマ ウン トス 
トップ ライトび 点 打し ます。 


VSC、 TRC、 ABS が 作動して いると き （ノ  V イブ リツ ド 車） 


VSC  •  TRC  •  ABS び 作動して い 
ると さは、 ス U ップ 表示な び 点滅 
します。 
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■TRC や VSC を 停止ず るには （ガソリン 車) 

めかる みや 砂地、 雪道な どから 脱出す ると さに、 TRC び 作動して いる 
と、 アクセル ペダルを 踏み込んでも エンジンの 出力び 上 びらず、 脱出び 

困難な 場合び あります。 このような ときに、 I 夕’ を 押す ことにより 脱 
出し やすくなります。 

■  TRC の 停止 方法 


TRC を 停止す るには 夕 を 押 
しよ 9  〇 

- TRC  OFF 表示び 表示され ます。 
(ドッ ト 表示 式 マルチ イン フォ メー 
シ ヨン ディスプレイ 装着 車） 

- TRC  OFF 表示 打び 点 打し ます。 

(セ グメン ト 表示 式 マルチ イン フォ 
メー シヨ ン デイ ス プレイ 装着 車） 


を ラー 度 夕 を 押す と、 システム 


作動 状態に ちどります。 
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TRC と VSC を 停止ず るには 


TRC と VSC を 停止す るには 停車 
時に 


A 


を 押し 3 秒 じ (上 保持し 


On  9  〇 

VSC  OFF 表示 打び 点 打し ます。 

- 同時に TRC  OFF 表示び 表示され ま 
す。 （ドット 表示 式 マルチ イン フォ 
メー シヨ ン ディ ス プレイ 装着 車） 

- 同時に TRC 日 FF 表示 打び 点 打し ま 
す。 （セグメント 表示 式 マルチ イン 
フ オメ ーシ ヨン ディスプレイ 装着 
車） 


ち ラー 度 


A 

OFF 


を 押す と、 システム 


作動 状態に もどります。 


U) 知識 

■  TRC や VSC の 自動 復帰に ついて （ガソリン 車） 

TRC や VSC を 作動 停止した あと、 "エンジン スタート ストップ" スイッチ 
を OFF にす ると 自動的に TRC と VSC は 作動 復帰 状態に もどります。 

■  TRC  OFF の 作動 制限 （ガソリン 車） 

TRC のみ 作動を 停止して いる 場合は、 車 速び 高くなる と TRC は 作動を 再開し 
ます。 

■  TRC と VSC  OFF の 作動 制限 （ガソ リ ン 車） 

TRC と VSC の 作動を 停止して いる 場合は、 車 速に よる 作動 再開はありません。 
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■  ABS、 ブレーキ アシスト、 VSC、 TRC の 作動 音と 振動 

•エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > 始動 時 や 発進 直後 や、 ブレーキを 繰り返 
し 踏んだ ときに、 エンジン ルームから 作動 音び 聞こえる ことび あります び、 
異常ではありません。 

•上記の システムび 作動す ると、 次の ような 現象び 発生す る ことび あります 
び、 異常ではありません。 

- 車体 や八ン ドルに 振動を 感じる 
- 車両 停止 後ち モーター 音び 聞こえる 

- ABS の 作動 時に、 ブレーキ ペダルび ル 刻みに 動く （ガソ U ン 車） 

- ABS の 作動 終了後、 ブレーキ ペダルび 少し 奥に 入る （ガソ U ン 車） 

■  EPS モーターの 作動 音 

八ン ドル 操作を 行った とさ、 モーターの 音 （ "ウィーン" という 音） び 聞こえる 
ことび あります び、 異常ではありません。 

■  EPS の 効果び 下がる とき 

停車 中 か 極 低速 走行 中に 長時間 八ン ドルを 回し 続ける と、 EPS システムの オー 
バー ヒートを 避ける ため、 EPS の 効果び 下がり 八ン ドルび 重く 感じられ るよう 
になります。 その 場合は、 八ン ドル 操作を 控える か、 停車し、 エンジンを 停止 
してく ださい。 ] 日 分 程度で もとの 状態に もどります。 


A 警告 

次の 状況では、 事故び 起さ、 その 結果 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 こに 
つながる おそれび あ ります。 

■  ABS の 効果を 発揮で きないと き 

•タイヤの グ U ップ 性能の 限界を 超えた とき 

•雨で めれ た 路面 やすべり やすい 路面での 高速 走行 時に、 八イ ド □プレーニング 
現象び 発生した とさ 
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A 警告 

■  ABS び 作動す る ことで、 制動 距離び 通常よりも 長くなる とき 

ABS は 制動 距離を 短く する 装置ではありません。 次の 状況では、 常に 速度を 控 
えめに して 前車と 安全な 車間距離を とってく ださい。 

•ミ 尼、 砂利の 道路 や 積雪 路を 走行して いると き 

•タイヤ チェーンを 装着して いると さ 

•道路の つなぎ目 など、 段差を 越えた とさ 

•凹凸の ある 路面 や 石 だた みな どの 悪路を 走行して いると さ 

■  TRC の 効果を 発揮で きないと き 

すべりやすい 路面では、 TRC び 作動して いてち、 車両の 方向 安定性 や 駆動力び 
得られない ことび あります。 車両の 安定性 や 駆動力を 失うよう な 状況では、 と 
くに 慎重に 運転して ください。 

■スリ ップ 表示な び 点滅して いると きは 

VSC び 作動 中で ある ことを 知らせて います。 常に 安全運転を 必び けて ください。 
無謀な 運転は 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 表示 好び 点滅した 
ときは とくに 慎重に 運転して ください。 

■  TRC や VSC を 日 FF に するとき は （ガソリン 車） 

TRC や VSC は 自動的に ブレーキ や エンジンの 出力を 制御して 駆動力 や 車両の 
方向 安定性を 確保し ようとす る システムです。 

そのため、 必要な とき Lil 外は TRC 機能、 VSC 機能を 作動 停止 状態に しないで 
ください。 TRC 機能 や VSC 機能を 作動 停止 状態に したと きは、 路面 状況に 応 
じた 速度で、 とく に 慎重な 運転を 必 びけ てく ださい。 

■タイヤを 交換 するとき は 

4 輪と ち 指定され た サイズで、 同じ メーカー、 ブランド、 トレッド パターン （溝 
模様） の タイヤを 使用し、 推奨され た 空気 圧に してく ださい。 (^P.  514) 
異なった タイヤを 装着す ると、 VSC、 TRC、 A 目 S び 正常に 作動し ません。 
タイヤ、 または ホイールを 交換す ると さは、 トヨタ 販売店に 相談して ください。 
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A 警告 

■タイヤと サスペンションの 取り扱い 

問題び ある タイヤを 使用したり、 サスペンションを 改造したり すると、 運転を 
補助す る システムに 悪影響を およぼし、 システムの 故障に つながる おそれび あ 
ります。 
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ヒル スタート アシスト コント □ー ル （ガソリン 車）* 


急な 上 り 坂 やすべり やず い fi 面を 発進ず ると きに、 車両の 後退を 緩和 
し 発進を 容易に 行う ことができます。 

車両び 完全に 停止して いる 状態で、 更に ブレーキ ペダルを 踏み込む と 
"ピ ッ" とブヴ ーび 鳴り、 スリップ 表示な び 点滅し ます。 


□知識 


■ ヒル スター ト アシス ト コント □ー ルに ついて 

•ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルの 作動 時間は、 ブレーキ ペダルから 足を 
離して 約 2 秒 間です。 

•ヒル スター ト アシス ト コン ト □- ルび 作動して いると きは、 ブ レー キ ペダル 
を 踏んで いなくて ち 制動 打と 八 イマ ウン トス トップ ライ トび点 打し ます。 

•ブレーキ ペダルを 踏み込んでも ス U ップ 表示 打び 点滅せ ず、 ブヴ ーび 鳴らな 
いと さは、 一度 ブレーキ ペダルを 踏む 力を 弱めて ください。 （車両び 後退し 
ない 程度） その後もう 一度 ブ レーキ ぺダ j レを 踏み込ん でく ださい。 

それでも 作動 しないと きは！; (下の 作動 条件を 確認して ください。 

■ ヒル スター ト アシス ト コント □— ルの 作動 条件に ついて 

♦次の 状態のと さに、 ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは 作動し ます。 

- シフ トレバーび P じ I 外の 位置のと さ 
- パーキング ブレーキび かかって いないと さ 
- アクセル ペダルを 踏んで いないと き 

•  XU ップ 表示 打び 点 打して いると きは、 ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ル 
は 作動し ません。 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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■ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ル 制御 ブザーに ついて 

•ヒル スタート アシスト コント □ー ルび 制御 可能 状態に なると "ピ ッ" とブ 
ヴ ーび] 回 鳴ります。 

•ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルび 作動 中に 次の 状態に なると、 制御 終了 
状態に なり "ピッ ピッ" とブヴ ーび 2 回 鳴ります。 

. ブレーキ ペダルから 足を 離して、 約 2 秒 間 運転 操作を 行わなかった とさ 
- シフト レバーを P の 位置に したと さ 
- パーキング ブレーキを かけた とさ 
- ブレーキ ペダルを 再度 踏み込んだ とさ 
- ブレーキ ペダルから 足を 離さずに 約 3 分 じ (上 経過した とさ 


A 警告 

■ ヒル スター ト アシス ト コント □ー ルに ついて 

•ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルを 過信し ないで ください。 急勾配の 坂 や、 
凍った 路面では ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルび 効かない ことび ありま 
す。 

•ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは パーキング ブレーキ のように 車を 長 時 
間駐 停車す るた めの 機能では あり ません ので、 同 機能を 坂道での 長時間の 駐停 
車の ために 使用し ないで  <  ださい。 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険で 
す。 
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PCS  (プ U クラッシュ セーフ テイ システム）* 


レーダー センサー により、 前方の 車両 や 障害物と 衝突の 可能性が ある 
と 判断した ときに、 警報に より 運転者に 巧して 回避 操作を うなび し、 
衝突の 防止に 役立ちます。 前方の 障害物と 衝突の 可能性び 高い、 また 
は 前方の 障害物と 衝突び 避け 5 れ ない と検 知した とさ、 自動的に シー 
ト ベル トや ブレーキ などに 働き かけ、 車両 損傷の 低減に 寄与し ます。 

■ プリ クラッシュ シートベルト 

プ IJ クラッシュ センサーにより 衝突 物び 検 知され、 衝突び 避けられな いと 判断 
したと さ、 衝突 前に シートベルトを 巻 さ 取ります。 

また、 急 ブレーキを かけた とさ や、 車び コント □ー ルを 失った とさを 同様に 作 
動し ます。 (^P.  130) 

ただし、 VSC システムび 作動して いないと さに、 横 すべりした 場合は 作動し 
ません。 

■ プリ クラッシュ ブレー 夺 アシスト 

衝突の 可能性び 高い とさに ブレーキ ペダルび 踏まれる 強さに 反応して ブレーキ 
力を 増強し ます。 

■プリ クラッシュ ブレー 夺 

前方の 車両 や 障 書物との 衝突の 可能性び 高い とさに 警告 打、 警告 表示、 ブヴー 
音で 警報を 行い、 さらに 衝突び 避けられな いと 判断した とさは、 ブレーキを か 
けて、 衝突 速度を 低減し ます。 スイッチを 使って、 プ IJ クラッシュ ブレーキを 
日 FF にす る ことび できます。 (^P.  308) 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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I プリ クラッシュ ブレーキの 切り替え 


BTO24CD031 


プ IJ クラッシュ ブレーキ 日 N 
プ IJ クラッシュ ブレーキ 日 FF 

日 FF にす ると PCS 警告 打び 点 打し ま 
す。 


I プリ クラッシュ センサー 


レーダー センサー により、 走行 中 
に 路上 または その 付近に 車 や 障害 
物び あるか どうかを 検 知し、 その 
物の 位置 や 車 速、 進路から 衝突す 
る 可能性を 事前に 判断し ます。 

n グ U ルカ バー 
曰 レーダー センサー 


□知識 

■センサーび 検知 しない 場合 
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■システムの 作動 条件 

•プリ クラッシュ シー ト ベルトの 作動 条件 ①： 

- 車 速び 約 3 日 km/h  LiLb 
- 緊急 ブレーキ や 車両の 横 すべりを 判断した とさ 
- フ □ント 席の 乗員び シートベルトを つけて いる 

•プリ クラッシュ シー ト ベルトの 作動 条件 ⑨： 

- フ □ント 席の 秉 員び シートベルトを つけて いる 
- 車 速び 約 己 km/h  LiLb 

- 自 車から みた 対向車 か 障害物の 接近 速度び 約 3 日 〜約 4 日 km/h 

•プリ クラッシュ ブレーキ アシストの 作動 条件： 

- 車 速び 約 3 日 km/h  liLb 

- 自 車から みた 先行 車 や 障害物の 接近 速度び 約 3 日 〜約 4 日 km/h 
. ブレーキ ペダルび 踏まれて いると き 

•プリ クラッシュ ブ レー キの 作動 条件： 

. プ U クラッシュ ブレーキ OFF スイッチび 押されて いないと さ 
- 自車 速度び 約] 已 km/h  上 

- 自 車から みた 先行 車 や 障害物との 接近 速度び 約 15  km/hLil 上 

■ システムの 作動 しない 環境 

プ U クラッシュ セーフ ティ システムは、 想定され てない 状況では 有効に 作動し 
ない ことち あります。 

•さつい カーブ や 起伏び ある 場所 

♦交差点な どで、 自 車の 進行ち 向に 急な 飛び出 しび ある 状況 
•自 車の 進行 方向に 車の 急な 割り込みび ある 状況 
♦雨、 霧、 雪、 砂嵐 等の 悪天候の 状況 

♦  VSC システムび 作動して いないと きに、 車び 横す ベり している 状態 
•車両 姿勢び 極端に 変化して いる 状態 

•レ ー ダ ー セン ヴ ー 周辺への 強い 衝撃な どに より、 レ ー ダ ー セン ヴ ー の 向 さび 
ずれて いると さ 
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■システムの 自動 解除 


システムの 異常び 検 知され た 場合 や センサーび 障害物を 検知 でさない 状況 （セ 
ンヴ ーの 巧れ など） では システムの 動作び 自動的に 解除され ます。 このような 
場合には 衝突の 可能性び あっても システムは 有効に 作動し ません。 

■ 衝突の 可能性び なく て も システムび 作動 するとき 

衝突の 可能性び なくても、 下の 場合、 システムび 作動す る ことび あります。 

•カーブ 入り □に 障害物び あった とさ 

•カーブで、 対向車と すれ違った とさ 

参 細い 鉄橋を 走行した とき 

♦ 路面に 金属 物び あ ったと さ 

♦凹凸の ある 路面を 走行した とさ 

•ち 折 時に 対向車と すれ違った とさ 

•前を 走って いる 車に 急に 近づいた とさ 

•  ETC ゲートを 通過す ると さ 

•立体交差- 道路 上の 標識- 案内 看板な ど 

♦車 高び 極端に 変化して いると さ 

•レーダー センサー 周辺への 強い 衝撃な どに より、 レーダー センサーの 向 さび 
ずれて いると さ 

♦路面の 勾配の ため、 衝突し ない 位置の 金属 物び 進行ち 向に 見えた とさ 
♦陸橋を 通過した とき 

また、 このと き、 シートベルトび すばやく 引き もどされたり、 ブレーキを かけ 
たと きに 通常より ブレーキび 強く かかった りする ことび あります。 シートべ ル 
卜び巻 さ 取られた 状態で □ ック した 場合は 車を 安全な 場所に 止めて シー ト ベル 
卜 をはず し、 再度 装着して ください。 

■ レーダー センサーと グリル カバーに ついて 

レーダー センサー やフ □ン トグ U ルの カバーの 前後 面び 雪 や 氷な どで 巧れ た 場 
合、 PCS 警告 打び 点 打し、 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 「PCS 現 
在 使用で さません」 と 表示され ます。 雪 や 氷な どの 巧れ を 取り のぞ さ、 走行す 
ると 警告 打は 消 打し ます。 
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2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


■システムに 異常び あると さは 

警告 打 や 警告 表示び 点 打、 点滅 または 表示され ます。 （^P.  448、 455) 


A 警告 

■ち 全に お使いい ただく ために 

安全運転を 行う 責任は 運転者に あります。 常に 周囲の 状況を 把握し、 安全運転 
に 努めて  <  ださい。 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムは 運転者び 衝突の 危険を 見逃して しまった 
場合に、 警報 や ブレーキ 制御に より 運転者を 支援す るち のです。 本 システム だ 
けで 衝突を 回避したり、 安全に 停止 するとい う ものでは ないた め、 システムを 
過信す ると 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 こに 
つながる おそれび あります。 また、 状況によっては 有効に 機能し ない ことがあ 
ります。 

■ システムの 支援 内容に 関する ま 意 点 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムは、 警報 や ブレーキ 制御に より 衝突 回避 支 
援を行 ラた めに、 運転者び 「見る」、 「判断す る」、 「操作す る」 過程で、 支援を 
行います。 システムの 支援には 限界び あるた め、 次の 点に を 意して ください。 

•運転者び 見る 過程での 支援 内容 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムは 、前方の 障害物を 可能な 範囲で 検知 する 
のみで あり、 わき 見や ぼんやり 運転を 許容す る システム でち、 視界 不良を 補助 
する システムで わありません。 運転者 自らび 周囲の 状況に 注意を 仏う 必要び あ 
ります。 

♦運転者び 判断す る 過程での 支援 内容 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムは、 検知 しうる 前方の 障害物の 情報の みか 
ら 衝突の 可能性を 判断す るち のです。 安全の 確保の 判断は 運転ち 自らび 行う 必 
要び あります。 

•運転者び 操作す る 過程での 支援 内容 

被害 軽減 制動 制御は、 衝突び 避けられな いと 判断した 段階で 作動す るち ので、 
単独で 衝突を 回避したり、 安全に 停止させる ものではありません。 このため、 
危険性び あれば 自 らび 安全を 確保す る 必要び あり ます。 


31 1 


2-4. その他の 走行 装置の 使いち 


A 警告 

■ レーダー センサーの 取り扱い 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムび 効果を 発揮で さるよう に 次の ことを お 守 
り  <  ださい。 

•センサーと グ U ルカ バーは 常にされ いにして おく。 

お 手入れを する 際は、 センサー やグ U ルカ バーを 傷つけな いよう、 柔らかい 巧 
を 使って ください。 

• レーダー センサー 周辺への 強い 衝撃を 避ける。 

センサーの 位置び ずれる と、 システムに 誤作動 または 異常び 起こる おそれび あ 
ります。 強い 衝撃を 受けた 際は、 必ず トヨタ 販売店に て 点検を 受け、 調整して 
ちらって ください。 

♦センサーを 分解し ない。 

•センサーは 電波法の 基準に 適合して います。 センサーに 貼りつ けられて いる ラ 
ベルは その 証明です のでは びさないで ください。 また、 センサーを 分解 •改造 
すると 罰せられる ことび あります。 

•センサー やグ U ルカ バー 周辺に ア クセヴ U —を つけたり、 ステッカーを 貼った 
り しない。 

■プリ クラッシュ セーフ テイ システムの 限界 

プ U クラッシュ セーフ テイ システムを 過信し ないで ください。 運転す ると さは 
常に 周囲の 状況に 注意し、 進行ち 向の 障害物な どを 確認して 安全運転 に必 びけ 
て  <  ださい。 
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2-5 .様々 なが 況 での 運転 

巧 物を 積む とまのを 意 


安全で 快適な ドライブを ずるた めに、 荷物を 積む ときは 次の ことを お 
守りく ださい。 

♦ でさる だけ 荷物は ラ ゲージ ルームに 積む。 

• 荷物び 安全な 位置に 置かれて いるか 確認す る。 

•走行 中の バランスを 維持す るた めに 重さび 偏らない ように 積む。 

•燃費び 悪化し ないように する ために、 不要な 荷物は 積まない よう 
にす る。 


A 警告 

■積んで はいけ ない もの 

次の ような ちのを 積む と引乂 する おそれび あり 危険です。 

•燃料び 入った 容器 
•スプレー 吿 

■荷物を 積む ときは 

•次の 場所には 荷物を 積まないで ください。 

お守りいた だかない と、 ブレーキ •アクセル ペダルを 正しく 操作で きなかった 
り、 荷物び 視界を さえ ざったり、 荷物び 乗員に 衝突した りして、 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あ ります。 

- 運転席 足元 

- 助手席 や 後 席 （荷物を 積み重ねる 場合） 

- インストルメントパネル 
- ダッシュ ボード 
- フタの ない ル 物入れ/ トレイ 
• 室内に 積んだ 荷物は すべて しっかり と 安定 させて く ださい。 

安定して いないと、 急 ブレーキ や 事故の 際に 投げ出され、 乗員を 傷つける おそ 
れ びあります。 
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A 警告 

■荷物の 重量- 荷重の かけ 方に ついて 

•荷物を 積み過ぎないで < ださい。 

•荷重を 不均等に かけない ようにして ください。 

これは タイヤに 負担を かける だけで な  < 、八ン ドル 操作 性 や ブレーキ 制御の 低 
下により 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害を 受ける か 最悪の 場合 死 t につな 
びる おそれび あります。 
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寒み 時の 運拓 


寒冷 時に 備えて、 準備 や 点検な ど 正 しく 処置 していた だいた う えで 適 
切に 運輯 してく ださい。 

■ 冬の 前の 準備 

♦次の ものは それぞれ 外気 温に 適した わのを お使いく ださい。 

- エンジン オイル 
- 冷却水 

- ウォッシャー/ィタ 

♦バッテリーく 補機ノ  くッテ U —  > の 点検を 受けて く ださい。 

•冬 用 タイヤ （4 輪） や タイヤ チェーン （前部 タイヤ 用） を 使用し 
て  <  ださい。 

タイヤは 4 輪と わ 指定 サイズで 同一 銘柄の わのを、 タイヤ チェ ー 
ンは タイヤ サイズに 合った ものを 使用して ください。 （^P. 
514) 

■運転ず る 前に 

状況に 応じて じ (下の ことを 行って く ださい。 

♦ ドア や ワイパーび 凍結した とさは 無理に 開けたり 動かした りせ 
ず、 める ま 湯を かけるな どして 氷を 溶かし、 すぐに 水分を 十分に 
店、 き 取って ください D 

♦ フ □ン トウ イン ドウ ガラス 前の 外気 取り入れ □に 雪び 積もって 
いると きは、 エアコンの フアンを 正常に 作動させる ために、 雪を 
取り除いて ください。 

•外装 ランプ、 車両の 屋根、 タイヤの 周辺 や ブレーキ 装置に 雪 や 氷 
びつ いている ときは、 取り除いて ください。 

♦乗車す る 前に 靴底に ついた 雪を よく 落として ください。 

■運転ず ると きは 

ゆっくり スタートし、 車間距離を 十分に とって 控えめ な 速度で 走行 
してく ださい。 

■駐車ず ると きは 

パーキング ブレーキを かける と、 ブレーキ 装置び 凍結して 解除で さ 
なくなる おそれび あります。 パーキング ブレーキは かけずに、 シフ 
トレバーを P に 入れて 駐車し、 輪 止めを してく ださい。 
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□知識 


■タイヤ チェーンに ついて 

取りつ け- 取りは ずし- 取り扱い 方法に ついては 次の 指示に したびって くださ 
い。 

- 安全に 作業で さる 場所で 行う 
- 前 2 輪に 取りつ ける 
- タイヤ チェーンに 付属の 取扱 書に したびう 
- 取りつ け 後日. 己〜 1.0km 走行したら 締めな おしを 行う 

■寒冷地 用 ワイパー ブレー ドに ついて 

♦降雪 期に 使用す る 寒; 令 地 用 ワイパー ブレードは 雪び 付着す るのを 防ぐ ため 
に 金属 部分を ゴムで 覆って あります。 トヨタ 販売店で 各 車 指定の ブレードを 
お求めく ださい。 

•高速 走行 時は、 通常の ワイパー ブレードより ガラスび ふさ 取りに くくなる こ 
とびあります。 その場合には 速度を 落として ください。 


A 警告 

■冬 用 タイヤ 装着 時の 警告 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 車両の コント □ー ルび 不能と なり、 重大な 傷害を 受け 
たり、 最悪の 場合 死 t 事故に つなび る おそれび あ ります。 

•指定 サイズの タイヤを 使用す る 
•空気 圧を 推奨 値に 調整す る 

•お使いになる 冬 用 タイヤの 最高 許容 速度 や 制限速度を 超える 速度で 走行し な 
し^ 
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A 警告 

■タイヤ チ I ーン 装着 時の 警告 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 安全に 車を 運転す る ことび でさずに、 思わめ 事故に つ 
なびり、 重大な 傷害を 受けたり、 最悪の 場合 死 t 事故に つながる おそれび あり 
ます。 

♦装着した チェーンに 定められた 制限速度、 もしくは 3 日 km/h のど ちらか 低い 
ほう を 超える 速度で 走行 しない 

•路面の 凹凸 や 穴を 避ける 
•急 八ン ドル、 急 ブレーキを 避ける 

•カーブの 入り □手前で 十分 減速して 車の コント □ー ルを 失う のを 防ぐ 

■駐車 時の 警告 

パーキング ブレーキを かけずに 駐車 するとき は、 必ず 輪 止めを してく ださい。 輪 
止めを しないと、 車び 動 さ 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 


A 迂意 

■タイヤ チ 王ー ンの 使用に ついて 

♦ トヨタ 純正 タイヤ チェーンの ご 使用を おすすめ します。 

トヨタ 純正 品 じ (外の タイヤ チェーンの 中には、 使用す ると、 車体に 当たり、 走 
行の さまたげと なるお それび ある もの もあります。 

詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

•アルミ ホイールに タイヤ チェーンを 取りつ ける と、 ホイールに 傷び つく ことび 
あります。 

■フ □ント ウインドウ ガラスに ついた 氷を 除去 するとき は 

たたいて 割らないで < ださい。 

ウインドウ ガラスの 内側 （車内 側） び 割れる おそれび あります。 
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3-1 .エアコン- デフ ォッ ガーの 使い方 

フ □ント エアコン 


設定 温度に あわせて 吹き出し □と 風 量を 自動で 調整し ます。 


I オート 設定を 使う とき 

■ 連動 モード 

運転席と 助手席の 設定 温度を 同じに します。 


Bail 1 1  [品 〇ノ を 押す。 

吹き出し □と 風 量を 自動で 調整し ます。 

園！ [司 設定 温度を 上げる ときは If 扁^ 1 のへを、 下げる ときは V を 押す。 


A/C 


を 押す。 


ボタンを 押す たびに エアコンの 日 N  •  OFF び 切り替わります。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-1. エアコン- デフ ォッ ガーの 使いち 


■ 独立 モード 

運転席と 助手席の 設定 温度を 独立して かえる ことび でさます。 
お 誦 1 I  \auto] を 押す。 

エアコンび 作動し、 吹き出し 口と 風 量を 自動で 調整し ます。 


ぶ 孤 L 


を 押す。 


m 運転席 側は IPI 、 助手席 側は を 押し、 温度を 調整す る。 
再び 


FRONT 

DUAL 


を 押す と、 連動 モードになります。 


手順 

间 

1 つ 

A/C 

を 押す。 


ボタンを 押す たびに エアコンの 日 N  •  OFF び 切り替わります。 


お好みの 設定で 使う とき 


■ エアコンの ON  .  OFF を 切り替え るには 

を 押す 


A/C 


ボタンを 押す たびに エアコンの 日 N  • 日 FF び 切り替わります。 

設定 温度を かえるには 

運転席 側は 助手席 側は ISl を 押し、 温度を 調整す る 

S  職 

連動 モード 使用 時、 助手席 側の fes を 押す と 独立 モードに 切り替わります。 

\鐵\ 

風 量を かえるには 

(増） かく （減） を 押す 

風 量は 7 段階に 調整で さます。 


送風を 停止 するとき は #OFF 


を 押します。 


室内 装備の 使いち 
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3-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


吹き出し □を 切り替え るには 

を 押す 


MODE 


押す たびに 吹 さ 出し □び 切り替わります。 吹 さ 出し □表示は 次の 状態を 示して い 
ます。 

上半身に 送風 


上半身と 足元に 送風 


足兀 I しを 風 

ぐ □  :  AUT 日 モードの とさ 
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3-1. エアコン- デフ ォッ ガーの 使いち 


足元に 送風- ガラスの 曇りを 取る 


外気 導入- 内気 循環を 切り替え るには 

AUTO 内外 気 切り替え 装着 車 


み  AUTOeS? 


を 押す ごとに 次のように 切り替わります。 

外気 導入 モード^ 内気 循環 モード ^AUT 日 モード 

フ □ント エアコンび 作動して いると きに AUTO モードに すると、 車両 外気 （排 
気 ガスな ど） の 状態な どに より、 外気 導入と 内気 循環を 自動で 切り替えます。 

AUTO 内外 気 切り替え 非 装着 車 


S を>  を 押す 


ボタンを 押す たびに 外気 導入- 内気 循環び 切り替わります。 


前 席 か 5 リ ヤエ アコ ンを 操作す るには 


を 押す 


表示 部に 「REAR」 び 表示され、 前 席から U ヤ エアコンび 操作で さます。 

■設定 温度を かえるには 

設定 温度を 上げる とさは Wi の A を、 下げる とさは V を 押す 


室内 装備の 使いち 
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3-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


■風 量を かえるには 

の >  (± 曽） かく （減） を 押す 

風 量は 7 段階に 調整で さます。 

送風を 停止 するとき は、 #OFF を 押します。 

■ 吹き出し □を 切り替え るには 

MODE  を 押す 

巧す たびに 吹き出し 口び 切り替わります。 (^P.  331) 
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3-1. エアコン- デフ ォッ ガーの 使いち 


I" 花粉 除去 機能を 使う には 

^ を 押す 

内気 循環に 切り替わり、 上半身に 送風して 花粉を 除去し ます。 通常 約 3 分 後に （外 
気温び 低い ときは 約] 分 後に） を 押す 前の モードに ちどります。 

途中で 動作を 止める とさは、 再度 を 巧す と 前の モードに ちどります。 

lY ナノ イ ー 」 を 使う には* 

スイッチを 押す 

スイ ッ チの 表示 打び 点 打し ます。 

エアコンの 送風 時に 「ナノ イー」 び 作 
動し、 表示 部に [nanoej び 表示され 
ます。 

U ヤ エアコン のみ 送風 時は、 後 席の み 
「ナノ イー」 び 作動し ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


[風向きの 調整と 吹き出し □の 開閉 


n 風向きの 調整 
曰 吹 さ 出し □の 開閉 


□知識 


■オー ト 設定の 作動に ついて 

次の ような 制御を する 場合び あります。 

•  I  A 品〇ノ を 押した 直後し ばらく 送風び 停止す る 
♦暖房 時、 を 風を 上半身に 向けて 送る 

■内気 循環に ついて 

内気 循環を 使う と ガラスび 曇る 場合び あり ます。 

■内外 気 切り替え について 

設定 温度 や 室内 温度な どに より、 自動的に 内気 循環 または 外気 導入へ 切り替わ 
る 場合び あります。 
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3-1. エアコン- デフ ォッ ガーの 使いち 


外気 温度び crciu 下のと き 

を 押 しても エアコンは 作動 しない 場合び あり ます。 


A/C 


■フ □ン ト ガラスの 量りを 取る とき 

内外 気の 温度に よって 自動的に 外気 導入に 切り替わる 場合び あります。 

■  AUTO 内外 気 切り替えの センサー 感度 調整* 

内外 気 切り替えの AUTO は、 センサー により 外気 導入と 内気 循環を 自動で 切り 
替えます。 センサーの 感度は 調整で さます。 


を AUTO の 表示 好び 点滅す るまで 長 押しし ます。 
を 押して 感度を 調整し ます。 


スイッチ 

V  A 

表示 

-3-2-10123 

感度 

低い  局い 

■巧 粉 除去 モードに ついて 

外気 温び 低い とさは、 ガラスの 曇り 防止の ために 次の ような 作動を する ことび 
あります。 

♦内気 循環に 切り替わらない 
♦エアコンの 電源び 自動的に 入る 

湿度び 非常に 高い とさに 使う と ガラスび 曇る 場合び あります。 

花粉 除去 モードび OFF のと さち 巧 粉は エアコン フイ ルターで 取り除かれて いま 
す。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


■  r ナノ イー」 について （r ナノ イー」 装着 車） 

♦水に 包まれた 微粒子 イオン 「ナノ イー」 を 車内に 放出し ます。 

参 「nanoe」 • 「ナノ イ ー 」 および [nanoej マー クは パナソニック 電工 株式 会 
社の 商標です。 

♦実際の 効果は 季節- 車 室内の 環境 （温度- 湿度）- 風 量- 風向 さ- 使用 時間 
などに より 異なります。 

♦運転席 側 吹 さ 出し □付近で、 小さな 作動 音び 聞こえる ことび あります び 異常 
ではありません。 


♦後 席の 「ナノ イー」 吹 さ 出し □付近で、 ル 
さな 作動 音び 聞 こえる ことび あります び 
異常ではありません。 


■エアコンの 臭いに ついて 

•エアコン 使用 中に、 車 室内の さまざまな 臭いび エアコン 装置 内に 取り込まれ 
て 混ざり 合う ことにより、 吹き出し □からの 風に 臭いび する ことび あります。 

•エアコン 始動 時に 発生す る 臭いを 抑える ために、 駐車 時は 外気 導入に して お 
< ことを おすすめ します。 

•エアコン 始動 時に 発生す る 臭いを 抑える ために、 オー ト 設定での 使用 時には 
エアコン 始動 直後、 しばらく 送風び 停止す る 場合び あります。 

■エコ ドライブ モード （^P.  223) を 使用して いると きは （八 イブ リッ ド 車） 

燃費 性能を 優先させる ため、 空調 システムび 次のように 制御され ます。 

•  び ON のと さ、 内気 循環に 切り替わる 場合び あります。 

•エンジン 回転 数 や コンプレッサーを 制御して、 暖房/冷房の 能力を 抑制し ま 
す。 

•オート 設定での 使用 時、 ファンの 風 量を 抑制し ます。 

上記の ような 制御に より、 暖房/; 令 房の 効 さび 弱い と 感じられる ことび ありま 
す。 空調の 効きを より 良くしたい ときは、 設定 温度 や 風 量の 調整、 または エコ 
ドライブ モードの 解除を してく ださい。 
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3-1. エアコン- デフ ォッ ガーの 使いち 


■ リ ヤ エアコンの 操作に ついて 

^ を 押して 約 ] 日 秒 間 操作を 行わない と、 フ □ント エアコン 操作に ち ど 
ります。 

■カスタマイズ 機能 

エアコンの 設定を 変更で さます。 (^P.  518) 


A 警告 

■フ □ント ガラスの 曇りを 防止す るた めに 

湿度び 非常に 高い とさに エアコンを 低い 設定 温度で 作動 させて いると さは、 
front 佩 を 押さないで ください。 外気と ガラスの 温度 差で ガラスの 外側び 曇り、 

視界を さまたげる 場合び あり ます。 

■  r ナノ イー」 について （r ナノ イー」 装着 車） 

「ナノ イー」 は、 高電圧を 利用して います。 危険です ので、 修理な どは 必ず トヨ 
夕 販売店に ご 相談  <  ださい。 


A 迂意 

■バッテリー  <  補 機 バッテリー  >  あがりを 防ぐ ために 

エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > 停止 中は エアコンを 使用し ないで ください。 
■  r ナノ イー」 について （r ナノ イー」 装着 車） 

運転席 側 吹 さ 出し □、 後 席の 「ナノ イー」 吹 さ 出し □付近に スプレーを 噴 霧し 
たり、 棒な どの 異物を 挿入したり、 ものを 取りつ けたり しないで ください。 シ 
ス テムび 正常に 働かない おそれび あり ます。 


室内 装備の 使いち 
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3-1 .エアコン- デフ ォッ ガーの 使い方 

U ヤ エアコン 


[オート 設定を 使う とき 


手順 


AUTO 


を 押す。 


エアコンび 作動し、 吹き出し 口と 風 量び 自動で 調整され ます。 


手順 


回 設定 温度を 上げる とさは 


の A を、 下げる ときは V を 押す。 

W 
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3-1. エアコン- デフ ォッ ガーの 使いち 


お好みの 設定で 使う とき 


設定 温度を かえるには 

温度を 上げる とさは 

風 量を かえるには 


TEMP 

W 


を A を、 下げる ときは V を 押す 


の A  (増） か V  (減） を 押す 


風 量は 7 段階に 調整で さます。 
送風を 停止す ると さは、 


を 押します。 


吹き出し □を 切り替え るには 

,、MQDE^ を 押す 


押す たびに 吹 さ 出し 口び 切り替わります。 吹 さ 出し 口 表示は 次の 状態を 示して い 
ます。 

上半身に 送風 


BTO 3109019 


上半身と 足元に 送風 


室内 装備の 使いち 
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3-1. エアコン. デフ ォッ ガーの 使いち 


-^P.  325 


[風向きの 調整と 吹き出 し 口の 開閉 


D 風向きの 調整と 吹き出し □の 開 
開 

曰 風向きの 調整 


BTO 3109013 


□知識 


■オー ト 設定の 作動に ついて 

次の ような 制御を する 場合び あります。 制御を 解除したい とさは、 お好みの 設 
定で 使用して ください。 

•  i、autg を 押した 直後し ばらく 送風び 停止す る 
♦暖房 時、 冷 風を 上半身に 向けて 送る 

♦フ □ン ト エアコンび 停止して いると きは、 暖房と 送風の 制御の みとな り ま 


す。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-1. エアコン- デフ ォッ ガーの 使いち 


A 迂 '言、 

■バッテリー  <  補 機 バッテリー  >  あびり を 防ぐ ために 

エンジンく ノ V イブ U ッ ド システム > 停止 中は U ヤ エアコンを 使用 しないで くだ 
さい。 


室内 装備の 使いち 
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3-1 .エアコン- デフ ォッ ガーの 使い方 

リヤ ウインドウ デフ ォッ ガー （曇り 取り) 


リヤ ウイン ドウの 墨り を 取る ときに お使いく ださい。 

n オン/オフ 

押す ごとに オン/オフに 切り替わ 
り、 作動 中は イン ジケーターび 点 
打し ます。 

U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガーと ミ 
ラ ー ヒ ー タ ー は 自動的に オ フ にな 
ります。 

作動 時間は 外気 温度 や 車 速に よつ 
て かわ 0 ます。 


□知識 
■作動 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ョン ON モードく" パ 
ヮ ー’’ スイッチび ON モード  >  の とさ 

■ S ラー ヒーター について 

ミラー ヒーター 装着 車は、 U ヤ ウインドウ デフ オッ ガーを 日 N にす ると ミラー 
ヒーター も 同時に 作動し ます。 


A 警告 

■ S ラー ヒーター 作動 中の 警告 

ドアミラーの 表面び 非常に 熱くな ります。 やけどを する おそれび あるので 触れ 
ないで  <  ださい。 


A  迂  fe、 

■バッテリー  <  補 機 バッテリー  >  あびり を 防ぐ ために 

連続 して 長時間 使用す る と、 バッテ U  —  く 補機ノ （ッテ U —  > あびり の 原因と な 
ります。 
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3-1 .エアコン- デフ ォッ ガーの 使い方 

フ □ン ト ワイパー デ アイサ ー* 


フ □ン ト ガラスと ワイパー ブレー ドの 凍結を 防ぐ ために お使いく だ 
さい。 

n オン/オフ 

フ □ン ト ワイパー デ アイサーは、 
約 ] 己 分で 自動的に オフに なり ま 
す。 


□知識 

■作動 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" パ 
ワ ー" スイッチび ON モード  >  の とさ 


A 警告 
■作動 中の 警告 

フ □ン トウ イン ドウ ガラス 下部 および 運転席 側フ □ン ト ピラー 横の 表面び 熱く 
なって おり、 やけどを する おそれび あるので 触れないで < ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-2. 室内 I 打の つけ 方 

ま 巧な 一覧 


曰 リヤ ルームラン プ UP.  339) 

曰 LED 室内 間接照明 （^P.  340) 

H ダウン ランプ 
且 ドア カー テシ ランプ* 

且フ □ント 足元 照明* 

□ エンジン スター トス トップ" スイッチ 照明  <  "パワー" スイ ッ 
チ 照明 > 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-2. 室内 打の つけち 


□知識 

■バッテリー  <  補 機 バッテリー  >  あびり を 防ぐ ために 

半 ドア 状態で マップ ランプの メイン スイッチび ドア 連動のと さに、 各部 照明び 
点 打した ままの 場合、 約 2 日 分 後に 自動 消 好し ます。 

■カスタマイズ 機能 

室内 打の 消 好までの 時間な どの 設定を 変更で さます。 

(カスタマイズ ー覧 -^P.  519) 

■イルミ ネー テッ ド エントリー システム 

電子 キーの 検 知、 ドアの 施錠 •解 錠/開閉、 "エンジン スタート ストップ" ス 
イッチく  "パワー" スイッチ  >  により、 各部 照明び 自動的に 点 打、 消 打し ます。 


室内 装備の 使いち 
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3-2. 室内 打の つけち 


マップ ランプ 


I マップ ランプ 


D ドア 連動 
曰 消な 
且 点な 


n 点な/消な 


□知識 

■マップ ランプに ついて 

メイン スイッチび ドア 連動のと き、 イルミ ネー テッ ドエ ント U — システム によ 
り 自動的に 点な、 消 打し ます。 


►メイン スイッチ 


►ス ポッ トランプ スイッチ 
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3-2. 室内 打の つけち 


リヤ ルーム ランプ 


n 点な/消な 


曰 知識 


■セ カン ド シー ト 側の リヤ ルーム ランプに ついて 

マップ ランプの メイン スイッチび ドア 連動のと き、 イルミ ネー テッ ドエ ント 
U — システム により 自動的に 点 打、 消 打し ます。 


室内 装備の 使いち 
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3-2. 室内 打の つけち 


LED 室内 間接照明 


[led 室内 間接照明 


►フ □ン トスイ ツチ 


n 点な/消な 


n 点な/消な 

巧す たびに 明るさを 4 段階に 切り 誓 
える ことび でさます。 


□知識 

■  LED 室内 間接照明 について 

イルミ ネー テツ ドエ ント U — システム により 自動的に 点 打、 消 打し ます。 


A 迂 后、 

■  LED 室内 間接照明 について 

天井と LED 室内 間接照明 のす さ 間 （発光 部分） にものを 引っかけたり、 強く 
引っ張ったり しないで ください。 破損す る おそれび あります。 
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3-3. 収納 装備の 使い方 

収納 装備- 覧 


► ガソ U ン車 


n グ □ーブ ボックス 
曰 コンソール ボックス 
且 カップ ホルダー 
H ボ トル ホルダー 
且ル物入れ^ 

且 ドア ポケット 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


► 八 イブ U ッド車 


n グ □ーブ ボックス 
曰 コン ソール ボックス 
0 カップ ホルダー 
n ボ トル ホルダー 
且ル 物入れ* 

曰 ドア ポケット 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


ク □ーブ ボックス 


A 警告 

■収納 装備に 放置して はいけ ない もの 

メガ ネ、 ライター や スプレー 吿を 収納 装備 内に 放置した ままに しないで くださ 
し、 放置した ままで いると、 次の ような ことび 起こる おそれび あり 危険です。 

•室温び 高 < なった とさの 熱 や、 他の 収納 物との 接触な どに より、 メガ ネび 変形 
やひび 割れを 起こす 

•室温び 高く なった とさに ライター や スプレー 吿び 爆発したり、 他の 収納 物との 接 
触で ライターび 着乂 したり スプレー 吿の ガスび ちれるな どして 乂災 につな びる 


[グ □ーブ ボックス 


レバーを 引 さ、 開ける 


□知識 

■グ □ーブ ボックス ランプに ついて 

車 幅 打び 点灯して いると さに グ □ー ブ ボックスを 開く と ランプび 点 打し ます。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

グ □ーブ ボックスを 必ず 閉じて ください。 

急 ブレーキ 時な どに、 開いた グ □ーブ ボックスに 体び 当たったり、 収納して い 
たちのび 飛び出したり して、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


コンソール ボックス 


I コン ソール ボックス 


► スライ ド 式 コンソール ボックス 

n カッ プ ホルダーの フタを 押して 
開ける 

曰 中の レバーを 引き スライ ド させ 
る 


► 回転 式 コンソール ボックス 


フタを 持ち上げる 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


八 イブ リツ ド 車 


ボタンを 押して 開ける 

左ち どちら からでち 開けられます。 


□知識 


■スライ ド 式 コンソール ボックスの 下段 トレイに ついて 


トレイ 部分を スライ ドさせる ことち でさ ま 
す。 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


コンソール ボックス 


A 警告 
■走行 中の 警告 

コンソール ボックスを 必ず 閉じて ください。 

急 ブレーキ 時な どに、 開いた コンソール ボックスに 体び 当たったり、 収納して 
いたちのび 飛び出したり して、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

■コンソール ボックス 下部に ついて （八 イブ リッ ド 車） 

コンソール ボックス 下部に サービス プラグ 
びあります。 サービス プラグは トヨタ 販売 
店で 車両の 修理 時な どに、 駆動 用 電池の 高 
電圧を 遮断す るた めの ちので す。 

取り扱いを 誤る と 感電の おそれび あるた 
め、 絶対に さわらないで ください。 
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カップ ホルダー 


フ □ント （ガソリン 車） （スライド 式 コンソール ボックス） 

フタを 押して 開ける 


フ □ント （ガソリン 車） （回転 式 コンソール ボックス） 

カップ ホルダーを 回転させる 
格納ち 法 (^P.  350) 


フ □ント （八 イブ リツ ド 車） 


フタを 押して 開ける 


3-3. 収納 装備の 使い方 

カップ ホルダー 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


カップ ホルダー 


セカンド シート （7 人 乗り セカンド シート パワー シート） 

カップ ホルダーを 回転させる 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


カップ ホルダー 


►セカンド シート （8 人 乗り 車） 

センター アーム レス トを引 さ 出す 


► ヴー ド シート 


□知識 


■フ □ント カップ ホルダーの 仕切りに ついて （八 イブ リッ ド 車） 

仕切りを はずし、 ル 物入れと して 使用で さ 
ます。 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


カップ ホルダー 


■フ □ント カップ ホルダー （ガソリン 車） （回転 式 コンソール ボックス） について 


格納す ると さは、 カップ ホルダー 下部の レ 
ノ  く 一を 弓 I さながら 下に 回転させます。 


A 警告 

■収納して はいけ ない 物 

カップ ホルダーには カップ や 飲料 吿 外の ものを 置かないで ください。 

急 ブレーキを かけた とさ や 衝突 時に 収納して いたわの び 飛び出し、 けがを する 
おそれび あります。 やけどを 防ぐ ために 温かい 飲み物には フタを して おいて < 
ださい。 

■使わない ときは 

カップ ホルダーの フタを 閉めて おいてく ださい。 

急 ブレーキを かけた とさ や 衝突 時に、 開いた カップ ホルダーに 体び 当たるな ど 
して、 思わめ けび をす る おそれび あり 危険です。 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


ボ トル ホルダ ー 


■ボ トル ホルター 


►フ □ント ドア 


►スライ ド ドア 


□知識 

■ボ トル ホルター について 

•ぺッ ト ボトルの フタを 必ず 閉めてから 収納して ください。 

♦ぺッ ト ボトルの 大きさ、 形に よっては 収納で きない ことび あります。 


A 迂意 

■収納して はいけ ない もの 

ボトル ホルダーには、 ジュース などび 入って いる 紙 コップ や ガラス 製の コップ 
などを 収納し ないで < ださい。 ジュース などび こぼれたり、 ガラス 製品び 割れ 
たりす る おそれび あります。 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


ル 物入れ 


■小物入れ 

►才 ーバ ーへッ ド コン ソー ル* 


押して 開ける 


► シーク レツ ト ボックス 


グ □ーブ ボックスを 開け、 手前に 
引 さ 出す 


►オープン トレイ （八 イブ リツ ド 車) 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-3. 収納 装備の 使いち 


センター □ア ボックス （ガソリン 車） 

レバーを 引いて 開ける 


センター アッパー ボックス 


フタを 押して 開ける 


手前に 引いて 開ける 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


ル 物入れ 


►センター トレイ* 


► コンソール ボックス 後部 ル 物入れ 上 （八 イブ リツ ド 車) 


►コンソール ボックス 後部 ル 物入れ 下 （八 イブ U ッド 車）* 


* : 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


ル 物入れ 


►サード シート トレイ、 ポケット 


□知識 


■運転席 □ア ボックス について 

運転席 □ア ボックスの 中に ETC ユニッ ト^ または カード ホルダー* び 装着 さ 
れ ています。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

ル 物入れを 開けた ままに しないで ください。 

急 ブレーキ 時な どに、 開いた ル 物入れに 体び 当たったり、 収納して いたちのび 
飛び出したり して、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

■収納して はいけ な いらの （才ー パー へッ ド コン ソー ルの み） 

200 g じ (上の ものを 入れないで ください。 2 日日 旨 じ (上の ものを 入れる と、 オー 
バーへ ッ ド コンソールび 開き 収納され ている ものび 飛び出した りして、 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-3. 収納 装備の 使いち 


ドア ポケット 


I ドア ポケット 

►フ □ント ドア 


/i\ 注意 


■スライド ドア ポケッ トに 収納 するとき は 

スライド ドアの ドア ポケットには、 雑誌な 
どを ドア ポケッ ト からはみ 出した 状態で 収 
納 しないで < ださい。 また、 ドア ポケット 
び 変形す るよ 5 な大 さいちのを 入れないで 
< ださい。 スライド ドアの 開閉の さまたげ 
になる ばかりで な <、 開閉の 際に ボデー ま 
たは ドア ポケットに 傷び ついたり、 故障に 
つなび る おそれび あり ます。 


356 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

サンバイザー 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

パ ニ テイ ミラー 


カバーを 開ける と ランプび 点な 
しよ 9  〇 


□知識 
■使用 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" パ 
ワ ー” スイッチび ON モード  >  の とさ 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

時計 


ボタンを 押して 時刻を 調整す る ことび できます。 

n  " 時" を 調整す る （H) 

曰" 分" を 調整す る （M) 

且 "分" を 00 にす る‘ X  (:〇〇) 

《 （例） 1: 日日〜 1:29^1:00 
1:3 日〜 1:59^2:00 


□知識 

■時刻び 表示され ると き 

"エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ  >  びア クセヴ 
U — モー ド または イグ ニッシ ヨン ON モード く ON モー ド  >  の とさ 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

コンビニ フック 


►フ □ント シートう しろ 側 


►スライド 式 コンソール ボックス 前 側 （ガソ U ン 車) 


A 警告 

■使用 しないと きは 

格納して おいてく ださい。 

指を 挟むな どして、 けがを する おそれび あります。 


A  迂  fe、 

■破損を 防ぐ ために 

4kg じ I 上の もの や 大きい ものを フックに 吊り下げないで ください。 
フ ックび 折れたり、 走行 中には ずれたり する おそれび あ ります。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

アシス ト グリップ 


天井に 取りつ け 5 れ ている アシスト グリップ （回転 式） は、 走 巧 中に 
シートに 座って いる 状態で 体を 支える ときに お使いく ださい。 

乗降 時な どでは、 ピラーに 取りつ け 5 れ ている アシス ト グリ ップ 
(固定 式） を お使いく ださい。 

n アシスト グリップ （回転 式） 
曰 アシスト グリップ （固定 式） 


A 警告 

■アシスト グリップ （回転 式） について 

アシスト グ U ップ （回転 式） は、 乗降 時 や シートから 立ち上び ると さな どに 使 
用し ないで  <  ださい。 


A  迂  fe、 

■破損を 防ぐ ために 

アシス トグ U ップに 重い ものを かけたり、 過度の 負荷を かけないで ください。 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

コート フック 


リヤの アシス ト グリ ップ には コー ト フックび ついています。 


A 警告 

■ コー ト フックへ かけて はいけ ない もの 

八ン ガー や 他の 硬い わの、 鋭利な ものを かけないで ください。 

SRS カーテン シール ド エアバッグび ふく らんだと さに それらの ものび 飛び、 重 
大な 傷害 または 死 t につな びる おそれび あります。 


水迂意、 

■破損を 防ぐ ために 

コート フッ クに 重い ものを かけたり、 過度の 負荷を かけない でく ださい。 


362 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

アク 七 ヴ u— ソケット 


12  V 10  A 未満の 電気製品を 使う ときの 電源と して お使いく ださ 
い。 

►ガソリン 車 

フタを 手前に 引いて 開ける 


コンソール ボックス 内に ありま 
す。 


□知識 
■使用 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ  >  びア クセヴ 
U — モー ド または イグ ニッシ ヨン ON モード く ON モー ド  >  の とさ 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A 迂 '言、 

■ショート や 故障を 防ぐ ために 

ソケットに 異物び 入ったり、 飲料水な どび かかったり しないよ うに、 使用し な 
いと さは、 フタを 閉めて おいて < ださい。 

■ヒューズび 切れる のを 防ぐ ために 

12V  ] 日 A を 超えない ようにして ください。 

■バッテリー  <  補 機 バッテリー  >  あがりを 防止す るた めに 

エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > を 停止した 状態で ア クセヴ U — ソケットを 
長時間 使用 しないで く ださい。 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

アク七ヴ1!— コンセントが 


AC1 00V で 最大 消費 電力 1 00W 下の 電気製品を 使う ときの 電源 
として お使いく ださい。 

►ガソリン 車 


►コンソール ボックス 内 （八 イブ U ッド 車) 


►コンソール ボックス 後部 （八 イブ U ッド 車) 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


I メイン スイッチ 


メイン スイッチを ON にす る。 

ON にす ると 作動 表示灯び 点 打し ま 
す。 


□知識 
■使用 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" パ 
ワ ー” スイッチび ON モード  >  の とさ 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


■アクセサリー コン セン ト について 

•AC100V で 最大 消費 電力] 日 OWiU 下の 電気製品を 使用して ください。 
最大 消費 電力び ] 日 OVV を 超える 電気製品を 使用す ると、 保護 回路び 働 さ、 
使用で さなくな ります。 この場合、 電気製品の プラグを ア クセヴ U — コン セ 
ン ト から 抜いて 消費 電力び] 日 OVV じ I 下に なれば 使用す る ことび できます。 

•消費 電力び] 日 OVV  iU 下で あってち 次の ような 機器は 正常に 作動し ない 場合 
びあります。 

- 起動時の 消費 電力び 大きい 機器 （ブラウン管 式 テレビ、 コンプレッサー 式 
冷蔵庫、 電気 ポンプ、 電動 工具な ど)。 

- 電源 周波数 (5 日/  6 日 Hz) の 切り 替えの ある 機器 (時計、 才ー ディ オ など)。 
- 精密な データを 計測す る 機器 （医療機器、 計量器な ど)。 

- その他 （マイコン 制御 式 電気毛布、 タッチ センサー 付 ランプな ど） 
♦使用す る 電気製品に よっては、 ラジオ や テレビに 雑音び 入る ことび ありま 
す。 

•ア クセヴ U — コン セン トの 電圧は、 市販の テスターでは 正確な 電圧を 測定で 
さません。 

•  メイン スイッチを 日 N にした まま にしておくと、 アイ ドル 回転び 下がらず、 燃 
費の 悪化に つながる ことび あり ます。 


A 迂点 

■ショート や 故障を 防ぐ ために 

コンセントに 異物び 入ったり、 飲料水な どび かかったり しないよ うに、 使用し 
ない とさは、 フタを 閉めて おいてく ださい。 

■ヒューズび 切れる のを 防ぐ ために 

AC100V で 最大 消費 電力] 日 OVV を 超えない ようにして ください。 
■バッテリー  <  補 機 バッテリー  >  あがりを 防止す るた めに 

エンジンく 八 イブ U ッ ド システム  >  を 停止した 状態で ア クセヴ U — コンセント 
を 長時間 使用 しないで く ださい。 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

センター テーブル*  ^ 


引 さ 上げて 使用し ます。 


□知識 

■センター テーブル について 

•セ カン ド シー トの 左ち 位置び 外側に あると さに 使用で さます。 （マニュアル 
シー ト 装着 車） 


•もとに もどす とさは、 テーブル 下部の レ 
バーを 引いて おろします。 


A 注意 

■シー ト テーブルの 破損を 防ぐ ために 

テーブルの 上に 柔 つたり、 重い ものを 置かないで ください。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

アーム レスト 


►フ □ント シート （ガソ U ン 車） 

/ セカンド シート （7 人 乗り マニュアル シート 車) 


ア ー ムレ ストを 一 度い ちばん 上 
まで 上げ、 その後い ちばん 下 ま 
で 下げる。 

お好みの 位置まで 上げる と、 
アーム レストび 固定され る。 

アーム レストび 固定され ると、 下 
げる ことは でさなくなります。 
下げたい とさは 一度い ちばん 上 ま 
で 上げて ください。 

►  8 人 乗り 車 セ カン ド シート 


引 さ 出して 使用し ます。 


►セカンド シート 外側 （8 人 乗り 車） / サード シート 


いっぱいまで 前方に 倒す。 


BTO13CD087 


室内 装備の 使いち 


369 


3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A 迂 '言、 

■アーム レス トの 破損を 防ぐ ために 

過度の 負荷を かけないで < ださい。 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

シ ー トヒ ー タ ー * _ 


►運転席 用 スイッチ （ガソ U ン 車) 


►助手席 用 スイッチ （ガソ U ン 車) 


DHI  備） 

曰 L0 願） 

シート ヒーターび 作動して いると 
さは、 表示 打び 点 打し ます。 


DHI  (強） 

曰 L0 願） 

シ ー トヒ ー タ ー び 作動 している と 
さは、 表示 打び 点 打し ます。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


BT034CF008 


DHI  備） 

曰 L0 願） 

シート ヒーターび 作動して いると 
さは、 表示灯び 点灯し ます。 


□知識 
■使用 条件 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードく" パ 
ワ ー" スイッチび ON モード  >  の とさ 


■シ ー トヒ ー タ ー について 


•  HI  (強） にす ると、 シートの 肩部 分と 背ち たれ 全体、 および クッション 部を 
暖めます。 


•  L0  (弱） にす ると、 シートの 肩部 分と 背 もたれ 中央部の みを 暖めます。 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 

■やけどを 防ぐ ために 

•低温 やけどを 負う おそれび あるた め、 次の かたはと くに ごを 意く ださい。 

- 乳幼児、 お テ さま、 お年寄り、 病人、 体の 不自由な かた 
- 皮膚の 弱い かた 
- 疲労の 激しい かた 

- 深酒 や 眠気を さそう 薬 （睡眠薬、 風邪薬な ど） を 服用され たかた 
♦シートに 毛 巧、 クッション などを 使用し ないで ください。 

シート ヒーターの 使用に より 保温 性び 高まり 異常 過熱の 原因になります。 


A 迂意 

■シー トヒー ター の 故障を 防ぐ ために 

凹凸の ある 重量 物を シー トの 上に 置いたり、 針金 や 針な どの 鋭利な ちのを 突 さ 
刺したり しないで < ださい。 

■バッテリー  <  補 機 バッテリー  >  あがりを 防止す るた めに 

エンジンく  ノ  V イブ U ッ ド システム  >  を 停止して いると さは スイ ッチを オフ （中 
立） にして ください。 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

フ □アマ ツト 


お 車 （年式） 専用の ものを、 フ □ア カーペットの 上に しっかりと 固定 
して お使いく ださい。 


固定 フック （クリップ） に フ〇 
アマ ッ ト 取りつ け 穴を はめ込 
む。 


固定 フック （クリップ） 上部の 
レバーを 回して、 フ □ア マット 
を 固定す る。 

マー クを 必ず 合わせて ください。 


固定 フック （ク U ップ） の 形状は イラストと 異なる 場合び あります。 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 フ □ア マットび ずれて 運転 中に 各 ペダルと 干渉し、 思わ 
めス ピー ドび 出たり 車を 停止し に << なるな ど、 重大な 事故に つながる おそれび 
あります。 

■運転席に フ □アマ ッ トを 敷く ときは 

• トヨタ 純正 品であって ち、 他 車種 および 異なる 年式の フ □アマ ッ トは 使用し な 
い 

•運転席 専用の フ □アマ ッ トを 使用す る 

•固定 フック （ク U ップ） を 使って、 常に しっかりと 固定す る 

•他の フ □アマ ッ ト 類と 重ねて 使用し ない 

•フ □ア マットを 前後 逆さまに したり、 裏返して 使用し ない 

■運転す る 前に 

•フ □ア マットび すべての 固定 フック （ク 
U ップ） で 正しい 位置に しっかりと 固定 
されて いる ことを 定期的に 確認し、 とく 
に 洗車 後は 必ず 確認を 行 ラ 

•エンジンく 八 イブ リッ ド システム > 停止 
および シフト レバーび P の 状態で、 各ぺ 
ダルを 奥まで 踏み込み、 フ □ア マットと 
干渉し ない ことを 確認す る 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

ラ ゲージ ルーム 巧 装備 


■ ラ ゲージ フック 


取っ手を 引 さ カバーを はずす 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


A 警告 

■ ラ ゲージ フ ックを 使用 しないと きは 

けび をし ないように、 必ず もとの 位置に もどして おいてく ださい。 

■ル 物入れに ついて （ガソリン 車） 

カノ （一を 必ず 閉めて  <  ださい。 

急 ブレーキ 時な どに 収納して いたちのび 飛び出したり して、 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 


室内 装備の 使いち 


377 


3-4. その他の 室内 装備の 使い方 

ステアリング スイッチ 


トヨタ 販売店で 装着した ナビ ゲー ショ ン システム や、 オーディオを 操 
作ず る ことび できます。 

モードの 切り替え や CD、 ラジオな どの 操作に ついては、 装着され た 
オーディ オ により 異なる 場合 や、 操作で さない 場合び あり ます。 

♦  メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お乗りの 
かたは、 別冊 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 

♦ 販売店 オプ ショ ンのナ ビ ゲー ショ ン システム や、 オーディ オの 操作 
方法は、 各 取扱 書を ご覧く ださい。 

n 音量を 調節す る 
旦 CD、 ラジオな どの 操作 
且 電源を入れる、 モードを 切り 
替える 


I 電療を 入れる 

を 押す 

スイ ツチを 長 押しす ると オーディオの 電源び OFF になります。 

- 装着され た オーディオ により "ピ ッ" と 音び 鳴る ことび あります。 


I モードを 切り替える 

電源び 日 N のと さ を 押す 

巧す ごとに モード に D、 ラジオな ど） び 切り替わります。 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


1 音量を 調節す るには 


の + または 一を 押す 


スイッチを 押し 続ける と、 音量を 連続して 調節で さます。 運転の さまたげ になら 
ない 適度な 音量で お 聞 さ  <  ださい。 


選局 または 選曲す るには 


電源び 日 N のとを ^3 を 押す 

スイッチを 押して、 お 聞 さに なりたい 放送局 や CD で 再生したい 曲を 選択し ます。 


室内 装備の 使いち 
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3-4. その他の 室内 装備の 使いち 


380 
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4-1 .お 手入れの しかた 

か 装の 手入れ 


お 手入れは、 次の 項目を 実施く ださし、。 


♦水を 十分 かけな びら 車体、 足 まわり、 下 まわりの 順番に 上から 下 
へ 巧れ を 洗い落とす。 

♦ 車体は スポンジ や セー ム 皮の ような 柔らかい ちので 洗う。 

♦ ちれび ひどい とさは カーシ ヤン プーを 使用し、 水で 十分 洗い流 
す。 

♦ 水を 而さ 取る。 

•水のは じきび 悪く なった とさは、 ワックスび けを 行う。 

ボ デーの 表面の 巧れ を 落と してち 水び 玉 状に ならない ときは、 車体の 温度び 
冷えて いると さ （およそ 体温 じ (下を 目安と してく ださい。） に ワックスを か 
ける。 


なお、 ボディ コート、 ホイール コート、 ガラス コートな ど トヨタ ケミ 
カル 商品を 施行され た 場合は、 お 手入れ 方法び 異なります。 詳しくは 
トヨタ 販売店に お問い合わせく ださい。 


□知識 

■自動 洗車 機を 使 ラと さは 

•ドアミラーを 格納し、 車両 前 側から 洗車して ください。 また、 走行 前は 必ず 
ドアミラーを 復帰 状態に もどして ください。 

•ブラシで 車体に 傷び つ さ、 塗装を 損なう ことび あります。 

•  U ヤス ポイ ラーび ひっかかり、 洗車で さない 場合 や、 傷ついた りする おそれ 
びあります。 

•自動 洗車 機に 入れる 前に、 車両の 給油 □び しっかり 閉まって いる ことを 確認 
して  <  ださい。 

■高圧 洗車 機を 使 ラと きは 

室内に 水び 入る おそれび あるた め、 ノズルの 先端を ドア ガラス や ドア 枠 付近に 
近づけす ざないで ください。 

■バンパー および サイ ド モール デ イング 

研磨 剤 入りの 洗剤で こすらない ようにして ください。 
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4-1 .お 手入れの しかた 


■アルミ ホイール 

♦中性洗剤を 使用し、 早めに 巧れ を 落として < ださい。 研磨 剤の 入った 洗剤 や 
硬い ブラシは 塗装を 傷めます ので 使用し ないで ください。 

•夏場の 長距離 走行 後な どで ホイールび 熱い ときは、 洗剤は 使用し ないで ください。 
•洗剤を 使用した 後は 早めに 十分 洗い流して < ださい。 

■レイン クリア リ ング ミラーの 親 水 効果 回復 作業に ついて 
鏡面の 親 水 効果は、 太陽光を 当てる ことにより 徐 々に 回復し ます (^P.  140) 
び、 早く 回復 させたい とさは 次の 作業を 行って ください。 

E 鏡面に 水を かけ、 ミ 尼 巧れ などを 洗い流す。 

〇] 水を 含ませた されい な 柔らかい 巧な どで 汚れを 落とす。 

[司 ガ ラスク U — ナーか 中性洗剤で 洗浄 後、 十分な 水で 洗剤を 洗い流す。 
|~4~| されい な 柔らかい 布な どで 鏡面に ついた 水を ふさ 取る。 

[司 屋外に 車両を 駐車し、 鏡面に 太陽光を 己 時間 程度 当てる。 

(汚れの 量 や 種類に より、 回復 時間は 異なります） 


A 警告 


■洗車を するとき は 

エンジン ルーム 内に 水を かけないで ください。 

電気 部品な どに 水び かかる と 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

■フ □ント ウインドウ ガラスを 清掃 するとき は （雨滴 感知 式 ワイパー 装着 車） 


ワイ パースイッチを OFF にして くださし、 
AUTO モードに なって いると、 次の ような 
とさに ワイパーび 不意に 作動し、 指な どを 
挟み 重大な 傷害を 受けたり、 ワイパー ブ 
レー ドな どを 損傷す る おそれび あります。 


> 雨滴 センサー 上部の フ □ン トウ イン ドウ ガラスに 手で 触れた とさ 
> 水分を 含んだ 布な どを 雨滴 センサーに 近づけた とさ 
>フ □ン トウ イン ドウ ガラスに 衝撃を 与えた とさ 
> 車内から センサー 本体に 触れるな どして 衝撃を 与えた とさ 


お 手入れの しかた 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A 警告 

■排気管に ついて 

排気管は 排気ガス により 熱くな ります ので、 エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > 
停止 直後な どに 触れないで ください。 やけどを する おそれび あります。 


A 迂意 

■塗装の 劣化 や 車体 •部品 （ホイール など） の 腐食を 防ぐ ために 

♦次の よう な 場合は ただちに 洗車 してく ださい。 

- 海岸 地帯を 走行した あと 
- 凍結防止剤を 散布した 道路を 走行した あと 

- コールタール、 花粉、 樹液、 鳥の ふん、 虫の 死び いなどび 付着した とさ 
. ばい 煙、 油煙、 粉 じん、 鉄粉、 化学物質 などの 降下び 多い 場所を 走行した 
あと 

- ほこり、 ミ 尼な どで 激しく 巧れ たと さ 
- 塗装に ベンジン やガソ U ン などの 有機 溶剤び 付着した とき 
♦塗装に 傷び ついた 場合は、 早めに 補修して ください。 

♦ホイール 保管 時は、 腐食を 防ぐ ために 汚れを 落とし、 湿気の 少ない 場所へ 保管 
して  <  ださい。 

■ランプの 清掃 

•注意して 洗って ください。 有機 溶剤 や 硬い ブラシは 使用し ないで ください。 
ランプを 損傷させる おそれび あります。 

•ランプに ワッ クスび けを 行わない でく ださい。 

レンズを 損傷す る おそれび あり ます。 

■ルーフの 上を 清掃 するとき は 

ルーフの 上に 手を ついたり、 重い ちのを のせないで < ださい。 

ルーフび へこむな ど 損傷させる おそれび あります。 

■自動 洗車 機を 使用 するとき は 

ワイパー スイッチを OFF にして ください。 

AUTO モードに なって いると、 不意に ワイパーび 作動して ワイパー ブレードな 
どを 損傷す る おそれび あ ります。 
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4-1 .お 手入れの しかた 

内装の 手入れ 


お 手入れは、 次の 要領で 実施して ください。 

■ 室内の 手入れ 

♦ カーク リーナー や 電気掃除機 などで ほこりを 取り除き、 水 または 
める ま 湯を 含ませた 布で 軽く 而さ 取ります。 

♦ リヤ ウイン ドウ ガラスの 内側を 清掃 するとき は、 熱線を 損傷す る 
おそれび あるた め、 ガ ラスク U —ナ ーな どを 使わず、 熱線に そっ 
て 水 またはめ る ま 湯を 含ませた 布で 軽く 而 いてく ださい。 

■合成皮革 部分の 手入れ 

• 掃除機を かけて、 大まかな ちれを 取る 

♦ スポンジ や 柔らかい 布を 使用 して 合成皮革 部分に 刺激の 少ない 
洗剤を つける 

• 数 分 間 そのまま にして おいてから ちれを 落とし、 固く 絞った され 
いな 布で 洗剤を 而さ 取る 

■ 本 革 部分の 手入れ 

• 掃除機な どで ほこり や 砂を 取り除く 

♦ 薄めた 洗剤を 柔らかい 布に 含ませ、 汚れを 而さ 取る 

ウール 用の 中性洗剤を 約 己％ の 水溶液まで 薄めたち のを 使用して < ださい。 

♦ 真水を ひたした 布を 固く しぼり、 表面に 残った 洗剤を 而さ 取る 

• 乾いた 柔らかい 布で 表面の 水分を 而き 取り、 風通しの よい 日陰で 
乾燥させる 


お 手入れの しかた 
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4-1 .お 手入れの しかた 


□知識 

■ 本 革 部分の お 手入れの 目ち 

品質を 長 < 保 つため、 年に 2 回 程度の 定期的な お 手入れを おすすめ します。 

■カー ぺツ トの洗 ミき 

市販の 泡 タイプ ク U —ナ ーび ご 利用に なれます。 

スポンジ または ブラシを 使用して 泡を カー ぺツ トに 広げます。 円を 描く ように 
塗り こんで ください。 水は かけないで ください。 でさる だけ 乾いた ままに して 
お  <  の び最ち 効果的です。 

■ シー ト ベルト 

刺激の 少ない 洗剤と める ま 湯で、 布 か スポンジを 使って 洗って ください。 シー 
ト ベルトの 擦り切れ •ほ つれ •傷な どを 定期的に 点検して ください。 （^P.  127) 

■ スーパー UV カツ ト ガラスに ついて* 

• ドア ガラスび 巧れ ている とさは、 早めに 水 またはめ る ま 湯を 含ませた 巧で 軽 
く ふいて 清掃して ください。 

• ドア ガラスの 巧れ び ひどい とさは、 ドア ガラスの 開閉を 繰り返さないで くだ 
さい。 

■ ドアの 植毛 部分に ついて* 

表面を こすった とさに 植毛 部分び 立ち、 跡び 残る ことび あります び、 異常では 
ありません。 巧 用の 柔らかい ブラシを 前から う しろへ かけて ください。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


4-1 .お 手入れの しかた 


A 警告 

■車両への 水の 浸入 

•車内に 水を かけたり 液体を こぼしたり しないで ください。 

電気 部品な どに 水び かかる と、 故障 や 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険で 
す。 

•床- ラ ゲージ ルーム 内 • 駆動 用 電池 冷却 用 吸入 □など 車内に 水を かけたり 液体 
を こぼしたり しないで ください。 （^P.  3 己） 

駆動 用 電池 や 電気 部品な どに 水び かかる と、 故障 や 車両 乂災 につな びる おそれ 
び あり 危険です。 （八 イブ U ッド 車） 

•  SRS エアバッグの 構成 部品 や ワイヤーを 濡らさないで ください。 （^P.  159) 
電気の 不具合に より、 SRS エアバッグび 作動したり、 正常に 機能し なくなり、 
死 t 事故 や 重傷に つながる おそれび あり ます。 

■内装の 手入れを するとき は （とくに インス トル メン ト パネル） 

離 出し ワックス や 離 出し ク U —ナ ーを 使用し ないで ください。 インス トル メン 
ト パネルび フ □ン トウ イン ドウ ガラスへ 映り 込み、 運転者の 視界を さまたげ 思 
わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害ち し < は 死 t におよ ぶ おそれび あ ります。 

■ シー ト 周辺の ま 意 

室内を 清掃す ると さや、 シートの 下に 落とした ちのを 拾う とさな ど、 シートの 
下に 手を 入れる とさは 十分を 意して ください。 シート レール、 シートの ± 台 部 
分な どに 当たり、 けがを する おそれび あります。 


お 手入れの しかた 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A\ 迂 '言、 

■清掃 するとき 使用す る 溶剤に ついて 

♦変色 • シミ • 塗装は びれ の 原因になる ため、 次の 溶剤は 使用 しないで  <  ださい。 

- シート 外の 部分： ベンジン、 ガソ U ン などの 有機 溶剤 や 酸 または アル カ 
U 性の 溶剤、 染色 剤、 漂白剤 

- シート 部分： シンナー、 ベンジン、 アルコール、 その他の 揮発性の 溶剤 

♦離 出し ワックス や 離 出し ク U —ナ ーを 使用し ないで ください。 インス トル メン 
ト パネル やその 他 内装の 塗装のは びれ • 溶解 • 変形の 原因になる おそれび あり 
9  〇 

■革の 傷みを 避ける ために 

革の 部分の 損傷- 消耗を 避ける ために、 次の ことを お守りく ださい。 

♦革に ついた ほこり や 砂は すぐに 取り除く。 

•直射日光に 長時間 さらさない ようにす る。 とくに 夏場は 曰 陰で 車を 保管す る。 

♦ビニール 製 •プラスチック 製 •ワックス 含有の ものは、 車内び 高温に なると 革 
に 貼 りつく おそれび あるた め、 革張り の 上に 置かない。 

■床に 水び かかる と 

水で 洗わないで ください。 

オーディオ やフ □ア カー ぺッ ト下 にある 電気 部品に 水び かかる と、 車の 故障の 
原因と なったり、 ボデ ーび 請び る おそれび あります。 

■ リヤ ウイン ドウ ガラスの 内側を 掃除 するとき は 

♦熱線を 損傷す る おそれび あるた め、 ガ ラスク U —ナ ーな どを 使わず、 熱線に 
そって 水 またはめ る ま 湯を 含ませた 巧で 軽く 店 \ いてく ださい。 

♦熱線を 引っ かいたり、 損傷 させない よう に 気をつけ てく ださい。 

■スーパー UV カッ ト ガラス* を 清掃 するとき は 

ドア ガラスを 清掃す ると さは、 コン パウンド または 研磨 剤 入り用 品 （ガ ラスク 
U —ナー •洗剤 •ワックス など） を 使用し ないで ください。 コーティングを 損 
傷させる おそれび あります。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


4-1 .お 手入れの しかた 

タイヤに ついて 


タイヤの 点検は、 法律で 義務付け 5 れ ています。 日常 点検と して 必ず 
タイヤを, な検 して  <  ださい。 

タイヤの 摩耗を 均等に し 寿命を 延ばす ために、 タイヤ □ー テー シ ヨン 
(タイヤ 位置 交換） を 5,00 0  km ごとに 巧って ください。 

■タイ ヤの 点検 項目 

タイヤは 次の 項目を 点検して ください。 

点検 方法は 別冊 「メンテナンス ノート」 を お読みく ださい。 

♦ タイヤ 空気 圧 

空気 圧の 点検は、 タイヤび； 令え ている とさに 行って ください。 

♦ タイヤの 亀裂- 損傷の 有無 
♦ タイヤの 溝の 深さ 

♦ タイヤの 異常 摩耗 （極端に タイヤの 片側の みび 摩耗して いたり、 
摩耗 程度び 他の タイヤと 著しく 異なるな ど） の 有無 

■ タイヤ □ー テーシ ヨンの しかた 

図で 示す 順に タイヤを □ー テ ー 
シ ヨンして ください。 

タイヤの 摩耗 状態を 均一に し、 寿 
命を 延ばす ために、 トヨタは 定期 
点検 ごとの タイヤ □ー テーシ ヨン 
を 推奨し ます。 


お 手入れの しかた 
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4-1 .お 手入れの しかた 


□知識 

■タイヤ 空気 圧の 数値 


タイヤの 指定 空気 圧は、 運転席 側の タイヤ 
空気 圧 ラベルで 確認す る ことび でさます。 


タイヤ サイズ 

空気 圧※ [kPa(k 旨/ cm2)] 

前後 輪 

S35/5 日 R18  97V 

240 
に. 4) 

215/60R17  96H 

240 
に. 4) 

215/65R16  98H 

ガソ U ン 車： 

240  (2.4) 

八 イブ U ツド 車： 
250  (2 .己） 

応急 用 タイヤ：  420  kPa  (4.2  k 呂 /cm う 

※： タイヤび; 令え ている とさの 空気 圧 


■タイヤ 関連の 部品を 交換 するとき 

タイヤ- ディスク ホイール- ホイール 取りつ け ナツ トを 交換 するとき は、 トヨ 
夕 販売店に ご 相談  <  ださい。 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A 警告 

■曰 常 点検に ついて 

•曰 常 点検と して 必ず タイヤを 点検 してく ださい。 

•タイヤの 点検は 法律で 義務付けられて います。 

タイヤは じ (下の 点に ついて 点検 してく ださい。 

. タイヤの 空気 圧 
- タイヤの 亀裂- 損傷の 有無 
- タイヤの 溝の 深さ 

. タイヤの 異常な 摩耗 （極端に タイヤの 片側の みび 摩耗して いる •摩耗 程度 
び 他の タイヤと 著しく 異なるな ど） 

タイヤの 点検ち 法は、 「メンテナンス ノート」 を お読みく ださい。 

■指定 空気 圧に ついて 

指定 空気 圧は、 運転席 ドアを 開けた ボデー 側に 貼られて いる 「タイヤ 空気 圧」 の 
表、 または P. 己]  4 で 正しい 空気 圧を 確認のう え 調整して ください。 

指定 空気 圧より 低い と 車両の 安定性を 損なう ばかり でな  < 、タ イヤび 偏 摩耗し 
たりし ます。 高速 走行 時に スタンディングウェーブ 現象^に より タイヤび バース 
卜 （破裂） したりして、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

日常 点検で、 応急 用 タイヤ も 含め、 必ず タイヤ 空気 圧び 指定 空気 圧に なって い 
る ことを 点検して ください。 

^ 高速で 走行して いると さに、 タイヤび 波 ラつ 現象。 


お 手入れの しかた 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A 警告 

■ 異常び あ る タイ ヤの 使用禁止 

•異常び ある タイヤを 装着して いると、 走行 時に 八ン ドルび 取られたり、 異常な 
振動を 感じる ことび あります。 また、 バースト （破裂） など 修理で さない よう 
な 損傷を タイヤに 与えたり、 タイヤび 横 すべりす るな ど、 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あり 危険です。 走行 中、 異常な 振動を 感じた 場合は、 すみやかに 卜 
ヨタ 販売店で 点検を 受け、 正常な タイヤに 交換して ください。 

•異常び ある タイヤを 装着して いると、 車の 性能 （燃費 •車両の 安定性 •制動 距離 
など） び 十分に 発揮で さない ばかりでなく、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 
危険です。 また、 部品に 悪影響を 与えるな ど 故障の 原因になる ことび あります。 

■タイヤ 交換 時の ま 意 

♦必ず ナツ トの テーパー 部を 内側に して 取 
りつけ てくだ さい。 テーパー 部を 外側に 
して 取りつ ける と、 ホイールび 破損し は 
ずれて しまい、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 


•ねじ 部に オイル やグ U —スを めらないで ください。 

ナツ トを 締める ときに 必要 じ (上に 締めつ けられ、 ボルトび 破損したり、 デ ィス 
ク ホイールび 損傷す る おそれび あります。 

また、 ナツ トび ゆるみ ホイールび 落下して、 重大な 事故に つながる おそれび あ 
ります。 オイル やグ U —ス びね じ 部に ついている 場合は ふさ 取って ください。 

■タイヤの サイズ、 種類に ついて 

•タイヤは すべて 指定 サイズで、 同一の サイズ- 同ー メーカー- 同一 銘柄 および 
同ー トレ ツ ド パターン （溝 模様） の タイヤを 装着して ください。 また、 摩耗 差 
の 著しい タイヤを 混ぜて 装着し ないで ください。 

•タイヤを 混在 使用す ると、 前後左右の タイヤで 常時 異常な 回転 差び 発生し、 駆 
動 系 部品 （ディ ファレン シャル ギヤ） に 無理な 力び かかり、 オイルの 温度び 上 
昇す るな どして オイル ちれ や 焼 さつ さな どに より、 最悪の 場合、 車両 乂災 につ 
なびる おそれび あり 危険です。 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A 警告 


■タイヤの サイズ、 種類に ついて 

•次の 場合ち タイヤの 混在 使用と 同様、 駆動 系 部品に 悪影響を 与える ので タイヤ 
空気 圧の 点検は 必ず 行って < ださい。 

- 4 輪の 空気 圧の 差び 著しい とさ 
- 空気 圧び 指定 値からは ずれて いると さ 
•タイヤの 摩耗を 4 輪と わ 均等に し、 寿命を 延ばす ために タイヤの □ー テ ー シヨ 
ンを 行って ください (^P.  389) 

•ディスク ホイールを 交換す ると さも 指定 じ (外の ディスク ホイールを 装着し な 
いで  <  ださい。 

♦指定 外の タイヤ および 4 輪と も 同一で ない タイヤを 装着す ると、 車の 性能 
(燃費- 車両の 安定性- 制動 距離な ど） び 十分に 発揮で さない ばかりで な <、 
前後左右の タイヤに 回転 差び 発生す るな どして 正確な 車両 速度び 検出で さな 
く なる 場合び あり、 下記の システムび 正常に 作動 しなく なるお それび ありま 
す。 


ABS  & ブレーキ アシスト 
VSC 

クルー ズ コント □- ル* 
AFS  * 

PCS  * 

バック ガイド モニター* 


- TRC 
- VDIM  * 

• レーダークルー ズ コント □- ル* 

- オートマチック 八 イ ビーム* 

. ナビ ゲー シヨ ン システム* 

- パ ノラ ミック ビュー モニター* 

LKA  (レー ンキー ピン グ アシスト）* 

また、 下記の システムは、 性能び 十分に 発揮で きない ばかりで な <、 駆動 系 部 
品に 悪影響を 与える おそれび あり ます。 

•  4VVD システム （ガソ U ン 車）* 

- 電気 式 4VVD システム （八 イブ U ッド 車） 

■冬 用 タイヤに ついて 

冬 用 タイヤ 装着 時ち、 必ず 標準 タイヤと 同じ サイズで 同一 種類の タイヤを 装着 
し、 指定 空気 圧で 走行して ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


お 手入れの しかた 
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4-1 .お 手入れの しかた 


A 警告 

■摩耗 限度に ついて 

タイヤの 溝の 深さび 少ない タイヤ やス U ップヴ イン （摩耗 限度 表示） び 出て い 
る タイヤを そのまま 使用す ると、 雨の 曰に 制動 距離び 長く なったり、 八 イド □ 
プレーニング 現象^に より、 八ン ドルび 操作で さなく なったり、 タイヤび バース 
卜 （破裂） したりして、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 ス U ッ 
プヴ インび 現れたら、 すみやかに 正常な タイヤと 交換して ください。 

^ 水の たまった 道路を 高速で 走行す ると、 タイヤと 路面の 間に 水び 入り込み、 タイ 
ヤび 路面から 浮いて しまい、 八ン ドル やブ レー キび 効かな < なる 現象。 

■ タイヤ サイズの 変更に ついて 

新車 時に 装着され ている タイヤ サイズに よって ホイール サイズ や ステア U ング 
ギヤの 設定^ び 異なる ため、 装着され ている タイヤ サイズ 外の タイヤを 装着し 
ないで ください。 サイズの 異なる タイヤ や ホイールを 装着した 場合に 車両の 安 
定性び 十分に 確保で さなくなる おそれび あり 危険です。 

例えば 2] 己/ 6 己 R 16 タイヤ 装着 時に 23 己/日日 R]  8 タイヤを 装着す る ことは 
でさません。 

※八ン ドルを 操作した 量に 対して タイヤび 切れる 角度 

■ 異常び ある ホイ ー j レの 使用禁止 

亀裂 や 変形な どび ある ホイールは 使用し ないで ください。 

走行 中に タイヤの 空気び 抜けて、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


A 迂意 

■タイヤ 空気 圧び 低い とさ 

走行を 続けないで < ださい。 

タイヤ または ホイールび 損傷す る ことび あります。 

■悪路 走行に 対する ま 意 

段差 や 凹凸の ある 路上を 走行す る とさは を 意 してく ださい。 

タイヤの 空気び 抜けて、 タイヤの クッション 作用び 低下し ます。 また、 タイヤ、 
ホイール、 車体な どの 部品ち 損傷す る おそれび あります。 
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4-2 .簡単な 点検 •部品 交換 

ボンネット 


室内 か 5 □ック を 解除して、 ボンネットを 開けまず。 


BTO 4209058 


ボン ネッ ト オープナーを 引 <。 
ボン ネッ トび 少し 浮 さ 上び り ま 
す。 


レバーを 引 さ 上げて ボン ネッ 
を 開ける。 


ボン ネッ トス テ ーを ステ ー穴に 
挿し 込む。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


□知識 


■バッテリー 端子を はずす ときは （ガソリン 車） 

バッテ U —端 テを はずす と コンピューターに 記憶され ている 情報び 消去され ま 
す。 バッテ U —端 テを はずす ときは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

■補 機 バッテリーに ついて （八 イブ リッ ド 車） 

♦この 車両の 補 機バッ テ U —は、 ラ ゲージ 
ルーム （助手席 側） の ル 物入れに あり、 エ 
ン ジン ルームには 搭載され ていません。 
(補 機バッ テ U  -は バッテ U  - 液の 補充び 
必要ない タイ プの ため、 バッテ U — 液量 等 
の 点検は 不要です） 

•補 機 バッテ U —  び あびって しまった とき 
は、 エンジン ルーム 内に ある 救援 用 端 テ 
を 使用して、 処置を 行います。 

(^P.  492) 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■走行 前の 確認 

ボン ネ ットび しっかり □ッ ク されて いる こと を 確認して く ださい。 

□ック せずに 走行す ると、 走行 中に ボンネットび 突然 開いて、 生命に かかわる 
重大な 傷害に つながる おそれび あり ます。 

■修理- 車検- 整備 点検を する 場合は （八 イブ リッ ド 車） 

整備 モードに 切り替える 必要び あります ので、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く だ 
さい。 高電圧 システムを 使用して いるた め、 取り扱いを 誤る と、 重大な 傷害に 
およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

■エンジン ルームを 点検した あとは 

エンジン ルーム 内に 工具 や 布を 置 さ 忘れて いない ことを 確認して ください。 

点検 や 清掃に 使用した 工具 や 巧な どを エンジン ルーム 内に 置 さ 忘れて いると、 
故障の 原因と なったり、 また、 エンジン ルーム 内は 高温になる ため 車両 乂災に 
つながる おそれび あり 危険です。 

■ボン ネッ トを 閉める とさは 

ボンネットを 閉める ときは、 手な どを 挟ま 
ないよう にを 意して ください。 

重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 


■補 機 バッテリーの 交換に ついて （八 イブ リッ ド 車） 

交換す る 際は ヴェル ファイア 八 イブ U ッ ド 専用 品を 使用して ください。 専用 品 
じ I 外を 使用す ると、 ガス （水素） び 室内に 侵入したり、 引乂 して 爆発す る おそ 
れび あり 危険です。 

補 機 バッテ U —の 交換に ついては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

■ボン ネッ トス テ ーを ステ ー穴に 挿し 込んだ あとは 

ボン ネッ トび頭 や 体の 上に 落ちて こない ように、 正しく 挿し 込まれて いるか 確 
認 してく ださい。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■けがを 防ぐ ために 

参 走行 後の エンジン ルーム 内は 高温に なって います。 熱く なった 部品に さわる と 
やけどな どの 重大な 傷害を 受ける おそれび あります。 

•ボン ネッ トを 開ける 前に" エンジン スタート ストップ" スイッチく" パ 
ワ ー" スイッチ  >  を OFF にして くださし、 作動 中の 部品に 巻き込まれて けび 
などの 重大な 傷害を 受ける おそれび あり ます。 と  <  にガソ U ン 車の 電動 フアン 
は エンジン 停止 後ち 最大 8 分 間作 動し ますので、 しばらくたって から ボン ネッ 
卜を 開けて  <  ださい。 


A 迂意 

■ボン ネッ ト への 損傷を 防ぐ ために 

ボン ネッ トを 閉める とさは、 体重を かけるな どして 強く 押さないで ください。 
ボン ネッ トび へこむ おそれび あります。 

■ボン ネッ トを 閉める とさは 

ボン ネッ トス テ ーを ステ ー穴から 取りは ずし、 ク U ップに 正しくち どして くだ 
さい。 

ステ ーを 正しくち どさない 状態で ボン ネッ トを 閉める と、 ボン ネッ トや ステ ー 
び 損傷す る おそれび あり ます。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

ガレージ ジャッキ 


ガレージ ジャッキを 使用して 車両を 持ち上げる とさは、 正しい 位置に 
ガレージ ジャッキを 取りつ けて ください。 正しい 位置に 取りつ けない 
と、 車両び 損傷したり、 けがを する おそれび あります。 

■フ □ント 側 


►  FF 車 （前輪駆動） （ガソ U ン 車) 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


►  4WD 車 （4 輪 駆動） （ガソ U ン 車) 


目 TO 420905 己 

►八 イブ リツ ド 車 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げる ときは 

次の ことを 必ず お守り < ださい。 お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

•図の ような ガレージ ジャッキを 使用して 
車両を 持ち上げる 


•ガレージ ジャッキを 使用す ると さは、 必ず ガレージ ジャッキ 付属の 取扱説明書 
を 十分に 確認の 上、 使用す る 

•車に 搭載され ている ジャ ッキを 使用 しない 
車両び 落下す る おそれび あ ります。 

•ガ レー ジジ ャッ キ のみで 支え られた 車両の 下に 体の 一部を 入れた り、 ちぐり 込 
ん だり しない 

•ガレージ ジャッキ および 自動車 用 ジャッキ スタンドを しっかり とした 傾 さの 
ない 平坦な 床 面で 使用す る 

•車両び ジャ ッキ アップ された 状態で エンジンく ノ V イブ U ッ ド システム >  を始 
動し ない 

•平らで 硬い 地面に 停車 させ、 しっかりと パーキング ブ レー キを かけ、 シフト レ 
パーを P にす る 

•ガレージ ジャッキは、 必ず ジャッキ アップ ポイントに 正しく セッ ト する 
ガ レー ジジ ャッ キを正 しく セッ ト せずに 車両を 持ち上げ ると、 車両び 損傷し ま 
す。 また 車両び ガレージ ジャッキから 落下す る おそれび あります。 

•車内に 柔員 びいると さは 車両を 持ち上げない 

•車両を 持ち上げる とさは、 ガレージ ジャッキの 上 または 下にち のを 置かない 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

エンジン ルーム カバー （八 イブ リツ ド 車) 


ヒューズ や 電球 （バルブ） の 点検 •交換な どを 行う ときに 取りは ずし 
まず。 

■ エンジン ルーム カバーの 取りは ずし 方 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■クリップの 取りつ け 方 


BT042CF006 


A 警告 

■けび を 防ぐ ために 

エンジン ルーム カバーを 取りは ずす 前に、 "パワー" スイッチを OFF にして く 
ださい。 熱 < なった 部品で やけどを したり、 作動 中の 部品に 卷さ 込まれて けび 
をす る おそれび あります。 

■エンジン ルーム カバーを 取りは ずした ときは 

高電圧 部位 •高電圧の 配線 （オレンジ色） などには、 絶対に さわらないで  <  だ 
さい。 

感電な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 迂 '言、 

■エンジン ルーム カバーを 取り はずす ときは 

ク U ップを エンジン ルームの 中に 落とさな いようを 意して ください。 

■エンジン ルーム カバーを 取りつ けた あとは 

もとの 場所に 確実に 取りつ けられて いる ことを 確認して ください。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

電球 （バルブ） の 交換 


次に 記載す る 電球は、 ご 自身で 交換で きます。 詳細び 不明な 場合 やそ 
の 他の 電球 交換に ついては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

■ 電球の 用意 

切れた 電球の W 数を 確かめて ください。 (^P.  514) 

■ フ □ント の バルブ 位置 


へツ ド ランプ- 
り V イ  ビーム） 


車 幅 打 


フ □ン トフ オグ ランプ- 


- フ  □ント 方向 指示 打/ 
非常 点滅 打 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


[電球 交換の しかた 


■へツ ド ランプ （八 イ ビーム) 


ソケッ トを 取りは ずす。 


電球を 取りは ずす。 


電球を 交換し、 ソケットを 取りつ 
ける 

取りつ け 部と 電球の ツメ （3 か 所） を 
あわせて 挿し 込みます。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ソケッ トを 回して 固定す る。 

ソケッ トを 取りつ けた あとは、 いった 
んへッ ド ランプ （八 イ ビーム） を 点 打 
させ、 バルブの 取りつ け 部から ランプ 
の 光び ちれて いない ことを 目視 確認 
して  <  ださい。 


回 取りつ ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取りつ ける。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ フ □ン トフ オグ ランプ 


n クリップの 中/こ \ を 引き出し、 ク 
リップを 引き抜く 
曰 フェンダー ライナーを めくる 


コネクターを 引き抜く。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


電球を 交換し、 取りつ ける。 

取りつ け 部と 電球の ツメ （3 か 所） を 
あわせて 挿し 込みます。 


電球を 回して 固定し、 コネクタ ー 
を 取りつ ける。 

電球を 軽く ゆさぶって、 ぐらつ さびな 
いこと を 確認し、 いったん フ □ント 
フオグ ランプを 点 打 させ、 電球の 取り 
つけ 部から ランプの 光び ちれて いな 
いこと を目視 確認して ください。 


回 フェンダー ライナーを もとに もどし クリップを 取りつ ける。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■車 幅な 


n ソケッ トを 取りは ずす 
曰 電球を 取りは ずす 


手順 


回 取りつ ける とさは、 取りは ずした とさと 逆の 手順で 取りつ ける。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


フ □ン ト 方向 指示 灯/非常 点滅 灯 

n ソケッ トを 取りは ずす 


曰 電球を 取りは ずす 


取りつ ける とさは、 取りは ずした とさと 逆の 手順で 取りつ ける C 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ リヤ 方向 指示な/非常 点滅 灯 


バック ドアを 開け、 ボルト 2 本を 
はずす。 


ランプ 本体を 取りは ずす。 


コネクターの ツメを 押し、 コネ ク 
ターを はずす。 


412 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


n ソケッ トを 引き抜く 
曰 電球を 取りは ずす 


手順 


回 取りつ ける とさは、 取りは ずした とさと 逆の 手順で 取りつ ける。 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■後退な、 番号な 


バック ドアを 開け、 交換したい 電 
球の カバーを はずす。 

n 後退な 
曰 番号 打 


回 ソケットを 取りは ずし、 電球を 取りは ずす。 

n 後退な 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


番号 灯 


曰 番号な 


H 司 取りつ ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取りつ ける。 

その他の 電球 

下の 電球び 切れた とさは、 トヨタ 販売店で 交換して ください。 
•へッ ド ランプ （□- ビ ーム） 

• サイ ドち 向 指示/非常 点滅な 

♦ 制動な 

•尾な 

•八 イマ ウン トス トツプ ランプ 


□知識 


■レンズ 内の 水滴と 曇り 

次の ような とさは、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 ただし、 レンズ 内の 一時 
的な 曇りは、 機能 上 問題ありません。 

• レンズ 内側に 大粒の 水滴び ついている 
♦ランプ 内に 水び たまって いる 

■デ ィス チャージへ ッ ド ランプの 作動 

作動 電圧 範囲を はずれる と、 ランプび 消 打したり、 点灯し な < なります。 

電圧び 正常に ち どると 再 点 打し ます。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 警告 

■電球を 交換 するとき は 

•ランプは 消 打して ください。 消 打 直後は 熱いた め、 交換し ないで ください。 
やけどす る ことび あります。 

•電球の ガラス 部を 素手で 触れないで < ださい。 

プラスチック 部 または 金属 ケース 部を 持って ください。 また、 電球を 傷つけた 
り、 落下 させたり すると 球 切れ したり 破裂す る こと び あ ります。 

•電球 や 電球を 固定す るた めの 部品は しっかり 取りつ けて ください。 取りつ けび 
不十分な 場合、 発熱 や 発乂、 わしく は ヘッド ランプ 内部への 浸水に よる 故障 
や、 レンズ 内に 曇りび 発生す る ことび あります。 

•電球、 ソケット、 電気回路、 および 構成 部品を、 修理 または 分解し ないで くだ 
さい。 

感電して、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

■デ イス チャージへ ッ ド ランプに ついて 

•交換す ると さ （電球 交換 含む） は、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

•点灯 中は、 高電圧 ソケッ トに 触れないで ください。 

瞬間 的に 2 万 ボルトの 電圧び 発生す るた め、 感電して、 生命に かかわる 重大 
な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 迂 '言、 

■お 車の 故障 や 乂災を 防ぐ ために 

電球び 正しい 位置に しっかりと 取りつ けられて いる ことを 確認して ください。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

ヒューズの 点検、 交換 


ランプが つかない とき や 電気系統の 装置び 働かない ときは、 ヒューズ 
切れが 考え 5 れ ます。 ヒューズの 点検を 巧って ください。 


固圆 [で" エンジン スタート ストップ" スイッチ  <  " パワー" ス 
イッチ  >  を 日 FF にす る。 


手順! 


互 エンジン ルーム （ヒ ューズ ボックス C) のヒ ューズ ボックス 
を 開ける とさは、 エンジン ルーム カ パーを はずす。 

(八 イブ リッ ド 車） （^P.  402) 


手順 


回 ヒューズ ボックスを 開ける。 


►エンジン ルー ム （ヒ ューズ ボックス A) 
(ガソリン 車/八 イブ リツ ド 車） 


ツメを 押しな びら、 カバーを 持 
ち 上げる。 


►エンジン ルー ム （ヒューズ ボックス 目) 
(ガソリン 車/八 イブ リツ ド 車） 


ツメを 押しな びら、 カバーを 持 
ち 上げる。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


►エンジン ルーム （ヒューズ ボックス C) (八 イフ U ッド 車の み) 


ツメを 押しな びら、 カバーを 持 
ち 上げる。 


►運転席 足元 （ガソ U ン 車/八 イブ U ッド 車) 


カバーを 取りは ずす。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


助手席 足元 （ガソ U ン 車/八 イブ U ッド 車） 

カバーを 取りは ずす。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


四 故障の 状況から、 点検 すべさ ヒューズを 「ヒューズの 配置と 
負荷」 （^P.  422) で 確認す る。 


ヒ ューズ はずしで ヒ ユー ズを引 
き 抜く。 


互 ヒューズを 引 さ 抜 さ、 ヒューズび 切れて いない か 点検す る。 

正常 

ヒューズ 切れ 

ヒューズ ボックスの 表示に したび 
し、 規定 容量の ヒューズに 交換し 
ます。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


S 郎吕 

□  SlIj  0!Ei!j 

□  □□中 


r 


V 


BTO42CD101 


I ヒューズの 配置と 負荷 

■エンジン ル ー ム （ヒュ ー ズ ボックス A) 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

HORN 

10  A 

ホーン 

2 

STRG  LCK 

20  A 

ステア U ング □ック 

3 

AMP  N0.2 

30  A 

オーディオ アンプ 

4 

AMP  N0.1 

30  A 

オーディオ アンプ 

已 

ECU-B3 

7.5  A 

スマー ト ECU 

6 

ECU- 巨 2 

7.5  A 

エアコン 

7 

S/HORN 

10  A 

S/H0RN 

8 

D  曰  CER 

20  A 

フ □ン ト ワイパー デ アイサ ー 

9 

FOG 

20  A 

フ □ン トフ ォグ ランプ 

10 

H-LP  RH 《 ] 

15  A 

ち 側 ヘッド ランプ （八 イ ビーム） 

H-LP  RL《2 

15  A 

ち 側へ ッ ド ランプ （□ー ビーム） 

1 1 

H-LP  LH 《 ] 

15  A 

左側 ヘッド ランプ （八 イ ビーム） 

H-LP しし※ 2 

15  A 

左側へ ッ ド ランプ （□ー ビーム） 

12 

H-LP  RL《 ] 

15  A 

ち 側へ ッ ド ランプ （□ー ビーム） 

の a □幻 幻 
DDDDD 


中 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

13 

H-LP  い] 

15  A 

左側へ ッ ド ランプ （□ー ビーム） 

H-LP  RH《2 

15  A 

ち 側 ヘッド ランプ （八 イ ビーム） 

14 

H-LP  HI  N0.2 《 ] 

20  A 

オー トマ チック 八イ ビーム 

H-LP 川※ 2 

15  A 

左側 ヘッド ランプ （八 イ ビーム） 

^ 1 : オートマチック 八イ ビーム 装着 車 
X-  2  ; オー トマ チック 八イ ビーム 非 装着 車 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■エンジン ルーム （ヒューズ ボックス B) 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

ABS  N0.2 《 ] 

30  A 

VSC ア クチ ュエ ー ター 

2 

DEF 

30  A 

U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガー 

3 

EFI 

20  A 

EFI 

4 

CAPACITOR 

15  A 

八 イブ U ッ ド システム 

已 

ECU- 巨 

10  A 

パワー スライ ド ドア 

6 

DOME 

7.5  A 

室内 打 

7 

RAD  N0.1 

15  A 

ナビ ゲー ショ ン システム 

8 

MIR  HTR 

10  A 

S ラー ヒーター 

9 

SLOPE  N0.2 《 ] 

30  A 

ス □ープ 

ABS  MAIN] 《 2 

10  A 

ブレーキ システム 

10 

ABS  MAIN2《2 

10  A 

ブレーキ システム 

1 1 

ETC-S 

10  A 

EFI 

12 

AM2  N0.2 

7.5  A 

ボデー ECU 

13 

TRN  HAZ 

15  A 

方向 指示 兼 非常 点滅 打 

14 

IG2 

15  A 

インジェクション 

] 已 

ABS  MAIN3《2 

15  A 

ブレーキ システム 

16 

FR  DOOR 

30  A 

ボデー ECU 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

17 

A/F《 ] 

30  A 

EFI 

A/C  W/P 《 2 

10  A 

エアコン 

X- ] : ガソ U ン車 
X-  2  ; 八 イブ U ッド車 


お 手入れの しかた 


42 己 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■エンジン ルーム （ヒューズ ボックス C) (八 イブ リツ ド 車) 


円  円 


BTO42CF014 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

EFI  N0.1 

7.5  A 

八 イブ U ッ ド システム 

2 

OIL  PMP 

10  A 

八 イブ U ッ ド システム 

3 

PCU 

10  A 

八 イブ U ッ ド システム 

4 

IGCT  N0.1 

7.5  A 

八 イブ U ッ ド システム 

已 

INV  W/P 

10  A 

八 イブ U ッ ド システム 

6 

IGCT  N0.2 

7.5  A 

八 イブ U ッ ド システム 

7 

BATT  FAN 

10  A 

八 イブ U ッ ド システム 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


運転席 足元 


nnnnnnnnn 

‘12 叫 

nnnnnn 


UU 


LIU 


UU 

SS8 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

FR  WIP 

30  A 

フ □ント ワイパー 

2 

SEAT  HTR  RH 

10  A 

シ ー トヒ ー タ ー （運転席 側） 

3 

RH  ECU-IG 

10  A 

エアコン 

4 

P/SEAT  RL 

20  A 

助手席 側 セ カン ド シート 

已 

P/SEAT  RR 

20  A 

運転席 側 セ カン ド シート 

6 

P/POINT 

15  A 

ア クセヴ U — ソケット 

7 

OG 

15  A 

ア クセヴ U — ソケット 

8 

RAD  N0.2 

7.5  A 

ナビ ゲー シヨ ン システム 

9 

ECU-ACC 

7.5  A 

ドア ミラー 

10 

に N 

10  A 

イ グニ ッシ ヨン 

1 1 

MET 

7.5  A 

メー ター 

12 

PSB 

30  A 

プ U クラッシュ シー ト ベルト 

13 

RR  FOG 

7.5  A 

U ヤ フォグ ランプ 

14 

P/W  FR 

20  A 

パヮー ウィンドウ 

]已 

P/SEAT  RH 

30  A 

運転席 シ ー ト 

16 

AMI 

7.5  A 

ドライ ビング ポジ シ ヨン メモ U — 

17 

STOP 

15  A 

制動 打 

18 

OBD 

7.5  A 

ダイア グノー シスコ ネクター 

19 

PSD  RH 

30  A 

パワー スライ ド ドア 

20 

P/W  RR 

20  A 

パヮー ウィンドウ 

お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


■ 助手席 足元 


nnnnnnnnn 


n 


n 

己 

nn 


nnn 

刪 

1  J  ロロ ロ 

UUUUUU 


盯 04209045 


ヒューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

1 

LH  ECU- に 

10  A 

ボデー ECU、 パワー スライド ドア 

2 

SEAT  HTR  LH 

10  A 

シー ト ヒーター 

3 

GAUGE  N0.2 

10  A 

後退 打 

4 

STP  RR 

7.5  A 

制動 打 

已 

STP  HI  MT 

7.5  A 

八 イマ ウン トス トツプ ランプ 

6 

STP  RL 

7.5  A 

制動 打 

7 

RR  WIP 

15  A 

U ャ ワイ パー 

8 

GAUGE  N0.1 

10  A 

メーター、 

フ □ン ト ワイパー デ アイサ ー 

9 

PANEL 

10  A 

スイ ツチ 照明 

10 

TAIL2 

10  A 

尾 打 

1 1 

TAIL 

10  A 

尾 打 

12 

P/SEAT  LH 

30  A 

助手席 シート 

13 

4WD 

7.5  A 

4WD システム 

14 

AC  INV 

15  A 

ア クセヴ U — コンセント 

]已 

DR  LOCK 

30  A 

ボデー ECU 

16 

P/W  FL 

20  A 

パワー ウインドウ 

17 

S/R 

20  A 

ムーン ルーフ 

18 

PSD  LH 

30  A 

パワー スライ ド ドア 

19 

P/W  RL 

20  A 

パワー ウインドウ 

20 

P 巨 D 

30  A 

パワー バック ドア 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


□知識 

■ヒューズを 交換した あと 

♦交換しても ランプ 類び 点 打 しないと さは、 電球を 交換して ください。 

(^P.  405) 

•交換 してち 再度 ヒューズび 切れる 場合は、 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて < だ 
さい。 

■バッテリー  <  補機ノ くッ テリー  >  か！ 5 の 回路に 過剰な 負荷び かかる と 

配線び 損傷を 受ける 前に ヒューズび 切れる ように 設計され ています。 


A 警告 

■車の 故障 や、 車両 乂災を 防ぐ ために 

次の ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と 車の 故障 や 乂災、 けがを する おそれび あります。 

•規定 容量！; (外の ヒューズ または ヒューズ 1；( 外の わのを 使用し ないで ください。 
•必ず トヨ タ 純正 ヒューズ か 同等 品を 使用 してく ださい。 

•ヒューズ や ヒューズ ボックスを 改造し ないで ください。 


水迂意 

■ヒューズを 交換す る 前に 

ヒューズび 切れた 原因び 電気の 過剰 負荷 だと 判明した とさは、 トヨタ 販売店で 
点検を 受けて ください。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

キ ■の 電池 交換 


電池が 消耗して いると きは、 新しい 電池に 交換して くださし、。 


■用意ず るち の 

♦ テープを 巻いた マイナス ドライバー 
♦ リチウム 電池 CR]  632 


■ 電池 交換の 仕方 


メカニカル キーを 抜く。 


カ パーを はずす。 


消耗した 電池を 取り出す。 

新しい 電池は + 極を 上に して 取り 
つけます。 


430 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


□知識 

■電池び 消耗して いると 

次の ような 状態び 起こり ます。 

•スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テム、 ワイヤレス 機能び 作動し ない 
•作動 距離び 短 < なる 

■ リチウム 電池 CR 1 632 の 入手 

電池は トヨタ 販売店、 時計店 および カメラ 店な どで 購入で さます。 

■キーの 電池を 交換した ときは 

キーの スイッチを 押し、 本体の LED び 点 打す る ことを 確認し ます。 


A 警告 

■取りは ずした 電池と 部品に ついて 

お テ さまに さわらせないで ください。 

部品び ル さいため、 誤って 飲み込む と、 のどな どに つまらせ 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 


A 迂意 

■交換 後、 正常に 機能させる ために 

次の こと を 必ず お 守 りく ださい。 

♦濡れた 手で 電池を 交換し ない 
鐘の 原因になります。 

•電池 iu 外の 部品に、 触れたり 動かした りしない 
•電極を 曲げない 

♦ ドライバーに テーピング をしたり 巧され を 当ててから はずして ください。 
カノ  く 一に 傷び つく おそれび あ ります。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

ウォッ シャー 液の 補給 


液面び LOW の 位置に 近づいたら 
ウオッ シャー 液を 補給して くだ 
さい。 


□知識 


■ゲージの 使い方 


ウォ ッシャ ー 液の 膜び 張 ってい る ゲージの 
穴 部の 位置を 確認して、 ウォッ シャー 液の 
残 量を 判断し ます。 

残 量び ゲージの 先端から 2 つめの 穴 部より 
下回った (LOW の 位置まで 低下した） ら、 
ウオ ッシヤ ー 液を 補給して く ださい。 


A 警告 

■ウォ ッシャ ー 液を 補給す ると きは 

エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > び 熱い とさ や エンジンく 八 イブ U ッ ド シス 
テム > び 始動 中は、 ウォッ シャー 液を 補給し ないで ください。 ウォッ シャー 液 
には アルコール 成分び 含まれて いるた め、 エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > 
などに かかる と出乂 する おそれび あり 危険です。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


A 迂 '言、 

■ウ ォッ シャー 液に ついて 

ウォッ シャー 液の かわりに、 せっけん 水 や エンジン 不凍液な どを 入れない でく 
ださい。 車体の 塗装に しみび つ < おそれび あります。 

■ウォ ッシャ ー 液の 薄め 方 

必要に応じて 水で薄めて ください。 水と ウォッ シャー 液の 割合は、 ウォッ シャー 
液の 容器に 表示 して ある 凍結 温度を 参考に してく ださい。 


お 手入れの しかた 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 

エアコン フィ ルターの 清掃、 交換 


エアコンを 快適に お使いいた だくた めに、 エアコン フィルターを 定期 
的に 清掃、 または 交換して ください。 


■交換の しかた 

固圆 I で" エンジン スター ト ストップ" スイッチ <  " J の一" ス 
イッチ  >  を 日 FF にす る。 


グ □ーブ ボックスを 開 さ ダン 
パ ー ス了 一 の ピンを はずす。 


グ □ーブ ボックス 側面を 押して 
ツメを 片側ず つは ずし、 下部の 
ツメを はずして 取りは ずす。 

下部の ツメを 取りは ずす ときは、 
グ □ーブ ボックスを 水平に 引 さ 出 
して 取りは ずします。 


フイ ルター カバーを 取りは ず 
す。 
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4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


フィ ルターを 取りは ずし、 新し 
い フィルターと 交換す る。 

「个 UP」 マークの 矢印び 上を 向く 
よ ラに 取りつ けます。 


固圆1 固 取りつ ける ときは、 取りは ずした ときと 逆の 手順で 取りつ け 
る。 


□知識 

■エアコン フィルター の 清掃- 交換に ついて 

エアコン フィ ルターは 次の 時期を 目安に 清掃、 または 交換して ください。 
清掃：] 己， 日日 日 km[7, 己 日日 km 《 ] ごと 
交換：  30,000 km[l 己， 日日 日 km 《 ] ごと 
※大都市 や 寒冷地な ど、 交通量 や 粉 じんの 多い 地区 

■エアコンの 風 量 び 減少 したと さは 

フィルターの 目詰まりび 考えられ ますので、 フィルターを 清掃、 または 交換し 
て  <  ださい。 


人 ま 意 


■エアコンを 使用 するとき のま 意 

フィ ルターを 装着せ ずに エアコンを 使用す ると、 故障の 原因と なること び あり 
ます。 必ず フィルターを 装着して ください。 


お 手入れの しかた 


43 己 


4-2. 簡単な 点検- 部品 交換 


436 


トラブルが 起を た 6  5 


5-1 .まず 初めに 

故障した とさは .  438 

非常 点滅 打 

(八 ヴード ランプ） .  439 

発 炎 筒 .  440 

けん 引に ついて .  442 


オーバーヒート したと をは 

(ガソリン 車） .  498 

オー パー ヒートし たと をは 

(八 イブ U ッド 車） . 己 00 

スタックした とさは .  504 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 

警告 灯び ついた とさは .  447 

警告メッセージび 
表示され たと さは .  454 

パンクした とさは .  466 

エンジンび 
かからない とさは 
(ガソ U ン 車） .  480 


八 イブ U ッ ド システムび 
始動 しないと さは 
(八 ィブ U ッド 車) .  482 

シフ トレ 八'— び 

シフトで さない とさは .......  484 

キーを 無くした とさは .  48 已 

電子 キーび 正常に 
働かない とさは .  486 

バッテ U- び あびった ときは 
(ガソ U ン 車） .  488 

補 機バッ テ U -び あび ったと きは 
(八 イブ U ッド 車） .  492 
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5-1 .まず ネリめ に 

巧 障した とまは 


故障のと きは ずみ やかに 次の 指示に したがってく ださし、。 


非常 点滅な （^P.  439) を 点滅 
させな びら、 車を 路肩に 寄せ 停 


車す る 

非常 点滅 打は、 故障な どで やむ を 
得ず 路上駐車 する 場合、 他 車に 知 
ら せる ため 使用し ます。 


高速道路 や 自動車 専用 道路で 
は、 次の ことにし たびう 
♦ 同乗者を 避難させる 

♦ 車両の 50miU 上 後方に 発 炎 筒 
(^P.  440) と 停止 表示板を 
置く か、 停止 表示な を 使用す る 

- 見通しび 悪い 場合は さらに 後 
方 ■に 置いて ください。 

- 発 炎 筒は、 燃料 ちれの 際 や トン 
ネル 内では 使用し ないで くだ 
さい。 

•その後、 ガードレールの 外側 
などに 避難す る 


曰 知識 


■停止 表示板- 停止 表示： t 了に ついて 


♦高速道路 や 自動車 専用 道路で やむ を 得ず 
駐 停車す る 場合は、 停止 表示板 または 停 
止 表示 打の 表示び、 法律で 義務付けられ 
ています。 

•停止 表示板 •停止 表示 打は、 トヨタ 販売店 
で 購入す る ことび でさます。 


5-1 .まず 初めに 

巧 常 点滅！ 灯 （八 ザ ー ド ランプ) 


故障な どで やむ を 得ず 路上駐車 する 場合、 他 車に 知 5 せる ために 使用 
して  <  ださい。 


スイッチを 押す 

すべての 方向 指示 灯び 点滅し ま 
す。 

ち ラー 度 押す と 消 打し ます。 


□知識 

■非常 点滅' 打に ついて 

エンジン 停止 中 く 八 イブ U ッ ド システム 停止 中 (READY インジケーターび 点 
打して いないと き） >  に、 非常 点滅 打を 長時間 使用す ると、 バッテ U —く 補 機 
バッテ U —  > び あびる おそれび あ ります。 


トラブルび 起さたら 


9 
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5-1 .まず ネリめ に 

発炎茵 


高速道路 や 踏切な どでの 故障- 事故 時に 非常信号 用と して 使用し ま 
ず。 （トンネル 内 や 可燃物の 近くでは 使用し ないで ください。） 

発 炎 時間は 約 己 分で ず。 非常 点滅' 打と 併用して く ださい。 


助手席 足元の 発 炎 筒を 取り出 
す。 


本体を 回しな びら 抜 さ、 本体を 
逆さに して 挿し 込む。 


先端の フタを とり、 すり 薬で 発 
炎 筒の 先端を こすり、 着火 させ 
る。 

必ず 車 外で 使用 してく ださい。 
着火させる 際は、 筒先を 顔 や 体に 
向けないで  <  ださい。 


440 


已 -1 .まず 初めに 


□知識 

■発 炎 筒の 有効期限 

本体に 表示して ある 有効期間び される 前に、 トヨタ 販売店で お求めく ださい。 
有効期限び 切れる と、 着乂 しなかったり、 炎び ル さくなる 場合び あります。 


A 警告 

■発 炎 筒を 使用して はいけ ない 場所 

次の 場所では、 発 炎 筒を 使用し ないで ください。 

煙で 視界び 悪く なったり、 引乂 する おそれび あるた め 危険です。 

• トンネル 内 

•ガソ U ン など 可燃物の 近く 

■発 炎 筒の 取り扱い について 

次の こと を 必ず お 守 り  <  ださい。 

お守りいた だかない と 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 
•使用 中は、 発 炎 筒を 顔 や 体に 向けたり、 近づけた りしない 
•発 炎 筒は、 お テ さまに さわらせない 


トラブルび 起さたら 


5-1 .まず ネリめ に 

けん 引に ついて 


けん 引は、 できるだけ トヨタ 販売店 または 専門 業者に ご 依頼く ださし、。 
やむ を 得ず 他 車に □—プ で けん 引しても 5 う 場合は、 車両 積載 車まで 
の 移動な ど、 できるだけ 短距離に とどめて ください。 

■けん 引ずる 前に 

次の 場合は、 けん 引を 行う 前に、 トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 
♦ エンジンく 八 イブ リツ ド システム > は 始動す るび、 車び 動かない 


♦ 異常な 音び する 

■けん 引され ると さは 


車体に 傷び つかない ように □一 
プを けん 引 フックに かける。 

前進ち 向で けん 引 してく ださい。 


□ープ の 中央に 白い 巧を つけ 
る。 

布の 大 ささ： 

0.3  m  平ち （3 日  cm  X  3 日  cm) 
iU 上 


flUT^ けん 引され る 車両の エンジン  <  八 イブ U ッ ド システム  >  を始 
動す る。 

エンジン  <  八 イブ U ッ ド システム  >  び 始動 しないと さは、" エンジン ス 
タート ストップ" スイッチ  <  "パワー" スイッチ  >  をア クセヴ U — 
モー ド または イ グニ ッシ ヨン 日 N モード  <0N モード  >  にして く ださい。 
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己- 1 .まず 初めに 


图 H 互 けん 引され る 車両の シフ トレバーを N にしてから、 パーキン 
グ ブレーキを 解除す る。 

けん 引 中は、 前の 車の 制動 打に 注意し □ープ を たるませな いよ ラに して 
< ださい。 


けん 引 フックの 取りつ け 方 


運転席 側の フタを はずす。 


けん 弓 I フック を 穴に 挿 し 込み 軽く 
締める。 


ホイール ナツ トレンチを 使い 確実 
に 取りつ ける。 
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トラブルび 起さたら 


已 -1 .まず 初めに 


□知識 

■他 車を けん 引す る 


U ヤ側 のけん 引 フックは、 自 車より 軽い 車 
を やむ を 得ず 一般 路上で □ープ により けん 
引す ると さに 使用し ます。 （助手席 側） 


■けん 引 フックの 収納 位置 


-^P.  466 


A 警告 

■けん 引 フックを 車両に 取りつ ける とき 

指定の 位置に 指定の けん 弓 I フックを しっかりと 取りつ けて く ださい。 

指定 位置に しっかり 取りつ けない とけん 引 時には ずれて しまい、 重大な 傷害に 
およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

■車両を 運搬 するとき は 

F  F 車 （前輪駆動 車） 

前輪び 地面に 付いた 状態で 後ろから けん 引 
しない 


1 
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己- 1 .まず 初めに 


A 警告  

ガソ U ン 車の 4VVD 車 （4 輪 駆動 車） 

必ず 4 輪 接地 または 4 輪と ち 持ち上げた 状 
態で 運搬して ください。 

駆動装置び 焼 さつ さを 起こ したり、 車び 台車 
か ら 飛び出す おそれび あ ります。 

また、 駆動 系 部品び 故障した と 思われる とさ 
は 必ず 4 輪を 持ち上げて 運搬 してく ださい。 

八 イブ U ッド車 

タイヤび 接地した 状態で けん 引し ないで く 
ださい。 

モーターから 電気び 発電され、 故障 や 破損 
の 状態に よっては 漏電に よる 乂災の おそれ 
び あり 危険です。 

■他 車を けん 引 するとき は 

自 車より 重い 車の けん 引は できません。 自 車より 重い 車を けん 引し ようとす ると、 
駆動 系に 惡 影響を 与えたり、 けん 引 フック や 車体び 破損す る おそれび あり ます。 

■けん 引 中の 運転に ついて 

•けん 引を 行う ときは 細必の 注意を 仏って ください。 

けん 引 フック や □ープ に 過剰な 負荷を かける 急 発進 やまち びった 車両 操作は 
避けて ください。 

けん 引 フック や □ープ び 破損す る おそれび あります。 万一の 場合、 その 破片び 
周囲の 人な どに 当たり、 重大な 傷害を 与える おそれび あり 危険です。 

• " エンジン スター トス トップ" スイッチく"  ノ の一 "スイッチ  >  を 日 FF に 
しないで  <  ださい。 

八ン ドルび □ック され 八ン ドル 操作び でさ なくなり、 思わめ 事故に つながる お 
それび あり 危険です。 

•けん 引され る 車は、 慎重に 運転して ください。 

エンジンく  ノ  V イブ U ッ ド システム  >  び 停止して いると ブレーキの 効 さび 悪く 
なったり、 八ン ドルび 通常より 重くな ります。 


トラブルび 起さたら 


已 -1 .まず 初めに 


A 迂 '言、 

■車両の 損傷を 防ぐ ために 

けん 引す ると さは 次の ことを 必ず お守りく ださい。 

♦ワイヤー □ープ は 使用し ない 

♦速度 30km/hlU 下、 距離は 車両 積載 車までの 移動な ど、 できるだけ 短距離に 
とどめる 

♦前進ち 向で けん 引す る 

•ヴス ペン シヨ ン部 などに □ープ を かけない 

■長い 下り坂で けん 引 するとき は 

レ ツカ ー車で けん 弓 I してく ださい。 

レッカー 車で けん 引 しないと、 ブレーキび 過熱し 効 さび 悪 < なるお それび あり 
ます。 
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5-2 .緊急 時の 対処 法 

警告 巧が ついた とまは 


警告 口が 点な または 点滅した ままの 場合は、 落ち着いて 次のように 巧 
処 してく ださい。 点な. 点滅しても、 その後 消な すれば 異常では あり 
ません。 ただし、 同じ 現象び 再度 発生した 場合は、 トヨタ 販売店で 点 
検を 受けて ください。 


I ただちに 停車して ください。 走行を 続ける と 危険で ず。 _ 

次の 警告は ブレーキの 故障の おそれび ある ことを 意味し ます。 ただちに 
安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ 連絡して ください。 


警告 打 

警告 灯 名- 警告 内容 

ブレーキ 警告な （警告 ブザー）※ 

- ブレーキ 液の 不足 
- ブレーキ 系統の 異常 

パーキング ブレーキび 解除され ていない とさち 点 打し ます。 解 
除 後、 消 打 すれば 正常です。 

(©) 

(赤色） 

※パーキング ブレーキ 未 解除 走行 時 警告 ブザー： 

パーキング ブレーキを 解除し ない まま 車を 発進 させ、 車 速び 己 km/h じ (上になる と、 
警告 ブヴ ーび 鳴ります。 

警告 ブヴ ーび 鳴った とさは、 パーキング ブ レー キを 解除して ください。 


ただちに 停車して ください。 

次の 警告は、 お 車への ダメージ や 思わめ 危険を 招く おそれび ある ことを 
意味し ます。 ただちに 安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ 連絡して く 
ださい。 


警告 打 

警告 打 名- 警告 内容 

口 

充電 警告 灯 

充電 系統の 異常 

油圧 警告 灯 

エンジン オイルの 圧力 異常 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I ただち に 点検を 受けて く ださい。 

次の 警告は、 放置す ると、 システムび 正し < 働かず、 思わめ 危険 や 故障 
を 招く おそれび ある ことを 意味し ます。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 
受けて ください。 


警告 打 

警告 灯 名- 警告 内容 

り 

エンジン 警告 灯 

•八 イブ U ッ ド システムの 異常 （八 イブ U ッ ド 車） 

- エンジン 電子 制御システムの 異常 

•電子 制御 ス □ッ トルの 異常 

- トランス ミッション 電子 制御システムの 異常 

が 

SRS エア バッ グ / プリ テン ショ ナー 警告 灯 

- SRS エアバッグ システムの 異常 
- プ U テン ショ ナー付 シー ト ベル トシス テムの 異常 

(©) 

ABS  & ブレーキ アシス ト 警告 灯 

- A 巨 S の 異常 
•ブレーキ アシストの 異常 

0! 

パワーステアリング 警告な 

•EPS  (エレクト U ック パワー ステア U ング） の 異常 

4WD 

4WD 警告' 灯 （ガソリン 車）* 

4WD システムの 異常 

デ イス チャージ ヘッド ランプ 
オート レべ リング 警告な* 

- 自動 光軸 調整 システムの 異常 

PCS 

( 点滅） 

PCS 警告な* 

プ IJ クラッシュ セ- フ テイ システムの 異常 (^p.  311) 
•システム 作動 中は、 早い 点滅で お知らせ します。 (^P.  309) 

. プ U クラッシュ ブレーキを 日 FF にした ときは 点 打し ます。 

UP.  308) 

- システムび 一時的に 使用で さない とさに 点 打し ます。 

(^P.  309) 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 


警告 打 

警告 打 名- 警告 内容 

AFS 

OFF 

( 点滅） 

AFS  OFF 表示な* 

•AFS  (ア ダプ ティ ブフ □ン トライ テ ィング システム） の 異常 
UP.  2 己 日） 

(©) 

(黄色） 

ブレーキ 警告 灯 （八 イブ リッ ド 車） 

- 回生 ブレーキ システムの 異常 
- 電子 制御 ブ レー キ システムの 異常 

因 

(点な） 

スリップ 表示な 

- VSC システムの 異常 
- TRC システムの 異常 

•ヒル スタート アシスト コント □— ルの 異常 （ガソ U ン 車）* 
上記の システムの 作動 時には 点滅し ます。 UP.  299) 

、の 

(黄色） 

クルー ズ コント □—ル 表示な* 

クルーズ コン ト □—ル システムの 異常 

UP.  26 己） 

=n 

AUTO 

(黄色） 

オー トマ チック ハイ ビーム 表示： 打* 

オー トマ チック 八イ ビーム システムの 異常 

□知識 

■  ノ  く ワース テ アリ ング 警告な について 

バッテ U  —  く 補機ノ  くッテ U —  > の 充電び 不十分な 場合、 または 一時的に 電圧び 
下がった 場合に 点 好す る ことび あります。 


A 警告 

■ノ  ワース テ アリ ング 警告な び 点' なした ときは 

八ン ドルび 非常に 重くなる ことび あります。 

八ン ドル 操作び 通常より 重い とさは、 八ン ドルを しっかりと 持ち、 通常より 強 
く 操作して ください。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 迂 '言、 

■巧電 警告' 灯の 点滅び ひんぱんに 発生 するとき は （八 イブ リツ ド 車） 

補 機 バツテ U -び 劣化 している 可能性び あ ります。 その 状態で 放置 して おくと、 
補 機 バツテ U — あがりを 起こす おそれび あるた め、 トヨタ 販売店で 補 機 バツテ 
U 一の 点検を 受けて く ださい。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


|r こだちに 処置して ください。 

次の 警告は それぞれの 対処 方法に したびって 処置し、 警告な び 消な する 
のを 確認して ください。 


警告 打 

警告 打 名- 警告 内容 

対処ち 法 

半 ドア 警告 灯/半 ドア 警告 表示* 
(警告 ブ ザー）※ 1 

いずれ かの ドアび 確実に 閉 
まつて いない 

開いて いる ドアを 閉める 

# 

ぶ 

運転席 シー ト ベルト 
非 着用 警告 灯 （警告 ブザー）※ 2 

運転席 シー ト ベル トの非 着用 

シー ト ベルトを 着用 

ぶ 

PASSENGER 

助手席 シー ト ベルト 
非 着用 警告な （警告 ブザー）※ 2 

助手席 シートベルトの 非 着用 

シー ト ベルトを 着用 

曲 

燃料 残 量 警告 口 

燃料の 残 量 
(約 lOLl^U 下） 

燃料を 補給 

ム 

マスター ウ オーニング 

システムの 異常 時に ブヴー と 
とちに 点 打- 点滅し マル チイ 
ンフ オメーシヨ ン デイ スプレ 
イ 上に 警告メッセージを 表示 
します。 

-^P.  454 

《 ] 半 ドア 走行 時 警告 ブザー： 

車 速び 已 km/h を 超える と 警告 ブヴー び 鳴ります。 

《 2 運転席- 助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告 ブザー： 

運転席- 助手席 シー ト ベル ト非 着用の まま 車 速び 約 2 日 km/h け^ 上になる と 警告 ブ 
ヴ ーび 3 日 秒 間 断続的に 鳴ります。 その後ち 運転席- 助手席 シー ト ベル ト非 着用の ま 
まだと、 ブヴー の 音び かわり 9 日 秒 間 鳴ります。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


□知識 

■助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告' 灯の 柔員検 知 センサーの 作動に ついて 

♦秉 員び いなくても、 シートに 荷物な どを 置く と、 センサーび 重量を 検 知して 
警告 打び 点滅す る ことがあ ります。 

•座布団な どを 敷 < と、 センサーび 柔 員を 検知 せず 警告 打び 作動し ない ことび 
あります。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


1" ただちに 処置して ください。 * 

それぞれの 対処 方法に したびって 処置し、 警告な び 消な する のを 確認し 
て  <  ださい。 


敬 化_ 
言 □ ソ 

車内 

巧一 

車 外 

スマート エン ト 

U — & スタート 
システム 警告 打 

警告 内容 

対処ち 法 

] 回 

なし 

(8 

-14) 

秒 間 点火 

J) 

電子 キーを 携帯して いな 
い 状態で エンジンを かけ 
ようとした 

電子 キーを 携帯す る 

] 回 

3 回 

-14) 

電子 キーを 携帯して いな 
い 状態 かつ "エンジン 
スタート ストップ" ス 
イッチび OFF  Li (外の 状 
態で 運転席！; (外の ドアび 
開閉され た 

電子 キーを 携帯す る 

電子 キーを 携帯して いな 
い 状態 かつ シフト レバー 
び P の 状態で、 "エン ジ 
ン スタート ストップ" 
スイッチを 日 FF にせず 

に 運転席 ドアび 開閉され 
た 

" エンジン スタート 
ストップ" スイッチ 
を OFF にす る 
または 電子 キーを 携 
帯す る 

連続 

連続 

-|4) 

電子 キーを 携帯して いな 
い 状態 かつ シフ ト レバー 
び P1； (外の 状態で "エン 
ジン スタート ストップ" 
スイッチを 日 FF にせず 

に 運転席 ドアび 開閉され 
た 

- シフ トレバーを P 
にす る 

- 電子 キーを 携帯す る 

: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

警告 メ ッ セージが 表示 をれ たと をは* 


マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 警告メッセージが 表示 さ 
れた 場合は、 落ち着いて 次のように 対処して ください。 


n マスター ウ オーニング 

マルチ イン フオ メー シヨ ンデ ィス 
プレイに 警告 メッセー ジび 表示 さ 
れ ている とさ 点 打- 点滅し ます。 

且 マルチ イン フオ メー シヨ ン 
ディスプレイ 


処置 後に 再度 メッセージび 表示され たと さは、 トヨタ 販売店へ ご連絡 
ください。 


ただち に 停車して く ださい。 走行を 続ける と 危険で ず。 （ノ  V イブ リツ ド 車) 

次の 警告は 八 イブ リツ ド システムの 故障の おそれび ある ことを 意味し ま 
す。 ただちに 安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売店へ 連絡して ください。 


警告メッセージ 


警告 内容 


M パリ ■■ン ド. 
システム チェ、 ンク 
贵 をな 場所に 
停車して 下さい 


ム 


八 イブ リツ ド システムの 異常 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 


ただち に 点検を 受けて く ださし、。 


次の 警告は、 放置す ると、 システムび 正し < 働かず、 思わめ 危険 や 故障 
を 招く おそれび ある ことを 意味し ます。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 
受けて ください。 


警告メッセージ 


警告 内容 


4UD 

シス テム ト： L、; 


ム 


4WD システム*  く 電気 式 4WD システム  >  の 異常 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


ステア I」 ング □  -v ク 
シス子 么相語 


ム 


ステ アリ ング □ ツクシ ス テムの 異常 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


PCS 

システム 于エ 

ック 

PCS 


(点滅） 


PCS  (プリ クラッシュ セー フ テイ システム） * の 異常 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


ム 


クルース 
t テム 于 エック 


ム 


クルーズ コント □ー ル システム*、 レーダー クルーズ コン 
卜 □ー ル システム* の 異常 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 

•メイン スイッチを 一度 日 FF にし、 再度 設定して くださ 
い。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ  警告 内容 


クリアランス ソナ ーの 異常 

異常の ある ソナー の 位置び 点滅し、 警告 ブヴ ーび 鳴り ま 


ム 


す。 


AHB 

シス子 ム チェ 、ン ク 


ム 


オー トマ チック 八イ ビーム システム* の 異常 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


システム 于: L 

ック 

ム 


LKA  (レーン キーピング アシスト） * の 異常 


警告 ブヴー び 鳴ります。 

エンジン く 八 イブ U ッ ド システム  >  を 再 始動 後、 
LKA を 再起動して ください。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 


ただちに 処置して くださし、。 


次の 警告は それぞれの 対処 方法に したびって 処置し、 警告メッセージび 
消な する のを 確認して ください。 

►ガソリン 車/八 イブ U ッ ド 車の 警告メッセージ 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処ち 法 


各 ドアが 確実に 閉まって い 
ない 

開いて る ドアび 表示され 
ます。 

S ドアび 確実に しまって 各 ドアを 閉める 
いない 状態の まま、 車 速 
び 己 km/h を 超えた ときに 


は 


ム 


び 点滅し、 


警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


: 一ち シ ダブ 1 レーキを 
醉 牌して 下さい 


(①) 


パーキング ブレーキを かけ 

たま ま、 車 速が 己 km/h を パーキング ブ レー キを 解除 


超えた 


する 


ム 


I 告ブヴ ーび 鳴ります。 


(点滅） 


'一つが 

います 


(点滅） 


ムーン ルーフ* が 確実に 閉 
まつて いない 状態で "エン 
ジン スタート ストップ" 
スイ ッチく "パ ワー "ス 
イッチ  >  を OFF にして 運 
転 席 ドアを 開けた 
警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


ムーン ルーフを 閉める 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ  警告 内容 


給; 由 して 下さい 


燃料の 不足 


曲 


対処ち 法 


燃料 残 量を 点検し、 燃料を 
補給す る。 


•グ U ル または センサーの 


PCS 

現を 情 用で きません 


PCS 


PCS  (プリ クラッシュ セー 


フ テイ システム） * が 現在 


機能して いない 

警告 ブヴー び 鳴ります。 


ちれを 取り除 < 

プ IJ クラッシュ セーフ 
テイ システムび 熱くなる 
と PCS 警告 打は 点 打し ま 
す。 この場合は システム 
び 通常 温度になる までし 
ばらく お待ちく ださい。 


レーザー:: ちれ 
清掃 必要 


ム 


レーター クルーズ コント 
□ー ル* の センサー 部分の 
巧れ、 かな どの 付着 

警告 ブヴー び 鳴ります。 


巧れ および 氷な どを 取り除 

< 


レーター クルーズ コント 
□— ル* の 車 間 制御の 測定 
不可 


システムび 悪天候と 判断し 
たため、 使用で さません。 


ム 


警告 ブヴ ーび 鳴ります。 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処ち 法 


(点滅） 


(レーター クルーズ コント 
□ー ル* の 車 間 制御 中） 衝 
突のを 険 性が ある 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


ブレーキ ペダルを 踏む 


I  づ  V 一、.  I 


PCS 


(点滅） 


衝突の 可能性が高い、 

または プリ クラッシュ ブ 

レーキ* が 作動して いる こ ブ レーキ ぺダ J レを 踏む 

とを 示す 

警告 ブヴー び 鳴ります。 


現な 惊用 できません 


LKA 


’ 白線 認識 用 カメラの 異常 

ち： 曰 
巧/皿 

•  EPS の 作動 制限 中 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


しばらく 走行して から 
LKA  * を 再起動す る 


ソナー 部に 雪 かや ミ 尼な どの 巧れ を 取 り のぞ < 。 

付着*  ソナ ー部び'; ちれて いないの 

ちれび 付着して いる ソ  にぉ 示び 出る とさな、 トヨ 

ナ ー部び 点滅し、 警告 ブ タ 販売店で 点検を 受けて く 
ヴーび 鳴ります。  ださい。 


: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


►八 イブ リツ ド 車の みの 警告メッセージ 


警告メッセージ 


M パリ ■■ン ド. 
シス子 么 過熱 
出力 制限 中古 I 


ム 


警告 内容 

八 イブ リツ ド システムの 過 

熱 

警告 ブヴ ーび 鳴ります。 


対処 方法 


車両を 停車して 点検す る 
(^P.  500) 


距勒巧 電池 巧ち f 任 下 
N レンジ 拉外 T 
充電し ます 


ム 


(点滅） 


駆動 用 電池の 残 量が 低下 

警告 ブヴ ーび 断続して 鳴 
ります。 


シフト レバーび N の 状態 
では 充電で さないた め、 長 
時間 停車す ると さは シフト 
レ パーを P にす る 


距動巧 電池 
保 誇 モード 
P レンジ 甘 
再赔 財して 下さ 


ム 


(点滅） 


長時間 シフト レバーが N に 
なって いるた め 駆動 用 電池 
の 残 量が 低下 

警告 ブヴ ーび 連続して 鳴 
ります。 


車両を 動かす 場合は、 八イ 
ブ U ツ ド システムを 再 始動 
する 


狂 車 時は 
P レンジに 
入 わて 下さ 、‘ 


ム 


(点滅） 


八 イブ リツ ド システムが 始 
動して いる 状態で シフト レ 
バーが P じ1 がのと き、 運転 
席 ドアを 開けた 

警告 ブヴ ーび 連続して 鳴 
ります。 


シフト レバーを P にす る 


EU モート 

現 巧 巧 巧 ザ まません 


EV ドライブ モードに 切り 替 EV ドライブ モードび 使用 
えで きない 状況に いる  でさる 状況に なつてから 使 

警告 ブヴー び 鳴ります。 用す る 


460 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 


警告メッセージ 

警告 内容 

対処ち 法 

A し 点滅) 

シフト レバーが N のとき、 
アクセル ペダルを 踏んだ 

警告 ブヴー び 鳴ります。 

アクセル ペダルから 足を 離 
し、 シフ トレバーを D、 

S、 目 または R にす る 

□知識 

■ レーダー クルーズ コン ト □ー ルの 車 間 制御 中の 警告 表示に ついて 

車間距離び 短 < てち、 次の ような 場合は 警告メッセージび 表示され ない おそれ 
びあります。 

♦先行 車と 自 車の 速度び 同 じか 先行 車の ちび 速い とさ 
♦先行 車び 非常に ゆっくり した 車のと さ 
♦速度を 設定した 直後 
•アクセルび 踏まれた とさ 


トラブルび 起さたら 


が 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


I ただちに 処置して くださし、 

それぞれの 対処 方法に したびって 処置し、 警告メッセージび 消な する の 
を 確認して ください。 


車内 

荀た化 
言 口 

ブヴー 


車 外 

荀た生 
言 口 

ブヴー 


] 回  なし 


警告メッセージ 


キーが 見つかりません 


A し 点滅) 


警告 内容 


電テ キーを 携帯し 
ていない 状態で エ 
ン ジンく 八 イブ 
U ツ ド システム > 
を 始動し ようとし 


対処ち 法 


電子 キーを 携帯す 
る 


] 回  3 回 


た 


キーが をつ 0 りません 


A し 点滅) 


電子 キーを 携帯し 
ていない 状態 かつ、 
" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチく" パ 
ワ ー’’ スイッチ > 
び OFF  LU 外の 状 
態で 運転席 ■Lil 外の 
ドアび 開閉され た 
電子 キーを 携帯し 
ていない 状態 かつ、 
シフト レバーび P 
の 状態で、 "エン 
ジン スター トス 
トップ" スイ ッチ 
く  "  J の一’’ ス 
イッチ  >  を OFF 
にせずに 運転席 ド 


電子 キーを 携帯す 
る 


" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチく" パ 
ワ ー’’ スイッチ > 
を OFF にす る 
または 電子 キーを 
携帯す る 


アび 開閉され た 
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車内 

警告 

ブヴー 


車 外 
警告 
ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処ち 法 


連続 音 


なし 


P レンジに 
入れて 下さい 


ム 


(点滅） 


シフト レバーび P 
1；( 外の 状態で、 

" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチく" パ 
ワ ー" スイッチ > 
を OFF にせずに 
運転席 ドアび 開閉 
された 


シフト レバーを P 
にす る 


連続 音 


連続 音 


キーが 見つかりません 


P レンジに 
入れて 下さい 


(交互に 表示） 


ム 


(点滅） 


電テ キーを 携帯し 
ていない 状態 かつ、 
シフ トレバーび P 
1；( 外の 状態で、 

" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチく" パ 
ワ ー" スイッチ > 
を OFF にせずに 
運転席 ドアび 開閉 
された 


- シフ トレバーを 
P にす る 
• 電子 キーを 携帯 
する 


] 回 


なし 


_ ーバ 、。子 リー 

残り わ ず か 


ム 


電子 キーの 電池 残 
量び かない 


新しい 電池と 交換 
する。 

(^P.  430) 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


車内 

警告 

ブヴー 


車 外 
警告 
ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処ち 法 


くガソ U ン車 > 


] 回 


なし 


1 赔旣 時は 

ブレーキを 越み なが 

ら エンジン スイ 
を 押して 下さい 

.。チ 

く 八 イブ U ツ ド 車 > 


始動 時は 

ブレーキを 越み なが I 
らパ ：7 — スイ -v チを 
押して 下さい 


" エンジン スター 
トス トップ" ス 
イッチく" パ 
ワ ー" スイッチ > 
び OFF の 状態で 
いずれ かの ドアを 
開閉して から エン 
ジンく 八 イブ U ッ 
ド システム  >  を始 
動せ ずに 

" エンジン スター 
トス トップ" ス 
イッチく" パ 
ワ ー’’ スイッチ > 
をア クセヴ U — 


ブレーキを 踏んで 
" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチく" パ 
ワ ー" スイッチ > 
を 押す 


] 回  なし 


モードに 2 回した 


ステアリン ブロ、 ンク 

末 齡陆 


ム 


" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチく" パ 
ワ ー" スイッチ > 
を 押してから 約 3 
秒 じ (内に ステア U 
ング □ック び 解除 
でさなかった 


ブレーキを 踏んで 
八ン ドルを 左ち に 
回しな びら "エン 
ジン スター トス 
トップ" スイッチ 
く  "  J の一’’ ス 
イッチ  >  を 押す 
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車内 

警告 

ブヴー 


車 外 
警告 
ブヴー 


警告メッセージ 


警告 内容 


対処ち 法 


] 回 


なし 


] 回 


なし 


くガソ U ン車 > 


賠旣 時は 

ブレーキを 越み なが 
ら エン ジ 'ン スイ ツチ 
を 押して 下さい 


く 八 イブ U ツ ド 車 > 


始動 時は 

ブレーキを 越み なが I 
らパ ：7 — スイ -V チを 
押して 下さい 


くガソ U ン車 > 


ブレーよ を 
陆 わなが 6 ホー 亡| 
エンジン スイ 、ン 于じ 
邮れて 下さい 


く 八 イブ U ツ ド 車 > 


ブレーキを 
屈みな が' ら キーて 
パ： 7 — スイ -V チに 
ちちれ て 下さい 


電子 キーび 正常に 
作動して いない 


-^P.  486 


] 回 


なし 


赔 勒 時は 
P レンジに 
入 わて 下さ 


ム 


(点滅） 


シフ トレバーび N 

の 状態で 八 イブ  シフ トレバーを P 

U ッ ド システムを にしてから 八 イブ 
始動し ようとして  U ッ ド システムを 
いる （八 イブ U ッ 始動させる 
ド 車） 


^ 電子 キーび 車内に あっても エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > び 始動し ない 場合 
は、 電池び 切れて いるか 電波の 状況び 悪い 可能性び あります。 (^P.  66) 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

パンクし たと をは 


パンクした タイヤを、 備えつ けの 応急 用 タイヤと 交換して ください。 
( タイヤに ついての 詳しい 説明は、 P.  389 を ご覧く ださい。） 

■ ジャ ッキで 車体を 持ち上げる 前に 

♦ 地面び 固 < 平らな 場所に 移動す る 
•パーキング ブレーキを かける 
♦シフト レ パーを P に 入れる 
♦ エンジンく 八 イブ リッ ド システム > を 停止す る 
♦ 非常 点滅な を 点滅させる 
■工具と ジャッキ 位置 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


カバーを はずす。 


ジャッキを 取り出す。 
□締める 
且 ゆるめる 


固定 バンドを はずし、 工具 袋を 取 
0 出す。 


BTO 5109019 


I 工具 袋、 ジャッキの 取り出し かた 


手順 


手順 


手順 


トラブルび 起さたら 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


[応急 用 タイヤの 取り出し 方 


ラ ゲージ ルーム 後部 床上に ある 
マツ トの 切り 欠を 部分を めくり、 
キャップを はずす。 


ホイール ナツ トレンチを 使用し、 
ボル トを 応急 用 タイヤ 格納 具び 
フックから 取り はずせる ぐらい ま 
で ゆるめる。 


格納 具を フックから はずす。 
n 格納 具を 少し 持ち上げる 
且 フックを はずす 


手順 


团 格納 具を 地面に おろし、 応急 用 タイヤを 両側から 持ち、 手前に 引 
さ 出す。 


応急 用 タイヤを 少し 引 さ 出す と、 応急 用 タイヤび 格納 具から 落下し ます。 そ 
のま ま 引 さ 出して ください。 


固 画 回 格納 具を もとに もどす。 

格納 具を フックに かけ、 ボルトを 十分に 締めつ けて、 もとにち どし ます。 
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1 パンクした タイヤの 交換 


輪 止め^を する。 


パンクした タイヤ 

輪 止めの 位置 

前輪 

左側 

ち 側 後輪 
うしろ 

ち 側 

左側 後輪 
うしろ 

後輪 

左側 

ち 側 前輪 前 

ち 側 

左側 前輪 前 

輪 止めは、 トヨタ 販売店で 購入す る こ 
とびでさます。 


ナツ トを 少し (約] 回転) ゆるめる。 


ジャッキの A 部を 手で 回して、 
ジャッキ 溝を ジャッキ セッ ト 位置 
に しっかり かける。 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


タイヤび 地面から 少し 離れる ま 
で、 車体を 上げる。 


ナット すべてを 取りは ずし、 タイ 
ヤを 取りは ずす。 

タイヤを 直接 地面に 置く とさは、 ホ 
イー ルの 意匠 面に 傷び つかない よ ラ 
意匠 面を 上に する。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


t タイヤの 取りつ け 


ホイール 接触 面の ちれを 而さ取 
る 0 

ホイール 接触 面び 巧れ ている と、 走行 
中に ナツ トび ゆるみ、 タイヤび はずれ 
る おそれび あります。 


n 司 タイヤを 取りつ け、 タイヤび びた つかない 程度まで 手で ナットを 
仮 締めす る D 

アルミ ホイールから 応急 用 タイヤに かえると さ 


ナツ トの テーパー 部び ホイールの 
シー ト 部に 軽く 当たる まで 回す。 


アルミ ホイールから アルミ ホイールに かえると き 


ナツ トの 座金び ホイールに 当たる 
まで 回す。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


車体を 下げる。 


図の 番号 順で ナツ トを 2、 3 度し つ 
かり 締めつ ける。 

締めつ け トルク： 

103  N  •  m  (1050  kgf  -  cm) 


手順 


回す ベての 工具- ジャッキ- パンクした タイヤを 収納す る。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


f 応急 用 タイヤの 格納 


手順 DI 

% 

BTO52CF024 

タイヤを 格納 具にの せる。 

ホイールの 意匠 面を 上に して タイヤ 
を 格納 具の 奥 （A 部） に 当たる まで 押 
し 込みます。 


格納 具を 持ち上げて フックを か 
け、 ボルトを 締めつ ける。 

n 格納 具を 少し 持ち上げる 
且 フックを かける 
且 ボルトを 締めつ ける 

格納 具を 持ち上げて、 タイヤび ボデー 
側 に 収ま つてい る こと を 確認して か 
ら フックを かけて  <  ださい。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


□知識 


■応急 用 タイヤに ついて 

•タイヤの 側面に TEMPORARY  USE  ONLY と 書かれて います。 応急 用に の 
みお 使いく ださい。 

•空気 圧を 必ず 点検して ください。 (^P.  514) 

■ スペアタイヤ 格納 具の フック について 

スペアタイヤ 格納 具を おろす 際に、 ボルト 
を ゆるめす ざて フックび 脱落した 場合は、 
図の ように パイプを 入れてから フックを 取 
りつけ て  <  ださい。 


標準 タイヤは、 応急 用 タイヤ 格納 具に 格納 
でさません。 パンクな どでは ずした 標準 夕 
イヤ は、 巧れ 防止 シートに つつんで ラゲ ー 
ジ ルームに 格納して ください。 
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A 警告 

■ジャッキの 使用に ついて 

ジャッキの 取り扱いを 誤る と、 車び 落下して 死 t またはけ びに つながる おそれ 
びあります。 

次の ことを お守りく ださい。 

•ジャッキは タイヤ 交換、 タイヤ チェーン 取りつ け、 取りは ずし iu 外の 目的で 使 
用 しない 

•備えつ けの ジャ ッキは、 お客様の 車に しか 使う ことび でさない ため 他の 車に 
使ったり、 他の 車の ジャッキを お客様の 車に 使わない 

•ジャッキ セッ ト 位置に 正しく ジャッキび かかって いる ことを 確かめる 
•ジャッキで 支えられ ている 車の 下に 身体を 入れない 

•ジャッキで 支えられ ている 状態で、 エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > を 始動 
したり 走らせない 

•車内に 人を 乗せた まま 車を 持ち上げない 
•車を 持ち上げる とさは、 ジャ ッキの 上 または 下に 物を のせない 
•車を 持ち上げる ときは、 タイヤ 交換で きる 高さ 上に 上げない 
•車の 下にち ぐり こんで 作業す る 場合は ジャッキ スタンドを 使用す る 

車両を 下げる 際は とくに、 ご 自身 や 周囲の 人び けび をし ないようを 意して くだ 
さい。 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■タイヤ 交換に ついて 

•走行 直後、 ディスク ホイール や ブレーキ まわりな どには 触れないで ください。 
走行 直後の ディスク ホイール や ブレーキ まわりは 高温に なって いるた め タイ 
ヤ 交換な どで 手 や 足な どび 触れる と、 やけどを する おそれび あります。 

•次の ことを お守りいた だかない と ナッ トび ゆるみ、 ホイールび はずれ 落ち、 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります 

- ホイールの 交換 後は すぐに ] 日 3  N  •  m  (1 日已日 kgf  •  cm) の 力で ナット 
を 締める 

- タイヤの 取りつ けには、 使用して いる ホイール 専用の ナットを 使用す る 
- ボルト や ナットの ねじ 部 や、 ホイールの ボルト 穴に つぶれ や 亀裂な どの 異 
常び ある 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受ける 
- ナットを 取りつ ける ときは、 必ず テーパー 部を 内側に して 取りつ ける 
(^P.  392) 

■パワー スライド ドア- パワー バック ドア 装着 車の タイヤ 交換に ついて 

タイヤ 交換な どを する 際は、 パワー スライド ドア メイン スイッチ (^P.  75) - 
パワー バック ドア メイン スイッチ (^P.  87) を 日 FF にして ください。 日 FF に 
しないと、 誤って パワー スライ ド ドア スイッチ- パワー バック ドア スイッチを 
操作した とさに スライド ドア- バック ドアび 動 さ、 指 や 手な どを 挟んで けび を 
する おそれび あります。 
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A 警告 

■応急 用 タイヤを 取り出す ときは 

•格納 具から タイヤを 落とすな どして 手 や 腕、 足を 挟まない ようにを 意して くだ 
さい。 

•格納 具の ボルトを ゆるめる ときは、 2 日 回転 程度に してく ださい。 日日 回転 じ ( 
上回す とフ ック びは ずれて タイヤび 落下し、 思わめ けび をす る おそれび ありま 
す。 

•応急 用 タイヤは ジャッキ アップす る 前に 必ず 取り出して ください。 ジャッキ 
アップした あとに 応急 用 タイヤを 取り出す と、 作業 中に ジャッキび はずれるな 
ど して 思わめ けがを する おそれび あり ます。 

•格納 具の ボルトを ホイール ナッ トレンチで 回す ときは、 ゆっくりと 回して てく 
ださい。 勢いで ホイール ナッ トレンチび 車体に 当たり 傷ついたり、 手 や 指を 挟 
むな ど して 思わめ けがを する おそれび あり ます。 

•応急 用 タイヤを 取り出す ときは、 応急 用 タイヤ 上面と ボデ ーの 間に 手を 入れな 
いで < ださい。 思わめ けび をす る おそれび あります。 

■応急 用 タイヤを 使用 するとき は 

•お客様の お 車 専用に なって いるた め、 他の 車には 使用し ないで ください。 

•同時に 2 つじ (上の 応急 用 タイヤを 使用し ないで ください。 

•でさる だけ 早く 通常の タイヤと 交換して ください。 

参 急 加速、 急 ブレーキ、 急減 速、 急 旋回は 避けて ください。 

■ 応急 用 タイ ヤ 使用 時の 速度制限 

応急 用 タイヤを 装着して いると きは、] 日日 km/h 1；( 上の 速度で 走行し ないで く 

ださい。 

応急 用 タイヤは、 高速 走行に 適して いないため、 思わめ 事故に つなび る おそれ 

びあります。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■応急 用 タイヤ 装着 中は 

正確な 車両 速度び 検出で さない 場合び あり、 下記の システムび 正常に 作動 しな 
< なるお それび あります。 

•  ABS  & ブレーキ アシスト 

•  TRC 

•  VSC 

•  VDIM  * 

•クルーズ コント □ー ル* 

• レーダ クルーズ コン ト □ー ル* 

•  LKA  (レー ンキー ピン グ アシスト）* 

•  AFS* 

参  PCS* 

•オートマチック 八イ ビーム* 

•ナビ ゲー シヨ ン システム* 

•バック ガイ ド モニター* 

•パ ノラ ミック ビュー モニター* 

また、 下記の システムは、 性能び 十分に 発揮で さない ばかりでなく、 駆動 系 部 
品に 悪影響を 与える おそれび あり ます。 

•  4VVD システム （ガソ U ン 車）* 

•電気 式 4VVD システム （八 イブ U ッド 車） 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 


A 迂 '言、 

■パンクした ままの 走行に ついて 

タイヤび パンクした 状態で 走行を 続けないで ください。 

短い 距離の 運転で わ、 タイヤと ホイールび 修理で きない ほどの 損傷になります。 

■応急 用 タイヤ 装着 中は 段差に ま 意 

応急 用 タイヤ 装着 中は、 標準 タイヤの 装着 時に 比べ 車 高び 低く なって います。 段 
差を 乗 り 越える とさは ご注意く ださい。 

■応急 用 タイヤ 使用 時の タイヤ チェーン 装着 

応急 用 タイヤには、 タイヤ チェーンを 装着し ないで ください。 

タイヤ チェーンび 車体 側に 当たり、 走行に 悪影響を およぼす おそれび あります。 
雪道、 凍結 路で 前輪び パンクした 場合は、 応急 用 タイヤを 前輪と して 使用せ ず、 
後輪に 使用し、 はずした 後輪を 前輪に つけてから タイヤ チェーンを 装着して く 
ださい。 

■応急 用 タイヤの 格納に ついて 

応急 用 タイヤを 格納した あとは、 確実に 固定され ている ことを 確認して くださ 
い。 


トラブルび 起さたら 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 

エンジンが かか 6 ない とまは （ガソリン 車) 


正しい エンジン のかけ 方 （^P.  203) にした びっ てら、 また ステア 
リング □ック を 解除 （^P.  20 日） しても エンジンが かか 5 ない とき 
は、 似 下の ことを ご 確認く ださい。 

■スターターは 正常に 回って いるのに エンジンが かか 5 ない 場 

么 

下の 原因び 考えられます。 

♦ 燃料び 入って いない 可能性び あります。 

給油して ください。 

♦ 燃料を 吸い込みす ざて いる 可能性び あります。 

再度、 正しい 手順 UP.  190) にした びって、 エンジンを かけ 
て  <  ださい。 

♦ イモ ビラ イヴ ー システムに 異常び ある 可能性び あります。 

UP. 1 53) 

■スターターが ゆっくり 回る/室内' 打. へッ ド ランプが 暗い/ 
ホーンの 音が 小さい、 または 鳴 5 ない 場合 

下の 原因び 考えられます。 

•バッテリー あびり の 可能性び あります。 UP.  488) 
•バッテリーの ターミナルび ゆるんで いる 可能性び あります。 

■ スターターが 回 5 ない/室内 '打- へッ ド ランプが 点' 打し ない 
/ホ ー ンが 鳴らない 場合 

下の 原因び 考えられます。 

•バッテリーの ターミナルび はずれて いる 可能性び あります。 

•バッテリー あびり の 可能性び あります。 UP.  488) 

♦ ステ アリ ング □ック システムに 異常び ある 可能性び あり ます。 

処置の しかたび わからない とさ、 あるいは 処置を してを エンジンび かからな 
いとき は、 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


f 緊急 時 エンジン 始動 


通常の エンジン 始動 操作で エンジンび 始動 しないと さは、 下の 手順で 
エンジンび 始動す る 場合び あります。 緊急 時 iU 外は、 この 方法で 始動 さ 
せないで  <  ださい。 

Egiii 1 1 J  く ー キング ブレ ー キを かける。 
m 司 シフ トレバーを P に 入れる。 

巨画 司" エンジン スタート ストップ" スイッチを アクセサリー モード 
にす る。 

巨画 互 ブレーキ ペダルを しっかり 踏みな びら、 約 ] 日 秒 間 "エンジン 
スタート ストップ" スイッチを 長 押しす る。 

上記の 手順に したびい エンジンび 始動で さてち、 システムび 故障して い 
る おそれび あ ります。 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

八 イブ リツ ド システムが 始動で をない とまは （八 イブ リツ ド ま) 


ノ V イブ リッ ド システムび 始動で きない 原因は 状況によって 異なり ま 
ず。 次の ことを ご 確認いた だき、 適切に 対処して ください。 

■正しい 八 イブ リッ ド システム 始動の しかた （一 P.  208) にし 
たがっても 始動で きない 場合 

次の 原因び 考えられます。 

♦ 電子 キーび 正常に 働いて いない 可能性び あり ます。 

UP.  66) 

♦ 燃料び 入って いない 可能性び あります。 給油して ください。 

♦ イモ ビラ イヴ ー システムに 異常び ある 可能性び あります。 

(^P. 1 53) 

■ 室内な- へッ ド ランプが 暗い/ホーンの 音が ル さい、 または 
鳴らない 場合 

次の 原因び 考えられます。 

• 補 機 バッテリー あびり の 可能性び あります。 （^P.  492) 

• 補 機バッ テリ ーの ターミナルび ゆるんで いる 可能性び あり ます。 

■室内な- へッ ド ランプが 点 I 打し ない/ホーンが 鳴 5 ない 場合 

次の 原因び 考えられます。 

• 補 機バッ テリ ーの ターミナルび はずれて いる 可能性び あり ます。 
• 補 機バッ テリーあ びりの 可能性び あります。 （^P.  492) 

処置の しかたび わからない とさ、 あるいは 処置を してち 八 イブ IJ ッ ド シス テ 
ムび 始動で さない とさは、 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


t 緊急 時 始動 機能 


通常の 八 イブ リッ ド システム 始動 操作で 八 イブ リッ ド システムび 始動し 
ない とさは、 次の 手順で 八 イブ リッ ド システムび 始動す る 場合び ありま 
す。 緊急 時 外は、 この 方法で 始動 させないで ください。 

宜画で パーキング ブレーキび かかって いる ことを 確認す る。 

シフト レノ  く 一を P の 位置に ある ことを 確認す る。 

巨画 司" パワー" スイッチを ア クセヴ U — モードに する。 

巨画 互 ブレーキ ペダルを しっかり 踏んで " パワー" スイッチを 約] 己 
秒 じ (上 押し 続ける。 

上記の 方法で 八 イブ リッ ド システムび 始動して ち、 システムの 故障び 考 
えられます。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

シフ トレバーび シフ ト でまない とまは 


ブレーキ ペダルを 踏んだ 状態で シフ トレバーび シフ ト できない 場合、 
シフト □ツクシ ス テム （シフト レバーの 誤 操作を 防ぐ 装置） などの 故 
障び 考え 5 れ ます。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
ただし 一時的な 処置と して、 次の 方法で シフ トレバーを シフ ト ずる こ 
とびでき まず。 

1531111 1 \J  く ー キング ブレ ー キを かける。 

图 M 司" エンジン スター ト ストップ" スイッチ  <  " パワー" ス 
イッチ > を アクセサリー モードに する。 


シフ ト □ック 解除 ボタンを 押 
す。 

ボタンを 押してい る 間は レバーを 
シフ ト でさます。 


IfcJMI  3  I ブレーキ ペダルを 踏む。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 

キーを 巧く したと をは 


キーナ ン パープレー トに巧 刻され た キーナ ン バーと 残りの キーから、 
トヨタ 販売店で トヨタ 純正 品の 新しい キーを 作る ことび できまず。 

レ P.  55) 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

電子 キーが 正常に 働かない とまは 


電子 キーと 車両 間の 通信び さまたげ 5 れ たり （^P. 目 6)、 電子 キーの 
電池び 切れた ときは、 スマー ト エントリー & スター トシス テムと ワイ 
ヤ レス リモコンび 使用で きなくなります。 このような 場合、 次の 手順 
で ドアの 解 錠- 施錠、 エンジンく 八 イブ リツ ド システム  >  を 始動す 
る ことび できまず。 


u ドアの 解 錠- 施錠 


メカニカル キー UP. 日日） を 使つ 
て ドアを 解 錠- 施錠す る 

n 全 ドア 施錠 

曰 ドア ガラスび 閉まる （長 回し） 

販売店で 設定す る ことにより、 作動 さ 
せる ことび できます。 (^P.  517) 

且全 ドア 解 錠 

Q ドア ガラスび 開く （長 回し） 

販売店で 設定す る ことにより、 作動 さ 
せる ことび できます。 (^P.  517) 


電子 キーの トヨタ エンブレム 面で 
" エンジン スタート ストップ" ス 
イッチ  <  " パワー" スイッチ > 
に 触れます。 

この 操作 中に いずれ かの ドアび 開閉 
される と、 ス 7 —  ト エン ト IJ  一 & ス 
ター トシス テムび" エンジン スター 
トス トップ" スイッチ <  "パワー" 
スイッチ  >  に 触れた 電 テキーを 正し 
<検 知で さず 警告音び 鳴ります。 


エンジン く 八 イブ リツ ド システム  >  の 始動の 方法 


四 シフ トレバーび P の 状態で ブレーキを 踏む。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


巨圆1] 次の 操作を 行う D 

モードの 切り替え： 

ブヴ ーび 鳴って から 日 秒 じ (内に、 ブレーキ ペダルから 足を 離 
して "エンジン スタート ストップ" スイッチ  <  "パワー" 
スイッチ  >  を 押します。 

" エンジン スター トス トップ" スイッチ  <  "パワー" ス イッ 
チ  >  を 押す ごとに モー ドび 切り替わります。 

UP.  204、 209) 

エンジンく 八 イブ リッ ド システム  >  始動： 

ブヴ ーび 鳴って から 5 秒 じ (内に、 ブレーキ ペダルを しっかり 
踏み込んで "エンジン スタート ストップ" スイッチ <  "パ 
ワ ー" スイッチ  >  を 押します。 

処置を しても 作動 しないと さは、 トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

□知識 

■エンジン < 八 イブ リッ ド システム > の 停止の しかた 

通常の エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > 停止の しかたと 同様、 シフ トレバー 
を P にして "エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ 
> を 押します。 

■電池 交換に ついて 

前 ページの エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > の 始動の 方法は 一時的な 処置で 
す。 電池び 切れた ときは、 ただちに 電池を 交換す る ことを おすすめ します。 (^p. 
430) 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

バッテリーが あがつ たと をは （ガソリン 車) 


バッテリーが あびった 場合、 1U 下の 手順で エンジンを 始動す る ことが 
でさまず。 

ブースター ケーブルと 12V の バッテ U — 付 さ 救援 車び あれば、 下 
の 手順に したびって、 エンジンを 始動させる ことび でさます。 


2GR-FE エンジン 搭載 車 
エンジン カ パーを はずす 


手順 


ブースター ケーブルを 次の 順につな ぐ。 


n 赤色の ブースター ケーブルを 自 車の バッテ U —の + 端子に つなぐ 
曰 赤色の ブ ー スタ ー ケ ー ブルの わう 一 ちの 端を 救援 車の バッ テリ ー 
の + 端子に つなぐ 

□ 黒色の ブ ー スタ ー ケ ー ブルを 救援 車の ノ  くッ テリ ー の 一端 子に つなぐ 
□ 黒色の ブースター ケーブル のちう 一ち の 端を バッ テリ ーから 離れ 
た、 未 塗装の 金属 部 （図に 示す ような 固定された 部分） につな ぐ 
►  2GR-FE エンジン 搭載 車 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


2AZ-FE エンジン 搭載 車 


巨画 互" エンジン スタート ストップ" スイッチび 日 FF の 状態で い 
ずれ かの ドアを 開閉す る。 

因 画 司 救援 車の エンジン 回転を 維持した まま、 - エンジン スタート 
ストップ" スイッチを いったん イグ ニッシ ヨン 日 N モードに 
してから 自 車の エンジンを かける。 

I 巧腳 I  6  I 自 車の エンジンび 始動 したら、 ブ ー スタ ー ケ ー ブルを つない 
だと さと 逆の 順では ずす。 

エンジンび かかっても、 早めに トヨタ 販売店で 点検を 受けて くださ 
い。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


□知識 

■バッテリー あびり 時の 始動に ついて 

この 車両は、 押しび けによ る 始動は でさません。 

■バッテリー あびり を 防ぐ ために 

•エンジンび かかって いないと さは、 ライ トや オーデ ィオの 電源を切って くだ 
さい。 

♦渋滞な どで 長時間 止まって いると さは、 不必要な 電装 品の 電源を切って くだ 
さい。 

■バッテリーび あびった ときは 

コンピューターに 記憶され ている 情報び 消去され ます。 バッテ U —び あびった 
とさは トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

■バッ テリ ーの 巧電 について 

バッテ U —の 電力は、 車両を 使用して いない あいだち、 一部の 電装 品に よる 消 
費や 自然 放電の ために、 少しずつ 消費され ています。 車両を 長期 間 放置す ると、 
バッテ U —び あびって エンジンを 始動で さなくなる おそれび あります。 （バッ テ 
U —は 走行 中に 自動で 充電され ます） 


A 警告 

■バッテリーの 引乂 または 爆発を 防ぐ ために 

バッテ U —から 発生す る 可燃性 ガスに 引乂 して 爆発す る おそれび あり 危険です 
ので、 じ (下の ように 乂や乂 花び 発生す るよう な ことを しないで ください。 

•ブースター ケーブルは 正しい 端 テ または 接続 箇所！; (外に 誤って 接触 させない 
•ブ ー スタ ー ケ ー ブルは" +  " と" 一" の 端 テを 絶対に 接触 させない 
•バッ テ U — 付近では、 喫煙したり マッチ や ライター などで 乂を 起こさない 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■バッ テリ ーの 取り 扱いに ついて 

バッテ U — 内には 有毒で 腐食 性の ある 酸性の 電解液び 入って おり、 また 関連 部 
品には 鉛 または 鉛の 混合物を 含んで いるので、 取り扱いに 関し、 じ I 下の ことを 
必ず お守りく ださい。 

•バッ テ U - を 取り扱う とき は 保護 メ ガネを 着用 し、 液 （酸） び 皮膚 • あ 服 • 車体 
につかない ようにす る 

•バッ テ U —に 寄り かかったり しない 

♦誤って バッテ U — 液び 身体に ついたり 目に 入った 場合、 ただちに 大量の 水で 洗 
し、 すぐに 医師の 診察を 受ける 

また、 医師の 診察を 受ける まで、 水を 含ませた スポンジ や 巧を 患部に 当てて お 

< 

♦バッ テ U —の 支せ、 ターミナル、 その他の 関連 部品の 取り扱い 後は 手を 洗う 
• お テ さまを バッテ U —に 近づけない 


A 迂意 

■ブースター ケーブルの 取り扱い について 

ブースター ケーブルを 接続したり、 取りは ずす ときは、 冷却 ファン や ベルトに 
巻 さ 込まれな いよう に 十分を 意 してく ださい。 


トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 ま 

巧 機バツ テリーび あがつ たと をは （八 イブ リツ ドき) 


補 機バツ テリーび あがった 場合、 次の 手順で 八 イブ リツ ド システムを 
始動ず る ことび できまず。 

ブースター ケーブルと 12V の バツテ U — 付 さ 救援 車び あれば、 次の 
手順に したびって、 八 イブ リツ ド システムを 始動させる ことび でさ ま 
す。 


手順 


の ボン ネッ トを 開け、 エンジン ルーム カバーを 取りは ずす。 


UP.  402) 


ヒューズ ボックスの カバーを は 
ずす。 

ツメを 押しな びら、 フタを 持ち 上 
げ てはずし ます。 


ヒューズ ボックス 内の 救援 用 端 
子 カ パーを 開ける。 

ツメを 軽く 引 さな びら、 カバーを 
開けます。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


n 互 ブースター ケーブルを 次の 順につな ぐ。 

n 赤色の ブースター ケーブルを 自 車の 救援 用 端子に つなぐ 

且ホ 色の ブ ー スタ ー ケ ー ブルのを 5 — 方の 端を 救援 車の バッテ 
U 一 の + 端 テに つなぐ 

且 黒色の ブースター ケーブルを 救援 車の バッテリーの 一端 テに つ 
なぐ 

n 黒色の ブースター ケーブルの わう 一方の 端を 未 塗装の 金属 部 （図 
に 示す ような 固定された 部分） につな ぐ 


回‘‘ パワ スイッチび 日 FF の 状態で、 いずれ かの ドアを 開閉 
する。 

巧 救援 車の エンジン 回転を 維持した まま、" パワー" スイッチ 
をい つたん 日 N モードに してから 八 イブ リッ ド システムを 始 
動す る。 

固歷 互 READY インジケーターび 点な した ことを 確認す る。 

点灯し ない 場合は、 トヨタ 販売店に ご連絡 < ださい。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


手順 


回 八 イブ リツ ド システムび 始動したら、 ブースター ケーブルを 
つないだ とさと 逆の 順では ずす。 


IfH 鬧敕榜 用 端子 カノ く 一を 閉じ、 ヒ ユー ズボッ クスの カノ く 一を 取り 
つけ、 エンジン ルーム カバーを もとどおりに 取りつ ける。 


八 イブ リツ ド システムび 始動しても、 早めに トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 


□知識 


■ 補 機バッ テリ ー あびり 時の 始動に ついて 

この 車両は、 押しび けによ る 始動は でさません。 

■ 補 機バッ テリー あびり を 防 ぐた めに 

•八 イブ U ッ ド システムび 停止して いると さは、 ランプ や エアコンの 電源を 
切って  <  ださい。 

•渋滞な どで 長時間 止まって いると さは、 不必要な 電装 品の 電源を切って くだ 
さい。 

■ 補 機バッ テリ ーび はずされたり、 あびって しまっ た 場合は 

"n つ一’’ スイッチを 日 FF にして すぐに バッテ U- 夕ーミナ ルを 取りは ずす と、 
ディスプレイ （ナビ ゲー シ ヨンな ど） に 関連す る 一部の データび 八 ー ド デ ィス 
クに 正常に 保を されない ことび あります。 詳しくは トヨタ 販売店に お問い 合わ 
せ  <  ださい。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


■八 イブ リッ ド システムの 始動に ついて 

補 機 バッテ U — あびり 発生 後 や、 脱 着 後は 次の 操作を 行って ください。 それで 
ち 始動 しない 場合は トヨ タ 販売店に ご連絡 < ださい。 

•補 機 バッテ U- あびり 発生 後は、 補 機バッ テ U- び 復帰して ち 八 イブ U ッド 
システムび 始動し ない ことび あります。 その 場合は、 シフト レバーを P、 "パ 
ヮ ー" スイッチを OFF にして いずれ かの ドアを 開閉し、 再度 始動 操作を 行っ 
て  <  ださい。 

♦補 機 バッテ U — 脱 着 後は、 運転席 ドアを 開閉して ] 日 秒 iU 上 待って から 始動 
操作を 行って ください。 その 際、 ] 度 目の 操作では 始動し ません び 異常では 
ありません。 再度 始動 操作を 行って ください。 

■補 機 バッテリーに ついて 

-^P.  396 

■ 補 機バッ テリ ー の巧電 について 

補 機 バッテ U —の 電力は、 車両を 使用して いない あいだ わ、 一部の 電装 品に よ 
る 消費 や 自然 放電の ために、 少しずつ 消費され ています。 そのため、 車両を 長 
期間 放置す ると、 補 機 バッテ U —び あびって 八 イブ U ッ ド システムを 始動で き 
なくなる おそれび あります。 （補 機 バッテ U —は 八 イブ U ッ ド システムの 作動 中 
に 自動で 充電され ます） 

■ 補 機バッ テリ ーの マイナス 端子を 脱 着す る ときは 

車体 側の アース 部分 （マイナス ケーブルの 
根元） ではなく、 必ず 補 機 バッテ U- 側の 
端 テを はずして ください。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■バッテリーの 引乂 または 爆発を 防ぐ ために 

救援 車の バッテ U —から 発生す る 可燃性 ガスに 引乂 して 爆発す る おそれび あり 
危険です ので、 乂や乂 花び 発生 しないよ 5 次の ことを お守り  < ださい。 

参ブ ー スタ ー ケ ー ブルは 正しい 端 テ じ (外に 接続 しない 

参 + 端 テに 接続 した ブ ー スタ ー ケ ー ブルの 先を 付近の ブラ ケッ トや未 塗装の 金 
属 部に 接触 させない 

♦ブースター ケーブルは + 側と 一 側の 端 テを 絶対に 接触 させない 

•バッ テ U — 付近では、 喫煙したり マッチ や ライター などで 乂を 起こさない 

■ 補 機バッ テリ ーの 取り 扱いに ついて 

補 機 バッテ U — 内には 有毒で 腐食 性の ある 酸性の 電解液び 入って おり、 また 関 
連 部品には 鉛 または 鉛の 混合物を 含んで いるので、 取り扱いに 関し、 次の こと 
を 必ず お守りく ださい。 

•補 機バッ テ U -を取 り 扱う ときは 保護 メ ガネを 着用 し、 液 （酸） び 皮膚 • 刻 民 • 
車体に 付着し ないように する 

•必要 上、 顔 や 頭な どを 補 機 バッテ U —に 近づけない 

•誤って 補 機 バッテ U- 液び 体に 付着したり 目に 入ったり した 場合、 ただちに 大 
量の 水で 洗い、 すぐに 医師の 診察を 受ける 

また、 医師の 診察を 受ける まで、 水を 含ませた スポンジ や 巧を 患部に 当てて 
お < 

•誤って バッテ U — 液を 飲み込んだ 場合、 多量の 水を 飲んで、 すぐに 医師の 診断 
を 受ける 

• 補 機 バッテ U —の 支せ •ター S ナル • その他の 関連 部品の 取り 扱い 後は 手を 洗う 
• お テ さまを 補 機 バッテ U —に 近づけない 

■補 機 バッテリー あがりの 処置を した あとは 

早めに トヨ タ 販売店で 補 機 バッテ U —の 点検を 受けて く ださい。 

補 機 バッテ U —び 劣化して いる 場合、 そのまま 使い 続ける と 補 機 バッテ U — か 
ら 異臭 ガスび 発生し、 乗員に 健康 障害を およぼす おそれび あり 危険です。 
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A 警告 

■ 補 機バッ テリ ーの 交換に ついて 

-^P.  396 


A 迂意 

■救援 用 端子に ついて 

この 車の 救援 用 端 テは、 他の 車から 応急 的に 補 機 バッテ U —を 充電す るた めの 
ちので す。 この 救援 用 端 テを 使用して、 他の 車の バッテ U — あがりを 救援す る 
ことは でさません。 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

オーバーヒート したと をは （ガソリン ま) 


オーバーヒートした ときは： 


手順 
辟 頃 


rn 車を 安全な 場所に 止め、 エアコンを 止める。 

回 エンジン ルームから 蒸気び 出て いるか 確認す る。 


蒸気び 出て いる 場合： 

エンジンを 止める。 蒸気び 出 なくなったら、 ま 意して ボン 
ネットを 開け、 エンジンを 再 始動す る。 


蒸気び 出て いない 場合： 

エンジンを かけた まま 注意して ボン ネッ トを 開ける。 


手順 


回 ラジエーター 冷却 用の ファ ンび 作動 している か 確認す る。 


フアンび 作動して いる 場合： 

水温 計の 針び H の 位置から 下 びって さてから エンジンを 止 
める。 


フアンび 作動して いない 場合： 

すぐに エンジンを 止めて、 トヨタ 販売店に 連絡す る。 


エンジンび 十分に 冷えてから、 
冷却水の 量 や ラジエーター コア 
部 （放熱 部） の 冷却水 漏れを 点 
検 する。 


冷却水び 不足して いる 場合は、 
冷却水を 補給す る。 

冷却水び ない 場合は、 応急 措置と 
して 水を 補給す る。 
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早めに 最寄りの トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 


己- 2. 緊急 時の 対処 法 


□知識 

■オーバー ヒー ト とは 

下の 状態び オーバー ヒー ト です。 

♦水温 計の 針び H の レツ ド ゾーンに 入ったり、 エンジン 出力び 低下す る 
•エンジン ルームから 蒸気び 出る 


A 警告 

■エンジン ルーム 点検 中の 事故 やけび を 防ぐ ために 

•エンジン ルームから 蒸気び 出て いる 場合は、 蒸気び 出なくなる まで ボンネット 
を 開けないで < ださい。 エンジン ルーム 内び 高温に なって いるた め、 やけどな 
どの 重傷を 負 5 おそれび あ ります。 

•冷却 フアンび 回転して いると きは エンジン ルーム 内に 触れたり、 近づいた りし 
ないで < ださい。 手 や 巧 服な どび 卷さ 込まれたり して、 思わめ 事故に つながる 
おそれび あり 危険です。 

冷却 フアンは エアコンび 作動して いると さや、 冷却水の 温度び 高い とさに 自動 
で 作動し ます。 また、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF にし 
て も 最大 8 分 間作 動す る ことび あります。 (2GR-FE エンジン 搭載 車） 

•エンジンび かかって いると きは、 手 や 着 あを フアン や ベルトから 離して くださ 
い。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱い うちは ラジエーター キャップを 開けない 
で  <  ださい。 

高温の 蒸気 や 冷却水び 圧力に よって 噴 さ 出し、 やけどな どの 重傷を 負う おそれ 
びあります。 


A 迂意 

■ 冷却水を 入れる ときの ま 意 

冷却水は、 エンジンび 十分に 冷えてから ゆっくり 入れて ください。 

エンジンび 熱い とさに 急に 冷たい 冷却水を 入れる と、 エンジンび 損傷す る おそ 
れ びあります。 


499 


トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

オーバーヒート したと をは （八 イブ リツ ド ま) 


次の ような とさ、 オーバーヒートの 可能性び ありまず。 

•水温 計の 針び H の 位置に ある： ガソ U ン エンジンび オーバー ヒー 
卜 している 可能性び あります。 

♦ 「八 イブ リツ ド システム 過熱 出力 制限 中です」 び マルチ イン フォ 
メ ー シ ヨン X ィ ス プレイ に 表术： パワ ー コント □ ー ル ユニツ トび過 
熱して いる 可能性び あり ます。 


II 巧 処方 法 


■水温 計の 針が H の 位置に あると さ 


手順 

手順 


の 車を 安全な 場所に 止め、 エアコンを 止める D 
回 エンジン ルームから 蒸気び 出て いるか 確認す る。 


蒸気び 出て いる 場合： 

八 イブ リッ ド システムを 停止す る。 蒸気び 出 なくなったら、 注 
意して ボン ネッ トを 開け、 八 イブ リツ ド システムを 再 始動す 
る 0 


蒸気び 出て いない 場合： 

READY インジケーターび 点 打した 状態の まま、 注意して ボ 
ンネッ トを 開ける。 


手順 


回 ラジエーター 冷却 用の フアンび 作動して いるか 確認す る。 


フアンび 作動して いる 場合： 

水温 計の 針び H の 位置から 下がって さてから、 八 イブ リツ ド 
システムを 停止す る。 


フアンび 作動して いない 場合： 

すぐに 八 イブ リツ ド システムを 停止して、 トヨタ 販売店に 連 
絡す る。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


八 イブ リッ ド システムび 十分に 冷 
えてから、 冷却水の 量 や ラジェ ー 
ター コア 部 （放熱 部） の 冷却水ち 
れを 点検す る。 


BT052CG004 


冷却水び 不足して いる 場合は、 冷 
却 水を 補給す る。 

冷却水び ない 場合は、 応急 措置と して 
水を 補給して ください。 


早めに 最寄りの トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


■ 「八 イブ リツ ド システム 過熱 出力 制限 中で ず」 が マルチ イン フォ 
メー シヨ ン ディスプレイに 表示され たと き 


手順 


田 車を 安全な 場所に 止め、 エアコンを 止める。 


手順 


回 READY インジケーターび 点灯した 状態の まま、 注意して ボン 
ネッ トを 開ける。 


手順 


回 ラジエーター 冷却 用の フアンび 作動して いるか 確認す る。 


フアンび 作動して いる 場合： 

「八 イブ リツ ド システム 過熱 出力 制限 中です」 び 消えてから、 
八 イブ リツ ド システムを 停止す る。 

しばらく 待っても 消えない 場合は、 八 イブ リツ ド システムを 
停止して、 トヨタ 販売店に 連絡す る。 


フアンび 作動して いない 場合： 

すぐに 八 イブ リツ ド システムを 停止して、 トヨタ 販売店に 連 
絡す る。 
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5-2. 緊急 時の 対処 法 


BT052CG006 


八 イブ リツ ド システムび 十分に 冷 
えてから、 冷却水の 量 や 冷却水ち 
れを 点検す る。 


冷却水び 不足して いる 場合は、 冷 
却 水を 補給す る。 

冷却水び ない 場合は、 応急 措置と して 
水を 補給して ください。 


早めに 最寄りの トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

□知識 

■オーバー ヒー ト とは 

オーバー ヒー トの とさ、 お 車に 次の ような 症状び 現れます。 


♦八 イブ U ッ ド システムの 出力び 低下す る 


•エンジン ルームから 蒸気び 出る 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


A 警告 

■エンジン ルーム 点検 中の 事故 やけび を 防ぐ ために 

•エンジン ルームから 蒸気び 出て いる 場合は、 蒸気び 出なくなる まで ボンネット 
を 開けないで ください。 エンジン ルーム 内び 高温に なって いるた め、 やけどな 
どの 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦"パワー" スイッチ 上の インジケーターと read 丫 インジケーターび 消灯して 
いる こと を 確認 してく ださい。 

♦八 イブ U ッ ド 車は、 ガソ U ンエン ジンび 自動的に 動 さ 出したり、 ガソ U ン エン 
ジンび 停止して いても、 冷却 ファンび 急に 回り 出す ことび あります。 冷却 ファ 
ンに 触れたり、 近づいたり すると、 手 や あ 服 •工具な どび 卷さ 込まれた りし 
て、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•八 イブ U ッ ド システム および ラジエーター- 補助 タンクび 熱い うちは、 ラジ 
エー ター キャップを 開けないで < ださい。 

高温の 蒸気 や 冷却水び 圧力に よって 噴 さ 出し、 やけどな どの 重大な 傷害を 受け 
る おそれび あり 危険です。 


A 迂意 

■ 冷却水を 入れる ときの ま 意 

八 イブ U ッ ド システムび 十分に 冷えてから 入れて ください。 

冷却水は ゆっくり 入れて く ださい。 

八 イブ U ッ ド システムび 熱い とさに 急に; 令たい 冷却水を 入れる と、 八 イブ U ッ 
ド システムび 損傷す る おそれび あります。 

■損傷を 防ぐ ために 

八 イブ U ッ ド システムの 損傷を 防ぐ ためじ I 下の ことを お守りく ださい。 

♦不純物 や 砂利な どび 混入した 冷却水を 入れないで ください。 

参; 令 却 水に 市販の 添加剤 等を 入れないで  <  ださい。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

スタック したと をは 


めかる みや 砂地、 雪道な どで タイヤび 空転したり 埋まり 込んで 動けな 
く なった とき は 似 下の 方法で 脱出 してく ださい。 


►  FF 車 （前輪駆動） （ガソリン 車） / 八 イブ リツ ド 車 

固圆 I で パーキング ブレーキを かけ シフ トレバーを P に 入れ、 エン ジ 
ン  <  八 イブ リツ ド システム  >  を 停止す る。 

前輪 周辺の ± や 雪を 取 り 除く。 

国 画 司 前輪の 下に 木 や 石を 当てび う。 

固 画 互 エンジン <  ノ  V イブ リツ ド システム  >  を 再 始動す る。 

HB 司 シフ トレバーを D または R に 確実に 入れ、 パーキング ブレー 
キを 解除 して 注意 しなび らアク セ j レを 踏む。 

►  4WD 車 （4 輪 駆動） （ガソ U ン 車） 

m で パーキング ブレーキを かけ シフ トレバーを P に 入れ、 エン ジ 
ンを 停止す る。 

前輪 前後の ± や 雪を 取 り 除く。 

巨画 司 前輪の 下に 木 や 石を 当てび う。 

HI 互 エンジンを 再 始動し、 4WD オー トモ ー ドに なって いる ことを 
確認す る。 UP.  262) 

m 司 シフ トレバーを D または R に 確実に 入れ、 パーキング ブレー 
キを 解除 して 注意 しなび らアク セ j レを 踏む。 
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己- 2. 緊急 時の 対処 法 


□知識 

■脱出し にくい ときは （ガソリン 車） 

を 押して TRC を OFF にして くだ 


A 警告 

■脱出 するとき の 警告 

前進と 後退を 繰り返して スタックから 脱出す る 場合、 他の 車、 物 または 人との 
衝突を 避ける ため 周囲に 何わない ことを 確認して ください。 

スタックから 脱出 するとき、 車び 前ち または 後方に 飛び出す おそれび あります 
ので、 とくにを 意して ください。 

■シフ トレバーを 操作 するとき は 

アクセル ペダルを 踏み込んだ まま 操作し ないように 気をつけて ください。 

車び 急 発進し、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 


水迂意 

■ トランス ミッション やその 他の 部品への 損傷を 避ける ために 

♦タイヤび 空転す るのを 避け、 必要 上に アクセル ペダルを 踏まないで くださ 
い。 

•この 方法で 脱出で きなかった 場合、 けん 引に よる 救援び 必要です。 
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トラブルび 起さたら 


5-2. 緊急 時の 対処 法 

車両を 緊急 停止す るには 


万一、 車び 止ま 5 なくなった ときの 非常時の み、 次の 手順で 車両を 停 
止させて ください。 


ifiam ブレーキ ぺ夕 レを 両足で しっかり と 踏み 続ける。 

ブレーキ ペダルを 繰り返し 踏まないで ください。 通常より 強い 力び 必要 
となり、 制動 距離ち 長くな ります。 


L 手順 


回 シフ トレバーを N に 入れる。 


► シフ トレバーび N に 入った 場合 


!1 司 減速 後、 車を 安全な 道路 脇に 停める。 

四 エンジンく ノ V イブ リツ ド システム > を 停止す る。 


► シフ トレバーび N に 入らない 場合 


手順 


回 ブレーキ ぺ夕 レを 両足で 踏み 続け、 可能な 限り 減速させる。 


"エンジン スタート ストップ" 
スイッチく" パワー" ス イッ 
チ  >  を 3 秒 じ (上 押 し 続ける か、 
素早く  3 回 上 連続で 押して エ 
ン ジンく 八 イブ リッ ド システム 
> を 停止す る D 


手順 


回 車を 安全な 道路 脇に 停める。 


A 警告 

■走行 中に やむ を 得ず エンジン く 八 イブ リツ ド システム  >  を 停止 するとき は 

ブレーキの 効 さび 悪くなる と共に 八ン ドルび 重くなる ため、 車の コン ト □ー ル 
びし にくくな り 危険です。 エンジンく 八 イブ U ッ ド システム > を 停止す る 前に、 
十分に 減速す るよう にして ください。 
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車両の 仕様 


6 


6-1 . 仕様 一 覧 

メンテナンス データ 
(油脂 類の 容量と 銘柄） ....... 曰 日 8 

6-2 カスタマイズ 機能 

ユー ヴー カスタマイズ 
機能 一覧 .  516 

6-3 初期設定 

初期設定び 必要な 項目 . 522 
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6-1 .仕様 一覧 

メンテナンス データ （油脂 類の 容量と な 柄) 


使用す る オイル や 液 類の 品質に より、 自動車の 寿命は 著しく 左ち され 
まず。 トヨタ 車には 最も 適した トヨタ 純正 オイル • 液 類の ご 使用を お 
すすめし ます。 トヨタ 純正 オイル 於 外を 使用され る 場合は、 トヨタ 純 
正 オイル- 液 類に 相当す る 品質の ものを ご 使用く ださい。 


[m 


銘柄 

エンジン 

容量 [L] 惨考 値） 

無鉛 プレミアム ガソ U ン^ 
(無鉛 八 イオ ク） 

2GR-FE 

6 己 

無鉛 レギュラー ガソ U ン 

2AZ-FE 

2AZ-FXE 

無鉛 レギュラー ガソ U ンを お使いになる ことち できます。 その 場合 エンジン 本来 
の 性能を 発揮で さません。 


己 08 


6-1. 仕様 一覧 


I エンジン オイル 


銘柄 

エンジン 

容量 [L] (参考 値^ 1) 

オイル 
のみ 交換 

オイルと 
オイル 
フイ ルター 
交換 

トヨタ 純正 モーター オイル SN 日 W-2 日※ 2 
—API  SN,  RC/ILSAC  GF- 己， 

SAE  0W-20 

トヨタ 純正 モーター オイル SN  5W-20 
—API  SN,  RC/ILSAC  GF- 己， 

SAE  5W-20 

トヨタ 純正 モーター オイル SN  5W-30 
—API  SN,  RC/ILSAC  GF- 己， 

SAE  己 W-30 

トヨタ 純正 モーター オイル SN 1 OW-30 
—API  SN,  RC/ILSAC  GF- 己， 

SAE  1 OW-30 

トヨタ 純正 モーター オイル SM 日 VV-2 日 
—API  SM,  EC  SAE  OW-20 

トヨタ 純正 モーター オイル SM 已 VV-3 日 
—API  SM,  EC  SAE  己 W-3 日 

トヨタ 純正 モーター オイル SM 1 OW- 

30 

—API  SM,  EC  SAE  1 日 W-3 日 

2GR-FE 

5.7 

6.1 

2AZ-FE  / 

2AZ-FXE 

4.1 

4.3 

《 ] ; エンジン オイルの 容量は 交換す る 際の 目安です。 オイル 量の 確認は、 エンジンを 暖機 後に 停止 
し、 5 分 似 上 経過して から レベル ゲージで 行って く ださい。 

《 2  : 日 VV-2 日は、 新車 時に 充填され ている 最を省 燃費 性に 優れる オイルです。 
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6-1 . 仕様 一 覧 


■指定 エンジン オイル 

A 円規 格 SN/RC、 SM/EC か、 ILSAC 規格 合格 油を おすすめ します。 
なお、 ILSAC 規格 合格 油の 吿 には ILSACCERTIF に ATI 日 N  (イ ルヴッ 
クサ ー テイ フイ ケー シ ヨン） マークび ついています。 


□  API マー ク 

日  ILSAC  CERTIFICATION  マー 
ク 


■ エンジン オイル 推奨 粘度 

下記 表に 基づ さ、 外気 温に 適した 粘度の わのを ご 使用く ださい。 


が 気温 似 

_ BTO 6104007 


《 ：日 W-2 日は、 新車 時に 充 慎され ている 最も 省 燃費 性に 優れる オイルです。 

オイル 粘度に ついて 説明し ます： 

♦  0W-20 の 0W は、 低温 時の エンジン 始動 特性を 示 しています。 W の 前 
の 数値び 小さい ほど 冬場 や 寒冷 時の エンジン 始動び 容易になります。 

♦  0W-20 の 20 は、 高温 時の 粘度 特性を 示して います。 

粘度の 高い （数値び 大 さい） オイルは 高速 または 重 負荷 走行に 適して 
います。 
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6-1. 仕様 一覧 


►ガソリン 車 


►八 イブ リツ ド 車 


I オートマチック トランス ミッション （ガソリン 車) 


^ 容量は 参考 値です。 交換び 必要な 際は トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 


E ち 却 水 


銘柄 

エンジン 

容量 [L] 

慘考 値） 

トヨタ 純正 スーパー □ン グライフ クーラント 
凍結 保証 温度 
濃度 30〇/〇  -12°C 

濃度 己 0%  -3 己で： 

2GR-FE 

10.6 

2AZ-FE 

8.4 

銘柄 

エンジン 

容量 [L] (参考 値^) 

トヨタ 純正 オート フルード VVS 

2GR-FE 

肝 車） 

6.5 

2GR-FE 

(4VVD  車） 

6.7 

トヨタ 純正 CVT フルード TC 

2AZ-FE 

8.7 

銘柄 

項目 

容量 [L] 

惨考 値） 

トヨタ 純正 スー パー □ング 
ライフ クーラント 

凍結 保証 温度 
濃度 30〇/〇  -12°C 

濃度 己 0%  -3 己で： 

ガソ U ン エンジン 用 

9.1 

電気 モ ー タ ー および 
イン パー ター 用 

3.3 

車両の 仕様 
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6-1 . 仕様 一 覧 


I ノ V イブ リツ ド 用 トランス アクス ル フルード （八 イブ リツ ド 車) 


銘柄 

容量 [L] (参考 値^) 

トヨタ 純正 オート フルード VVS 

4.2 

^ 容量は 参考 値です。 交換び 必要な 際は トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 


[リヤ モーター 用 トランス アクス ル フルード （八 イブ リツ ド 車) 


銘柄 （推奨 粘度） 

容量 [L] 惨考 値） 

トヨタ 純正 オート フルード VVS 

1.8 

I リヤ デイ ファレン シャル （ガソリン 車) 


銘柄 （推奨 粘度） 

容量 [L] 惨考 値） 

トヨタ 純正 八 イポイ ド ギヤ オイル SX 
(API  GL- 己  SAE  85W-90) 

0.5 

[トランスファー （ガソリン 車) 


銘柄 （推奨 粘度） 

容量 [L] 惨考 値） 

トヨタ 純正 八 イポイ ド ギヤ オイル SX 
(API  GL- 己  SAE  85W-90) 

日. 4 己 
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: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 


6-1. 仕様 一覧 


I ブレーキ 

■ ブレ ー キ フル ー ド 

銘柄 

トヨタ 純正 ブレーキ フルード 2500H 


■ ブレーキ ペダル 


項目 

基準 値 [mm] 

遊び 

1 〜目 

踏み込んだ とさの 床板との す さ 間‘ X ‘ 

ガソ U ン 車： ]24 じ (上 

八 イブ U ツド 車： 16 日 

《 エンジン 回転 時 く 八 イブ U ッ ド システム 作動 時  >  に 490  N  (50  kgf) の 踏 力を かけ 
たと さの 床板との す さ 間の 最小値 


■パ ー キング ブレ ー キ 


項目 

基準 値 （回数） 

踏みし ろ 

操作 力 3 日日 N  (30.6  kgf) のとき の ノッチ 《数 

4 〜 6 

^  ノッチとは、 パーキング ブ レー キを かける ときの 節度 （"カ チッ "という 音) のこと です。 


[ゾ オツ ンヤ— 

容量 [L] (参考 値）  |"  2.5 


車両の 仕様 
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6-1 . 仕様 一 覧 


[タイヤ 


►標準 タイヤ 


タイヤ サイズ 

ホイール サイズ 

タイヤび 冷えて いると きの 空気 圧 
kPa  (kg/cm2) 

前輪  後輪 

23 己/己 0R]8  97V 

1 8  X  7 1  /2 J 

240  (2.4) 

215/60R17  96H 

17  X  7  J 

240  (2.4) 

2]5/65R]6  98H 

1 6  X  6 1  /2 J 

ガソ U ン 車：  240  (2.4) 

八 イブ U ッド 車：  250  (2 .己） 

►スペアタイヤ 


タイヤ サイズ 

ホイール サイズ 

タイヤび 冷えて いると さの 空気 圧 
kPa  (kg/cm2) 

T165/80R17 104 M 

17  X  4T 

420  (4.2) 

[電球 （バルブ) 


電球 

W  (ワット） 数 

へッ ド ランプ 

八 イビー ム （バルブ タイプ： HB3) 

60 

□—ビ ーム （デ ィス チヤー ジ ヘッド ランプ） 

3 己 

車 幅 打 

己 

フ □ン トフ ォグ ランプ （ノリ レブ タイプ ： H] ]) 

己 己 

車 外 

フ □ン ト 方向 指示 打/非常 点滅 打 

21 

サイ ドち 向 指示 打/非常 点滅 打 

LED《 

U ヤ 方向 指示 打/非常 点滅 打 

21 

制動 打 

LED《 

尾 打 

LED 《 

後退 打 

16 

《 LED は、 Light  Emitting  Diodes (発光 ダ イオー ド) の 略で、 半導体 発 光電 テ 素 テです。 
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6-1. 仕様 一覧 


電球 

W  (ワット） 数 

車 外 

八 イマ ウン トス トツプ ランプ 

LED《 

番号 打 

己 

フ □ント パーソナル ランプ 

8 

U ヤ パーソナル ランプ 

8 

LED 室内 間接照明 

LED《 

ダウン ライト 

LED《 

車内 

ラ ゲージ ルーム ランプ 

己 

フ □ント 足元 照明* 

LED《 

ドア カー テシ ランプ* 

己 

グ □ーブ ボックス ランプ 

LED《 

バニ ティ ランプ 

8 

《 LED は丄 ight  Emitting  Diodes (発光 ダ イオー ド) の 略で、 半導体 発 光電 テ 素 テです。 


[車両 仕様 


►ガソリン 車 


型式 

エンジン 

駆動ち 式 

GGH20W 

2GR-FE 

(3 .已 L ガソ U ン） 

FF  (前輪駆動） 

GGH25W 

4WD  (4 輪 駆動） 

ANH20W 

2AZ-FE 

(2.4L ガソ U ン） 

FF  (前輪駆動） 

ANH25W 

4WD  (4 輪 駆動） 

►八 イブ リツ ド 車 


型式 

ガソ U ンエン ジン 

モー ター 

駆動ち 式 

ATH20W 

2AZ-FXE 

(2.4L ガソ U ン） 

2JM 

(前輪 用） 

4WD  (4 輪 駆動） 

2FM 

(後輪 用） 

: 車両 型式な どで 異なる 装備 やオプ シヨ ン 装備 
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6-2 カスタマイズ 機能 

ユーザー カスタマイズ 機能一 覽 


お 車には、 設定を 変更す る ことが 可能な 数多くの 装備び ついてい ま 
ず。 トヨタ 販売店で 作動な どを ご 希望の 設定に 変更ず る ことび でき ま 
す。 


また、 メーカー オプション ナビ ゲー ショ ン システムの 画面 操作に より 
設定を 変更ず る ことび できる 機能ら あり ます。 

機能に よっては、 他の 機能と 連動して 設定び 変わる ちのを あります。 詳しくは 卜 
ヨタ 販売店へ お問い合わせく ださい。 

^ メーカーオプション ナビ ゲーシ ョン 画面での カスタマイズ 設定の 操作は、 別冊 
「ナビ ゲーシ ヨン システム 取扱 書」 を 参照く ださい。 


I 車両 カスタマイズ 設定 一覧 

n  メーカー オプ シヨ ンの ナビ ゲー シヨ ン システムの 画面 操作で 設定 変 
要 可能 

且 車両 側の スイ ッ チ 操作な どで 設定 変更 可能 
且 トヨタ 販売店で 設定 変更 可能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

图 

且 

スマー ト 
エン ト U-& 

スタート 

システム 
(^P.  57) 

スマート エン ト U — 

& スタート システム 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

スマー ト 
エン ト U-& 

スタート 

システム 
(^P.  57) 

と ワイヤレス 

ドア □ック 
(^P.  67) 

共通 

作動の 合図 
(非常 点滅 打） 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

作動の 合図 
(ブヴ ー） 

する 

しない 

— 

— 

〇 

解 錠 後、 ドアを 開け 
なかった とさの 自動 
施錠までの 時間 

3 日 秒 

目 日 秒 

— 

— 

〇 

]  2 日 秒 

半 ドア 警告 ブヴー 

する 

しない 

— 

— 

〇 
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6-2 カスタマイズ 機能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

□ 

圆 

圆 

ワイヤレス ド 

ア □ック 
(^P.  67) 

ワイヤレス 機能 

する 

しない 

— 

— 

〇 

パワー バック ドアの 

作動 

長 押し 

短 押し 

— 

— 

〇 

2 回 押し 

なし 

施錠 時の パワー バッ 
ク ドア 開 機能 

なし 

あり 

— 

— 

〇 

ドア □ック 
(^P.  70) 

車 速 感応 式 
ドア □ック 

する 

しない 

〇 

〇※ 1 

〇 

運転席を 開けた とさ 
の 全 ドア 解 錠 

しない 

する 

〇 

〇※ 1 

〇 

シフト レバーを ドに 
したと さの 全 ドア 解 
錠 

する 

しない 

〇 

び 1 

〇 

シフト レバーを P じ 1 
外にした ときの 全 ド 
ア 施錠 

しない 

する 

〇 

〇※ 1 

〇 

パヮ- ウィンド 

ク 

(^P. 1 44) 

ドア キー 連動 開閉 
機能 

なし 

あ 0 

— 

— 

〇 

ワイヤレス U モ コン 

連動 開閉機 能 

なし 

あり 

— 

— 

〇 

スマート エン ト U — 

& スタート システム 

連動 開 機能 

なし 

あり 

— 

— 

〇 

パヮー バック 
ドア 

(^P.  8 己） 

パヮー バック ドア 
スイッチの 作動 

長 押し 

短 押し 

— 

— 

〇 

作動の 合図 
(ブヴ ー） 

する 

しない 

— 

— 

〇 

^ 1 ナビ ゲー シヨ ン システム 装着 車を 除く 
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6-2 カスタマイズ 機能 


項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

国 

图 

图 

ライ ト 自動 点 
打- 消 打 シス 

テム 

(^P.  248) 

ライ ト センサーの 感 
度 調整 

0 

- ^ 

〇 

— 

〇 

ランプを 点 打す る ま 
での 時間 

標準 

長め 

— 

— 

〇 

オート 7 チック 八イ 
ビーム 

作動 

非 作動 

— 

— 

〇 

エコ ドライブ 
インジ ケー 

ター ランプ 
(ガソ U ン 車） 
(^P.  243) 

エコ ドライブ インジ 
ケーター ランプ 

ON 

OFF 

— 

〇 

〇 

E  V ドライ 
ブイン ジケ ー 
ター ランプ 
(八 ィブ U ッ 
ド 車） 

(^P.  24 已） 

E V ドライブイン 
ジケーター ランプ 

ON 

OFF 

— 

〇 

〇 

エアコン 

UP.  3含0) 

外気 導入と 内気 循環 
の 切り替えび 

AUTO モー ド 時の 
排 ガス センサーの 感 
度の 調節* 

0 

—  3 〜 
+3 

〇 

〇 

〇 

AUTO スイッチび 
日 N のと さ、 連動し 
て 外気 導入と 内気 循 
環を 自動的に 切り 替 
える 

する 

しない 

〇 

— 

〇 
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項目 

機能の 内容 

初期設定 

変更 後 

国 

图 

图 

ィ ルミネー 

シ ヨン 

UP.  336) 

消 打までの 時間 

] 己 秒 

7.5 秒 

〇 

— 

〇 

3 日 秒 

OFF 

解 錠 時の 作動 

あり 

なし 

— 

— 

〇 

"エンジン スタート 
ストップ" ス イッ 
チく "パワー" ス 
イッチ  > 日 FF 後の 

作動 

あり 

なし 

— 

— 

〇 

その他 

周囲の 明るさに よ 
り、 メーター などの 
照度を 自動 減 光す る 
ための センサーの 感 

度 調節 

0 

- 置〜 

— 

— 

〇 

周囲の 明るさに よ 
り、 減 光した メー 
ターな どの 照度を も 
とに ち どす ための セ 
ンヴ ーの 感度 調節 

0 

- こ 

— 

— 

〇 

降車 時 運転席 シート 
移動 量 調節 

少なめ 

OFF 

〇 

— 

〇 

標準 

ク U ア ランス 

ソナー 
(^P.  287) 

バック ソナ ーの 

検知 開始 距離 

約 

1 己 0cm 

約 60cm 

び 2 

— 

〇 

ブヴ ー音 量 

3 

1 〜已 

び 2 

— 

〇 

画面 表示 

する 

しない 

び 2 

— 

〇 
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6-2 カスタマイズ 機能 


□知識 


■車両 カスタマイズ について 


•「車 速 感応 式 ドア □ッ ク」 と 「シフト レバーを P じ (外にした ときの 全 ドア 施 
錠」 を 両方と も 「あり」 にした 場合 次のように 作動し ます。 

- シフ トレバーを P じ (外にす ると 全 ドア 施錠され ます。 

- 全 ドア 施錠され た 状態で 発進した 場合、 車 速 感応 式 ドア □ック は 作動し ま 
せん。 

- 発進 前にい ずれ かの ドア □ック を 解 錠して から 発進した 場合は、 車 速 感応 
式 ドア □ック び 作動し ます。 

♦解 錠 後、 ドアを 開けなかった とさの 自動 施錠び 作動した とさの 合図は、 「作 
動の 合図 （非常 点滅 好)」- 「作動の 合図 （ブヴ ー)」 の 設定に 依存し ます。 

■車両 側の スイ ッチで 設定を 行った 場合 

メーカーオプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車で、 ナビ ゲー ショ ン 画面 
で 設定で さる 項目を、 車両 側の スイッチで 設定した 場合、 ナビ ゲー ショ ン 画面 
の 項目 表示は、 すぐに 切り替わりません。 

いったん "エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" スイッチ  >  を 
日 FF にしてから、 再度 "エンジン スタート ストップ" スイッチく  "パワー" ス 
イッチ  >  をイグ ニッシ ヨン 日 N モードく 日 N モード  >  に すると 画面 表示び 切り 
替わります。 


A 警告 

■メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン 画面で カスタマイズを 行う ときは 

エンジンく 八 イブ U ッ ド システム >  を 始動した 状態で 操作を 行うた め、 車庫 内 
など 囲まれた 場所では、 十分に 換気を してく ださい。 換気を しないと、 排気 ガ 
スび 充満し、 排気ガスに 含まれる 一酸化炭素 (C0) により、 重大な 健康 障害に 
およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 
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6-2 カスタマイズ 機能 


A\ 迂 '言、 

■カスタマイズを 行う ときは 

バッテ U  —  く 補機ノ くッテ U —  > あびり を 起こす 可能性び あり ますので、 確実に 
エンジン く 八 イブ U ッ ド システム  >  び 始動して いる 状態で 実施して ください。 
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6-3 ネ刃期 設定 

初期設定が 化 要な I 頁 目 


次の 項目は バッ テリーく 補 機バッ テリー >  を 再 接続したり、 メンテ 
ナンスを 行った あとな どに、 システムを 正しく 働かせる ために 初期 設 
定び 必要です。 


項目 

初期設定び 必要な とさ 

参照 

パワー スライ ド ドア 

•パ' ッテ |」一<  補 機 バッテ IJ-> の充 
電- 交換 後の 再 接続 時 
- ヒューズ 交換 後 

P.  7 己 

バック ドア 

•パ' ッテ U —  < 補 機 バッテ IJ 一  > の充 
電- 交換 後の 再 接続 時 
- ヒューズ 交換 後 

P. 已 9 

パヮー バック ドア 

•バッテリーく 補 機 バッテ IJ 一  > の充 
電- 交換 後の 再 接続 時 
- ヒューズ 交換 後 

P.  87 
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さ  <  いん 


略語 一覧 .  524 

五十音順 さくいん . 5S5 

症状 別 さ  <  いん . 534 

八 イブ リツ ド さ < いん . 538 
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略語 一覧 

アルフ アベ ッ ト 略語一質 


アルファべ ッ ト 略語 

カタ カナ 表記 

ABS 

アンチ □ック ブレーキ システム 

ACC 

ア クセヴ U — 

ECO 

エ コノ S —/エコ □ジー 

AFS 

アダプ ティ ブフ □ン トライ テ ィング システム 

AHB 

オー トマ チック 八イ ビーム 

DISP 

ディスプレイ 

ECU 

エレ ク ト U ック コント □-ル ユニット 

EDR 

イ ベン ト データレ コー ダー 

EPS 

エレ ク ト U ック パワー ステア U ング 

EV 

エレクト U ック ビーク ル 

LED 

ライ トエ ミッ ティン グダ イ オード 

LKA 

レーン キーピング アシスト 

PCS 

プ U クラッシュ セーフ ティ システム 

VSC 

ビーク ルスタビ U ティ コント □ー ル 

S-VSC 

ステア U ング アシス テッ ドビー ク ルスタビ U ティ 
コン ト □ー ル 

VDIM 

ビーク ル ダイナミクス イン テグ レイ テッ ド マネージ メ 

SRS 

ヴプ U メンタル レスト レイン トシス テム 

TRC 

トラ クシ ヨン コント □ー ル 
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五十音順 さくいん 

五十音順 さ < いん 


巧 


アーム レスト 

フ □ン トシ ー ト アーム レスト 369 
セ カン ド シー ト アーム レスト 369 
センター アーム レスト . 369 

アクセサリー コンセント . 365 

アクセサリー ソケット . 363 

アクティブへ ッ ドレ スト . 96 

アシスト グリップ . 361 

足元 照明 . 336 

アダプ ティ ブフ □ン トライ テ ィング 

システム . 249 

アンチ □ ック ブレーキ システム..  298 

EV ドライブ モード . 213 

イグ ニッシ ヨン スイッチ 

エンジン （イグ ニッシ ヨン） 

スィッチ . 203 

パワー （イグ ニッシ ヨン） 

スィッチ . 208 

イ ベン ト データ レコーダー . 23 

イモビ ライザー システム . 1 曰 3 

イルミ ネー テッ ド エントリー 

システム . 337 

イン ナー ミラー . 136 


ウイン カ ー 


W 数 . 

.514 

スイッチ . 

.22 已 

電球の 交換 . 

.40 已 

ウインドウ 

ウオツ シャー . 

....2 已 7、 

260 

パワー ウインドウ… 

. 144 

リャ ウインドウ 

デフ ォッ ガー ........ 

.334 

ウインドウ □ッ クス イッチ ........ 

. 144 

ウ オー ーング ランプ ..... 

.447 

ウォツ シャー 

液の 補給 . 432 

スイッチ . 2 已 7、 260 

タンク 容量 . 513 

をの 前の 準備 •点検 . 3] 已 

運転 

寒冷 時の 運転 . 3] 已 

正しい 姿勢 . ] 已 7 

手順 . 190 

運転席 シー ト ベルト 
非 着用 警告 灯 . 4 曰 1 

日 ェァ] ン 

フ □ン h エアコン . 320 

フィルターの 交換 . 434 

IJ ャ ェァコン . 330 

ェァバッグ 

SRS エア ノ （ッグ . 159 

一般的な 警告 . 164 

お テ さまの ためのを 意 . 164 

カーテン シールド エアバッグに 

関する 警告 . 1 6 已 

カーテン シールド エアバッグの 

作動 条件 . 160 

改造- 分解 . 167 

警告 巧 . 448 

サイ ドエ アバ ッグに 

関する 警告 . 1 6 已 

サイ ドエ アバ ッグの 

作動 条件 . 160 

作動 条件 . 160 

正しい 姿勢 . ] 已 7 

配置 . 159 

エコ ドライブイン ジケ ー タ ー 

ランプ . 193 

エコ ドライブ モード ........ 217、 223 

ESP0 . 40 
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五十音順 さ < いん 


LED 室内 間接照明 . 340 

エレ ク トリック パワー 

ステア リング . 298 

エンジン 

イグ ニッシ ョン スイッチ ........ 203 

エンジン 回転 計 . 228、 229 

エンジンび かからない . 480 

エンジン 警告 灯 . 448 

エンジン スイッチ . 203 

才 ーバー ヒート . 498 

かけち . 203 

ボンネット . 39 己 

エンジン オイル 

をの 前の 準備 •点検 . 3  ] 已 

容量 . 己 09 

"エンジン スタート ストップ" 
スイッチ . 203 

巧 応急 用 タィャ 

空気 圧 . 514 

スペアタイヤ . 466 

オート アラーム . 1 曰 4 

オー トシ ー トス ライ ドア ウェイ 

&リ ターン 機能 . 97 

オート レ ベリ ング システム . 2 曰 0 

オー トマ チ ッ ク八イ ビーム . 2 曰 1 

才 ー バ ー ヒ ー ト （エンジン） . 498 

才 ー バ ー ヒ ー ト 

(八 イブ リッ ド システム） . 曰 日 0 

オーバーへ ッ ド コンソール . 352 

才 ー プナ ー 

給油 □ . 150 

ボンネット . 39 已 


お 子 さまの 安全の ために 

ウイン ドウ □ッ クス イッチ .... 144 

エアバッグ に関する 警告 ........ 164 

お テ さまの シートベルト 着用 ]3] 
シー ト ベル ト に関する 警告.… 1 33 

チャイルド シート . 168 

チャイルドシートの 固定 ........ 180 

チャイルド プ □テク ター . 76 

電子 キーの 電池に 関する 

警告 . 431 

バッテ U —に 関する 警告 

. 49]、 496 

パワー ウインドウに 

関する 警告 . 146 

ォ ドメーター .......  228、 229、 230 

巧 力-テン シ- ルに アバ ッグ ...... 159 

外気 温 表示 

. 228、 230、 242 


カスタマイズ 機能 . 曰 1 目 

ガソリン スタン ドでの 情報 . 曰 4 日 

カップ ホル ター . 347 

ガレージ ジャッキ . 399 


曰キ 

イ クニ ッシ ヨン スイッチ 

. 203、 208 


エンジン スイッチ . 203 

キー . 55 

キーナン バー . 已已 

キー レス エン ト IJ  一 . 67 

キーを 無 <  した . 48 已 

電子 キー . 已己 

電子 キーび 正常に 働かない ….486 
電子 キーの 電池び 切れた ........ 486 

パワー スイッチ . 208 

メカニカル キー . 已己 

ワイヤレス ドア □ック . 67 


己 26 


五十音順 さ < いん 


給油 口 . 150 

緊急 時の 対処 

エンジンび かからない 

(ガソリン 車） . 480 

オーバーヒートした 

(ガソリン 車） . 498 

オー パー ヒートした 

(八 ィブ IJ ッ陣) . 500 

キーを 無くした . 48 已 

警告 巧び ついた . 447 

警告メッセージび 

表示され た . 454 

けん 弓 1 . 442 

故障した とさは . 438 

シフ トレバーび 

シフ ト でさない . 484 

スタックした . 已日 4 

車両を 緊急 停止す る . 已 06 

電子 キーの 電池び 切れた ........  486 

発 炎 筒 . 440 

八 イブ リッ ド システムび 
始動で さない 

(ハ ィブ U ッド 車) . 482 

バッ テリーび あびった 

(ガソリンき） . 488 

ノ  くンク した . 466 

補 機バッ テ U —び あびった 

(ハ ィブ U ッド 車) . 492 

非常 点滅 灯 . 439 

B  空気 圧 （タイヤ） . 曰 14 

空調 

フ □ン h エアコン . 320 

フィルターの 交換 . 434 


曇り 取り 

フロントガラス . 324 

U ヤ ウイン ドウ デフ ォッ ガー ..... 334 

クリアランス ソナー . 287 

クルーズ コント □ー ル 

クルー ズ コン ト □-ル . 263 

レーダー クルーズ 

コント □ー ル . 267 

グ □ーブ ボックス . 343 

ra 計器 

メー ター . 228、 229、 230 

メーター 照度 調整 . 232 

警告 灯 

ABS  & ブレーキ アシスト ...... 448 

PCS 警告 灯 . 448 

SRS ェァバッグ . 448 

4WD . 448 

エンジン . 448 

エンジン オイル 圧力 . 447 

シー ト ベルト 非 着用 . 4 己] 

充電 . 447 

デ ィス チャージへ ッ ド ランプ 

才ー トレべ IJ ング . 448 

燃料 残 量 . 4 己] 

パワー ステア U ング . 448 

半 ド' ア . 4 己] 

プ IJ テン シヨ ナー . 448 

ブ レー キ . 447、 449 

マスター ウ オーニング . 454 


リ ヤ エアコン . 330 

区間 距離計 . 228、 229、 230 


己 27 


五十音順 さ < いん 


ロ シ-卜 

ヴー ド シート . 

シー トヒー ター . 

セ カン ド シート . 

正しい 運転 姿勢 . 

チ ヤイ ル ド シー トの 固定 

調整に 関する 警告 . 

手入れ . 

ドライビング ポジション 

メモ  IJ  一 . 

フ □ント シート . 

へッ ドレ スト . 

シート アレンジ . 

シー ト ベルト 

お テ さまの 着用 . 

緊急 時 シー ト ベルト 

固定 機構 . 

シー ト ベルト 警告 灯 ....... 

シー ト ベルト 
プ IJ テン ショ ナー ........ 

清掃- 手入れ . 

正しい 着用 . 


後退 灯 

W 数 . 己 14 

電球の 交換 . 405 

ル 物入れ . 3 曰 2、 376 

子供 専用 シート . 168 

つートフ ック . 362 

コンソール ボックス . 344 

コンビニ フック . 360 

つン ライト 

(自動 点な •消な 装置) . 248 

目 ヴ_ ド シ_卜 . 108 

サイ ドエ アバ ッグ . 1 曰 9 

サンバイザー . 357 


警告 表示 

4WD . 4 己 己 

オートマチック 八イ ビーム  4 己 6 
クリアランス ソナ ー.. .4 己 6、 459 

クルー ズ コント □-ル . 4 已已 

ステア IJ ング □ック . 455 

スマート エン ト U — & 

スタート システム . 462 

ドア . 457 

燃料 残 量 . 458 

パーキング ブレーキ . 457 

八 イブ IJ ッ ド システム 

. 4 已 4、 460 

プ IJ クラッシュ セーフ ティ 

システム .  4 己 己、 458 

ムーン ルーフ . 457 

レーン キーピング アシスト 
. 4 已 6、 4 已 9 


レーダークルー ズ コン ト □-ル 


. 4 已 己、 4 己 8、 459 

警告 ブザー 

シー ト ベルト 非 着用 . 451 

スマ ー ト エン ト U  —  S. 

スタートシス テム ..... 4 己 3、 462 

ブレーキ . 447 

ムーン ルー フ 閉め 忘れ.. .73、 148 
ランプ 消し 忘れ . 250 

化粧 用 ミラー . 3 曰 8 

けん 引 . 442 

ち 交換 

タイヤ . 466 

電球 . 405 

電子 キーの 電池 . 430 

ヒューズ . 418 

工具 . 466 


8  1  1  7  8  9  5 
0  7  0  5  6  9  8 


3 


3 


3 


3 


4  6  7 
3  8  2 
131 


己 28 


五十音順 さ < いん 


チャイルドシートの 固定 ........ 180 

調整 . 130 

妊娠 中の かたの 着用 . 133 

自動 防に イン ナー ミラー . 137 

室内 灯 

W  数 . 514 

スィッチ . 338、 339 

シフ トレバー 
オー トマ チック 
トランスミッション 

(ガソリン 車） . 216 

トランスミッション 

(八 ィブ IJ ッ陣) . 222 

シフ トレバーび 

シフトで さない . 484 

シフ ト □ックシ ス テム . 484 

ジャッキ 

ガレージ ジャッキ . 399 

き 載 ジャッキ . 466 

ジャッキ 八ン ドル . 466 

車 幅 灯 

W  数 . 514 

電球の 交換 . 405 

ランプ スイッチ . 248 

車両 型式 . 曰 1 曰 

車両 仕様 . 曰 1 曰 

車両 接近 通報 装置 . 30 

車両 データの 記録 . 22 

収納 装備 . 341 

助手席 シー ト ベルト 


非 着用 警告 灯 . 

助手席 側面 スイッチ., 


.451 
....  97 


目  水温 計 . 228、 229、 230 

スイッチ 

4WD オー ト モード 

スィッチ . 262 

AFS  OFF スィッチ . 249 

VSC  OFF スィッチ . 300 

ウイン ドウ □ッ クス イッチ .... 144 

エンジン スイッチ . 203 

ク IJ アラン スソ ナース イッチ… 287 

ドア □ッ クス イッチ . 70 

八 ヴード ランプ スイッチ ........ 439 

パワー ウイン ドウ スイ ッチ.… 1 44 

パワー スイッチ . 208 

非常 点滅 灯 スイッチ . 439 

フォグ ランプ スイッチ . 256 

プ IJ クラッシュ ブレーキ 

OFF スィッチ . 308 

ランプ スイッチ . 248 

ワイパー & ウオツ シャー 

スイッチ . 2 己 7、 260 

スタック 

スタックした . 504 

ステア U ング アシス テッド 
ビーク ルスタビ リ ティ コント □ー ル….  298 
ステアリング ホイール 

オーディオ スイッチ . 378 

調整 . ]3 已 

スピードメーター 

. 228、 229、 230 

スペアタイヤ 

空気 圧 . 514 

収納 場所 . 466 

スペック . 曰 08 

スポーツ シーケンシャル 
シフ トマ チック モード . 218 


己 29 


五十音順 さ < いん 


スマ ー ト エン ト U  —  & 

スタート システム 

エンジンの 始動 . 203 

ドアの 解 錠- 施錠 . 58 

八 イブ リッ ド システムの 始動 208 

スライ ド ドア . 74 

目 ミ 青 掃 

外装 . 382 

シー h ベルト . 386 

内装 . 38 已 

セ カン ド シート 

調整 . 101 

ヴー ド シー ト への 秉り 降り.… 1 04 

積算 距離計 . 228、 229、 230 

洗車 . 382 

前照灯 

W  数 . 514 

スイッチ . 248 

デ ィス チャージへ ッ ド ランプに 

関する 警告 . 416 

電球の 交換 . 4 日已 

センター アーム レスト . 369 

センター テーブル . 368 

^3 速度 言 十 . 228、 229、 230 


巧 チェー ン （タイヤ チェー ン） ........ 315 


チ ャイ ル ド シート 

に 日 FIX バーでの 固定 . 183 

シー ト ベルトでの 固定 . 181 

チャイルド プ □テク ター . 76 

駐車 ブレーキ . 226 

B  ツイン ムーン ルーフ . 147 

ッール . 466 

己  ディスプレイ 

警告メッセージ . 454 

卜 U ップ 

イン フオ メー シヨ ン . 239 

手入れ 

外装 . 382 

シ ーb ベル h . 386 

内装 . 38 已 

テールランプ 

W  数 . 514 

スィッチ . 248 

電球 

W 数 . 己 14 

交換 . 40 已 

電子 キー 

電池び 切れた . 486 


タイヤ 

空気 圧 . 已 14 

交換 . 466 

スペアタイヤ . 466 

チェーン . 3] 已 

点検 . 389 

ノ  くンク した . 466 

を 用 タイヤ . 3] 已 

□ー テーシ ヨン . 389 


马 ドァ 

ドア ガラス . 144 

ドア ミラー . 138 

ドア □ック . 70 

ドア ガラス . 144 

ドア ポケット . 356 

ドア ミラー 

調整 . 138 


夕 ZI メー ター ....... 228、 229、 230 


己 30 


五十音順 さ < いん 


盗難 防止 システム 
イモ ビラ イヴ ー 

システム . ] 已 3 

オート アラーム . 154 

時計 . 3 曰 9 

ドライビング ポジション 

メモリー . 124 

トランスミッション 
オー トマ チック 
トランスミッション 

(ガソリン 車） . 216 

トランスミッション 

(八 ィブ IJ ッ陣) . 222 

シフ トレバーび 

シフトで さない . 484 

トラ クシ ヨン コント □ー ル . 298 

トリップメーター 


228、 229、 230 


ナ ノィ- . 

IH 二-ロ バッグ …… 
荷物 

積む とさのを 意 


325 

159 

313 


巧 燃料 

ガソ IJ ン スタン ドでの 情報.... 已 4 日 

給油 . 150 

種類 . 已 08 

燃料 計 . 228、 229、 230 

容量 . 已 08 

巧 パ-キング ブ レ- キ . 226 

八 イブ リッ ド システム 

パワー スイッチ . 208 

八 イブ IJ ッ ド システムび 
始動し なし） . 482 


八 イブ IJ ッ ド システム 

警告 表示 . 4 己 4、 460 

オーバーヒート . 500 

始動ち 法 . 208 

ボンネット . 39 已 

八 イブ リッ ド システム 

インジケーター . 233 

八 ザー ド ランプ 

スィッチ . 439 

電球の 交換 . 40 已 

W  数 . 514 

発 炎 筒 . 440 

バックアップ ランプ 

W 数 . 己 14 

電球の 交換 . 40 已 

バック ドア . 8 已 

バッテ リー 

バ ッテ  IJ- び あびった 

(ガソ IJ ン 車) . 488 

補 機バッ テ U —び あびった 

(八 イブ IJ ッド 車） . 492 

をの 前の 準備 点検 . 3] 已 

バニ ティ ミラー . 358 

バニ ティ ランプ 

W 数 . 己 1 己 

バニ ティ ランプ . 3 已 8 

バルブ 

W 数 . 己 14 

交換 . 40 已 

"パワー" スイッチ . 208 

パヮー ウィンドウ . 144 

パワー スライド ドア . 74 

パワー バック ドア . 8 己 

パンク 

パンクした . 466 


531 


五十音順 さ < いん 


番号 灯 

W 数 . 

スイッチ . 

電球の 交換 . 

八ン ドル 

調整 . 

巧 ビ-ク ルスタビ リ ティ 

コント □ー ル . 

ヒー ター 

シ ー  ト ヒーター . 

フ □ント エアコン . 

ミラー ヒーター . 

U ャ ェァコン . 

非常 点滅 灯 

スイッチ . 

電球の 交換 . 

W 数 . 

尾灯 

W 数 . 

スイッチ . 

ヒ ューズ . 

表示灯 . 

ヒル スタート アシスト 
コント □ー ル . 

151 フォグ ランプ 

W 数 . 

スイッチ . 

電球の 交換 . 

フック 

けん 引 フック . 

ラ ゲージ フック . 

を 用 タイヤ . 

プリ クラッシュ シー ト ベルト 
プリ クラッシュ セーフ ティ 
システム . 


ブレーキ 

パーキング ブレーキ . 226 

ブレーキ アシスト . 298 

フ □ァ マット . 374 

フ □ント シート 

調整 . 9 已 

フ □ン ト ターン シグナル ランプ 

W  数 . 514 

電球の 交換 . 4 日已 

レノく一 . 22 已 

フ □ン トフ ォグ ランプ 

W  数 . 514 

スィッチ . 256 

電球の 交換 . 4 日已 

フ □ン ト ワイパー デ アイサー ...... 33 己 

H  へッ ド ランプ 

W 数 . 己 14 

スィッチ . 248 

デ ィス チャージへ ッ ド ランプに 

関する 警告 . 416 

電球の 交換 . 4 日已 

へッ ドレ スト 

調整 . 1 10 

Hi ホイール . 389 

方向 指示 灯 

W 数 . 己 14 

スイッチ . 22 己 

電球の 交換 . 4 日已 

補助 確認 装置 . 142 

ホー ン .  227 

ボ トル ホルダ ー . 35 1 

ボンネット . 39 曰 


己] 4 

248 

40 己 

]3已 

298 

371 

320 

140 

330 

439 

40 已 

己] 4 

己] 4 

248 

418 

234 

305 

己] 4 

256 

40 已 

442 

376 

315 

130 

307 


己 32 


五十音順 さ < いん 


E1 マップ ランプ 

W  数 . 515 

スィッチ . 338 

マルチ イン フォ メー シヨ ン 

ディスプレイ . 239 

ち ミラ- 

イ ンナー ミラー . 136 

ドア ミラー . 138 

バニ ティ ミラー . 358 

補助 確認 装置 . 142 

巧 ムーン ルーフ . 147 

メ - 夕  _ 

メー ター . 228、 229、 230 

メーター 照度 調整 . 232 

メンテナンス 

メンテナンス データ . 已日 8 

13  4WD オート モード スイッチ ...... 262 


ランプ 

W 数 . 已 14、 己] 已 

室内 灯 . 336 

電球の 交換 . 4日 已 

LED 室内 間接照明 . 340 

八 ヴード ランプ スイッチ ........ 439 

バニ テイ ランプ . 358 

非常 点滅 灯 スイッチ . 439 

フォグ ランプ . 2 已 6 

へッ ド ランプ . 248 

方向 指示 灯 . 已 

マップ ランプ . 338 

リヤ ルーム ランプ . 339 


巧 リヤ ウインドウ デフ ォッ ガ- …… 334 

U ャ エアコン . 330 

リヤ ターン シグナル ランプ 

W 数 . 己 14 

電球の 交換 . 4 日已 

リヤ ルーム ランプ 

W 数 . 己 1 己 

スィッチ . 339 

因  ルーム ランプ 

W  数 . 515 

スィッチ . 338、 339 

; 令 却 水 

をの 前の 準備 •点検 . 3] 已 

容量 . 己]] 

冷却 装置 

エンジン オー ノ  く ー ヒート ........ 498 

八 イブ U ツ ド システム 
オーバーヒート . 500 


レーター クルー ズ コン ト □- ル.. 267 
レーン キーピング アシスト 280 


巧 ヮィ パ- 

ス イッチ . 2 己 7、 260 

ワイパー デ アイサー . 33 曰 

ワイヤレス ドア □ック 

電池 交換 . 430 

U モ コン . 67 


己 33 


症が 別 さくいん 

症が 別 さ < いん 


タイヤび パンクした 


エンジンび かからない 
(ガソ U ン車） 


八 イブ U ッ ド システムび 始  \ 
動し ない （八 イブ リッド 車） _  ノ 


シフ トレバーび 動かない 


水温 計の 針び 
赤い ゾーンに 入った 


エンジン ルームから 

蒸気び 立ちのぼった 


P.4 目 6 

パンクした とさは 

P.  480 

エンジンび かからない とさは 

P. 1 日 3 

イモ ビラ イヴ ー システム 

P.488 

パッテ U —び あびった とさは 

P.482 

八 イブ U ッ ド システムび 
始動で さない とさは 

P. 1 日 3 

イモ ビラ イヴ ー システム 

P.492 

補 機バッ テ U —び あび つたと きは 

P.484 

シフト レバーび シフ ト でさない とさ 
は 

P.498 
P. 日日 日 

オーバーヒートした とさは 

キ ー を 無くした 

P.48 己 

キーを 無くした とさは 

バッテ U— び あびった  \ 

(ガソ U ン車）  / 

P.488 

パッテ IJ 一び あびった とさは 

補 機バッ テ U —び あびった  \ 

(八 イブ U ッ ド 車）  ノ 

P.492 

補 機バツ テ IJ 一び あび つたと きは 

己 34 


症状 別 さくいん 


P. 日 7 

P.  67 
P.7 日 

ドア 

ドアび 施錠で さない  > 

めかる みや 砂地な どで  \ 

動けな < なった  / 

P. 日日 4 

スタックした とさは 

警告 打び 点灯、 点滅した  > 

P.447 

警告 巧び ついた とさは 

► ドット 表示 式 マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 
(ガソリン 車） 


PS 

Pi 

BT083CD001 

► セ グメン ト 表示 式 マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 
(ガソ U ン車） 


535 


症状 別 さくいん 


■警告 打 一覧 


ム 

マスター ウ オー ニン 
グ  P.  4 己] 

な 

エンジン 警告 打 

P.  448 

が 

SRS エアバッグ/ プ IJ テン 
シヨ ナー 警告 打 P.  448 

油圧 警告 打 

P.  447 

@! 

パワー ステア U ング 
警告 打  P.  448 

妙 

半 ドア 警告 打 

P.  4 己] 

ぶ 

運転席 シー ト ベルト 非 
着用 警告な  P.4 己] 

網 

AFS  OFF 表示 打 
(点滅）  P.  449 

口 

充電 警告 好 

P.  447 

(©) 

ブレーキ 警告な 
(赤色）  P.  447 

(©) 

ブレーキ 警告 灯 
(黄色）  P.  449 

(©) 

ABS& ブレーキ アシ 
ス ト 警告 打  P.  448 

妻 P 

デ イス チヤ- ジへッ ド ランプ オ-卜 
レべ リング 警告な P.  448 

曲 

燃料 残 量 警告 打 

P.  4 己] 

ぶ 

PASSENGER 

助手席 シートベルト 非 
着用 警告な  P.4 己] 

PCS 

PCS 警告 打 
(点滅）  P.  448 

己 36 


症状 別 さくいん 


=n 

AUTO 

オート 7 チック 八 イ ビーム 
表示灯 （黄色） P.  449 

因 

ス U ップ 表示 打 

P.  449 

4WD 

4WD 警告 打 

クル- ズ〕 ント □-ル システム 

P.  448 

0) 

表示 打 （寅 色）  P.  449 

I 一  1 スマー ト エン ト U-& スター ト 
一户 システム 警告 等 P.  4 已 3 


警告 メ ッ セージび 表示され た 


P.4 日 4 


警告 メ ッ セージび 表示され たと さは 


警告音び 鳴った 


■警告 打の 点 打、 点滅、 または マルチ イン フォ メー シヨ ンデ ィス 
プレイの 警告 メッ セージを 確認して く ださい。 

•警告な び 点な、 点滅して いる （^P.  447) 

•警告メッセージび 表示され ている （^P.  454) 

■警告 打の 点灯、 点滅 や、 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ スプレ 
イに 警告メッセージの 表示 びないと さ、 または 車 外で 警告音び 
鳴った とさは、 次の ことを 確認して ください。 


お 車の 状況 

鳴った とさの 状況 

参照 ページ 

停車/駐車 中 

ドアを 開けた とさ 

P.  64 

車 外に 出た とさ 

スマ ー ト エン ト U  & スター トシ 
ス テムで □ ック スイ ッチを 押し 
たと さ 

走行 中 

シフト レバーを R にした とさ 

P.  220 
、 223 

ブレーキを 踏んだ とさ 

P. 197 
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八 イブ リツ ド さくいん 

八 イブ リツ ドを < いん （八 イブ リツ ド ま) 


■  ノ V イブ リッ ド システムに ついての 解説 

■八 イブ リッ ド システムの 特徴 . P.  28 

I ノ V イブ リッ ド システムに ついての 注意事項 

■ ご 使用になる にあたって 

高電圧 部位 . P.  34 

駆動 用 電池 冷却 用 吸入 □ . P.  3 曰 

■運転の しかた 

■運転に あたって . P. 190 

■ハ イブ リッ ド システムの 始動 方法 . P.  208 

■ トランス ミッション . P.  222 

I 環境に 配慮した 経済的な 運転 

■八 イブ リッ ド 車 運転の ア ド バイス . P •曰 3 

圓事故び起きたときは 

■事故が 発生した とさの 警告 . P.38 
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八 イブ u ッ ド さくいん 


I ノ V イブ リッ ド 車 特有の 説明び ある 項目 

■車両 接近 通報 装置 . P.30 

■  EV ドライブ モード . P.  213 

■計器 類  …  …  R  228 

■表示な/警告な . P.  234 

■  ノ V イブ リッ ド システム インジケーター . P.  233 

■ボンネット . P.  39 曰 

■けん 引に ついて . P.  442 

■  ノ V イブ リッ ド システムが 始動で きないと きは . P.  482 

■補 機バッ テリーび あがった ときは . P.  492 

■才 ーバー ヒート したと さは . P. 曰 00 
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I 


ガソリンスタンドでの 情報 

給油 や 交換な どの 際に 必要になる 項目を まとめて あります。 


ボンネット フック 給油 □ 


P.  39 己  P. 150 


BT071CE001 


燃料の 容量 
惨考 値） 

6 己し 

燃料の 種類 

無鉛 プレミアム ガソ U ン に GR-FE エンジンき） 

無鉛 レギュラー ガソ IJ ン に AZ-FE エンジン 車 

/  2AZ-FXE エンジン 車） 
P. 1 巳し P. 巳 日 8 

タイヤび 冷えて いる 
とさの 空気 圧 

P.  39 日、 P.514 

エンジン オイル 容量 
慘考 値） 

オイルの み 交換 時 

2GR-FE エンジン 車： 已 .7L 

2AZ-FE エンジン 車 
/  2AZ-FXE エンジン 車 ：  4. 1 L 
オイルと フィルター 交換 時 

2GR-FE エンジン 車 ：  6.1L 

2AZ-FE エンジン 車 
/  2AZ-FXE エンジン 車：  4.3L 

エンジン オイルの 
種類 

P. 巳 09 
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お問い合わせ、 ご 相談は 
下記へ お願いいた します。 

トヨタ自動車 株式会社 お客様 相談 センター 

全国 共通 •フリ ー コ ー ル 

原! 0800 -700-7700 

オープン 時間 365 曰 9: 日日〜 18: 日日 

所在地 〒化 日-日日 日 2  名ち 屋 市中が 区 名 駅 四 T 目 10 のの 
第二 豊田 ビル 西 館 7 階 

「個人情報 保護ち 針」 について は、 
http  :/Avww.toyota.coJp にて 掲載して おります。 


1-3 巧 白 動 軍 巧 巧 会れ 

http://toyota.Jp 
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